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中
国
の
宋
代
に
翰
墨
を
弄
す
る
文
人
が
叢
生
し
、
宮
廷
の
官
僚
か
ら
郷

里
の
紳
縉
に
至
る
ま
で
、
文
筆
を
用
い
公
私
の
通
交
を
潤
色
す
る
習
慣
が

広
が
っ
て
、
前
代
に
な
い
大
衆
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
人
々
は
、
皇
族
や
廷
臣
、
内
外
の
官
吏
、
在

野
の
処
士
、
儒
釈
道
の
学
者
か
ら
庶
民
の
裕
福
な
者
に
及
び
、
精
粗
様
々

の
�
文
が
各
層
に
行
わ
れ
た
。
殊
に
南
宋
時
代
、
諸
城
市
の
殷
賑
は
そ
う

し
た
傾
き
を
強
く
し
、
文
筆
の
精
華
を
萃
め
た
数
多
の
集
成
が
産
み
出
さ

れ
、
今
日
に
遺
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
集
を
見
る
と
、
詩
賦
や
古
文

を
主
と
し
な
が
ら
、
表
奏
や
啓
�
な
ど
、
形
式
を
重
ん
ず
る
伝
統
的
な
駢

文
と
、
新
た
に
流
行
し
た
�
詞
を
も
加
え
、
文
体
の
面
で
も
多
様
化
、
重

層
化
の
進
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
そ
の
執
筆
の
機
会
を
捉
え
れ
ば
、

奏
議
献
策
や
諷
諫
を
始
め
、
官
衙
と
の
往
来
、
朋
党
の
宴
集
や
送
別
、
私

第
周
辺
の
風
流
韻
事
、
四
方
へ
の
遊
覧
、
書
院
家
塾
や
寺
観
で
の
清
談
等
、

日
常
の
慶
弔
に
寄
せ
た
応
酬
ま
で
含
め
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
墨
香
を

添
え
る
生
活
が
営
ま
れ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

宋
代
の
文
事
盛
行
は
、
直
接
に
は
書
物
の
伝
流
と
関
わ
る
。
特
に
出
版

印
刷
の
普
及
が
そ
の
支
え
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
に
属
し
よ
う
。

唐
以
前
の
古
典
的
著
作
や
当
代
の
文
集
が
、
方
冊
の
版
本
に
よ
っ
て
知
識

層
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
文
献
中
の
記
録
の
他
、
伝
存
す
る
宋
版
本
を

見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
目
を
向
け
る
と
、
長
く
読
み
継
が

れ
て
き
た
古
典
を
核
と
し
な
が
ら
、
専
門
家
向
き
の
原
典
と
注
釈
、
準
則

を
備
え
た
選
集
の
他
、
書
物
受
容
者
の
拡
大
に
伴
い
、
知
識
の
捷
径
を
体
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現
し
よ
う
と
い
う
入
門
書
、
指
南
書
等
、
編
集
書
類
の
出
版
も
数
を
増
し

て
い
る
。
特
に
宋
末
に
向
け
て
そ
の
傾
向
が
強
ま
り
、
今
日
で
も
私
た
ち

は
、
こ
の
時
代
に
編
ま
れ
た
多
く
の
韻
書
、
類
書
、
総
集
等
の
名
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
通
俗
の
編
著
を
産
み
出
し
た
者
は
、
官
界
の

周
辺
に
あ
っ
て
学
問
及
び
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
学
塾
と
、
出
版
書
林

と
の
双
方
に
関
係
を
有
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
中
で
も
南
宋
時
代
に
朱

熹
の
門
派
が
栄
え
、
書
院
の
林
立
し
た
建
安
周
辺
は
、
出
版
を
生
業
と
す

る
多
く
の
書
坊
を
擁
し
て
い
た
か
ら
、
そ
う
し
た
編
著
の
版
刻
を
産
み
出

す
街
衢
の
中
心
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
宋
朝
が
亡
び
、
科
挙
を
通
し
て
結
ば

れ
た
書
院
と
朝
廷
と
の
直
接
的
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
る
と
、
仕
官
を
止
め

た
宋
の
遺
臣
を
始
め
、
書
院
に
出
入
す
る
者
の
餘
業
と
し
て
そ
の
精
力
が

向
け
ら
れ
、
編
著
の
刊
行
が
益
々
盛
ん
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
る

『

翰
墨
全
書』

は
、
そ
う
し
た
気
運
の
色
濃
い
元

代
に
編
集
さ
れ
た
書
物
で
、
題
目
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
文
筆
の
用
意
と

し
て
必
要
な
文
字
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
編
者
の
劉
応
李
は
、
字
希
泌
、

号
省
軒
、
建
陽
の
人
。
建
陽
劉
氏
は
南
宋
時
代
に
、
科
挙
登
第
し
て
工
部

尚
書
に
至
り
、
文
簡
公
と
諡
さ
れ
た
�龠(

号
雲
荘)

を
出
し
て
か
ら
隆
盛

に
向
か
っ
た
家
系
で
、
�龠
は
嘗
て
弟
炳
と
共
に
朱
熹
に
従
学
し
た
が
、
応

李
は
そ
の
炳
の
曽
孫
、
炳
の
子
�
の
孫
に
当
た
る

(

１)

。
応
李
の
先
祖
は
、
歴

代
宋
朝
の
科
挙
に
登
第
し
た
名
族
で

(

２)

、
�龠
が
太
学
に
朱
熹
の｢

白
鹿
洞
規｣

を
導
入
し
、
自
ら

『

四
書
集
註』

を
刊
行
し
た
と
伝
え
る
の
を
始
め
、
曽

祖
父
の
炳
は

『

程
氏
遺
書』

の
編
集
に
携
わ
っ
た
と
も
い
い

(

３)

、
朱
熹
に
傾

倒
す
る
学
者
を
続
け
て
輩
出
し
、
官
途
を
終
え
る
と
建
陽
の
北
、
崇
安
県

の
武
夷
山
中
に
退
く
こ
と
を
例
と
し
た
。
次
に
応
李
の
小
伝
を

『(

万
暦)

建
陽
県
志』

に
よ
っ
て
示
す
。

應
李
、
字
希
泌＊

、
初
名
�
、
�
之
孫
也
。
幼
莊
重
聰
敏
、
稟
承
家
學
。

長
從
眞
�
秀
游
、
得
程
朱
之
傳
。
登
咸
淳
甲
戌
進
士
、
授
本
邑
簿
。

入
元
不
仕
、
退
與
熊
禾
、
胡
庭
芳
、
講
道
洪
源
山
。
居
十
有
二
年
、

建
化
龍
書
院
於
�
潭
、
聚
徒
講
業
、
學
者
雲
集
。
所
著
翰
墨
全
書
、

易
經
精
義
、
傳
道
精
語

(

泌
＊

、
原
作
沁
、
私
に
訂
す)

。

こ
れ
に
拠
れ
ば
劉
応
李
は
、
初
め
名
を
�
と
言
い
、
家
学
に
加
え
真
徳
秀

に
従
っ
て
程
朱
の
学
を
受
け
、
宋
末
咸
淳
十
年

(

一
二
七
四)

に
科
第
し

建
陽
主
簿
の
官
に
就
い
た
。
し
か
し
宋
滅
び
て
職
を
退
き
、
洪
源
山
に
在
っ

た
熊
禾
等
と
合
流
し
て
講
学
の
生
活
に
入
っ
た
。
滞
在
十
二
年
の
後
、
�

潭
の
地
に
、
自
ら
化
龍
書
院
を
構
え
て
後
人
を
導
き
、
幾
つ
か
の
著
作
を

成
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る

(

４)

。
熊
禾
と
は
咸
淳
十
年
、
共
に
王
龍
沢
の
榜

に
及
第
し
た
同
年
の
間
柄
で
あ
り
、
熊
は
当
の

『

翰
墨
全
書』

に
序
を
寄

せ
て
い
る

(
後
述)

。
胡
庭
芳
、
名
一
桂
は
、
朱
熹

『

周
易
本
義』

の
末
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疏
『

附
録
纂
註』

の
著
作
で
知
ら
れ
る
朱
子
学
者
。
洪
源
山
と
は
、
朱
熹

所
縁
の
武
夷
山
中
に
在
っ
た
熊
氏
洪
源
書
室
の
こ
と
、
一
時
期
同
年
の
許

に
身
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
滞
在
十
二
年
と
は
、『

翰
墨
全
書』

序
文
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
若
干
の
問
題
が
あ
る

(

後
述)

。
ま
た
劉
が
書

院
を
構
え
た
�
潭
と
は
、
建
陽
県
の
麻
沙
鎮
に
隣
接
す
る
土
地
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
南
宋
に
劉
�龠
を
出
し
て
興
隆
し
た
官
家
に
出
身
し
、

建
陽
に
居
住
し
た
関
係
か
ら
程
朱
の
学
に
親
し
み
、
宋
朝
の
滅
亡
に
よ
っ

て
官
途
を
失
い
、
�
山
の
学
究
と
な
っ
て
編
集
に
も
手
を
染
め
た
者
で
あ

り
、
こ
の
期
の
類
書
の
作
者
と
し
て
典
型
的
な
経
歴
を
有
す
る
。
な
お

『

翰
墨
全
書』

の
編
集
に
つ
き
直
接
に
触
れ
た
と
思
わ
れ
る
資
料
と
し
て
、

丁
丙

『

善
本
書
室
蔵
書
志』

巻
三
十
、
集
部
別
集
類
に
録
す
る
、
次
の
記

事
を
挙
げ
て
置
き
た
い

(

５)

(

私
意
改
行)

。

雲
莊
劉
文
簡
公
文
集
十
二
卷
〈
影
寫
正
統
本
〉

右
影
寫
明
正
統
本
。
其
卷
首
乃
一
刻
葉
中
爲
雲
莊
劉
先
生
像(
中
略)

背
有
木
記
云
、

先
祖
文
簡
公
、
同
弟
炳
、
幼
從
朱
子
之
門
、
在
宋
爲
名
臣
。
平
生
著

述
甚
富
。
門
人
果
齋
李
方
子
、
將
草
稿
詩
序
編
次
成
集
。
曾
孫
省
軒

劉
�
應
李
、
隱
於
武
夷
洪
源
山
中
、
編
集
翰
墨
諸

(

マ
ヽ)

書
、
及
將
文
集
點

校
�
棗
。
立
化
龍
書
院
、
以
爲
講
道
之
所
、
收
藏
書
版
。
後
因
元
季

厄
於
兵
燹
、
無
存
續
後
。
子
孫
鈔
謄
、
殘
闕
多
譌
。
幸
先
君
潭
所
藏

古
本
、
叔
輝
恐
磨
滅
、
命
予
刊
行
。
遂
出
己
財
、
敬
�
諸
梓
、
以
廣

其
傳
。
十
世
孫
劉
穩
拜
手
敬
識
於
義
�
精
舎
云
。

存
此
一
紙
、
亦
足
徴
此
集
之
源
流
也
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
応
李
は
洪
源
山
中
に
在
っ
て｢

翰
墨
諸
書｣

を
編
集
し
、

併
せ
て
�龠
の
文
集
に
点
校
を
加
え
、
後
者
に
つ
い
て
は
刊
刻
蔵
版
に
及
ん

だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
正
統
頃
の
記
録
で
あ
り
、
後
掲
す
る
本
書
序

文
の
影
響
も
看
取
さ
れ
、
抑
も
編
書
の
名
目
も
異
な
り
正
確
な
所
伝
か
ど

う
か
不
審
も
残
る
。
し
か
し
応
李
が
山
中
の
書
院
生
活
の
う
ち
に
編
集
と

版
刻
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
点
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
書
の
内
容
は
、
文
筆
の
た
め
の
類
書
で
あ
る
と
前
に
述
べ
た
が
、

一
般
の
類
書
と
異
な
る
特
質
は
、
極
め
て
実
践
的
内
容
を
有
す
る
点
に
あ

り
、
実
地
の
社
会
生
活
中
に
於
け
る
文
章
制
作
に
つ
い
て
、
そ
の
用
途
を

想
定
し
参
考
の
字
句
を
列
し
て
い
る
。
即
ち
首
に

｢

諸
式
門｣

を
置
き
、

表
啓
等
各
種
文
体
の
沿
革
と
組
織
、
上
呈
時
の
書
式
や
忌
避
す
べ
き
点
な

ど
具
体
的
な
解
説
を
施
し
た
上
、
次
に

｢

活
套
門｣

を
置
い
て
、
文
字
の

交
際
に
必
要
な
常
套
の
成
句
を
列
挙
し
た
。
そ
し
て
次
の

｢

冠
礼
門｣

以

下
、
詩
文
贈
答
の
場
面
と
内
容
を
基
に
部
門
を
分
け
、
必
要
の
文
字
を
集

め
た
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
部
門
の
中
を
事
類
と
文
類
と
に
分
か
ち
、
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前
者
で
は
古
典
に
取
材
し
た
故
事
成
句
を
、
標
出
附
注
の
体
裁
で
列
挙
し
、

後
者
で
は
宋
元
間
の
文
例
を
集
め
、
表
牋
、
啓
�
、
序
跋
、
詩
詞
等
の
各

種
文
体
ご
と
に
、
総
集
の
方
式
で
模
範
を
垂
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

文
例
に
は
本
書
の
序
者
熊
禾
や
、
謝
枋
得
、
毛
直
方
等
、
建
安
周
辺
に
集

ま
っ
た
文
人
の
作
が
多
く
を
占
め
る
。
ま
た
地
方
官
と
の
応
酬
は
福
建
地

方
の
官
署
に
於
け
る
送
迎
が
目
立
ち
、
果
て
は
劉
応
李
自
身
の
作
を
も
収

め
、
編
者
の
周
辺
に
選
集
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
て
部
門
ご
と
に

事
文
を
分
け
、
二
つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
本
書
の
編
集
は
、
唐
初
の

『

藝
文
類
聚』

以
来
、
類
書
に
は
伝
統
的
な
体
例
で
あ
る
が
、
本
書
の
よ

う
に
巻
を
分
け
、
両
者
を
別
に
整
理
し
た
手
法
は
、
新
機
軸
を
打
出
し
た

も
の
と
言
え
る
。
右
の
如
く
本
書
は
、
単
純
な
原
則
で
一
貫
す
る
内
容
で

は
な
く
、
様
々
な
編
集
上
の
工
夫
を
加
え
、
収
録
も
広
範
に
及
ぼ
し
た
結

果
、
即
座
に
は
そ
の
組
織
を
看
取
し
づ
ら
い
程
に
、
複
雑
な
構
成
を
有
す

る
書
物
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
本
書
の
版
本
に
様
々
な
変
容
を
来
し
、

紛
然
錯
雑
と
し
た
伝
来
の
乱
れ
を
齎
す
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
版
本
の
記
述
に
先
立
ち
、
本
書
の
題
目
と
内
容
の
来
源
に
つ
い

て
附
言
し
た
い
。
本
書
題
目
の
全
称
は

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書�

大

全�｣

と
言
う
が
、
こ
の
名
称
は
直
ち
に
先
行
す
る
二
種
の
編
書
を
想
起

さ
せ
る
。
即
ち
宋
の
祝
穆
等
編
集
の

『

新
編
古
今
事
文
類
聚』

と
、
欠
名

編
集

『

聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全』

の
二
書
で
あ
る
。
前
者
は
宋
末

建
安
の
儒
者
で
劉
応
李
の
先
輩
に
当
た
る
祝
穆
父
子
と
、
そ
の
門
弟
の
作
、

天
道
部
以
下
の
内
容
分
類
に
従
う
伝
統
的
な
類
書
の
体
裁
で
、
先
ず
要
句

を
集
め
た

｢

群
書
要
語｣

を
掲
げ
、
続
い
て
主
部
を

｢

古
今
事
実｣

と

｢

古
今
文
集｣

に
分
け
、『

藝
文
類
聚』

以
来
の
事
文
合
集
の
形
を
、
坊
刻

本
と
し
て
再
生
し
た
。『

翰
墨
全
書』

は
、
編
集
上
こ
の

『

事
文
類
聚』

に
学
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
同
書
が
巻
の
上
位
に
前
後
続
集
等
の

組
織
を
設
け
た
こ
と
を
受
け
、『

翰
墨
全
書』

で
は
甲
乙
丙
集
等
と
、
そ

の
規
模
を
拡
大
し
た
。
ま
た
事
文
の
う
ち
の
文
類
を
拡
大
し
て
例
文
集
の

機
能
を
強
め
、
実
用
性
に
重
点
を
移
し
た
。
但
し

『

翰
墨
全
書』

と
同
趣

の
書
と
し
て
、
宋
末
に
作
ら
れ
た
編
者
不
詳
の『

翰
苑
新
書』

等
も
あ
り
、

こ
ち
ら
の
影
響
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た

『

翰
墨
全
書』

の

｢

地
理
門｣

は
、『

事
文
類
聚』

と
同
じ
祝
穆
編
集
の

『

方
輿
勝
覧』

に
学
ん
で
節
略

改
変
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
内
容
の
上
か
ら
も
、
そ
の
基
礎
を
同

書
に
得
て
い
る
。
な
お

『

翰
墨
全
書』

は
、
地
理
書
の
後
に

｢

姓
氏
門｣

を
置
き
、
人
物
故
事
を
集
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
元
の
欠
名
者
編

集

『
氏
族
大
全』

に
学
び
、
そ
の
内
容
を
節
略
吸
収
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
題
目
の
下
半

｢

翰
墨
全
書�

大
全�｣

に
相
似
す
る

『

聖
宋
千

家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全』

は
編
者
不
詳
な
が
ら
、
内
容
及
び
題
目
か
ら
、
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ま
た
宋
慶
元
六
年

(

一
二
〇
〇)

の
序
を
冠
し
た
宋
版
を
存
す
る
こ
と
か

ら
(

６)
、
そ
れ
以
前
の
作
と
知
ら
れ
る
。
同
書
は
残
本
の
み
の
伝
存
で
あ
り
そ

の
全
容
は
知
ら
れ
な
い
が
、
遺
存
の
部
分
を
見
る
と
、
宋
人
の
表
啓
を
集

め
て
用
途
別
に
分
類
し
、｢

事
偶｣

｢

句
聯｣

｢

要
段｣

｢

全
篇｣

と
、
小
か

ら
大
に
至
る
四
つ
の
範
疇
を
設
け
、
参
照
の
備
え
と
し
た
編
集
で
あ
る
。

清
水
茂
氏
は
同
書
の
天
理
図
書
館
蔵
本
に
解
題
を
加
え
、
劉
氏

『

翰
墨
全

書�

大
全�』

と
の
関
係
に
説
き
及
び｢

こ
の
劉
應
李
編『

翰
墨
大
全』

は
、

応
酬
交
際
の
書
状
の
形
式
を
述
べ
る
諸
式
門
、
一
般
的
書
状
用
語
を
説
く

活
套
門
に
は
じ
ま
り
、
冠
礼
門
、
婚
礼
門
、
慶
誕
門
な
ど
、
冠
婚
葬
祭
、

場
合
場
合
に
応
じ
た
書
状
の
書
き
方
や
吉
事
凶
事
の
詩
詞
に
ま
で
及
ぶ
社

交
百
科
全
書
で
あ
っ
て
、
本
書

(『

聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全』

を

指
す
、
稿
者
注)

が
四
六
表
啓
だ
け
を
対
象
に
、
文
例
を
宋
人
の
作
品
に

限
る
の
と
ま
っ
た
く
異
な
る
書
物
で
あ
る｣

と
述
べ
ら
れ

(

７)
、
劉
氏

『

翰
墨

全
書』

の
内
容
と
、『

聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全』

と
の
関
係
を
的

確
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
両
者
は
全
く
別
種
の
書
に
当
た
る
が
、

た
だ
同
書
に
残
さ
れ
た
首
の
目
録
を
見
る
と
、
そ
の
巻
百
二
十
七
か
ら
百

三
十
五
は

｢

類
姓｣

と
称
す
る
姓
氏
韻
類
の
編
集
、
そ
の
巻
百
三
十
六
か

ら
末
尾
の
百
四
十
ま
で
は

｢

州
郡
事
迹｣

と
称
す
る
地
理
別
の
典
故
一
覧

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

『

氏
族
大
全』

や

『

方
輿
勝
覧』

に
従
う
劉
氏

『

翰

墨
全
書』

と
は
異
な
る
排
列
を
持
ち
、
直
接
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

文
筆
の
た
め
の
総
集
的
類
書
に
人
物
地
理
の
典
故
集
成
を
附
す
る
体
裁
に

は
、
そ
の
間
接
的
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、
劉
氏

『

翰
墨

全
書』

と
相
似
す
る
書
物
と
し
て
、
こ
れ
も
欠
名
者
編
集
の

『

新
編
事
文

類
要
啓
�
青
銭』

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
の
組
織
や
門
類
の
標
識
等
、
や

は
り

『

翰
墨
全
書』

と
無
縁
と
は
思
わ
れ
な
い
。『

啓
�
青
銭』

に
は
元

泰
定
元
年

(

一
三
二
四)

刊
本
以
下
を
存
す
る
の
み
で
、
遺
存
の
版
本
と

し
て
は

『

翰
墨
全
書』

の
方
が
先
行
す
る
が
、
編
集
自
体
の
先
後
は
必
ず

し
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
宋
末
元
初
の
類
書
編
集
は

様
々
に
影
響
を
与
え
合
い
、
そ
の
間
の
関
係
は
複
雑
で
未
解
決
の
問
題
を

含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
く
た
め
に
も
、
先
ず
そ
の
前
提
と
な

る
べ
き
版
本
の
整
理
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

本
書
版
本
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
既
に
郭
声
波
氏

『

大
元
混
一
方
輿

勝
覧』

(

宋
元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
、
四
川
大
学
出
版
社)

に
附

さ
れ
た

｢

整
理
者
弁
言｣

が
あ
る
。
郭
氏
の
著
書
は
、『

翰
墨
全
書』

の

一
角
を
占
め
る
地
理
書
の
部
門
を
直
接
の
対
象
と
し

(

標
題
は
郭
氏
の
策

定)
、
当
該
の
本
文
に
点
校
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と

し
て
、
本
書
版
本
の
全
体
に
関
す
る
整
理
考
証
を
行
い
、
中
国
大
陸
の
他
、

台
湾
や
日
本
の
資
料
に
も
取
材
し
、
版
本
の
種
類
と
相
互
関
係
を
述
べ
た
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も
の
で
あ
る
。
考
証
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
筋
に
於
い
て
承
認
し
得
る

点
が
含
ま
れ
、
特
に
劉
応
李
原
編
、
�
友
諒
改
編
の
経
緯
を
明
確
に
さ
れ

た
こ
と
は
、
本
書
全
体
の
認
識
に
つ
い
て
意
義
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
も
氏
の
考
証
を
尊
重
し
、
再
編
集
さ
れ
た
本
文
に
つ
き｢

改
編
本｣

と
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
資
料
的
制
約
の
面
か
ら
、
郭
氏
の
考
証
で

は
仮
設
に
止
ま
っ
て
お
り
実
証
を
伴
わ
な
い
所
、
ま
た
著
作
の
性
質
上
、

検
討
記
述
が
本
書
全
体
に
及
ん
で
い
な
い
所
等
、
本
稿
に
補
う
べ
き
点
が

遺
る
。
ま
た
本
文
の
分
属
、
版
本
や
伝
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
稿
者

の
認
識
と
異
な
る
点
が
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
も
考
証
を
繰
り
返
し
た
上
で

個
別
に
注
を
附
し
、
相
互
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
近
年
、
宮
紀

子
氏
の
著
書

『

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化』

(
平
成
十
八
年
、
名
古
屋

大
学
出
版
会)

中
に
、
本
書
に
つ
い
て
多
く
の
言
及
が
為
さ
れ
、
殊
に
元

明
間
の
輿
地
図
を
論
じ
ら
れ
た
章
節

｢『

混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図』

へ

の
道

(

８)｣

に
於
い
て
、
本
書
の
版
本
を
も
論
じ
ら
れ
た
。
氏
の
著
作
は
浩
瀚

犀
利
で
、
輿
地
図
の
形
成
伝
播
に
つ
い
て
は
固
よ
り
、
類
書
出
版
の
相
互

関
係
や
本
書
受
容
の
意
義
に
つ
い
て
等
、
本
稿
も
種
々
の
示
唆
を
受
け
て

い
る
。
本
書
版
本
に
関
す
る
論
説
は
そ
の
ご
く
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
が
、

し
か
し
そ
の
限
り
に
於
い
て
は
本
稿
の
認
識
と
食
い
違
う
点
も
あ
り
、
そ

の
儘
に
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
版
本
間
の
関
係
に
つ
い

て
は
推
論
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
の
記
述
で
は
、
比
較
検
討
の

便
宜
を
考
え
、
行
説
の
間
に
逐
次
注
記
を
附
し
て
両
者
の
相
違
を
明
ら
か

し
た
。

本
書
伝
本
の
様
相
は
複
雑
を
極
め
る
た
め
、
は
じ
め
に
整
理
結
果
の
大

要
を
示
し
て
置
き
た
い
。
本
稿
で
は『

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書(

大
全)』

の
版
本
を
三
属
七
種
に
大
別
し
た
。
次
に
本
稿
に
於
け
る
分
属
と
版
種
の

称
号
を
掲
げ
る

(

９)

。

一
、
原
編
十
五
集

(

二
百
八
巻)

本
之
属

[

元]

刊
本

[

明
初]

刊
大
全
本

二
、
改
編
十
集

(

一
百
四
十
五
巻)

本
之
属

元
泰
定
元
年

(

一
三
二
四)

刊
本

三
、
改
編
十
五
集

(

一
百
三
十
四
巻)

本
之
属

[

明
初]

刊
本

明
正
統
十
一
年

(

一
四
四
六)

刊
本

明
正
徳
元
年

(

一
五
〇
六)

刊
大
全
本

明
嘉
靖
三
十
六
年

(

一
五
五
七)

刊
大
全
本
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続
い
て
稿
者
知
見
の
伝
本
を
、
収
蔵
機
関
ご
と
に
列
挙
す
る
。
掲
出
は

大
き
く
地
域
別
に
、
そ
の
中
の
排
列
は
、
各
機
関
の
整
理
認
定
す
る
伝
本

一
部
を
単
位
と
し
、
本
稿
中
に
於
け
る
収
蔵
機
関
呼
称
の
首
字
の
部
首
画

数
順
と
し
た
。
各
項
に
は
冊
数
並
に
整
理
番
号
と
、
該
本
の
含
む
版
種
を

標
示
し
た
。
こ
の
中
に
は
整
理
上
、
本
書
の
部
分
名
称
で
あ
る

｢

聖
朝
混

一
方
輿
勝
覧｣

を
題
目
と
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
他
、
版
種
の

標
識
は
、
あ
く
ま
で
も
本
稿
の
認
定
と
呼
称
に
従
う
。
ま
た
一
機
関
に
複

数
部
の
収
蔵
が
あ
る
場
合
に
は
、
甲
集
巻
一
の
版
種
に
基
づ
き
、
上
記
一

覧
の
順
に
排
列
し
た
。
さ
ら
に
別
版
相
配
の
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
各
機
関

の
整
理
に
沿
っ
て
、
そ
の
出
現
順
に
列
し
た
。
な
お
本
書
の
完
存
本
は
比

較
的
稀
で
あ
り
、
残
欠
情
況
の
表
示
は
あ
ま
り
に
煩
瑣
と
な
る
た
め
、
こ

こ
に
は
省
略
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国

上
海
図
書
館

七
七
五
三
三
八
―
四
二

五
冊

[

明
初]

刊
大
全
本

同

一
三
七
二
四

一
冊

[

明
初]

刊
本

同

五
七
八
七
八

一
冊

[

明
初]

刊
本

同

七
五
八
〇
一
〇
―
七

八
冊

[

明
初]

刊
本

同

七
九
五
六
九
四
―
七
六
三

七
十
冊

[

明
初]

刊
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本
・[

明
初]

刊
大
全
本

同

七
七
四
二
八
〇
―
八
五

六
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

同

四
七
三
二
二
一
―
四
八

二
十
八
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

中
国
国
家
図
書
館

一
七
八
二
四

一
冊

[

元]

刊
本

同

七
五
五
六

三
十
五
冊

[

明
初]

刊
大
全
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

同

一
七
八
二
六

一
冊

元
泰
定
元
年
刊
本

同

二
三
三
四

六
十
四
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

同

三
三
一
七

五
十
三
冊
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明
正
統
十
一
年
刊
本

同

一
八
六
二
一

七
冊

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

同

三
一
一
九

十
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

北
京
大
学
図
書
館

〇
三
一

.

八
五
九
・
五
〇
九
一

九
冊

[

明
初]

刊
大
全
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

同

六
〇

四
十
冊

[

明
初]

刊
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

同

Ｎ
Ｃ
・
九
二
九
八
・
七
二
〇
四

四
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

同

□
〇
三
一

.
三
五
・
七
二
〇
四

四
十
四
冊

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

南
京
大
学
図
書
館

五
六
・
一
五
二
八
五

七
十
五
冊

[

明
初]

刊
大
全
本
・[

明
初]

刊
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

同

五
六
・
一
四
九
九
二

五
十
六
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

復
旦
大
学
図
書
館

一
八
八
四
一
六
―
二
三

八
冊

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

同

三
八
一
二
五
八
―
三
一
三

五
十
六
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

浙
江
図
書
館

二
三
〇

六
十
四
冊

[

元]

刊
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

中
華
民
国

(

台
湾)

中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館

〇
四
一
・
七
六
三

百
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

国
家
図
書
館

〇
七
九
三
三

七
十
九
冊

[

明
初]

刊
大
全
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本
・[

明
初]

刊
本

同

〇
七
九
三
二

二
十
冊

元
泰
定
元
年
刊
本
・[

明
初]

刊
本

同

〇
七
九
三
四

四
十
冊

[

明
初]

刊
本
・[

明
初]

刊
大
全
本

同

〇
七
九
三
五

六
十
四
冊

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

故
宮
博
物
院
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書

二
十
冊

[

元]
刊
本
・[

明
初]

刊
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本

― 238 ―



同

昭
仁
殿
旧
蔵
書

六
十
九
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

同

四
十
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

日

本

お
茶
の
水
図
書
館
・
成
簣
堂
文
庫

二
十
冊

元
泰
定
元
年
刊
本

同

一
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

佐
川
町
立
青
山
文
庫

十
七
冊

[

明
初]

刊
本

佐
賀
県
立
図
書
館
・
鍋
島
文
庫

九
九
三
・
三
・
一
〇

十
六
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本
・
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
善
本
六
二

二
十
四
冊

元
泰
定
元
年
刊
本

同

米
沢
善
本
六
一

二
十
八
冊

[

明
初]

刊
本
・
元
泰
定
元
年
刊
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館

一
〇
―
〇
四
・
シ
・
二
貴

二
十
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

五
八
・
一

二
十
六
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
五

二
十
二
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

同

三
六
六
・
三
二

二
十
一
冊

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

同

三
六
六
・
三
九

三
十
二
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本
・
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

五
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本
・[

明
初]

刊
本

大
東
急
記
念
文
庫

二
二
・
三
七
・
一
八

三
十
七
冊

[

明
初]

刊
本

同

一
・
五
〇
・
一
四
三
四

九
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
懐
徳
堂
文
庫
三
―
一
一
・
〇
一
―
元���

一
冊

[
元]

刊
本

宮
内
庁
書
陵
部

四
〇
四
・
七
五

三
十
二
冊
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明
正
統
十
一
年
刊
本

同

四
〇
四
・
七
〇

十
二
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

同

二
一
四
・
一
〇
三

二
十
五
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

尊
経
閣
文
庫

三
十
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

建
仁
寺
両
足
院

第
百
二
十
番
函

三
十
二
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

無
窮
会
図
書
館
・
織
田
文
庫

十
四
册

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

東
京
大
学
総
合
図
書
館

Ａ
〇
〇
・
六
〇
七
九

二
十
三
冊

元
泰
定
元
年
刊
本

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫

七
七
六
四

三
十
二
冊

[

明
初]

刊
本

同

七
七
六
五

二
十
五
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本
・[

明
初]

刊
本

同

加
賀
文
庫

一
二
〇
三
七

六
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

東
洋
文
庫

三
十
一
冊

元
泰
定
元
年
刊
本

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
・
恭
仁
山
荘
善
本

六
十
四
冊

[

明
初]

刊
本
・[

明
初]

刊
大
全
本

神
宮
文
庫

三
・
三
一
一
一

二
十
七
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
小
林
文
庫

〇
九
七
・
六
・
Ｒ

三
十
一
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

同

〇
九
五
・
一
一
・
Ｈ

一
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

陽
明
文
庫

カ
・
五
五

二
十
冊

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五

四
十
七
冊

[

明
初]

刊
大
全
本
・
明
正
統
十
一
年
刊
本
・

[

明
初]

刊
本
・
元
泰
定
元
年
刊
本

同

宮
島
藤
吉
旧
蔵
書

三
〇
三
・
一

二
十
三
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

香
川
大
学
図
書
館
・
神
原
文
庫

〇
三
二
・
二

一
冊

[

元]
刊
本
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そ
の
他

Princeton
U
niversity

East
A
sian

Library
TC
348

／1447

六
十
冊

[

明
初]
刊
大
全
本

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣

Ｃ
一
五
・
三
六

一
冊

明
正
統
十
一
年
刊
本

本
稿
は
右
の
六
十
七
部
を
相
互
に
比
較
し
て
考
証
を
加
え
、
版
種
を
分

け
本
書
版
本
の
消
長
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
遺
漏
は
多
い
も
の

の
、
本
稿
の
所
論
は
右
の
表
に
尽
き
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し

版
本
の
審
定
に
つ
い
て
既
存
の
著
録
と
は
見
解
を
異
に
す
る
点
が
あ
り
、

当
方
の
過
誤
の
可
能
性
を
考
え
て
も
、
そ
の
根
拠
を
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
版
本
間
の
関
係
と
そ
の
伝
来
の
細
情
に
つ
い
て
も
補
う
べ
き
点
が
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
版
種
ご
と
に
、
諸
版
種
、
諸
伝
本
の
実
情
を
記
述

す
る
。
先
ず
同
版
諸
伝
本
か
ら
総
合
さ
れ
る
版
本
の
様
相
に
つ
い
て
、
そ

の
形
式
と
内
容
と
を
述
べ
、
続
い
て
諸
伝
本
に
個
別
の
情
況
を
記
す
。

た
だ
厄
介
な
問
題
と
し
て
、
右
表
に
も
見
え
る
諸
本
相
配
の
実
態
が
あ

り
、
版
本
の
分
析
研
究
を
妨
げ
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
足
本
を
重
ん
ず
る

傾
向
か
ら
、
或
い
は
精
巧
に
或
い
は
無
頓
着
に
、
別
編
の
版
本
を
も
厭
わ

ず
配
合
し
て
き
た
た
め
、
結
果
と
し
て
広
略
両
種
の
本
文
が
重
な
っ
た
り

欠
け
た
り
し
て
混
乱
を
極
め
、
伝
本
一
部
の
含
蔵
す
る
記
事
内
容
を
、
題

目
巻
数
の
著
録
の
み
か
ら
は
推
知
で
き
な
い
情
況
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

き
本
稿
で
は
、
版
種
に
よ
る
弁
別
を
重
ん
じ
、
相
配
各
本
を
分
け
て
記
述

し
た
。
そ
の
際
、
伝
本
中
最
多
の
巻
数
を
占
め
る
版
種
に
当
該
一
部
の
主

項
を
設
け
、
全
体
に
渉
る
事
柄
を
記
す
措
置
を
取
っ
た
。
加
え
て
別
編
を

含
む
相
配
本
の
主
項
に
は
、
記
事
内
容
と
対
応
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
符

号
に
よ
っ
て
一
部
の
構
成
を
示
し
、
そ
の
含
む
所
を
略
々
看
取
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
配
本
に
つ
い
て
、
各
版
種
の
伝
本
解
説
中

に
分
支
の
項
目
を
設
け
、
支
目
の
下
に
配
本
固
有
の
事
柄
を
述
べ
た
。
一

部
の
総
冊
数
は
主
項
の
下
に
標
出
、
支
目
に
は
こ
れ
を
標
出
し
な
い
等
、

努
め
て
主
支
の
区
別
を
示
し
た
。
な
お
配
本
の
み
の
冊
数
は
支
目
下
の
解

説
中
に
述
べ
る
。
さ
ら
に
主
支
の
互
見
を
要
す
る
旨
を
注
し
、
一
部
の
理

解
を
請
う
こ
と
と
し
た
。

一
、
原
編
十
五
集
本
之
属

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書

存
甲
集
十
二
巻
丙
集
巻
一
至
十
一
戊
集

巻
七
至
十
三
庚
集
巻
十
二
至
十
五
癸
集
巻
一
至
八
后
丙
集
十
二
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巻

[

各]

目
一
巻

元
劉
應
李
編

[
元]

刊

本
版
に
は
現
在
ま
で
完
好
の
伝
本
を
見
出
せ
な
い
。
総
計
六
本
を
知
見

す
る
が
、
全
て
残
本
で
あ
り
、
な
お
部
分
的
な
認
識
に
止
ま
る
。
た
だ
後

出
の
覆
刻
本
を
参
考
に
す
る
と
、
そ
の
全
姿
を
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
、

劉
応
李
編
集
の
原
形
を
最
も
よ
く
止
め
る
版
本
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
解

説
の
首
に
掲
げ
て
そ
の
様
相
を
記
し
た
い

(
図
版
一
・
二
参
照)

。

先
ず
熊
禾
序

(

四
張)

、
首
よ
り
本
文

｢

文
公
嘗
言
制
誥
是
君
諛
其
臣
表

牋
是
臣
諛
其
君

(

中
略)

省
軒
劉
君
〈
應
李
〉
〃
‖

為
此
編
命
曰
翰
墨
全
書

(

中
略)

劉
君
力
學
善
文
與
余
講
／
學
武
夷
洪
源
山
中
者
十
有
二
年
／
所

造
甚
深
此
特
其
游
藝
之
末
耳
／
平
��
伯
氏
為
刊
是
書
君
之
可
傳
／
於
世
者

固
不
止
是
也
輒
書
編
端
／
以
�念
觀
者
歳
在
丁
未
月
正
元
日
〃
‖

是
為
大
徳
之

十
有
一
年
前
進
士
／
考
亭
熊
禾
去
非
父
序

(

行書)｣

。
毎
半
張
六
行
、
毎
行

十
二
字
。

冒
頭
、
文
公
朱
熹
の

｢

制
誥
是
君
諛
其
臣｣

の
言
は

『

朱
子
語
類』

巻

九
十
一
・
礼
八
に
見
え
る
。
劉
応
李
に
つ
い
て
は
、
前
章
参
照
。
武
夷
洪

源
山
は
、
建
の
崇
安
県
武
夷
山
中
に
在
っ
た
序
者
の
洪
源
書
室
を
指
す
。

こ
こ
に
講
学
す
る
こ
と
十
二
年
と
い
う
か
ら
、
劉
が
加
わ
っ
た
の
は
そ
の

退
隠
の
後
、
元
元
貞
二
年

(

一
二
九
六)

頃
と
見
ら
れ
る
。
平
��
伯
氏
は

不
明
、
本
書
初
刊
本
の
刊
者
と
見
ら
れ
る
だ
け
に
遺
憾
で
あ
る
。｢

丁
未｣

は
元
大
徳
十
一
年

(

一
三
〇
七

(

�))

。
こ
の
序
を
記
し
た
熊
禾
は
字
去
非
、

号
勿
軒
、
一
号
退
斎
。
建
陽
の
人
。
宋
淳
祐
七
年

(

一
二
四
七)

生
。
劉

応
李
と
同
年
で
咸
淳
十
年(

一
二
七
四)

登
第
す
る
も
、
程
な
く
宋
滅
び
、

官
を
退
い
て
武
夷
山
の
洪
源
書
室
に
入
る
。
こ
の
間
、
朱
熹
の
著
作
に
基

づ
く
学
説
の
研
究
と
講
学
に
専
念
し
た
。
の
ち
故
山
に
帰
っ
て
家
塾
の
鼇

峰
書
院
を
再
興
し
、
朱
注
の
末
疏
を
著
し
た
。
元
皇
慶
元
年(

一
三
一
二)

歿
。『

四
書
標
題』

『

五
経
訓
解』

を
存
す
る
。

次
で
総
目(

一
張)

、
首
題｢

事
文
類
聚
翰
墨
全
書
�
目｣

、
次
行
よ
り
二
、

七
格
を
低
し
て
門
目
、
集
目
を
列
し
、｢

雜
題
門
〈
后
戊〉｣

に
至
る
。
毎

半
張
七
行
、
毎
行
十
四
字
格
。

次
で
甲
集
目
録
、
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
目
録

(

大
字
跨
行)｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
二
格
を
低
し
門
目
、

次
行
三
格
を
低
し
類
目

(

墨
囲
陰
刻)

を
標
し
て
、
次
行
よ
り
細
目
を
列
す
。

尾
題

｢
目
録
終

(

墨
囲
陰
刻)｣

。

巻
首
題

｢
新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)

／

(

低
七
格

)

〈

前
郷
貢
進
士
省
軒
〉
劉
〈
應
李
〉
希
泌

編｣
(

首
の
み
巻
数
下
に
横
界
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を
存
す
。
編
者
名
も
首
の
み)

、
次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し

｢
諸
式
門

事
類｣

等
と
門
類
目
、
次
行
三
格
を
低
し

｢

書
奏
式｣

等
と

編
目
、
同
行
下
よ
り
細
目
を
列
し
、
次
行
よ
り
低
四
格
に
前
言
を
置
き
、

次
行
よ
り
本
文
。
先
ず

｢

上
書

(

跨行)｣

等
と
細
目
を
掲
げ
、
直
下
に

｢

事
実

(

黒
牌
中

墨
囲
陽
刻)｣
等
と
類
目
、
直
下
に

｢

伊
尹
一
�
書｣

等
の
要
句
並

に
注

(

小
字
双
行
、
文
類
に
は
欠
く)

、
注
中
標
出
字
は

｢

ー｣

号
を
以

て
代
え
る
。
毎
編
改
行
。

四
周
双
辺

(

一
五
・
五
×
一
〇
・
一
糎)

有
界
、(

事)

毎
半
張
十
二
行
、

(

文)

毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十
四
字
。
版
心
、
小
黒
口

(

接
内
周

)

双
黒

魚
尾

(

不
対
向

)

上
尾
下
題

｢

啓
甲
幾｣

等
、
下
尾
下
張
数
。
毎
張
左
肩
に

耳
格
を
設
け
、
門
目
を
標
す
。
巻
尾
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集

巻
之
一

(

大
字
跨
行)｣

等
。

本
版
現
存
部
分
に
は
刊
記
等
を
一
切
欠
く
が
、
版
式
字
様
か
ら
元
代
の

刊
刻
と
推
定
す
る
。
次
に
現
存
部
分
の
内
容
と
張
数
を
掲
げ
る
。
後
出
の

版
本
と
比
較
す
る
都
合
上
、
門
目
の
上
に
内
容
を
代
表
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
符
号
を
冠
し
た
。

甲
集

目
録

(

一
二
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
二
張)

Ａ

諸
式
門

事
類

巻
二

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
三

(

一
四
張)

諸
式
門

文
類

巻
四

(

二
八
張)

諸
式
門

文
類

巻
五

(

二
三
張)

諸
式
門

文
類

巻
六

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
七

(

九
張)

Ｂ

活
套
門

事
類

巻
八

(

一
六
張)

活
套
門

文
類

巻
九

(

一
四
張)

活
套
門

文
類

巻
十

(

一
二
張)

活
套
門

文
類

巻
十
一

(

一
二
張)

活
套
門

文
類

巻
十
二

(

一
八
張)

活
套
門

文
類

乙
集

欠

丙
集

目
録

欠

巻
一

(

一
二
張)

Ｅ

慶
誕
門

事
類

巻
二

(

一
七
張)

慶
誕
門

文
類

巻
三

(

存
一
―
十
三
張)

慶
誕
門

文
類

巻
四

(

八
張)

Ｆ

慶
壽
門

事
類

巻
五

(

存
一
―
十
八
張)

慶
壽
門

事
類

巻
六

欠

巻
七

(

一
一
張)

慶
壽
門

事
類
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巻
八

(

一
一
張)

慶
壽
門

文
類

巻
九

(

九
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十

(

一
〇
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十
一

(

一
七
張)

慶
壽
門

文
類

丁
集

欠

戊
集

目
録
、
巻
一
至
六

欠

巻
七

(

一
〇
張)

Ｈ

祭
禮
門

事
類

巻
八

(

八
張)

祭
禮
門

事
類

巻
九

(

八
張)
祭
禮
門

事
類

巻
十

(

一
二
張)
祭
禮
門

文
類

巻
十
一

(

一
九
張)

祭
禮
門

文
類

巻
十
二

(

一
六
張)

祭
禮
門

附
録

巻
十
三

(

一
―
六
之
八
―
十
六
、

計
一
四
張)

祭
禮
門

附
録

己
集

欠

庚
集

目
録
、
巻
一
至
十
一

欠

巻
十
二

(

一
二
張)

Ｉ

官
職
門

文
類

巻
十
三

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
十
四

(

九
張)

官
職
門

文
類

巻
十
五

(

七
張)

官
職
門

文
類

辛
集

欠

壬
集

欠

癸
集

目
録

(

存
一
―
五
張)

巻
一

(

一
二
張)

Ｌ

釋
教
門

事
類

巻
二

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
三

(

七
張)

釋
教
門

文
類

巻
四

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
五

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
六

(

一
一
張)

釋
教
門

文
類

巻
七

(

一
七
張)

釋
教
門

文
類

巻
八

(

九
張)

釋
教
門

文
類

以
下
欠

后
甲
集
欠

后
乙
集
欠

后
丙
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
一
張)

Ｐ

人
倫
門

事
類

巻
二

(

一
六
張)

人
倫
門

文
類

巻
三

(

一
〇
張)

人
倫
門

文
類
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巻
四

(

一
〇
張)

人
倫
門

文
類

巻
五

(

一
九
張)

Ｑ

人
事
門

文
類

巻
六

欠

巻
七

(

二
五
張)

Ｒ

姓
氏
門

事
類

巻
八

(
一
三
張)

姓
氏
門

事
類

巻
九

(
三
一
張)

姓
氏
門

事
類

巻
十

(

二
〇
張)

姓
氏
門

事
類

巻
十
一

(

一
三
張)

姓
氏
門

文
類

巻
十
二

(

一
一
張)
姓
氏
門

文
類

以
下
欠

上
記
の
よ
う
に
、
知
見
の
伝
本
を
集
め
て
も
六
集
五
十
二
巻
を
存
す
る

の
み
で
あ
る
。
た
だ
知
見
部
分
に
関
す
る
限
り
、
毎
集
の
巻
数
、
門
類
お

よ
び
本
文
は
、
張
数
に
細
動
が
あ
る
も
の
の
次
掲

[

明
初]
刊
大
全
本
と

ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。[

明
初]

刊
本
は
巻
首
以
下

｢

翰
墨
大
全｣
と
題
す

る
が
、
後
述
の
如
く
、
こ
れ
も
本
文
の
合
致
を
妨
げ
る
性
質
の
も
の
で
は

な
い
。
当
該
の

[

元]

刊
本
は
、
元
来

[

明
初]

刊
本
と
同
一
の
規
模
構

成
、
十
五
集
二
百
八
巻
を
有
す
る
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
そ
の
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
は
、
次
の

[

明
初]

刊
本
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ

の
本
文
の
文
字
は
、
当
該
時
期
刊
行
の
類
書
一
般
に
同
じ
く
誤
り
も
含
ま

れ
、
必
ず
し
も
精
善
と
言
い
切
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
本
書
の
他
の

版
本
に
比
較
す
れ
ば
勝
れ
て
お
り
、
間
々
混
入
す
る
略
体
の
文
字
も
、
そ

れ
ほ
ど
頻
繁
に
は
顕
れ
な
い
。
本
版
本
文
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
後
出
諸

版
と
の
比
較
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
版
を
、
熊
序
に
あ
る

｢

平
��
伯
氏
刊｣

本
、
即
ち
大
徳
刊
本
に
比
定

し
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
本
文
と
版
式
字
様
と
に
照
ら
し
て
、
そ
の

可
能
性
は
遺
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
版
の
全
容
を
知
り
得
な
い
現
時
点
で

は
、
や
は
り
断
定
を
避
け
て
置
き
た
い
。
と
も
か
く
も
本
版
残
存
の
組
織

内
容
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

【

甲】

諸
式
門
六
巻
、
活
套
門
六
巻
、【

丙】

慶
誕
門
三
巻
、
慶
壽
門
存
八

巻
、【

戊】

祭
禮
門(

同
附
録)

存
七
巻
、【

庚】

官
職
門
存
四
巻
、【

癸】

釋
教
門
存
八
巻
、【

后
丙】

人
倫
門
四
巻
、
人
事
門
存
一
巻
、
姓
氏
門
六
巻

〈

浙
江
図
書
館

二
三
〇
の
う
ち
〉

存
甲
集
癸
集
巻
一
至
八

六
十
四
冊
中
、
第
一
至
六
、
第
三
十
七
至
四
十
の
十
冊
は
本
版
に
当
た
る
。

首
冊
後
補
前
副
葉
。
熊
序
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

副
葉
後
半
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

古
呉
／
�
氏
／
所
藏｣

朱
印
記
、
同

｢

墨

／
□｣

、
方
形
陰
刻

｢

�
／
彦｣

朱
印
記
、
熊
序
末
に
単
辺
方
形
陽
刻
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｢
�
／
彦｣

、｢

容
／
軒｣

、
方
形
陰
刻

｢

清
流
／
子
孫｣

朱
印
記
、
巻
首
に

単
辺
方
形
陽
刻

｢

名
山
／
秘
府
／
之
臧｣

を
存
す
。
清
蔡
鴻
鑑
旧
蔵
本
。

な
お
該
本
の
全
体
に
関
す
る
事
柄
は
、
明
正
統
十
一
年
刊
本
の
項
を
参
照

さ
れ
た
い
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書
の
う
ち
〉

存
甲
集
巻
一
至
五
丙
集
巻
一
至
十
一
戊
集
巻
十
至
十
三
后
丙
集

朝
鮮
趙
璞
旧
蔵

日
本
伝
来
本

二
十
冊
中
、
第
一
、
四
・
五
、
七
、
十
七
至
十
九
の
七
冊
は
本
版
に
当
た

る
。
首
に
熊
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
但
し
丙
集
巻
一
第
一

張
、
巻
二
第
六
張
を
欠
き
、
同
集
目
録
と
巻
一
第
五
至
十
二
張
、
巻
二
第

一
至
五
、
十
三
張
、
巻
三
第
十
四
至
十
六
張
、
巻
五
第
十
九
至
三
十
二
張
、

后
丙
集
巻
五
第
十
八
・
十
九
張
、
巻
六
全
七
張
は
日
本

[

近
世
初]

の
鈔

補
に
係
る

(

二
筆
、
丙
集
巻
五
末
の
鈔
補
は
巻
六
に
至
り
、｢

翰
墨
大
全｣

と
題
す
る
葉
子
に
終
わ
る)

。

総
目
首
に
方
形
陰
刻

｢

平
原
／
趙
璞｣

朱
印
記
を
存
す
。

趙
璞
は
高
麗
恭
愍
王
六
年

(

一
三
五
六)

生
、
辛
�禺
王
朝
に
科
挙
登
第

し
た
文
官
で
、
同
王
か
ら
朝
鮮
朝
太
祖
李
成
桂
へ
の
禅
譲
を
実
現
し
た
功

臣
の
一
人
、
太
祖
二
十
五
年

(

一
三
九
二)

平
原
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
太

宗
八
年

(

一
四
〇
八)

歿
。
ま
た
該
本
鈔
配
の
依
拠
本
文
に
つ
い
て
、
題

目
に

｢

大
全｣

の
文
字
を
用
い
た
版
本
に
は
、
次
掲

[

明
初]

刊
本
と
明

正
徳
元
年
刊
本
、
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
本
の
三
種
を
存
す
る
が
、
後
二
者

は
本
版
と
分
巻
が
異
な
り
校
補
の
本
文
た
り
得
な
い
か
ら
、[

明
初]

刊

本
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
該
本
へ
の�

印
は
、
趙
氏
生
前
と
す

れ
ば
そ
の
晩
年
、
本
邦
近
世
初
年
以
前
に
は
日
本
に
将
来
さ
れ
、[

明
初]

刊
大
全
本
と
校
合
さ
れ
た
伝
本
と
理
解
さ
れ
る
。
中
国
の
外
に
版
刻
の
な

い
本
書
が
、
そ
の
刊
出
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
朝
鮮
朝
で
、
ま
た
日
本
で

も
流
布
し
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
清
楊
守
敬
旧

蔵
本
。
全
体
に
つ
い
て
は
後
出
の
改
編

[

明
初]

刊
本
の
項
を
参
照
。

〈

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
懐
徳
堂
文
庫

�������

・
元
・��	

〉

一
冊

存
丙
集
巻
八
至
十
一

西
村
天
囚
旧
蔵

〈

香
川
大
学
図
書
館
・
神
原
文
庫

〇
三
二
・
二
〉

一
冊

存
庚
集
巻
十
二
至
十
五

神
原
甚
蔵
旧
蔵

後
補
渋
引
表
紙

(

二
〇
・
七
×
一
二
・
七
糎)

右
肩
打
付
に
門
目
、
左
下

方
に
集
目
を
墨
書
す
。
集
目
上
巻
数
墨
書
、
そ
の
右
に

｢

三

(

十
二)｣

朱
書
。
丙
集
の
冊
、
左
肩
方
簽
剥
落
痕
。
前
見
返
し
前
半
右
下
方
に
巻
数

｢

幾
之
幾｣
墨
書
。
庚
集
の
冊
、
前
見
返
し
後
半
に
有
界
の
紙
箋
を
貼
附
、
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近
人
の
筆
に
て
題
目
巻
数
、
版
種
伝
来
等
注
記
。
標
記
の
本
文
、
四
巻
一

冊
。
匡
郭
、
丙
集
巻
八
首
一
五
・
八
×
一
〇
・
一
糎
、
庚
集
巻
十
二
首
一

五
・
四
×
一
〇
・
一
糎
。

[

室
町]

期
朱
筆
に
て
竪
句
点
、
傍
線
書
入
。
縹
、
素
不
審
紙
。
毎
冊
尾

に
鼎
形
陽
刻

｢
石
／
□｣

朱
印
記
、
後
表
紙
見
返
し
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

靈
／
松
／
院｣

墨
印
記

(
岐
阜
霊
松
院
歟)

、
丙
集
冊
首
に
同

｢

碩
園
記

念
文
庫

(

楷書)｣

朱
印
記

(
西
村
天
囚
再
興
懐
徳
堂
旧
蔵
書)

、
同

｢

懷
�

堂
／
圖
書
記｣

朱
印
記
、
庚
集
冊
首
に

｢

神
原
家
圖
書
記

(

楷書)｣

朱
印

記

(

神
原
甚
造
所
用)

を
存
す

(

�)

。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

一
七
八
二
四
〉

一
冊

存
戊
集
巻
七
至
十
三

後
補
藍
色
漉
目
包
背
表
紙

(

一
九
・
五
×
一
二
・
九
糎)

左
肩
に
題
簽
貼

布
、
重
ね
て
淡
黄
色
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
全
書
〈
戊
前
集
下〉｣
と
墨

書
。
前
後
副
葉
。
七
巻
一
冊
。
戊
集
巻
十
一
第
十
九
張
、
巻
十
二
第
十
張

は
鈔
配
に
係
る
。
戊
集
巻
七
首
匡
郭
一
五
・
八
×
一
〇
・
二
糎
。

右
の
他
、
季
振
宜
の

『

季
滄
葦
蔵
書
目』

宋
元
雑
板
書
目
、
雑
部
に

｢

翰
墨
全
書
二
百
八
卷
〈
宋
板
○

案
、
此
葉
瞿
本
在
紀
纂
淵
海
後
集
一
條

後〉｣

と
録
す
る
本
は
、
宋
板
と
す
る
こ
と
は
さ
て
措
き
、
そ
の
題
目
巻

数
は
本
版
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
所
在
不
明
。

以
上
、
本
版
の
伝
来
は
微
弱
で
あ
り
、
既
に
後
出
新
編
の
版
種
に
圧
倒

さ
れ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。
元
明
間
の
出
版
競
争
の
激
し
さ
を
物
語
っ

て
い
よ
う
。
し
か
し
そ
の
流
通
が
、
初
期
の
朝
鮮
朝
や
室
町
期
の
日
本
に

も
及
ん
で
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

同

大
全
甲
集
十
二
巻
乙
集
十
八
巻
丙
集
十
四
巻
丁
集
十
一
巻
戊

集
十
三
巻
己
集
十
二
巻
庚
集
十
五
巻
辛
集
十
六
巻
壬
集
十
七
巻

癸
集
十
七
巻
后
甲
集
十
五
巻
后
乙
集
十
三
巻
后
丙
集
十
二
巻
后

丁
集
十
四
巻
后
戊
集
九
巻
各
目
一
巻

[

明
初]

刊

覆

[

元]

刊
本

本
版
は
前
版

[

元]

刊
本
を
受
け
た
、
ほ
ぼ
忠
実
な
覆
刻
本
と
思
わ
れ

る
。
但
し
題
目
の
み
は

｢

翰
墨
大
全｣

と
変
え
た
。
編
集
当
初
の
本
文
を

伝
え
る
点
で
は

[

元]

刊
本
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
同
本
の
伝
存
が
不
完

全
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
七
集
を
欠
い
て
い
る
現
状
に
鑑
み
る
と
、
本
書

の
組
織
内
容
を
知
る
上
で
枢
要
の
版
種
と
見
な
さ
れ
る

(

�)

。
次
に
版
本
の
概

要
を
記
す

(
図
版
三
至
六
参
照)

。
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先
ず
熊
序

(

四
張)

、
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。

次
で
総
目

(

一
張)

、
こ
れ
も
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。
但
し
首
題
を

｢

事
文
類
聚
翰
墨[

大
全]

�
目｣

に
作
る

([
]

内
の
字
格
右
傾
、
以
下

同)

。
次
で
甲
集
目
録
、
前
版
に
同
じ
。
但
し
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨[

大

全]

甲
集
目
録

(

大
字
跨
行)｣
。

巻
首
題｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨[
大
全]

甲
集
巻
之
一(

大
字
跨
行)

／(

低
七
格

)

〈

前
郷
貢
進
士
省
軒
〉
劉
〈
應
李
〉
希
泌

編｣

、
以
下
前
版
に
同
じ
。

四
周
双
辺(

一
五
・
二
×
一
〇
・
〇
糎)
有
界
、
行
字
数
、
前
版
に
同
じ
。

版
心
、
小
黒
口

(

接
外
周

)

双
黒
魚
尾

(

不
対
向

)
上
尾
下
題

｢

啓
甲
幾｣

等
、

下
尾
下
張
数
。
毎
張
左
肩
に
耳
格
を
設
け
、
門
目
を
標
す
。
巻
尾
題

｢

新

編
事
文
類
聚
翰
墨[

大
全]

甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)｣

等
。

本
版
の
題
目
は
、
総
目
、
甲
集
目
録
、
巻
首
に
つ
い
て
示
し
た
よ
う
に
、

前
版
に

｢

全
書｣

と
あ
っ
た
箇
所
を
、
し
ば
し
ば

｢

大
全｣

に
作
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
題
目
に
関
す
る
限
り
、｢

全
書｣

と
あ
る
前
版
や
、
改
編

本
の
う
ち
の
三
版
と
は
区
別
さ
れ
、
後
来
の
明
正
徳
元
年
刊
本
、
明
嘉
靖

三
十
六
年
刊
本
と
共
通
す
る
こ
と
と
な
る
。
題
目
の
相
違
に
よ
っ
て
版
種

を
大
別
す
る
方
法
は
、
版
本
学
上
、
常
套
の
手
段
で
は
あ
る
が
、
し
か
し

本
書
に
つ
い
て
本
文
そ
の
も
の
を
比
較
す
る
と
、
題
目
に
よ
る
区
別
を
適

用
す
る
こ
と
は
誤
り
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
を
理
解
す
る
契
機
と
し

て
、
先
ず
題
目
中

｢

大
全｣

二
字
の
右
傾
を
指
摘
し
た
い
。
こ
う
し
た
字

格
の
乱
れ
は
、｢

大
全｣

と
刻
す
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
箇
所
に
認
め
ら
れ
、

当
該
の
二
字
が
悉
く
�
改
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た

一
方
、
一
部
の
巻
は
題
目
を

｢

全
書｣

に
作
り
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
均

し
く
字
格
の
乱
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
本
版
中
、
首
題
を

｢

全
書｣

に
作
る

巻
は
、
甲
集
巻
十
、
乙
集
巻
十
一
、
十
三
、
十
八
、
丙
集
巻
八
、
戊
集
巻

四
、
十
三
、
己
集
巻
十
一
、
庚
集
巻
一
至
十
一
、
辛
集
巻
十
、
十
二
・
十

三
の
二
十
二
箇
所
及
び
戊
集
、
己
集
の
目
録
等
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象

は
、
本
版
の
題
目
が
、
元
々
前
版
に
同
じ｢

翰
墨
全
書｣

で
あ
っ
た
の
に
、

途
中
で

｢

翰
墨[

大
全]｣

と
改
刻
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
但

し
こ
れ
ら
の
改
刻
は
、
知
見
の
中
、
比
較
的
早
印
本
を
含
む
全
て
の
伝
本

に
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
後
修
補
刻
と
は
異
な
り
、
広
く
印
出
す

る
以
前
に
既
に
行
わ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
題
目
の
み

が
別
編
の
版
種
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
題
目
の
異
同

が
本
文
系
統
を
反
映
し
な
い
こ
と
と
了
解
さ
れ
る
。
本
書
の
版
種
を
定
め

る
際
に
根
拠
と
す
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
も
組
織
内
容
と
本
文
自
体
で
あ
り
、

特
に
残
本
や
配
本
に
つ
い
て
識
別
す
る
場
合
、
題
目
の
み
を
判
断
の
材
料

に
す
る
と
、
正
鵠
を
失
う
恐
れ
が
あ
ろ
う
。
以
下
本
版
の
内
容
を
詳
し
く

― 248 ―



表
示
す
る
。

甲
集

目
録

(

一
二
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
二
張)

Ａ

諸
式
門

事
類

巻
二

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
三

(
一
四
張)

諸
式
門

文
類

巻
四

(
二
八
張)

諸
式
門

文
類

巻
五

(

二
三
張)

諸
式
門

文
類

巻
六

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
七

(

九
張)

Ｂ

活
套
門

事
類

巻
八

(

一
六
張)
活
套
門

文
類

巻
九

(

一
四
張)

活
套
門

文
類

巻
十

(

一
二
張)

活
套
門

文
類

巻
十
一

(

一
五
張)

活
套
門

文
類

巻
十
二

(

一
八
張)

活
套
門

文
類

乙
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
八

巻
一

(

五
張)

Ｃ

冠
禮
門

事
類

巻
二

(

一
二
張)

冠
禮
門

文
類

巻
三

(

一
四
張)

冠
禮
門

文
類

巻
四

(

一
〇
張)

Ｄ

婚
禮
門

事
類

巻
五

(

一
〇
張)

婚
禮
門

事
類

巻
六

(

九
張)

婚
禮
門

事
類

巻
七

(

七
張)

婚
禮
門

文
類

巻
八

(

一
〇
張)

婚
禮
門

文
類

巻
九

(

八
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十

(

一
〇
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
一

(

一
二
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
二

(

一
四
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
三

(

一
〇
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
四

(

九
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
五

(

九
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
六

(

九
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
七

(

九
張)

婚
禮
門

文
類

巻
十
八

(

七
張)

婚
禮
門

文
類

丙
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十
四

巻
一

(

九
張)

Ｅ

慶
誕
門

事
類

巻
二

(

一
七
張)

慶
誕
門

文
類

巻
三

(

一
八
張)

慶
誕
門

文
類

巻
四

(

八
張)

Ｆ

慶
壽
門

事
類
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巻
五

(

二
〇
張)

慶
壽
門

事
類

巻
六

(

一
〇
張)

慶
壽
門

事
類

巻
七

(

一
二
張)

慶
壽
門

事
類

巻
八

(

一
一
張)

慶
壽
門

文
類

巻
九

(

九
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十

(
一
〇
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十
一

(

一
六
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十
二

(

一
二
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十
三

(

一
七
張)
慶
壽
門

文
類

巻
十
四

(

一
九
張)
慶
壽
門

文
類

丁
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
一

巻
一

(

九
張)

慶
壽
門

文
類

巻
二

(

二
三
張)

慶
壽
門

文
類

巻
三

(

二
二
張)

慶
壽
門

文
類

巻
四

(

二
〇
張)

慶
壽
門

文
類

巻
五

(

一
三
張)

慶
壽
門

文
類

巻
六

(

一
〇
張)

Ｇ

喪
禮
門

事
類

巻
七

(

一
七
張)

喪
禮
門

事
類

巻
八

(

一
九
張)

喪
禮
門

事
類

巻
九

(

一
五
張)

喪
禮
門

文
類

巻
十

(

一
三
張)

喪
禮
門

文
類

巻
十
一

(

一
三
張)

喪
禮
門

文
類

戊
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
三

巻
一

(

一
四
張)

喪
禮
門

文
類

巻
二

(

一
〇
張)

喪
禮
門

文
類

巻
三

(

一
一
張)

喪
禮
門

文
類

巻
四

(

九
張)

喪
禮
門

文
類

巻
五

(

一
七
張)

喪
禮
門

附
録

巻
六

(

一
一
張)

喪
禮
門

附
録

巻
七

(

一
〇
張)

Ｈ

祭
禮
門

事
類

巻
八

(

八
張)

祭
禮
門

事
類

巻
九

(

八
張)

祭
禮
門

事
類

巻
十

(

一
二
張)

祭
禮
門

文
類

巻
十
一

(

一
七
張)

祭
禮
門

文
類

巻
十
二

(

一
五
張)

祭
禮
門

附
録

巻
十
三

(

一
三
張)

祭
禮
門

附
録

己
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

一
六
張)

Ｉ

官
職
門

事
類
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巻
二

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
三

(

一
八
張)

官
職
門

事
類

巻
四

(

一
七
張)

官
職
門

事
類

巻
五

(

一
六
張)

官
職
門

事
類

巻
六

(
一
七
張)

官
職
門

事
類

巻
七

(
二
二
張)

官
職
門

事
類

巻
八

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
九

(

六
張)

吏
道
門

事
類

巻
十

(

一
〇
張)
仕
進
門

事
類

巻
十
一

(

九
張)
官
職
門

文
類

巻
十
二

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

庚
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十
五

巻
一

(

一
一
張)

官
職
門

文
類

巻
二

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
三

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

巻
四

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

巻
五

(

七
張)

官
職
門

文
類

巻
六

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
七

(

一
一
張)

官
職
門

文
類

巻
八

(

一
四
張)

官
職
門

文
類

巻
九

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

巻
十

(

九
張)

官
職
門

文
類

巻
十
一

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
十
二

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
十
三

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
十
四

(

八
張)

官
職
門

文
類

巻
十
五

(

七
張)

官
職
門

文
類

辛
集

目
録

(

五
張)

至
巻
十
六

巻
一

(

一
四
張)

Ｊ

儒
學
門

事
類

巻
二

(

九
張)

儒
學
門

事
類

巻
三

(

一
〇
張)

儒
學
門

文
類

巻
四

(

一
一
張)

儒
學
門

文
類

巻
五

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
六

(

一
〇
張)

儒
學
門

文
類

巻
七

(

六
張)

儒
學
門

文
類

巻
八

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
九

(

八
張)

儒
學
門

文
類

巻
十

(

一
一
張)

儒
學
門

文
類
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巻
十
一

(

五
張)

儒
學
門

文
類

巻
十
二

(

七
張)

儒
學
門

文
類

巻
十
三

(

一
一
張)

儒
學
門

文
類

巻
十
四

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
十
五

(
一
二
張)

儒
學
門

文
類

巻
十
六

(
一
四
張)

儒
學
門

文
類

壬
集

目
録

(

九
張)
至
巻
十
七

巻
一

(

一
五
張)

儒
學
門

文
類

巻
二

(

九
張)
儒
學
門

文
類

巻
三

(

一
六
張)
儒
學
門

文
類

巻
四

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
五

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
六

(

九
張)

儒
學
門

文
類

巻
七

(

一
二
張)

儒
學
門

文
類

巻
八

(

一
〇
張)

儒
學
門

文
類

巻
九

(

一
九
張)

Ｋ

人
品
門

事
類

巻
十

(

一
二
張)

人
品
門

文
類

巻
十
一

(

九
張)

人
品
門

文
類

巻
十
二

(

一
一
張)

人
品
門

文
類

巻
十
三

(

七
張)

人
品
門

文
類

巻
十
四

(

一
〇
張)

人
品
門

文
類

巻
十
五

(

八
張)

人
品
門

文
類

巻
十
六

(

一
一
張)

人
品
門

文
類

巻
十
七

(

一
〇
張)

人
品
門

文
類

癸
集

目
録

(

一
〇
張)

至
巻
十
七

巻
一

(

一
二
張)

Ｌ

釋
教
門

事
類

巻
二

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
三

(

七
張)

釋
教
門

文
類

巻
四

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
五

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
六

(

一
一
張)

釋
教
門

文
類

巻
七

(

一
七
張)

釋
教
門

文
類

巻
八

(

九
張)

釋
教
門

文
類

巻
九

(

一
〇
張)

釋
教
門

文
類

巻
十

(

一
一
張)

Ｍ

道
教
門

事
類

巻
十
一

(

一
五
張)

道
教
門

文
類

巻
十
二

(

一
三
張)

道
教
門

文
類

巻
十
三

(

九
張)

道
教
門

文
類
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巻
十
四

(

一
二
張)

道
教
門

文
類

巻
十
五

(

一
一
張)

道
教
門

文
類

巻
十
六

(

一
四
張)

神
祠
門

文
類

巻
十
七

(

一
六
張)

祠
廟
門

文
類

后
甲
集

目
録

(
一
〇
張)

至
巻
十
五

巻
一

(
一
二
張)

Ｎ

天
文
門

事
類

巻
二

(

六
張)

天
時
門

事
類

巻
三

(

七
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
四

(

九
張)
天
文
時
令
門
文
類

巻
五

(

一
一
張)
時
令
門

文
類

巻
六

(

一
一
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
七

(

一
〇
張)

天
文
門

文
類

巻
八

(

一
四
張)

時
令
門

文
類

巻
九

(

九
張)

時
令
門

文
類

巻
十

(

一
二
張)

時
令
門

文
類

巻
十
一

(

二
二
張)

Ｏ

地
理
門

事
類

巻
十
二

(

一
六
張)

地
理
門

事
類

巻
十
三

(

二
九
張)

地
理
門

事
類

巻
十
四

(

三
〇
張)

地
理
門

事
類

巻
十
五

(

一
五
張)

地
理
門

事
類

后
乙
集

目
録

(

一
〇
張)

至
巻
十
三

巻
一

(

一
八
張)

地
理
門

事
類

巻
二

(

一
六
張)

地
理
門

事
類

巻
三

(

一
六
張)

地
理
門

事
類

巻
四

(

二
〇
張)

地
理
門

事
類

巻
五

(

一
二
張)

地
理
門

事
類

巻
六

(

一
〇
張)

地
理
門

事
類

巻
七

(

一
六
張)

地
理
門

事
類

巻
八

(

一
〇
張)

地
理
門

文
類

巻
九

(

一
〇
張)

地
理
州
郡
門
文
類

巻
十

(

一
二
張)

地
理
門

文
類

巻
十
一

(

一
七
張)

地
理
門

文
類

巻
十
二

(

一
二
張)

地
理
門

文
類

巻
十
三

(

八
張)

地
理
門

文
類

后
丙
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
一
張)

Ｐ

人
倫
門

事
類

巻
二

(

一
六
張)

人
倫
門

文
類

巻
三

(

一
〇
張)

人
倫
門

文
類
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巻
四

(

一
〇
張)

人
倫
門

文
類

巻
五

(

一
八
張)

Ｑ

人
事
門

文
類

巻
六

(

六
張)

人
事
門

文
類

巻
七

(

二
五
張)

Ｒ

姓
氏
門

事
類

巻
八

(
一
三
張)

姓
氏
門

事
類

巻
九

(
三
一
張)

姓
氏
門

事
類

巻
十

(

二
〇
張)

姓
氏
門

事
類

巻
十
一

(

一
三
張)

姓
氏
門

文
類

巻
十
二

(

一
一
張)
姓
氏
門

文
類

后
丁
集

目
録

(

一
一
張)

至
巻
十
四

巻
一

(

七
張)

Ｓ

第
宅
門

事
類

巻
二

(

一
二
張)

第
宅
門

文
類

巻
三

(

一
三
張)

第
宅
門

文
類

巻
四

(

一
一
張)

第
宅
門

文
類

巻
五

(

九
張)

第
宅
門

文
類

巻
六

(

一
一
張)

第
宅
門

文
類

巻
七

(

二
〇
張)

Ｔ

器
物
門

事
類

巻
八

(

一
二
張)

器
用
門

文
類

巻
九

(

一
五
張)

器
用
門

文
類

巻
十

(

一
八
張)

Ｕ

服
飾
門

事
類

巻
十
一

(

一
五
張)

服
飾
門

文
類

巻
十
二

(

二
二
張)

Ｖ

飲
食
門

事
類

巻
十
三

(

一
九
張)

飲
食
門

文
類

巻
十
四

(

二
〇
張)

飲
食
門

文
類

后
戊
集

目
録

(

八
張)

至
巻
九

巻
一

(

一
八
張)

Ｗ

花
木
門

事
類

巻
二

(

八
張)

花
木
門

文
類

巻
三

(

一
七
張)

花
木
門

文
類

巻
四

(

一
七
張)

花
木
門

文
類

巻
五

(

八
張)

花
木
門

文
類

巻
六

(

三
六
張)

Ｘ

禽
獣
門

事
類

巻
七

(

一
二
張)

禽
獣
門

文
類

巻
八

(

一
九
張)

禽
獣
門

文
類

巻
九

(

八
張)

Ｙ

雜
題
門

本
版
の
本
文
は
、
前
版

[

元]

刊
本
の
残
存
部
分
に
関
す
る
限
り
、
編

集
内
容
か
ら
款
式
に
至
る
ま
で
前
版
に
ほ
ぼ
同
じ
、
尾
題
の
み
の
張
子
を

前
張
に
繰
り
込
ん
で
張
数
を
減
ず
る
な
ど
、
微
細
な
変
化
は
あ
る
が
、
実

態
は
殆
ど
覆
刻
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
は
こ
の
版
本
を
原
編
十
五
集
本
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(
以
下
原
本
と
簡
称)

に
属
せ
し
め
、
十
五
集
二
百
八
巻
に
及
ぶ
本
版
の

形
を
、
元
来
の
編
集
と
推
定
す
る
。
た
だ

[

元]

刊
本
と
比
べ
異
同
を
閲

す
る
と
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
文
字
が
あ
る
。
例
え
ば
、
詳
し
く
本
文

を
比
べ
得
た
官
職
門

(

Ｉ)

文
類
の
庚
集
巻
十
二
至
十
五
に
つ
い
て
見
れ

ば
、[

元]

刊
本
巻
十
二
第
一
張
前
半
第
三
行

(

以
下

｢

十
二
―
一
前
三｣

等
と
表
記)

｢

官
職
門｣

(
門
目)

を
本
版
に
は

｢

宮
職
門｣

に
作
り
、
十

二
―
二
前
九

｢

不
臨
風
洒
涙
也｣

([

謝]

畳
山

｢

送
史
縣
尹
朝
京
序｣)

を｢

酒
涙
也｣

に
作
り
、
十
二
―
三
前
七｢

丙
午
春
校
書
郎
王
公
因
言
者｣

(

游
黙
斎

｢

送
王
校
書
歸
蜀
序｣)

を

｢
丙
子
春｣

に
作
り
、
同
九

｢

竟
以

潼
川
貳
車
請
歸
蜀｣

(

同)

を

｢

潼
州｣

に
作
り
、
同
四
前
八

｢

文
章
�

器
日
益
光
耀
、
帰
朝
足
以
任
重
致
遠
者
必
校
書
也｣

(
同)

を

｢

促
以
任｣

に
作
り
、
同
五
後
十
一

｢

送
嚴
簿
序｣
(

題
目
、[

張]
南
軒
作)

を

｢

嚴

薄｣

に
作
り
、
同
七
後
一

｢

冨
貴
利
達
而
所
爲
、
乃
過
於
陋
巷
之
士｣

([

游]

黙
斎

｢

送
趙
簿
紫
芝
序｣)

を

｢

陋
巻｣

に
作
り
、
十
三
―
二
前

三

｢

梅
信
傳
春
漸
北
枝｣

(

劉
南
翁

｢

贄
提
挙
蕭
方
�｣

詩)

を

｢

比
枝｣

に
作
る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
の
異
同
は
み
な

[

元]

刊
本
の
文
字
が
正
し

く
写
さ
れ
な
か
っ
た
例
と
見
な
さ
れ
、
字
形
の
類
似
等
に
よ
る
誤
り
が
訂

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

[

明
初]

刊
大
全
本
は
、
編
集
内
容
の
全
般
に
於

い
て
原
本
の
姿
を
伝
え
る
も
の
の
、
一
一
の
文
字
に
つ
い
て
は
訛
誤
を
含

む
点
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に

[

元]

刊
本
十
二
―
二
前
三

｢

遇

知
己
如
忠
齋
留
公
敬
斎
謝
公
梅
石
趙
公｣

([

謝]

畳
山

｢

送
史
縣
尹
朝
京

序｣)

を
本
版
に
は

｢

忠
斎
留
公｣

に
作
り
、
同
五
前
十
一

｢

�
陽
方
耕

道
、
爲
尉
善
化｣

([

張]

南
軒

｢

送
方
耕
道
序｣)

を

｢

為
尉｣

に
作
り
、

同
後
七

｢

要
須
從
事
於
此
乃
知
聖
人
之
言｣

(

同)

を

｢

従
事｣

に
作
り
、

以
下
省
記
す
る
が
、｢

�｣

を

｢

�｣

に
、｢

辧｣

を

｢

辨｣

に
、｢

緡｣

を

｢

�昏｣

に
、｢

國｣

を

｢

国｣

に
作
る

(

下
略)

他
、
畳
字
の
下
字
を

反
復
符
号
と
す
る
等
の
省
画
体
が
見
ら
れ
、
書
坊
の
翻
刻
本
が
効
率
を
優

先
し
て
略
字
を
加
え
る
例
に
従
う
形
で
あ
る
。
な
お

[

元]

刊
本
も
相
応

に
略
字
を
含
む
け
れ
ど
も
、
本
版
で
は
前
版
の
略
字
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継

承
し
、
さ
ら
に
省
略
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
後
出
の
他
本
へ
の
継
承
関

係
と
は
相
異
な
る
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
異
同
は

[

元]

刊

本
と

[

明
初]

刊
大
全
本
が
直
接
の
依
拠
関
係
に
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い

る
。
後
掲
の
台
北
国
家
図
書
館
蔵
本
を
基
に
本
版
を
論
じ
ら
れ
た
郭
声
波

氏
に
拠
れ
ば
、
本
版
后
集
の
地
理
門
事
類
に
は
、
明
初
人
の
増
補
が
認
め

ら
れ
る
由
で
あ
る
か
ら

(

�)

、
他
の
箇
所
に
も
或
い
は
単
に
覆
刻
と
は
呼
べ
な

い
変
更
が
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
文
を
比
べ
得
る
現
存
部
分
に

関
し
て
は
、
そ
う
し
た
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
こ
の

[

明
初]

刊
大
全
本
は
、
前
出

[

元]

刊
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本
を
基
に
翻
刻
を
加
え
、
組
織
内
容
、
款
式
と
一
一
の
文
字
も
引
継
い
だ

が
、
題
目
を

｢

翰
墨
大
全｣

と
改
め
、
厳
密
に
は
文
字
の
継
承
に
問
題
を

遺
し
た
版
本
で
あ
る
。
本
書
元
来
の
形
は

[

元]

刊
本
に
つ
い
て
窺
う
に

如
く
は
な
い
が
、[

元]

刊
本
の
伝
存
が
一
部
に
限
ら
れ
る
今
日
、
本
版

に
よ
っ
て
そ
の
全
体
が
推
知
さ
れ
る
価
値
は
大
き
い
。
次
に
そ
の
編
集
内

容
を
要
約
し
た
後
、
個
々
の
伝
本
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

【

甲】

諸
式
門(

Ａ)

六
巻
、
活
套
門(

Ｂ)

六
巻
、【

乙】

冠
禮
門(

Ｃ)

三
巻
、
婚
禮
門

(

Ｄ)

十
五
巻
、【
丙】

慶
誕
門

(

Ｅ)

三
巻
、
慶
壽
門

(

Ｆ)

十
一
巻
〜

【

丁】

同
五
巻
、
喪
禮
門

(

Ｇ)

六
巻
〜

【

戊】

同

(

同
附
録)

六
巻
、
祭
禮
門

(

Ｈ)
(

同
附
録)
七
巻
、【

己】

官
職

(

吏

道
・
仕
進)

門

(

Ｉ)

十
二
巻
〜

【

庚】

同
十
五
巻
、【

辛】

儒
學
門

(

Ｊ)

十
六
巻
〜

【

壬】

同
八
巻
、
人
品
門

(

Ｋ)

九
巻
、【
癸】

釋
教
門

(

Ｌ)

九
巻
、
道
教

(

神
祠
・
祠
廟)

門

(

Ｍ)

八
巻
、【
后
甲】

天
文

(

天
時
・
天
文
時
令
・
時
令)

門

(

Ｎ)

十
巻
、
地
理
門

(

Ｏ)
五
巻
、

【

后
乙】

同

(

地
理
州
郡
門)

十
三
巻
、【

后
丙】

人
倫
門

(

Ｐ)

四
巻
、

人
事
門

(

Ｑ)

二
巻
、
姓
氏
門

(

Ｒ)

六
巻
、【

后
丁】

第
宅
門

(

Ｓ)

六
巻
、
器
物

(

器
用)

門

(

Ｔ)

三
巻
、
服
飾
門

(

Ｕ)

二
巻
、
飲
食
門

(

Ｖ)

三
巻
、【

后
戊】

花
木
門

(

Ｗ)

五
巻
、
禽
獣
門

(

Ｘ)

三
巻
、
雜

題
門

(

Ｙ)

一
巻

後
続
の
伝
本
情
況
に
つ
き
、
相
配
に
よ
っ
て
分
属
の
異
な
る
諸
編
が
混

在
す
る
伝
本
の
主
項
に
は
、
右
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
符
号
を
附
し
、
内
容

面
か
ら
混
合
の
様
子
を
表
示
し
た

(

残
欠
の
門
に
×
号
を
附
す
。
ま
た
配

本
に
つ
い
て
は

[
]

内
に
符
号
を
記
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文

字
、
ギ
リ
シ
ャ
文
字
に
つ
い
て
は
次
の
元
泰
定
元
年
刊
本
の
解
説
参
照)

。

〈Princeton
U
niversity

East
A
sian

Library,

六
十
冊

欠
后
甲
至
后
戊
集

G
est
C
ollection

TC
348

／1447

〉

清
愛
新
覚
羅
允
礼
果
親
王
府
旧
蔵

新
補
藍
色
表
紙

(

二
四
・
一
×
一
四
・
八
糎)

擬
康
煕
綴
、
淡
青
包
角
。

金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
九
・
二
糎
、
破
損
修
補
。
前
後
副
葉
。
熊
序
、

甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

序
に
墨
鈔
補
、
ま
た
朱
句
点
等
の
書
入
あ
り
、
但
し
大
部
分
は
刪
去
さ
れ

て
い
る
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

天
／
韶｣

朱
印
記
、
巻
首
に
同

｢

靜
遠

齋
／
果
親
王
／
圖
書
記｣

朱
印
記

(

果
毅
親
王
愛
新
覚
羅
允
礼
所
用)

、

同
｢

果
親
王
府
／
圖
書
記｣

朱
印
記
を
存
す
。

『
普
林
斯
敦
大
学
葛
思
徳
東
方
図
書
館
中
文
善
本
書
志』

巻
三
録
。

〈

上
海
図
書
館

七
七
五
三
三
八
―
四
二
〉

五
冊
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存
己
集

清
�
光
�育
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙(

二
一
・
〇
×
一
二
・
八
糎)

左
肩
打
付
に
冊
数
を
書
す
。

包
角
剥
落
痕
。
襯
紙
改
装
。
見
返
し
、
前
後
副
葉
宣
紙
。

稀
に
朱
標
竪
句
点
書
入
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鹽
官
�
／
氏
衍
芬
／
艸

堂
三
世
／
臧
書
印｣
朱
印
記

(

�
光
�育
所
用)

を
存
す
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

〇
三
一

.

八
五
九
・
五
〇
九
一
〉

九
冊

存
丙
集
巻
八
至
十
戊
集
巻
五
至
六
十
二
至
十
三
己
集
巻
七
庚

集
巻
一
至
二
壬
集
巻
一
至
二
癸
集
巻
十
二

后
戊
集
巻
三
至
六
后
乙
集
巻
中
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

新
補
藍
色
絹
表
紙

(

一
八
・
四
×
一
二
・
六
糎)
左
肩
貼
布
素
絹
題
簽
、

無
文
。
淡
青
包
角
、
改
糸
。
襯
紙
改
装
、
虫
損
修
補
、
料
紙
添
色
。
副
葉

(

前
二
、
後
一)

。
壬
集
巻
二
第
七
至
九
張
欠
。

首
の
集
目
を
一
旦
刪
去
、
後
に

｢

丙｣

と
鈔
補
、
ま
た
匡
郭
界
線
鈔
補
。

【

丙】

Ｆ
×

【

戊】

Ｇ
×
Ｈ

【

后
戊】

[

ｖ
×
ｗ]

【

己】

Ｉ
×

【

后
乙】

[

ｏ
×]

【

庚】

Ｉ
×

【

壬】

Ｊ
×

【

癸】

Ｍ
×

〈

南
京
大
学
図
書
館

五
六
・
一
五
二
八
五
〉

七
十
五
冊

存
甲
集
乙
集
巻
一
至
九
十
三
至
十
五
丁
集
戊
集
巻
一
至
二

六
至
十
三
己
集
辛
集
巻
三
至
五
九
至
十
六
壬
集
癸
集
巻
十

至
十
七
后
甲
后
乙
后
丁
集

清
宋
韋
金
旧
蔵

丙
集

庚
集
巻
七
至
十
六

后
丙
集
巻
一
至
三

后
戊
集
配
改
編

[

明
初]

刊
本

庚
集
巻
一
至
三
十
七
至
二
十
四
后
丙
集
巻
四

至
六
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

癸
集
巻
一
至
六
配
本
版
後
印
本

後
補
淡
紅
漉
目

(

首
の
み
淡
黄
色)

表
紙

(

二
〇
・
六
×
一
二
・
五
糎)

左
肩
打
付
に

｢

事
文
類
聚
幾｣

と
、
右
肩
に
集
目
巻
数
を
書
す
。
巻
数
下

後
筆
に
て
欠
本
注
記
。
ま
た
単
辺
楕
円
形
陽
刻｢

善
本｣

朱
印
記
を
存
す
。

淡
青
包
角
残
存
、
改
糸
。
襯
紙
改
装
。
熊
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し

本
文
に
入
る
。
丁
集
巻
十
一
第
十
二
張
、
后
甲
集
巻
十
一
第
二
十
二
張
欠
。

稀
に
朱
句
点
書
入
、
行
間
校
改
。
甲
集
目
首
に
方
形
陰
刻｢

授
研
／
齊
記｣

、

巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

宋
韋
／
金｣

朱
印
記

(

二
顆
、
宋
韋
金
所
用)

を
存
す
。

【

甲】

Ａ
Ｂ

【

乙】

Ｃ
Ｄ
×

【

丙】
[

ｅ
ｆ]

【

丁】

Ｆ
Ｇ

【

戊】

Ｇ
×
Ｈ

【

己】

Ｉ

【

庚】
[

β
γ
×
ｉ]

【

辛】

Ｊ
×

【

壬】

Ｊ
Ｋ

【

癸】
[

Ｌ]

×

Ｍ
【

后
甲】

Ｎ
Ｏ

【

后
乙】

Ｏ

【

后
丙】

[

ｒ
×]

【

后
丁】

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ

【
后
戊】

[

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ]

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
三
〉

七
十
九
冊
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存
甲
丙
己
至
后
戊
集

清
汪
士
鐘
旧
蔵

乙
集
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

丁
集
巻
一
至
九
戊
集
巻
一
四
至

十
配
本
版
別
伝
本
戊
集
巻
二
至
三
配
改
編

[

明
初]

刊
本

後
補
淡
黄
色
菊
花
唐
草
文
蝋
箋
表
紙

(

一
八
・
五
×
一
二
・
一
糎)

書
脳

側
下
方
に
冊
数
を
書
す
。
改
糸
。
包
角
剥
落
痕
。
襯
紙
改
装
。
前
後
見
返

し
、
副
葉
宣
紙
。
首
に
熊
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
甲
集
、

后
甲
集
、
乙
集
、
后
乙
集
の
よ
う
に
排
列
す
。

丁
、
戊
集
を
除
く
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

趙
以
／
仁
氏｣

朱
印
記
、

方
形
陰
刻

｢

汪
士
鐘
字
春
霆
／
号
朖
園
書
画
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

該
本
に
つ
き
汪
士
鐘

『

藝
芸
書
舎
宋
元
本
書
目』

子
部
類
書
類
に

｢

袖

珍
本
事
文
類
聚
翰
墨
大
全｣

と
し
て
著
録
す
る
が
、
細
目
を
記
し

｢

丁

十
一
卷

(

中
略)

戊

九
巻｣

と
す
る
の
は
、
現
行
の
丁
集
が
巻
十
以
下

を
欠
き
、
戊
集
が
巻
十
に
至
る
の
と
合
わ
な
い
。
現
在
両
集
が
、
独
自
の

印
記
を
有
す
る
同
版
別
伝
本
の
配
合
に
係
る
こ
と
と
関
係
し
よ
う
。
ま
た

近
年
で
は
阿
部
隆
一
氏
に
著
録
が
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
と
同
版
等
と

指
摘
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
版
刻
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
編
で
は
な

く
後
人
増
補
の
本
文
と
さ
れ
た

(

�)

。

【

甲】

Ａ
Ｂ

【

后
甲】

Ｎ
Ｏ

【

乙】
[

ｃ
ｄ]

【

后
乙】

Ｏ

【

丙】

Ｅ
Ｆ

【

后
丙】

Ｐ
Ｑ
Ｒ

【

丁】
[

Ｆ
Ｇ
×]

【

后
丁】

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ

【

戊】
[

Ｇ
×]

[

ｇ
×]

Ｈ
×

【

后
戊】

Ｗ
Ｘ
Ｙ

【

己】

Ｉ

【

庚】

Ｉ

【

辛】

Ｊ

【

壬】

Ｊ
Ｋ

【

癸】

Ｌ
Ｍ

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

七
五
五
六

m
icro

film

〉

三
十
五
冊

存
甲
集
巻
一
五
至
九
十
二
戊
集
巻
三
至
四
己
集
巻
一
至
四
庚

集
巻
八
至
九
十
三
至
十
五
辛
集
巻
三
至
十
四
壬
集
巻
六
至
十
七

癸
集
巻
三
至
五

清
楊
以
増
民
国
張
元
済
旧
蔵

丁
集
巻
二
五
后
甲
集
巻
二
至
八
后
乙
集
巻
下
后
丙
集
巻
一
后

丁
集
巻
一
至
四
六
至
八
后
戊
集
巻
七
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

暗
色
切
箔
散
表
紙

(

一
八
・
六
×
一
二
・
三
糎)

。
前
後
見
返
し
後
補
白

紙
。
首
に
熊
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
癸
集
巻
四
第
五
張
鈔

補
。

匡
郭
界
線
鈔
補
。
総
目
首
に
単
辺
方
形
陰
刻

｢

楊
氏
海
／
原
閣
臧｣

印
記

(

楊
以
増
所
用)

、
熊
序
末
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

涵
芬
樓｣

、
同

｢

海
鹽
／

張
元
濟
／
經
收｣

、
大
尾
に
方
形
陰
刻

｢

涵
芬
／
樓
臧｣

印
記
、
第
三
冊

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

肖
浜
張
／
氏
家
藏
／
圖
書
印｣

印
記
を
存
す
。

現
在
こ
の
伝
本
は
保
存
状
態
が
芳
し
く
な
い
由
に
て
、
原
本
の
閲
覧
は

叶
わ
な
か
っ
た
。
楊
氏
海
源
閣
の�

印
を
有
す
る
が
、『

海
源
閣
書
目』

類
に
見
え
な
い
。
張
氏

『

涵
芬
楼
燼
餘
書
録』

子
部
に
は

｢

新
編
事
文
類
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聚
翰
墨
大
全

元
刊
本

三
十
五
册

述
古
堂
錢
氏
海
源
閣
楊
氏
舊
藏｣

と
し
て
記
載
が
あ
り

(

銭
氏
旧
蔵
の
こ
と
は
専
ら
配
本
に
係
る
た
め
、
明

正
統
十
一
年
刊
本
の
項
に
後
述)

、
存
巻
の
情
況
は
稿
者
の
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
知
見
と
全
く
同
じ
。
た
だ
張
氏
は
該
本
を
二
版
の
相
配
と
見
て
お
ら

ず
、
巻
数
門
目
等
、
諸
家
著
録
と
の
異
同
を
列
挙
し｢

蓋
當
時
世
俗
流
行
、

坊
肆
疊
有
刊
刻
、
隨
意
�
減
、
故
多
差
異
也｣

と
述
べ
、
分
析
を
止
め
て

い
る
。

【

甲】

Ａ
×
Ｂ
×

【

丁】
[

ｆ
×]

【
戊】

Ｇ
×

【

己】

Ｉ
×

【

庚】

Ｉ
×

【

辛】

Ｊ
×

【

壬】

Ｊ
×
Ｋ

【

癸】

Ｌ
×

【
后
甲】
[

ｎ
×
ｏ]

【

后
乙】

[

ｏ
×]

【

后
丙】

[

ｒ
×]

【

后
丁】

[

ｓ
ｔ
×
ｕ]
【

后
戊】

[

ｘ
×]

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五
の
う
ち
〉

存
甲
集

四
十
七
冊
中
、
第
一
至
四
の
四
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
首
に
熊
序
、
総
目
、

甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

第
三
冊
首
、
第
四
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鄭
温
／
唐
仲｣

朱
印
記
を
存

す
。
増
島
蘭
園
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は
明
正
統
十
一
年
刊
早
印
本
の

項
参
照
。

〈

南
京
大
学
図
書
館

五
六
・
一
五
二
八
五
の
う
ち
〉

存
癸
集
巻
一
至
六

七
十
五
冊
中
、
第
四
十
七
至
四
十
八
の
二
冊
は
本
版
後
印
本
に
係
る
。
全

体
に
つ
い
て
は
本
版
前
掲
本
の
項
参
照
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
三
の
う
ち
〉

存
丁
集
巻
一
至
九
戊
集
巻
一
四
至
十

七
十
九
冊
中
、
第
三
十
六
至
三
十
九
、
四
十
六
至
四
十
九
の
八
冊
は
本
版

後
印
本
に
係
る
。
丁
集
巻
一
首
に
方
形
陰
刻

｢

臣
印
／
浩
之｣

朱
印
記
、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

�余
／
邨｣

、
単
辺
円
形
陽
刻

｢

東
／
海｣

朱
印
記
、
第

三
十
六
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

徐
邨
／
藏
書｣

朱
印
記

(

徐
夢
元
所
用

歟)

を
存
す
。
戊
集
目
録
鈔
配
、
巻
一
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

仲
／
翼｣

朱
印
記
を
存
す
。
全
体
に
つ
い
て
は
本
版
前
掲
本
の
項
参
照
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
四
の
う
ち
〉

存
己
集
庚
集
巻
九
至
十
五

四
十
册
中
、
第
十
六
至
二
十
、
第
二
十
三
册
途
中
よ
り
第
二
十
五
冊
ま
で
、

約
八
册
分
は
本
版
に
当
た
る
。
全
体
に
つ
い
て
は
後
出

[

明
初]

刊
本
の

項
参
照
。
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〈
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
・
恭
仁
山
荘
善
本

一
三
の
う
ち
〉

存
癸
集
巻
三
至
六

六
十
四
冊
中
、
第
六
十
、
六
十
一
冊
の
二
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
癸
集
巻

五
第
十
一
張
は
鈔
補
に
係
る
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

靜
／
學
／
軒｣

朱

印
記
を
存
し
、
藍
筆
に
て
方
形
陰
刻

｢

虞
／
集｣

印
記
を
摸
写
す
。
全
体

に
つ
い
て
は
後
出

[

明
初]
刊
本
の
項
参
照
。

〈

上
海
図
書
館

七
九
五
六
九
四
―
七
六
三
の
う
ち
〉

存
后
乙
集
巻
七
至
十
三
后
丙
集

后
丁
集
巻
一
至
八

七
十
冊
中
、
第
五
十
四
至
六
十
六
の
十
三
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
全
体
に

つ
い
て
は
後
出

[

明
初]

刊
本
の
項
参
照
。

右
の
他
、
羅
振
常
の
遺
著
を
周
子
美
が
編
訂
し
た

『

善
本
書
所
見
録』

巻
三
・
子
部
に
録
す
る

｢

事
文
類
聚
翰
墨
大
全
甲
集
十
二
卷
乙
集
十
八
卷

丙
集
十
四
卷
丁
集
十
一
卷
戊
集
十
三
卷
己
集
十
二
卷
庚
集
十
卷
辛
集
十
六

卷
壬
集
十
七
卷
癸
集
十
七
卷
／
元
劉
應
李
編
、
元
刊
元
印
本｣

と
は
、
元

刊
本
と
あ
る
が
、
題
目
巻
数
か
ら
す
る
と
本
版
に
当
た
る
可
能
性
も
あ
ろ

う
。『

大
阪
天
満
宮
御
文
庫
漢
籍
分
類
目
録』

子
部
類
書
類
に
録
す
る
近

藤
南
州
旧
蔵
の｢(

新
編)

事
文
類
聚
翰
墨
大
全
／
存
五
卷(

甲
集
卷
一
―

五)

／
元
劉
應
李
編

[

明
初]

刊｣

二
冊
本

(

子
一
二
―
八)

は
、
或

い
は
同
版
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
所
在
不
明
の
た
め
未
見
。
ま
た
全
寅
初

氏
主
編

『

韓
国
所
蔵
中
国
漢
籍
総
目』

子
部
類
書
類
に

｢

新
編
事
文
類
聚

翰
墨
大
全｣

と
し
て
録
す
る
雅
丹
文
庫
収
蔵
の
四
巻
三
册

(

後
丙
集
巻
三

〜
六)

本
は
、
そ
の
匡
郭
を
一
四
・
七
×
九
・
八
糎
と
記
し
て
い
る
か
ら
、

本
版
の
残
存
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に

『

中
国
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
四
五
二
条
に
列
す
る
諸
本
は
、
そ
の
全
て
が
純
粋
に
本
版
の

み
か
ら
成
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
何
か
し
ら
係
る
所
が
あ
ろ
う
か
と
推

測
さ
れ
る

(

�)

。

二
、
改
編
十
集
本
之
属

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
十
巻
乙
集
十
二
巻
丙
集
十
九
巻
丁

集
九
巻
戊
集
十
巻
己
集
十
二
巻
庚
集
十
巻
辛
集
二
十
四
巻
壬

集
十
一
巻
癸
集
十
七
巻
各
目
一
巻
圖
一
巻

[

元
劉
應
李
編]

�
友
諒[

改]

編

元
泰
定
元
年

(

一
三
二
四)

刊

(

麻
沙
呉
氏
友
于
堂)

本
版
は
前
出
の
原
本
、[

元]

刊
本
系
統
の
版
本
を
基
に
、
そ
の
組
織
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排
列
に
大
き
な
変
更
を
加
え
た
改
編
本
で
あ
り
、
巻
首
に
標
示
す
る
編
者

の
姓
名
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
分
類
内
容
に

よ
っ
て
追
尋
し
、
同
じ
部
門
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的
に
は
原
本

か
ら
抄
出
し
た
内
容
で
あ
っ
て
、
前
本
と
の
対
校
が
可
能
な
節
略
本
で
あ

る
。
た
だ
僅
か
な
が
ら
新
た
に
加
え
ら
れ
た
本
文
も
あ
り
、
新
編
を
装
っ

て
変
更
さ
れ
た
点
が
著
し
い
た
め
、
改
編
本
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る

(

�)

。

以
下
そ
の
版
本
に
つ
い
て
記
す

(
図
版
七
至
十
参
照)

。

先
ず
毛
直
方
序

(

三
張)

、｢

翰
墨
流
布
宇
宙
間
幾
／
何
時
至
今
日
而
新
書

出

(

中
略)

厥
今
所
謂
新
書
者
〃
‖

廼
友
于
堂
呉
氏
而
翰
墨
家
／
者
流
彙
其

事
若
文
而
新
／
諸
梓
者
也

(

中
略)

呉
氏
富
文
籍
所
以
題
号乕
／
其
新
書
者

信
然
泰
定
甲
／
子
長
至
建
安
毛
直
方
序

(

行書)｣
次
行
下
に
方
形
有
界
無

文
、
又

｢

靜｣
｢

可｣

印
記
摸
刻
。

泰
定
甲
子
は
元
年

(

一
三
二
四)

。
こ
の
序
、
呉
氏
友
于
堂
の

｢

新
書｣

刊
行
を
執
拗
に
繰
り
返
す
が
、
原
本
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
そ
の
版
刻

が
原
編
者
と
の
信
義
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
序
者
の

毛
直
方
は
、
字
静
可
、
建
安
の
人
。
宋
末
に
薦
に
預
か
り
官
途
に
就
い
た

が
、
元
の
世
に
は
講
学
と
編
著
を
事
と
し
た
。
劉
応
李
等
と
同
様
の
経
歴

で
は
あ
る
が
、
家
格
と
学
績
と
は
少
し
く
劣
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
編
著
の

う
ち

『

詩
学
大
成』

を
今
に
伝
え
る
。

次
で
輿
図

(

一
四
張)

、
首
張
右
肩
に
双
辺

｢

混
一
諸
道
之
圖｣

牌
記
、

第
二
よ
り
毎
張
、
同
様
の
牌
記
に
各
道
の
名
を
標
し
、
腹
裏
よ
り
甘
肅
に

至
る
。
張
数

(

墨
囲
陰
刻)

標
示
位
置
不
定
。

こ
の
輿
図
は
本
版
に
初
め
て
附
さ
れ
た
も
の

(

�)

。
現
存
本
の
綴
合
の
位
置

は
定
ま
ら
ず
、
総
目
、
ま
た
甲
集
目
録
の
後
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

次
で
総
目

(

一
張)

、
首
題

｢

翰
墨
□

(

破
断)

書
�
目｣

、
次
行
低
一
格
に
集
目
を

標
し

(

墨
囲
陰
刻)

、
同
行
下
よ
り
二
、
八
格
を
低
し
て
門
目
を
列
し
、｢

癸
集｣

下
の

｢

雜
題
門｣

に
至
る
。
毎
半
張
八
行
、
毎
行
十
四
字
格
。
尾
題

｢

�

目
終

(

墨
囲
陰
刻)｣

。

次
で
甲
集
目
録
、
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
目
録

(

大
字
跨
行)｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
二
格
を
低
し
門
目
を

標
し
て
、
次
行
よ
り
四
、
十
五
格
を
低
し
細
目
を
列
す
。
毎
半
張
十
五
行
、

毎
行
二
十
六
字
格
。
尾
題
、
首
に
同
じ
。

以
上
、
前
附
の
総
目
と
目
録
は
、
改
編
に
従
っ
て
前
本
と
内
容
が
異
な

る
他
、
版
式
に
於
い
て
も
毎
張
の
行
字
数
を
増
し
て
お
り
、
読
者
の
目
を

引
く
輿
図
を
加
え
た
一
方
で
、
張
数
を
省
く
傾
き
も
あ
る
。

巻
首
題｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
巻
之
一

甲
集(

墨
囲
陰
刻)

(

跨行)

／(

低
七
格

)

〈

建

安

後

學
〉

�
〈
友
諒
〉
益
友

編｣

、
次
行
花
口
魚
尾
圏
発

下
に
一
格
を
低
し

｢

諸
式
門｣

等
と
門
目
、
次
行
よ
り
三
格
を
低
し
注
、
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次
行｢(

低
大
一
格)

詔
誥(

大
字
跨
行)

／(

低
三
格

)

見
辛
集
〃
‖

(

低
大
一
格)

表
牋(

大
字
跨
行)｣

、

次
行
よ
り
本
文
、
表
牋
書
式

(

諱
字
改
行)

、
次
行
大
一
格
を
低
し

｢

書
奏｣

等

と
編
目
、
次
行
一
格
を
低
し

｢

上
書

(

墨
囲
陰
刻)｣

等
と
細
目
を
掲
げ
、
次
行

よ
り
書
式
、
文
例
。
改
行
区
々
。

甲
集
巻
一
は
新
編
で
、
前
本
の
体
式
と
全
く
異
な
る
。
第
三
行
に
見
え

る
編
者
�
友
諒
は
、
他
に
そ
の
伝
を
聞
か
な
い
。
益
友
は
字
か
。
首
の
毛

序
に
は
刊
者
の
名
ば
か
り
あ
っ
て
、
編
者
の
名
を
見
な
か
っ
た
。｢

書
奏｣

の
前
に

｢

詔
誥｣

｢

表
牋｣

の
標
目
を
置
い
た
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
両

者
が
前
本
に
な
く
、
新
規
の
門
目
に
当
た
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。｢

表
牋｣

｢

書
奏｣

以
下
の
本
文
は
、
前
本
で
は
同
門
中
の
後
方
に
あ
っ
た
も
の
を
、

前
置
し
た
形
で
あ
る
。
首
題
中
、｢

甲
集｣

等
の
集
目
を
、
題
下
に
排
し

て
黒
牌
と
し
た
他
、
門
類
編
目
の
標
識
は
、
字
格
の
大
小
や
墨
囲
陰
刻
の

牌
記
を
多
用
し
、
よ
り
目
を
引
き
易
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

左
右
双
辺

(

一
五
・
三
×
一
〇
・
二
糎)

有
界
、(

事)

毎
半
張
十
二
行
、

毎
行
二
十
四
或
二
十
二
字
、(

文)

毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十
四
字
。

版
心
、
小
黒
口
、
双
黒
魚
尾

(

不
対
向

)

上
尾
下
題

｢

啓
甲
幾
フ｣

等
、
下

尾
下
張
数
。
毎
張
左
肩
に
耳
格
を
設
け
、
門
目
を
標
す
。
巻
尾
題

｢

新
編

事
文
類
聚
翰
墨
全
書
巻
之
一

甲
集

(

墨
囲
陰
刻)

(

跨行)｣

等
。

甲
集
巻
一
尾
題
前
に
双
辺
無
界｢

泰
定
甲
子
麻
沙
／
呉
氏
友
于
堂
刊(

行書)｣

、

丙
集
巻
十
三
尾
題
前
に
同

｢

泰
定
初
元
甲
子
／
呉
氏
友
于
堂
刊

(

行書)｣

牌
記
を
存
し
、
乙
集
目
録
尾
題
前
に
双
辺
無
文
の
木
牌
を
刻
す
。

呉
氏
友
于
堂
に
つ
い
て
は
、『

中
国
古
籍
善
本
書
目』

子
部
類
書
類
に

｢

居
家
必
用
十
巻
〈
元
至
元
五
年
友
于
書
堂
刻
本

(

�)〉｣

、
同
集
部
別
集
類
に

｢

潜
室
陳
先
生
木
鐘
集
十
一
巻
〈
宋
陳
埴
�

元
呉
氏
友
于
堂
刻
本〉｣

が

著
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
実
見
し
て
い
な
い
が
、
刊
年
や
姓
氏
を
見

る
と
、
同
一
書
肆
の
可
能
性
が
あ
る
。
本
版
の
刊
年
に
つ
い
て
は
、
毛
序

の
内
容
と
、
本
文
、
版
式
、
字
様
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
刊
記
に
あ
る
通
り
、

元
泰
定
元
年
と
認
め
ら
れ
る
。
以
下
本
版
の
内
容
を
詳
し
く
表
示
す
る
。

甲
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十

巻
一

(

一
〇
張)

ａ

諸
式
門

事
類

巻
二

(

一
〇
張)

諸
式
門

事
類

巻
三

(

二
一
張)

諸
式
門

文
類

巻
四

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
五

(

九
張)

ｂ

活
套
門

事
類

巻
六

(

一
九
張)

活
套
門

文
類

巻
七

(

一
五
張)

活
套
門

文
類

巻
八

(

一
―
六
之
八
―
十
二
、

計
一
〇
張)

活
套
門

文
類
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巻
九

(

一
六
張)

活
套
門

文
類

巻
十

(

二
〇
張)

活
套
門

文
類

乙
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
三
張)

ｎ

天
文
門

事
類

巻
二

(

六
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
三

(
一
五
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
四

(

一
五
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
五

(

八
張)

天
時
門

文
類

巻
六

(

八
張)

ｏ

地
理
門

事
類

巻
七

(

一
〇
張)
地
理
門

文
類

巻
八

(

二
九
張)

地
理
州
郡
門
文
類

目
録

(

一
〇
張)

至
巻
上
中
下

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
上

(

七
四
張)

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
中

(

八
三
張)

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
下

(

七
九
張)

丙
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
九

巻
一

(

一
〇
張)

ｐ

人
倫
門

事
類

巻
二

(

一
八
張)

人
倫
門

文
類

巻
三

(

八
張)

人
倫
門

文
類

巻
四

(

一
三
張)

ｋ

人
品
門

事
類

巻
五

(

八
張)

人
品
門

文
類

巻
六

(

一
〇
張)

人
品
門

文
類

巻
七

(

一
二
張)

人
品
門

文
類

巻
八

(

一
八
張)

人
品
門

文
類

巻
九

(

一
一
張)

人
品
門

文
類

巻
十

(

五
張)

ｑ

人
事
門

事
類

巻
十
一

(

一
八
張)

人
事
門

文
類

巻
十
二

(

六
張)

人
事
門

文
類

巻
十
三

(

一
二
張)

ｒ

氏
族
門

総
目

巻
十
四

(

三
九
張)

氏
族
門

上
平
聲

巻
十
五

(

五
〇
張)

姓
氏
門

下
平
聲

巻
十
六

(

三
二
張)

氏
族
門

上
聲

巻
十
七

(

二
四
張)

氏
族
門

去
聲

巻
十
八

(

二
〇
張)

氏
族
門

入
聲

巻
十
九

(

一
二
張)

氏
族
門

覆
姓

丁
集

目
録

(

五
張)

至
巻
九

巻
一

(

八
張)

ｃ

冠
禮
門
事
・
文
類

巻
二

(

七
張)

冠
禮
門

文
類
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巻
三

(

一
四
張)

ｄ

婚
禮
門

事
類

巻
四

(

七
張)

婚
禮
門

事
類

巻
五

(

一
六
張)

婚
禮
門

文
類

巻
六

(

一
八
張)

婚
禮
門

文
類

巻
七

(
三
〇
張)

婚
禮
門

文
類

巻
八

(
一
―
十
五
之
十
六
・
十
七
之
十
八
―
二
十
九
、

計
二
七
張)

婚
禮
門

文
類

巻
九

(

一
一
張)

婚
禮
門

文
類

戊
集

目
録

(

六
張)

至
巻
十

巻
一

(

六
張)

ｅ

慶
誕
門

事
類

巻
二

(

一
八
張)

慶
誕
門

文
類

巻
三

(

一
一
張)

慶
誕
門

文
類

巻
四

(

一
―
十
五
・
十
五
之
十
七
―
三
十
六
、

計
三
五
張)

ｆ

慶
壽
門

事
類

巻
五

(

一
六
張)

慶
壽
門

文
類

巻
六

(

一
六
張)

慶
壽
門

文
類

巻
七

(

二
二
張)

慶
壽
門

文
類

巻
八

(

九
張)

慶
壽
門

文
類

巻
九

(

一
八
張)

慶
壽
門

文
類

巻
十

(

八
張)

慶
壽
門

文
類

己
集

目
録

(

八
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

一
四
張)

ｇ

喪
禮
門

事
類

巻
二

(

一
八
張)

喪
禮
門

文
類

巻
三

(

一
三
張)

喪
禮
門

文
類

巻
四

(

三
一
張)

喪
禮
門

文
類

巻
五

(

二
〇
張)

喪
禮
門

文
類

巻
六

(

二
二
張)

薦
悼
門

文
類

巻
七

(

一
九
張)

薦
悼
門

文
類

巻
八

(

一
七
張)

ｈ

祭
禮
門
事
・
文
類

巻
九

(

八
張)

祭
禮
門

文
類

巻
十

(

九
張)

祭
禮
門

文
類

巻
十
一

(

二
〇
張)

祈
禳
門

文
類

巻
十
二

(

一
七
張)

祈
禳
門

文
類

庚
集

目
録

(

五
張)

至
巻
十

巻
一

(

九
張)

ｊ

儒
學
門

事
類

巻
二

(

二
二
張)

儒
學
門

文
類

巻
三

(

一
七
張)

儒
學
門

文
類

巻
四

(

九
張)

儒
學
門

文
類
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巻
五

(

五
張)

儒
學
門

文
類

巻
六

(

六
張)

儒
學
門

文
類

巻
七

(

一
三
張)

儒
學
門

文
類

巻
八

(

二
三
張)

儒
學
門

文
類

巻
九

(
一
四
張)

α

科
舉
門

事
類

巻
十

(
二
二
張)

科
舉
門

文
類

辛
集

目
録

(

一
一
張)
至
巻
二
十
四

巻
一

(

二
張)
β

詔
誥
門

事
類

巻
二

(

一
〇
張)
詔
誥
門

文
類

巻
三

(

五
張)

γ

表
牋
門

事
類

巻
四

(

八
張)

表
牋
門

文
類

巻
五

(

七
張)

表
牋
門

文
類

巻
六

(

一
四
張)

表
牋
門

文
類

巻
七

(

一
四
張)

ｉ

官
職
門

事
類

巻
八

(

一
二
張)

官
職
門

事
類

巻
九

(

一
六
張)

官
職
門

事
類

巻
十

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
十
一

(

一
二
張)

官
職
門

事
類

巻
十
二

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
十
三

(

一
四
張)

官
職
門

事
類

巻
十
四

(

一
〇
張)

官
職
門

事
類

巻
十
五

(

五
張)

官
職
門

事
類

巻
十
六

(

八
張)

官
職
門

事
類

巻
十
七

(

一
八
張)

官
職
門

文
類

巻
十
八

(

九
張)

官
職
門

文
類

巻
十
九

(

一
四
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十

(

二
二
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
一

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
二

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
三

(

七
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
四

(

二
六
張)

官
職
門

文
類

壬
集

目
録

(

九
張)

至
巻
十
一

巻
一

(

一
〇
張)

ｌ

釋
教
門

事
類

巻
二

(

一
二
張)

釋
教
門

文
類

巻
三

(

二
二
張)

釋
教
門

文
類

巻
四

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
五

(

二
一
張)

釋
教
門

文
類

巻
六

(

一
二
張)

釋
教
門

文
類
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巻
七

(

八
張)

ｍ

道
教
門

事
類

巻
八

(

一
七
張)

道
教
門

文
類

巻
九

(

一
二
張)

道
教
門

事
類

巻
十

(

二
五
張)

道
教
門

文
類

巻
十
一

(
二
〇
張)

道
教
門

文
類

癸
集

目
録

(
一
三
張)

至
巻
十
七

巻
一

(

三
張)

ｓ

第
宅
門

事
類

巻
二

(

一
三
張)

第
宅
門

文
類

巻
三

(

一
四
張)
第
宅
門

文
類

巻
四

(

一
一
張)

ｔ

器
物
門

事
類

巻
五

(

一
五
張)

器
用
門

文
類

巻
六

(

九
張)

器
用
門

文
類

巻
七

(

四
張)

ｕ

服
飾
門

事
類

巻
八

(

一
五
張)

釋
教
門

文
類

巻
九

(

一
二
張)

ｖ

飲
食
門

事
類

巻
十

(

一
―
六
之
八
―
二
十
六
、

計
二
四
張)

飲
食
門

文
類

巻
十
一

(

一
〇
張)

飲
食
門

文
類

巻
十
二

(

九
張)

ｗ

花
木
門

事
類

巻
十
三

(

一
二
張)

花
木
門

文
類

巻
十
四

(

二
一
張)

花
木
門

文
類

巻
十
五

(

一
二
張)

ｘ

禽
獣
門

事
類

巻
十
六

(

一
七
張)

禽
獣
門

文
類

巻
十
七

(

一
二
張)

ｙ

雜
題
門

本
版
の
本
文
を
原
本
に
比
べ
る
と
、
門
目
に
つ
い
て
は
順
番
が
入
れ
替

わ
る
も
の
の
、
殆
ど
過
不
足
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
庚
集
巻
九
か
ら
辛
集

巻
六
に
か
け
て
置
か
れ
た
科
挙
、
詔
誥
、
表
牋
の
三
門

(

α
β
γ)

は
原

本
に
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
新
設
の
門
類
を
ギ
リ
シ
ャ
文
字
で
表
す
こ
と
と

し
た
が
、
し
か
し
こ
の
三
門
も
、
個
々
の
篇
目
を
見
る
と
原
本
の
中
に
出

所
が
あ
り
、
新
増
さ
れ
た
か
の
如
く
粉
飾
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば

庚
集
巻
十
、
科
挙
門
文
類
と
し
て
列
す
る
諸
篇
は
、
原
本
の
辛
集
巻
九
、

同
巻
八
、
壬
集
巻
八
か
ら
科
挙
に
関
す
る
啓
�
と
詩
詞
と
を
抜
き
出
し
て

集
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
詔
誥
門
の
辛
集
巻
一
は
、
原
本
の
甲
集
巻

六
、
己
集
巻
十
一
、
同
十
二
か
ら
詔
誥
の
み
を
、
表
牋
門
辛
集
巻
四
は
、

原
本
の
甲
集
巻
二
、
丙
集
巻
八
、
丙
集
巻
二
、
乙
集
巻
二
、
同
巻
六
か
ら

表
牋
の
み
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
全
く
新
規
の
記
事
は
な
い
か
と

い
う
と
、
例
え
ば
庚
集
巻
九
、
科
挙
門
事
類
に
挙
げ
た
元
皇
慶
二
年

(

一

三
一
三)

公
布
の
科
挙
の
程
式
や
、
辛
集
巻
三
、
表
牋
門
事
類
に
載
せ
る
、
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延
祐
元
年

(

一
三
一
四)

に
中
書
省
か
ら
出
さ
れ
、
表
章
に
回
避
す
べ
き

御
名
廟
諱
を
定
め
た
咨
等
は
、
原
本
に
序
の
附
さ
れ
た
大
徳
十
一
年

(

一

三
〇
七)
よ
り
後
の
記
事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
本
版
で
新
増
さ
れ
た
部

分
に
当
た
る
。
な
お
表
牋
門
に
列
挙
さ
れ
た
御
名
と
廟
諱
と
は
、
太
祖
鉄

木
真
か
ら
始
ま
り
、[
仁
宗]

｢

愛
育
黎
抜
力
八
達｣

、[

英
宗]

｢

碩
徳
八

剌｣
(

こ
の
両
者
、
上
段
の
廟
諱
は
墨
釘)

に
続
け

｢

今
上
皇
帝｣

を
標

記
し
て
い
る
か
ら
、
本
版
の
内
容
は
泰
定
帝
の
時
期
に
及
ぶ
も
の
と
判
ぜ

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
新
増
の
箇
所
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
増

修
と
称
す
る
ほ
ど
の
分
量
に
は
達
し
な
い
よ
う
で
あ
る

(

�)

。

ま
た
本
版
の
乙
集
巻
九
よ
り
十
二
ま
で
の
四
巻
は
、｢

新
編
事
文
類
聚

(

大
字
跨
行)｣

と
あ
る
の
み
の
地
志
目
録
及
び

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
上

(

中
・
下)｣

三
巻
か
ら
成
り
、
原
本
に
は
見
え
な
い
題
目
を
冠
し
て
あ
る

が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
原
本
の
後
甲
集
巻
十
一
か
ら
后
乙
集
巻
六
ま

で

(

地
理
門
事
類
Ｏ)

の
内
容
を
節
略
修
整
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
新
た

に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

(

�)

。

次
に
原
本
と
本
版
に
共
有
の
部
門
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
先
ず
本
版
の

本
文
は
、
原
本
の
順
序
を
守
り
な
が
ら
挙
例
を
節
略
し
た
形
に
な
っ
て
い

る
。
事
類
で
あ
れ
ば
標
出
の
項
目
を
、
文
類
で
あ
れ
ば
垂
示
の
例
文
を
、

一
項
一
篇
の
単
位
で
削
っ
て
あ
る
。
抄
出
に
原
則
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

一
類
目
に
つ
き
複
数
の
例
が
あ
れ
ば
、
後
出
の
も
の
を
削
っ
た
場
合
が
多

い
。
例
え
ば

[

元]

刊
本
と
比
較
で
き
る
慶
壽
門
文
類

(

Ｆ)

に
つ
き
、

篇
目
を
以
て
本
版
と
比
較
し
て
み
る
と

([

元]

刊
本
丙
集
巻
八
至
九
、

本
版
戊
集
巻
四)

、
そ
の
異
同
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

表
牋
一

聖
節
賀

皇
帝
表

蘇
子
瞻

無

(

十
二
篇
略)

全
無

表
牋
二

生
日
謝
禮
物
表

史
浩

無

(

八
篇
略)

全
無

啓
�
一

賀
宰
相
生
日
啓

張
正
己

有

又

�
公
英

無

又

李
舜
臣

有

又

戴
埴

無

又

前
人

無

又

無

又

無

又

余
日
華

無

又

有

又

呉
雨
巖

有

又

方
烏
山

有
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賀
樞
密
生
日

有

又

方
烏
山

有

啓
�
二

賀
宗
臣
生
日
啓

方
烏
山

有

又

葉
元
茂

無

賀
朝
官
生
日
啓

方
烏
山

有

又

無

賀
帥
府
啓

方
烏
山

有

又

張
文
饒

無

又

王
叔
子

無

又

宋
祁
公

無

賀
憲
使
生
日
啓

有

賀
運
使
生
日
啓

楊
佑
甫

無

賀
路
官
生
日
啓

彭
叔
夏

有

賀
縣
尹
生
日
啓

有

賀
樞
密
太
夫
人
生
日
啓

方
烏
山

有

又

無

又

有

(

下
略)

始
め
の
表
牋
一
、
二
を
本
版
の
戊
集
巻
四
に
全
く
欠
い
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
中
か
ら
数
篇
を
選
び
、
辛
集
巻
四
に
新
設
の
表
牋
門

(

γ)

に

移
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
啓
�
以
降
は
間
欠
的
に
抄
出
す
る
形
で
、
ど

の
例
文
を
選
ぶ
か
、
特
に
原
則
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
同
じ
篇
目(

又)

の
文
章
は
省
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
場
合
分
け
を
保
存
し
て
挙
例
を
制
限

し
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
に
対
応
す
る
門
類
で
も
、
改
編
や
抄

出
に
よ
っ
て
記
事
が
節
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
と
同
等
に
扱
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
逐
次
的
な
対
応
関
係
も
ま
た
遺
存
し
て
い
る
の
で
、

本
稿
で
は
改
編
本
の
内
容
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
で
表
す
こ
と
と

し
た
。
例
え
ば
こ
の
慶
壽
門
に
つ
い
て
、
原
本
丙
集
に
は
Ｆ
と
記
し
た
が
、

同
じ
門
類
の
改
編
本
戊
集
に
は
ｆ
と
表
示
し
た
。
即
ち
、
本
文
の
広
略
を

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
小
を
以
て
代
表
す
る
。
な
お
本
稿
の
称
す
る
原
本

か
ら
本
版
が
派
生
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
節
略
に
よ
っ

て
連
続
的
に
表
記
す
る
必
要
が
な
い
は
ず
の
作
者
名
を
重
記
し
た
り

(｢

賀
帥
府
啓｣

下
の

｢

方
烏
山｣

等)

、
同
人
の
作
か
ら
後
続
の
文
を
選

び
、
誤
っ
て
作
者
を
先
行
の
別
人
に
掛
け
た
り
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
も

確
か
め
ら
れ
る

(

�)

。

次
で
抄
出
さ
れ
た
本
版
の
本
文
に
つ
き
、
そ
の
文
字
を
原
本
に
比
較
す

る
と
、[
元]

刊
本
、[

明
初]

刊
大
全
本
と
の
対
校
に
便
宜
の
あ
る
官
職

門

(

Ｉ
／
ｉ)
文
類

(

原
本
庚
集
巻
十
二
至
十
五
、
本
版
辛
集
巻
二
十
三
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至
二
十
四
の
間)

を
用
い
て
見
れ
ば
、
原
本
十
二
―
八
前
一｢

掲
竿
滿
野
、

環
�
及
汀｣

(

劉
須
溪｢

江
西
行
省
丞
相
愛
棠
碑｣)

を
本
版
に
は｢

掲
�于｣

に
作
り
、
原
本
十
三
―
四
後
十
三

｢

臂
間
弓
矢
眞
良
將
、
舌
底
詩
書
笑
腐

儒｣
([

謝]
疊
山

｢

代
上
張
經
歴｣

詩)

を

｢

古
底｣

に
作
り
、
原
本
十

三
―
十
一
前
八

｢
還
家
細
向
庭
�
説｣

(

曹
天
慵

｢

又
〈
律
詩
〉
二
首｣

之
一)

を

｢

庭
門｣
に
作
る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
は
原
本
の
文
字
を
本
版

に
誤
っ
た
例
で
あ
る
が
、
一
巻
に
つ
き
数
箇
所
と
、
そ
の
数
は
極
め
て
少

な
い
。
一
方
、
原
本
十
三
―
十
一
前
十
一

｢

吾
慵
■
自
干
何
事｣

(

曹
天

慵

｢

又
〈
律
詩
〉
二
首｣

之
二)

を

｢
本
自｣

に
作
る
等
、
僅
か
な
が
ら

原
本
の
墨
釘
や
誤
字
を
改
め
た
箇
所
も
見
出
さ
れ
る
。
ま
た

[

元]

刊
本

十
二
―
一
前
六

｢

建
陽
號
難
治｣

([

謝]

疊
山

｢
送
史
縣
尹
朝
京
序｣)

を
本
版
に
は

｢

�
治｣

に
作
り
、
同
七

｢

養
新
軍
餘
五
百
人
、
郵
卒
不
與

焉｣
(

同)

を

｢

不
与
焉｣

に
作
り
、
同
九

｢

煩
廩
庖
者
無
虚
日｣

(

同)

を

｢

无
虚
日｣

に
作
り
、
以
下
は
省
記
す
る
が
、｢

勞｣

を

｢

労｣
に
、

｢

眞｣

を

｢

真｣

に
、｢

某｣

を

｢

ム｣

に
、｢

�｣

を

｢

贈｣

に
、｢

兒｣

を

｢

児｣

に
、｢

肅｣

を

｢

粛｣

に
作
る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
は

[

元]

刊

本
の
文
字
を
本
版
に
は
省
画
し
た
例
で
あ
っ
て
、[

明
初]

刊
大
全
本
と

の
比
較
の
場
合
に
同
じ
く
、[

元]

刊
本
に
略
字
を
用
い
た
文
字
は
そ
の

ま
ま
踏
襲
さ
れ
、｢

無｣
｢

與｣

や
反
復
符
号
な
ど
は
、
本
版
で
は
殆
ど
機

械
的
に
省
画
さ
れ
て
、
そ
の
数
を
増
す
一
方
的
な
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を

要
す
る
に
、
原
本
か
ら
抄
出
さ
れ
た
本
版
の
本
文
は
、
そ
の
限
り
に
於
い

て
相
当
に
正
し
く
文
字
を
写
し
、
僅
か
に
文
字
を
誤
っ
た
場
合
、
逆
に
誤

り
を
正
し
た
文
字
が
あ
り
、
且
つ
略
字
の
使
用
に
つ
い
て
は
か
な
り
そ
の

数
を
増
し
た
が
、
な
お
底
本
に
忠
実
な
刻
字
と
判
断
さ
れ
る
。
不
完
全
と

雖
も
、
既
に

[

元]

刊
本
を
失
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
貴
重
な
本

文
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
前
記
の

[

元]

刊
本
、[

明
初]

刊
大
全
本
に
本
版
を
加
え
た

三
者
の
関
係
を
考
え
る
と
、[

元]

刊
本
に
対
し
て

[

明
初]

刊
本
と
本

版
の
両
者
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
方
的
に
誤
字
と
略
字

と
を
加
え
て
い
る
が
、
両
者
間
相
互
に
は
無
関
係
に
誤
り
略
し
て
い
る
か

ら
、
両
者
と
も
直
接

[

元]

刊
本
か
ら
出
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
の
上

で
三
者
の
版
本
全
体
を
考
慮
す
る
と
、
文
字
の
正
確
さ
に
於
い
て
は[

元]

刊
本
を
規
矩
と
す
べ
く
、
本
版
は
こ
れ
に
準
じ
、[

明
初]

刊
本
に
は
誤

刻
が
か
な
り
多
い
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
一
方
、
本
文
の
遺
存
と
い
う
点

に
つ
い
て
見
れ
ば
、[

元]

刊
本
に
は
残
本
し
か
存
せ
ず
、
本
版
は
ほ
ぼ

完
全
に
伝
存
す
る
も
の
の
節
略
本
で
あ
る
の
に
対
し
、[

明
初]

刊
本
は

原
本
の
全
体
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、[

明
初]

刊
本
を
標
準
と
す
べ
き
で

あ
る
。
つ
ま
り
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
短
所
長
所
が
あ
る
か
ら
、
本
書
の
原
本
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を
正
し
く
知
る
た
め
に
は
、
三
版
相
互
の
参
照
が
必
要
と
さ
れ
る
。
次
に

本
版
の
内
容
を
改
め
て
略
記
し
、
伝
本
の
解
題
に
移
り
た
い
。

【

甲】
諸
式
門

(

ａ)

四
巻
、
活
套
門

(

ｂ)

六
巻
、【

乙】

天
文

(

天
文

時
令
・
天
時)
門

(

ｎ)

五
巻
、
地
理

(

地
理
州
郡)

門
三
巻

(

ｏ)

、

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻
目
一
巻

(

ｏ)

、【

丙】

人
倫
門

(

ｐ)

三
巻
、

人
品
門

(

ｋ)

六
巻
、
人
事
門

(

ｑ)

三
巻
、
氏
族

(

姓
氏)

門

(

ｒ)

六
巻
目
一
巻
、【

丁】

冠
禮
門(
ｃ)

二
巻
、
婚
禮
門(

ｄ)

七
巻
、【

戊】

慶
誕
門

(

ｅ)

三
巻
、
慶
壽
門

(
ｆ)

七
巻
、【

己】

喪
禮

(

薦
悼)

門

(

ｇ)

七
巻
、
祭
禮

(

祈
禳)

門

(

ｈ)
五
巻
、【

庚】

儒
學
門

(

ｊ)

八

巻
、
科
舉
門

(

α)

二
巻
、【

辛】

詔
誥
門

(
β)

二
巻
、
表
牋
門

(

γ)

四
巻
、
官
職

(

吏
道
・
仕
進)

門

(

ｉ)

十
八
巻
、【
壬】

釋
教
門

(

ｌ)

六
巻
、
道
教

(

神
祠)

門

(

ｍ)

五
巻
、

【

癸】

第
宅
門

(
ｓ)

三
巻
、

器
物

(

器
用)

門

(

ｔ)

三
巻
、
服
飾
門

(

ｕ)

二
巻
、
飲
食
門

(

ｖ)

三
巻
、
花
木
門

(

ｗ)

三
巻
、
禽
獸
門(

ｘ)

二
巻
、
雜
題
門(
ｙ)
一
巻

〈

東
京
大
学
総
合
図
書
館

Ａ
〇
〇
・
六
〇
七
九
〉

二
十
三
冊

欠
乙
集
巻
九
至
十
二
壬
集
巻
一
至
三
癸
集
巻
六
至
十
一

後
補
淡
香
色
表
紙

(

一
九
・
七
×
一
二
・
五
糎)

書
脳
側
下
方
に

｢

全
二

十
八
冊｣

と
墨
書
、
首
冊
の
み
左
肩
に
題
簽
貼
布
、
毎
冊
小
簽
を
貼
布
し

(

首
冊
は
題
簽
上
に
重
貼)

｢

某
集
〈
幾
之
幾
〉
／

共
幾
巻｣

と
墨
書
、

そ
の
下
、
打
付
に
冊
数
を
朱
書
す

(

廿
、
廿
四
を
欠
き
廿
五
に
至
る)

。

改
糸
。
裏
打
修
補
、
天
地
截
断
。
毛
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
、
輿
図
を
存

し
本
文
に
入
る
。
戊
集
巻
十
第
八
張
、
己
集
巻
六
第
十
七
・
十
八
張
、
巻

十
二
第
十
七
張
欠
。
辛
集
巻
九
第
九
張
、
癸
集
巻
五
第
七
・
八
張
、
巻
十

四
第
八
張
鈔
補
。

[

室
町]

期
の
朱
筆
に
て
合
竪
傍
句
点
、
標
傍
圏
、
標
鈎
、
同
墨
欄
外
校

改
書
入
、[

室
町
末
近
世
初]

期
の
墨
筆
に
て
欄
上
補
注
書
入

(

両
者
と

も
乙
集
以
下
疎
に
遷
る)

。
縹
色
不
審
紙
。
庚
集
巻
八
第
五
張
紙
背
裏
打

料
紙
上
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

佛
法
／
僧
寶｣

墨
印
記
を
存
す
。

該
本
の
乙
集
目
録
を
見
る
と
、
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻
及
び
目
一
巻

に
相
当
す
る
巻
九
至
十
二
標
目
部
分
の
紙
葉
を
破
却
し
て
あ
り
、
実
際
に

そ
の
本
文
を
欠
く
。
し
か
し
該
本
の
現
存
冊
数
が
二
十
三
冊
、
表
紙
題
簽

下
の
朱
書
が
第
二
十
、
二
十
四
を
欠
い
て
二
十
五
に
至
り
、
書
脳
側
下
方

の
墨
書
が
全
二
十
八
冊
と
記
す
の
を
見
る
と
、
以
前
は
さ
ら
に
三
冊
を
存

し
、
こ
れ
が
方
輿
勝
覧
三
巻
及
び
目
一
巻
に
当
た
っ
た
と
考
え
れ
ば
辻
褄

が
合
う
。
こ
の
部
分
、
本
版
に
限
ら
ず
単
行
の
地
理
書
と
し
て
別
伝
を
辿

る
場
合
が
多
か
っ
た
か
ら
、
該
本
も
伝
来
の
途
中
に
佚
し
、
目
録
上
そ
の

証
跡
が
隠
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
邦
室
町
期
の
書
入
は
そ
の
筆
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主
を
知
ら
な
い
が
、
五
山
禅
僧
の
学
問
の
痕
跡
に
類
す
る
。

又

明
修

本
版
の
後
印
本
で
は
乙
集
巻
十
至
十
二

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧｣

三
巻

の
尾
題
を

｢

大[

明]

混
一
方
輿
勝
覧｣

と
�
改
し
た
。
但
し
尾
題
を
改
め

た
本
よ
り
早
印
の
伝
本
に
は
前
掲
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
を
知
る
の

み
、
こ
れ
に
は
当
の
方
輿
勝
覧
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
当
否
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
本
版
は
元
泰
定
元
年
刊
行
と
認
め
ら
れ
る

か
ら
、
当
初
は

｢

明｣

字
を
用
い
な
か
っ
た
に
相
違
な
く
、
暫
時
早
印
有

欠
の
東
大
図
書
館
蔵
本
を
前
置
し
た
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
・
成
簀
堂
文
庫
〉

二
十
冊

欠
乙
集
巻
九
至
十
二

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

一
九
・
六
×
一
三
・
四
糎)

上
方
に
方
簽
を
貼
布
し

｢

事
文
類
聚
翰
墨
全
書
／
某
集
巻
之
幾
至
幾
／
／

(

以
下
低

一
格

)

何
某
門
／
何

某
門

何
類｣

と

(

大
半
は
剥
離)

、
第
二
冊
の
み
左
肩
打
付
に
同
筆
に

て

｢

事
文
類
聚｣

と
墨
書
す
。
毎
冊
左
下
方
打
付
に
別
筆
に
て
冊
数
を
墨

書
し

(

途
中
錯
綜)

、
右
下
方
に
徳
富
蘇
峰
筆
に
て

｢

甲
集
〈
共
三
〉
壹｣

等
と
朱
書
す
。
首
冊
の
み
右
肩

｢

元
泰
定
板｣

と
、
書
脳
側
下
方

｢

共
三

十｣

と
朱
書
、
第
八
冊
下
方
に
木
記
摸
写
並
に

｢

木
記
在
中
／

(

低
一
格

)

大
正
二
／

(

以
下
低

二
格

)

五
月
念
五
暁
／
蘇
峯
自
記｣

墨
識
。
旧
装
三
十
冊

の
第
十
六
至
十
八
、
十
九
至
二
十
、
二
十
一
至
二
十
四
、
二
十
五
至
二
十

七
、
二
十
八
至
三
十
冊
を
表
紙
ご
と
改
糸
合
綴
し
二
十
冊
と
し
た
。
一
部

裏
打
、
ま
た
破
損
修
補
。
毎
旧
冊
後
見
返
し
に
又
別
筆
に
て

｢

都
合
三
十

巻｣

と
墨
書
す
。
毛
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
甲
集

巻
四
第
五
張
、
己
集
巻
六
第
十
七
・
十
八
張
、
巻
八
第
一
張
、
辛
集
巻
二

十
二
第
七
・
八
張
欠
、
己
集
巻
六
第
十
七
・
十
八
張
と
辛
集
巻
二
十
二
第

七
・
八
張
に
は
紙
葉
を
配
し
匡
郭
界
線
の
み
鈔
補
。

丙
集
巻
十
四

(

氏
族
門)

首
の
み
朱
竪
句
点
書
入
。
縹
色
、
素
不
審
紙
。

毎
旧
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�
／
冨

(

楷書)｣

、
同

｢

天
下
之
公
／
寶
須

愛
護(

楷書)｣

、
方
形
陰
刻｢

青
山
／
艸
堂｣

、
単
辺
方
形
陽
刻｢

蘇
／
峰｣

、

旧
第
二
十
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

蘇
峰
／
清
賞

(

楷書)｣

、
単
辺
円
形
陽

刻

｢Tokutom
i
(

筆
記
体

)｣

中
双
辺
円
形
陰
刻

｢

Ｉ｣

、
旧
第
二
十
、
二
十

四
冊
首
に
単
辺
石
形
陽
刻

｢

成
／
簀
堂
／
主｣

朱
印
記
を
存
す

(

全
て
徳

富
蘇
峰
所
用

(

�))

。
〈

東
洋
文
庫
・
藤
田
豊
八
旧
蔵
書

�
・
二
・
三
二
〉

三
十
一
冊
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存
丙
集
巻
一
至
十
丁
集
戊
集
巻
一
至
五
辛
集
巻
一
至
八
十
二

至
二
十
四
壬
集
癸
集

丙
集
巻
十
三
至
十
八
配
同
版
後
印
本

後
補
淡
黄
色
漉
目
艶
出
金
切
箔
散
表
紙

(

一
九
・
九
×
一
三
・
一
糎)

書

脳
側
下
方
に
冊
数
を
書
す
。
淡
黄
色
包
角
。
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
七
・

九
糎
。
毎
冊
前
副
葉
、
宣
紙
。
首
よ
り
本
文
。
丁
集
巻
四
第
一
至
三
張
、

辛
集
巻
四
第
四
張
後
半
至
第
五
張
、
丙
集
巻
十
七
第
二
十
一
張
配
同
版
後

印
本
。
戊
集
巻
四
第
十
五
張
欠
。
癸
集
目
録
第
十
、
九
、
八
張
と
錯
綴
。

欄
上
行
間
に
墨
校
改
、
間
々
同
朱
竪
句
点
、
声
句
圏
書
入
、
書
目
篇
目
朱

囲
。
毎
集
首
に
方
形
陰
刻

｢

亞
聖
／
公
孫｣
、
癸
集
目
首
に
同

｢

孟
□
／

毫｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

滕
田�
峯
／
臧
書
之
記｣

朱

印
記
を
存
す
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

一
七
八
二
六
〉

一
冊

存
辛
集
巻
十
一
至
十
四

後
補
淡
青
包
背
表
紙

(

二
一
・
七
×
一
三
・
四
糎)

左
肩
題
簽
剥
落
痕
。

虫
損
修
補
、
改
装
。
前
後
副
葉
。
首
よ
り
本
文
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
二
〉

二
十
冊

存
甲
集
乙
集
巻
九
至
十
二
丙
集
巻
五
至
十
九
戊
集

清
王
�

張
乃
熊
張
蓉
鏡
旧
蔵

乙
集
巻
一
至
六
鈔
配
改
編
十
五
集
本

乙
集
巻
七
至
九
丙
集
巻

一
至
四
配
改
編

[

明
初]

刊
本

後
補
淡
青
気
泡
文
表
紙

(

一
九
・
五
×
一
三
・
三
糎)

襯
紙
改
装
。
毎
冊

前
副
葉
、
首
冊
副
八
葉
。
首
に
毛
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

輿
図
は
第
十
四
冊
、
乙
集
巻
九
・
十
間
に
綴
す
。
ま
た
元
来
本
版
の
乙
集

巻
九
至
十
二
に
当
た
る
四
巻
を
、
集
目
部
に
墨
印
を
捺
し
て

｢

丁
集｣

に

擬
し
、
そ
の
尾
題

｢

明｣

字
を
破
っ
て
元
印
本
を
装
う
。

総
目
首
に
方
形
陰
刻

｢

陸
治｣

朱
印
記
、
甲
集
巻
六
、
九
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

壽｣

、
同
巻
七
首
に
方
形
陰
刻

｢

王
�｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�
／

菴｣

朱
印
記

(

王
�
所
用)

、
甲
集
目
首
に
同

｢

科
第
／
世
家｣

朱
印
記
、

同

｢

�近
圃
／
收
臧｣

朱
印
記

(

張
乃
熊
所
用)

、
巻
首
に
同

｢

貽
秦
堂
／

圖
書
記｣

朱
印
記
、
第
二
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

�
教
／
弟
子｣

朱
印
記
、

同

｢

倚
青
／
閣｣

朱
印
記
、
第
三
冊
首
に
同

｢

淨
／
照｣

朱
印
記
、
単
辺

方
形
陽
刻

｢

潤
碧
軒｣

朱
印
記

(

孫
鎬
所
用
歟)

、
甲
集
巻
六
首
に
方
形

陰
刻

｢
武
□
／
侯｣

朱
印
記
、
丙
集
巻
十
三
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

雪
／

峯｣

朱
印
記
、
丙
集
巻
十
六
中
に
同

｢

乏
／
子｣

朱
印
記
、
第
十
三
冊
尾

に
同

｢

雲
／
九
氏｣

朱
印
記
、
第
十
七
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

詩
礼
世
家｣
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朱
印
記
、
第
十
八
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

希
世
宝｣

朱
印
記
を
存
す
。

ま
た
甲
集
目
首
に
方
形
陰
刻

｢

蓉
／
鏡｣

｢

芙
川｣

、
第
一
冊
尾
に
円
形
陰

刻

｢

張｣
、
方
形
陰
刻

｢

蓉
鏡｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

虞
山
／
張
蓉
鏡
／
鑒

藏｣

、
第
二
冊
首
に
同

｢

晩
院
／
華
留
立
／
春
窗
月
／
伴
瞑

(

白
居
易｢

玉

真
張
観
主
下
小
女
冠
阿
容｣

詩
頸
聯)｣

、
第
五
冊
首
に
同

｢

曾
臧
／
張
蓉

／
鏡
家｣

、
丙
集
巻
一
首
に
方
形
陰
刻

｢

張
蓉
／
鏡
印｣

、
第
八
冊
尾
に
同

｢

張
印
／
蓉
鏡

(

張
蓉
鏡
印)｣
、
丙
集
巻
一
首
尾
並
に
第
十
三
冊
尾
に
紡

錘
形
陰
刻

｢

家
居
／
禹
廟
蘭
／
亭
路｣
、
第
九
、
十
八
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

蓉
／
鏡｣

｢

味
經
書
／
堂
所
臧｣

、
第
十
三
冊
首
に
単無
辺
方
形
陽陰
刻

｢

張
／

蓉
鏡｣

、
無単
辺
方
形
陰陽
刻

｢

芙
川｣

、
同
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

張
蓉
鏡

／
珎
賞｣

朱
印
記

(

十
三
顆
、
張
蓉
鏡
所
用)

を
存
す
。

張
乃
熊

『

�近
圃
善
本
書
目』

巻
二
、
元
刊
本
子
部
に

｢
新
編
事
文
類
聚

翰
墨
全
書
存
一
百
六
十
五
巻
〈
宋
�
友
諒
編

元
刊
十
四
行
本

七
十
九

冊〉｣

と

｢

又

存
六
十
一
巻
〈
元
刊
十
二
行
本

三
十
五
冊〉｣
の
二
条

を
見
出
す
。
編
者
名
を
�
氏
と
す
る
の
は
本
版
の
特
徴
で
あ
る
が
、
存
巻

の
細
目
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
該
本
と
合
わ
な
い

(

�)

。

【

甲】

ａ
ｂ

【

乙】
[

ｃ
ｄ]

【

丙】
[

ｅ
ｆ
×]

ｋ
ｑ
ｒ

【

丁

[

乙]】

ｏ

×

【

戊】

ｅ
ｆ

〈

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
善
本
六
二
〉

二
十
四
冊

存
甲
集
巻
一
至
二
乙
集
巻
九
至
十
十
二
丙
集
巻
一
至
五
十
六

至
十
九
丁
集
戊
集
一
至
八
己
集
巻
四
至
十
二
庚
集
辛
集
巻

一
至
六
十
至
十
八
壬
集
巻
一
至
三
癸
集
巻
五
至
八

〈

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
善
本
六
一
の
う
ち
〉

存
丙
集
巻
六
至
八

後
補
淡
茶
色
卍
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(

一
九
・
九
×
一
三
・
一

糎)

左
肩
に
金
銀
切
箔
散
鳥
の
子
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
全
書

〈
何

集〉｣

と
墨
書
す
。
右
肩
打
付
に
集
目
朱
書
、
中
央
に
は
門
目
を
朱
書
す
。

押
し
八
双
あ
り
。
改
糸
。
裏
打
修
補
。
後
者
は
別
伝
二
十
八
冊
中
の
第
六

冊

(

別
装)

。
毛
序
、
輿
図
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
に
入
る
。

甲
集
巻
二
第
八
至
十
張
、
己
集
巻
六
第
十
七
・
十
八
張
欠
。

[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
筆
に
て
竪
句
点
、
傍
圏
、
傍
線
、
欄
上
標
注

書
入
、
磨
滅
鈔
補
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

日
官
／
世
家｣

朱
印
記
を
存

す

(

�)

。丙
集
巻
六
至
八
別
伝
本
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
後
出
の
改
編

[

明
初]

刊
正
統
元
年
印
本
の
項
参
照
。

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五
の
う
ち
〉
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存
壬
集
巻
七
至
十
一

四
十
七
冊
中
、
第
四
十
四
至
四
十
五
の
二
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
増
島
蘭

園
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は
明
正
統
十
一
年
刊
早
印
本
の
項
参
照
。

〈

東
洋
文
庫
・
藤
田
豊
八
旧
蔵
書

�
・
二
・
三
二
の
う
ち
〉

存

[

丙
集
巻
十
三
至
十
八]

氏
族
門

三
十
一
冊
中
、
第
二
十
八
至
三
十
一
の
四
冊
は
同
版
別
伝
本
に
当
た
る
。

毎
巻
首
尾
の
題
目
巻
数
及
び
丙
集
巻
十
三
末
に
存
す
べ
き
刊
記
を
刪
去
す
。

比
較
的
早
印
本
。
巻
十
三
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
、
同

｢

西
冷

高
／
氏
所
臧
／
書
画｣

朱
印
記
を
存
す
。

三
、
改
編
十
五
集
本
之
属

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
十
二
巻
乙
集
九
巻
丙
集
五
巻
丁
集

五
巻
戊
集
五
巻
己
集
七
巻
庚
集
二
十
四
巻
辛
集
十
巻
壬
集
十

二
巻
癸
集
十
一
巻
后
甲
集
八
巻
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三

巻
后
丙
集
六
巻
后
丁
集
八
巻
后
戊
集
九
巻
各
目
一
巻
圖
一
巻

元
劉
應
李
編

[

�
友
諒
改
編]

[

明
初]

刊

翻
元
泰
定
元
年
刊
本
甲
集
巻
一
六
覆

[

元]

刊
本

本
版
の
本
文
は
、
前
掲
元
泰
定
元
年
刊
本
の
本
文
を
基
に
し
な
が
ら
、

巻
次
を
さ
ら
に
改
編
し
、
一
段
階
前
の
原
本
の
順
序
に
倣
い
、
巻
首
等
も

原
本
に
拠
っ
た
本
文
で
あ
る
が
、
泰
定
刊
本
に
新
設
の
門
目
を
も
遺
し
て

両
者
を
折
衷
し
た
た
め
、
十
五
集
一
百
三
十
四
巻
か
ら
成
る
新
た
な
組
織

を
生
じ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
改
編
十
五
集
本
と
称
す
る
。
本
属
の
版
本

は
明
正
統
元
年

(

一
四
三
六)

以
前
の
明
初
に
登
場
し
、
そ
の
内
容
は
、

前
代
の
原
編
か
ら
離
る
こ
と
遠
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
七
版
種
の

う
ち
後
出
の
四
版
を
占
め
、
伝
本
の
数
は
最
も
多
い
か
ら
、
本
書
の
流
布

本
と
称
す
べ
き
種
属
で
あ
る
。
以
下
、[

明
初]

刊
本
よ
り
次
第
に
版
本

を
解
説
す
る

(

図
版
十
一
至
十
四
参
照)

。

先
ず
熊
序

(

四
張)

、[

元]

刊
本
と
同
内
容
、
同
字
様
、
同
款
式
。
序
文

末
尾
の
餘
白
は
、
有
界
無
文
で
あ
る
。

次
で
輿
図

(

一
四
張)

、
元
泰
定
元
年
刊
本
に
同
じ
。

次
で
総
目

(

一
張)

、[

元]

刊
本
と
同
内
容
、
同
款
式
。
但
し
門
目
の
下

に
集
目
を
附
記
し
な
い
。

右
に
列
挙
さ
れ
た
門
目
は
原
本
の
儘
で
あ
っ
て
、
本
文
中
に
存
す
る
詔

誥
門
、
表
牋
門
、
科
挙
門
を
、
こ
れ
に
は
存
し
な
い
。
一
方
、
再
改
編
に
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よ
り
整
合
し
な
く
な
る
た
め
、
当
初
の
集
目
は
削
除
し
た
。

次
で
甲
集
目
録
、
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
目
録

(

大
字
跨
行)｣

、

次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
二
格
を
低
し
門
目
、

次
行
三
格
を
低
し
編
目

(

墨
囲
陰
刻)

を
標
し
、
次
行
よ
り
細
目
を
列
す
。
尾

題
、
首
に
同
じ
。

甲
集
巻
一
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)

／

(

低
七
格

)

〈
前
郷
貢
進
士
省
軒
〉
劉
〈
應
李
〉
希
泌

編｣

、
以
下

[

元]

刊

本
と
同
内
容
、
同
款
式
。
首
の
み
巻
数
下
に
横
界
を
存
す
。

甲
集
巻
二
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
二

(

大
字
跨
行)｣

、
次

行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
一
格
を
低
し
門
目
、
次
行
五
格
を
低
し
類
目
を
標

し
て
、
次
行
よ
り
本
文
。
泰
定
刊
本
甲
集
巻
一
と
同
内
容
、
同
款
式
。

四
周
双
辺

(

一
四
・
八
×
一
〇
・
一
糎)

有
界
、(

事)
毎
半
張
十
二
行
、

毎
行
二
十
四
或
二
十
二
字
、(

文)

毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十
四
字
。

版
心
、
小
黒
口(

接
外
周

)

双
線
黒
魚
尾(

不
対
向

)

上
尾
下
題｢

啓
甲
幾(
フ)｣

等
、
下
尾
下
張
数
。
毎
張
左
肩
に
耳
格
を
設
け
、
門
目
を
標
す
。
巻
尾
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)｣

等
。

本
版
の
内
容
は
原
本
と
改
編
十
集
本
と
の
折
衷
で
あ
り
、
巻
首
に
は
両

者
の
要
素
が
交
互
に
現
れ
る
。
そ
し
て
本
版
の
甲
集
十
二
巻
は
、
巻
数
の

み
を
見
る
と
原
本
に
同
じ
で
あ
る
が
、
実
は
改
編
十
集
本
の
甲
集
十
巻
を

基
に
、
そ
の
諸
式
門
四
巻
の
前
後
に
原
本
の
巻
一
と
巻
六
と
を
配
し
、
十

集
本
の
巻
一
を
巻
二
に
繰
り
下
げ
巻
数
の
み
を
合
せ
た
も
の
で
、
巻
序
と

来
源
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
底
本
の
覆
刻
で
あ
る
。
甲
集
巻
二
の
首

に

｢

詔
誥
門
〈
見
辛
集〉｣

と
標
す
る
が
、
実
際
詔
誥
門
は
庚
集
に
あ
っ

て
誤
り
、
こ
れ
は
底
本
の
標
識
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
た
め
に
齟
齬
を
来
し

た
も
の
で
、
本
版
が
改
編
十
集
本
に
よ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る

(

�)

。
ま
た
原

本
甲
集
巻
六
に
収
め
る

｢

公
牘
諸
式｣

編
を
、
改
編
十
集
本
で
は
巻
四
に

収
録
し
た
た
め
、
本
版
で
は
巻
五
と
巻
六
に
重
出
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
毎
巻
首
行
の
集
目
も
、
甲
集
巻
一
、
二
、
六
を
除
い
て
は
泰
定
刊
本

と
同
じ
く
、
題
目
巻
数
下
墨
囲
陰
刻
の
木
牌
に
変
わ
る
。
甲
集
以
外
は
改

編
十
集
本
の
巻
次
を
入
れ
替
え
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
本
版
の
内

容
を
詳
し
く
表
記
し
た
い
。

甲
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

二
二
張)

Ａ

諸
式
門

事
類

巻
二

(

一
〇
張)

ａ

諸
式
門
文(

事)

類

巻
三

(

一
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
四

(

二
一
張)

諸
式
門

文
類

巻
五

(

二
〇
張)

諸
式
門

文
類

巻
六

(

二
〇
張)

Ａ

諸
式
門

文
類
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巻
七

(

九
張)

ｂ

活
套
門

事
類

巻
八

(

一
九
張)

活
套
門

文
類

巻
九

(

一
五
張)

活
套
門

文
類

巻
十

(

一
―
六
至
八
―
十
二
、

計
一
〇
張)

活
套
門

文
類

巻
十
一

(
一
六
張)

活
套
門

文
類

巻
十
二

(

二
〇
張)

活
套
門

文
類

乙
集

目
録

(

五
張)
至
巻
九

巻
一

(

一
八
張)

ｃ

冠
禮
門

事
類

巻
二

(

七
張)
冠
禮
門

文
類

巻
三

(

一
四
張)

ｄ

婚
禮
門

事
類

巻
四

(

七
張)

婚
禮
門

事
類

巻
五

(

一
六
張)

婚
禮
門

文
類

巻
六

(

一
八
張)

婚
禮
門

文
類

巻
七

(

三
〇
張)

婚
禮
門

文
類

巻
八

(

一
―
十
五
之
十
六
・
十
七
之
十
八
―
二
十
九
、

計
二
七
張)

婚
禮
門

文
類

巻
九

(

一
一
張)

婚
禮
門

文
類

丙
集

目
録

(

三
張)

至
巻
五

巻
一

(

六
張)

ｅ

慶
誕
門

事
類

巻
二

(

一
八
張)

慶
誕
門

文
類

巻
三

(

一
一
張)

慶
誕
門

文
類

巻
四

(

一
―
十
五
・
十
五
之
十
七
―
三
十
六
、

計
三
五
張)

ｆ

慶
壽
門

事
類

巻
五

(

一
六
張)

慶
壽
門

文
類

丁
集

目
録

(

三
張)

至
巻
五

巻
一

(

一
六
張)

慶
壽
門

文
類

巻
二

(

二
二
張)

慶
壽
門

文
類

巻
三

(

九
張)

慶
壽
門

文
類

巻
四

(

一
八
張)

慶
壽
門

文
類

巻
五

(

八
張)

慶
壽
門

文
類

戊
集

目
録

(

三
張)

至
巻
五

巻
一

(

一
四
張)

ｇ

喪
禮
門

事
類

巻
二

(

一
八
張)

喪
禮
門

文
類

巻
三

(

一
三
張)

喪
禮
門

文
類

巻
四

(

三
一
張)

喪
禮
門

文
類

巻
五

(

二
〇
張)

喪
禮
門

文
類

己
集

目
録

(

五
張)

至
巻
七
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巻
一

(

一
―
十
六
之
十
八
―
二
十
二
、

計
二
〇
張)

薦
悼
門

文
類

巻
二

(

一
九
張)

薦
悼
門

文
類

巻
三

(

一
七
張)

ｈ

祭
禮
門

事
類

巻
四

(

八
張)

祭
禮
門

文
類

巻
五

(
九
張)

祭
禮
門

文
類

巻
六

(

二
〇
張)

祈
禳
門

文
類

巻
七

(

一
七
張)

祈
禳
門

文
類

庚
集

目
録

(

一
一
張)

至
巻
二
十
四

巻
一

(

二
張)

β

詔
誥
門

事
類

巻
二

(

一
〇
張)

詔
誥
門

文
類

巻
三

(

五
張)

γ

表
牋
門

事
類

巻
四

(

八
張)

表
牋
門

文
類

巻
五

(

七
張)

表
牋
門

文
類

巻
六

(

一
四
張)

表
牋
門

文
類

巻
七

(

一
四
張)

ｉ

官
職
門

事
類

巻
八

(

一
二
張)

官
職
門

事
類

巻
九

(

一
六
張)

官
職
門

事
類

巻
十

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
十
一

(

一
二
張)

官
職
門

事
類

巻
十
二

(

一
三
張)

官
職
門

事
類

巻
十
三

(

一
四
張)

官
職
門

事
類

巻
十
四

(

一
〇
張)

官
職
門

事
類

巻
十
五

(

五
張)

吏
道
門

事
類

巻
十
六

(

八
張)

仕
進
門

事
類

巻
十
七

(

一
八
張)

官
職
門

文
類

巻
十
八

(

九
張)

官
職
門

文
類

巻
十
九

(

一
四
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十

(

二
二
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
一

(

一
三
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
二

(

一
二
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
三

(

七
張)

官
職
門

文
類

巻
二
十
四

(

二
六
張)

官
職
門

文
類

辛
集

目
録

(

七
張)

至
巻
十
二

巻
一

(

九
張)

ｊ

儒
學
門

事
類

巻
二

(

二
二
張)

儒
學
門

文
類

巻
三

(

一
七
張)

儒
學
門

文
類

巻
四

(

九
張)

儒
學
門

文
類
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巻
五

(

五
張)

儒
學
門

文
類

巻
六

(

六
張)

儒
學
門

文
類

巻
七

(

一
三
張)

儒
學
門

文
類

巻
八

(

二
三
張)

儒
學
門

文
類

巻
九

(
一
四
張)

科
舉
門

事
類

巻
十

(
二
二
張)

科
舉
門

文
類

壬
集

目
録

(

九
張)
至
巻
十
七

巻
一

(

一
五
張)
ｐ

人
倫
門

事
類

巻
二

(

九
張)
人
倫
門

文
類

巻
三

(

一
六
張)
人
倫
門

文
類

巻
四

(

九
張)

ｋ

人
品
門

事
類

巻
五

(

九
張)

人
品
門

文
類

巻
六

(

九
張)

人
品
門

文
類

巻
七

(

一
二
張)

人
品
門

文
類

巻
八

(

一
〇
張)

人
品
門

文
類

巻
九

(

一
九
張)

人
品
門

文
類

巻
十

(

一
二
張)

ｑ

人
事
門

事
類

巻
十
一

(

九
張)

人
事
門

文
類

巻
十
二

(

一
一
張)

人
事
門

文
類

癸
集

目
録

(

九
張)

至
巻
十
一

巻
一

(

一
〇
張)

ｌ

釋
教
門

事
類

巻
二

(

一
二
張)

釋
教
門

文
類

巻
三

(

二
二
張)

釋
教
門

文
類

巻
四

(

一
四
張)

釋
教
門

文
類

巻
五

(

二
一
張)

釋
教
門

文
類

巻
六

(

一
二
張)

釋
教
門

文
類

巻
七

(

八
張)

ｍ

道
教
門

事
類

巻
八

(

一
七
張)

道
教
門

文
類

巻
九

(

一
二
張)

道
教
門

文
類

巻
十

(

二
五
張)

道
教
門

文
類

巻
十
一

(

二
〇
張)

神
祠
門

文
類

后
甲
集

目
録

(

六
張)

至
巻
八

巻
一

(

二
二
張)

ｎ

天
文
門

事
類

巻
二

(

六
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
三

(

一
五
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
四

(

一
五
張)

天
文
時
令
門
文
類

巻
五

(

八
張)

天
時
門

文
類

巻
六

(

八
張)

ｏ

地
理
門

事
類
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巻
七

(

一
〇
張)

地
理
門

文
類

巻
八

(

二
九
張)

地
理
州
郡
門
文
類

后
乙
集

目
録

(

一
〇
張)

至
巻
上
中
下

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
上

(

七
四
張)

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
中

(

八
三
張)

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
下

(

一
―
三
十
九
之
四
十
―
七
十
九
、

計
七
八
張)

后
丙
集

目
録

(

一
二
張)

巻
一

(

三
九
張)

ｒ

氏
族
門

上
平
聲

巻
二

(

五
〇
張)
氏
族
門

下
平
聲

巻
三

(

三
二
張)

氏
族
門

上
聲

巻
四

(

二
四
張)

氏
族
門

去
聲

巻
五

(

二
〇
張)

氏
族
門

入
聲

巻
六

(

一
二
張)

氏
族
門

覆
姓

后
丁
集

目
録

(

六
張)

至
巻
八

巻
一

(

三
張)

ｓ

第
宅
門

事
類

巻
二

(

一
三
張)

第
宅
門

文
類

巻
三

(

一
四
張)

第
宅
門

文
類

巻
四

(

一
一
張)

ｔ

器
物
門

事
類

巻
五

(

一
五
張)

器
物
門

文
類

巻
六

(

九
張)

器
用
門

文
類

巻
七

(

四
張)

ｕ

服
飾
門

事
類

巻
八

(

一
五
張)

服
飾
門

文
類

后
戊
集

目
録

(

八
張)

至
巻
九

巻
一

(

一
二
張)

ｖ

飲
食
門

事
類

巻
二

(

一
―
六
之
八
―
二
十
六
、

計
二
四
張)

飲
食
門

文
類

巻
三

(

一
〇
張)

飲
食
門

文
類

巻
四

(

九
張)

ｗ

花
木
門

文
類

巻
五

(

一
二
張)

花
木
門

文
類

巻
六

(

二
一
張)

花
木
門

事
類

巻
七

(

一
二
張)

ｘ

禽
獣
門

文
類

巻
八

(

一
七
張)

禽
獣
門

文
類

巻
九

(

一
二
張)

ｙ

雜
題
門

本
版
本
文
の
排
列
は
概
ね
原
本
の
旧
に
復
し
た
が
、
改
編
十
集
本
に
新

設
の
門
類
で
あ
る
詔
誥
、
表
牋
、
科
挙
門

(

β
γ
α)

を
も
遺
存
し
、
人

倫
、
人
品
、
人
事
門

(

ｐ
ｋ
ｑ)

を
壬
集
に
一
括
す
る
改
編
十
集
本
の
組

織
を
一
部
取
り
入
れ
た
た
め
、
原
本
と
は
僅
か
に
構
成
を
異
に
す
る
も
の
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と
な
っ
た
。
ま
た
改
編
十
集
本
と
分
属
巻
次
は
同
じ
で
な
い
が
、
し
か
し

甲
集
巻
一
、
六
以
外
の
本
文
は
そ
の
覆
刻
で
あ
る
。
そ
う
し
た
前
提
に
立

ち
、
本
版
の
文
字
を
、
先
ず
原
編
の

[

元]

刊
本
に
比
較
す
る
と
、
例
え

ば
諸
版
の
揃
う
官
職
門

(

Ｉ
／
ｉ)

文
類

([

元]

刊
本
庚
集
巻
十
二
至

十
五
、
本
版
庚
集
巻
二
十
三
至
二
十
四
の
間)

で
は
、[

元]

刊
本
十
二
―

四
前
一｢

掲
竿
滿
野
、
環
�
及
汀｣

(

劉
須
溪｢

江
西
行
省
丞
相
愛
棠
碑｣)

を

｢

掲
�于｣

に
作
り
、[

元]
刊
本
十
三
―
四
後
十
三

｢

臂
間
弓
矢
眞
良

將
、
舌
底
詩
書
笑
腐
儒｣

([

謝]
疊
山｢

代
上
張
經
歴｣

詩)

を｢

古
底｣

に
作
り
、[

元]

刊
本
十
三
―
十
一
前
八｢
還
家
細
向
庭
�
説｣

(

曹
天
慵

｢

又
〈
律
詩
〉
二
首｣

之
一)

を

｢

庭
門｣
に
作
り
、
原
本
十
三
―
十
一

前
十
一

｢

吾
慵
■
自
干
何
事｣

(

曹
天
慵

｢

又
〈
律
詩
〉
二
首｣

之
二)

を

｢

本
自｣

に
作
る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
は
原
本
の
文
字
を
誤
り
或
い
は

訂
し
た
例
で
あ
る
が
、
み
な
元
泰
定
元
年
刊
本
と
同
様
で
あ
り
、
覆
刻
に

よ
っ
て
底
本
の
誤
、
訂
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

[

元]
刊
本
十

二
―
一
前
六

｢

建
陽
號
難
治｣

([

謝]

疊
山

｢

送
史
縣
尹
朝
京
序｣)
を

｢

�
治｣

に
作
り
、
同
七

｢

養
新
軍
餘
五
百
人
、
郵
卒
不
與
焉｣

(

同)

を

｢

不
与
焉｣

に
作
り
、
同
九

｢

煩
廩
庖
者
無
虚
日｣

(

同)

を

｢

无
虚
日｣

に
作
り
、｢

勞｣

を

｢

労｣

に
、｢

眞｣

を

｢

真｣

に
、｢

某｣

を

｢

ム｣

に
、｢

�｣

を

｢

贈｣

に
、｢

兒｣

を

｢

児｣

に
、｢

肅｣

を

｢

粛｣

に
作

る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
も
全
て
泰
定
刊
本
の
略
字
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
に
本
版
の
文
字
を
、
泰
定
刊
本
に
比
較
す
る
と

(

泰
定
刊
本
辛
集

巻
二
十
三
至
二
十
四
、
本
版
庚
集
巻
二
十
三
至
二
十
四)

、
泰
定
刊
本
二

十
三
―
三
前
一

｢

遂
書
爲
贈
行
〈
之
／
序
〉(

行
末)｣

([

張]

南
軒

｢

送

方
耕
道
序｣

末)

を
本
版
に
は

｢

贈
行
序｣

と
し
て

｢

之｣

を
除
き
、
二

十
三
―
五
後
五

｢

甘
棠
憩
只
、
杖
杜
逝
只｣

(

劉
須
溪

｢

江
西
行
省
丞
相

愛
棠
碑｣)

を

｢

�犬
杜｣

に
作
り
、
二
十
三
―
五
後
十
二

｢

於
築
城
暴
政

之
後
、
遺
黎
懍
懍
尤
甚｣

(

胡
致
堂｢

前
知
衡
州
向
公
生
祠
記｣)

を｢

�稟
々｣

に
作
り
、
二
十
三
―
六
前
十
一

｢

�
〈
烏
貢
切〉｣

(

同)

を

｢

鳥
貢｣

に

作
り
、
二
十
三
―
七
後
六

｢

民
生
疾
苦
之
多｣

(

劉
後
村

｢

大
参
陳
公
生

祠
記｣)

を

｢

疾
苦
人
多｣

に
作
る

(

下
略)

。
こ
れ
ら
は
泰
定
刊
本
が

[

元]

刊
本
以
来
の
文
字
を
保
っ
て
い
た
の
に
、
本
版
に
は
こ
れ
を
脱
し

誤
ま
り
、
或
い
は
通
字
に
変
え
た
例
で
あ
る
。
ま
た
泰
定
刊
本
二
十
三
―

一
後
一

｢

以
寛
和
平
易
爲
政｣

([

謝]

疊
山

｢

送
史
縣
尹
朝
京
序｣)

を

本
版
に
は

｢

為
政｣

に
作
り
、
二
十
三
―
二
前
四

｢

皆
待
以
國
士
、
期
以

遠
業｣

(

同)

を

｢

国
士｣

に
作
り
、
二
十
三
―
三
前
十
一

｢

雖
歎
美
想

像
之
不
暇｣

([

張]

南
軒

｢

送
嚴
簿
序｣)

を

｢

	
美｣

に
作
り
、｢

來｣

を

｢
来｣
に
、｢

喪｣

を

｢


｣

に
、｢

錢｣

を

｢

銭｣

に
、｢

萬｣

を

｢

万｣

に
、｢
愛｣
を

｢

�｣

に
、｢

漢｣

を

｢

�｣

に
作
る

(

下
略)

。
こ
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れ
ま
た

[

元]

刊
本
以
来
繁
体
の
文
字
を
、
本
版
に
は
略
体
に
変
じ
た
例

で
あ
る
。
さ
ら
に
本
版
の
誤
略
を
、[

明
初]

刊
大
全
本
に
比
較
す
る
と
、

同
本
も
相
応
に
誤
略
の
文
字
を
含
ん
で
い
た
が
、
本
版
と
は
必
ず
し
も
重

な
る
こ
と
な
く

(
�)

、
そ
の
影
響
を
蒙
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

右
の
情
況
を
総
合
す
る
と
、
本
版
の
文
字
は
、
甲
集
巻
一
、
巻
六
の
み

[

元]

刊
本
に
従
う
。
そ
の
他
で
は
直
接

[

元]

刊
本
に
就
く
こ
と
な
く
、

元
泰
定
元
年
刊
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
に
本
版
独
自
の
誤
略
を
少
し

く
加
え
た
形
で
あ
る
。
本
版
の
文
字
に
積
極
的
な
変
更
は
全
く
な
い
か
と

言
え
ば
、
例
え
ば
従
来
、
表
牋
門

(

γ)
事
類

(

泰
定
刊
本
辛
集
巻
三
、

本
版
庚
集
巻
三)

の
末
に
、
表
章
に
回
避
す
べ
き
廟
諱
御
名
を
挙
げ
、

｢

愛
育
黎
抜
力
八
達｣

と

｢

碩
徳
八
剌｣

の
み
は
上
段
の
廟
諱
を
墨
釘
と

し
て
い
た
も
の
を
、
本
版
で
は
文
字
を
彫
刻
し
て

｢
仁
宗｣

｢

英
宗｣

と

改
め
た
。
こ
の
よ
う
に
僅
か
な
が
ら
文
字
を
校
改
し
た
例
も
見
ら
れ
る
が
、

全
体
に
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
版
は
、

主
に
泰
定
刊
本
を
用
い
、
原
編

[

元]

刊
本
の
一
部
本
文
と
そ
の
巻
次
構

成
を
折
衷
す
る
こ
と
で
、
本
書
の
流
布
本
と
な
る
改
編
十
五
集
本
の
基
礎

を
形
成
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
以
下
本
版
の
大
要
を
表
記
す
る
。

【

甲】

諸
式
門

(

Ａ
ａ)

六
巻
、
活
套
門

(

ｂ)

六
巻
、【

乙】

冠
禮
門

(

ｃ)

二
巻
、
婚
禮
門

(

ｄ)

七
巻
、

【

丙】

慶
誕
門

(

ｅ)

三
巻
、
慶

壽
門

(

ｆ)

二
巻
〜

【

丁】

慶
壽
門
五
巻
、【

戊】

喪
禮
門

(

ｇ)

五
巻

〜

【

己】

薦
悼
門
二
巻
、
祭
禮

(

祈
禳)

門

(

ｈ)

五
巻
、【

庚】

詔
誥

門(

β)

二
巻
、
表
牋
門(

γ)

四
巻
、
官
職(

吏
道
・
仕
進)

門(

ｉ)

十
八
巻
、【

辛】

儒
學
門

(

ｊ)

八
巻
、
科
舉
門

(

α)

二
巻
、【

壬】

人

倫
門(

ｐ)

三
巻
、
人
品
門(

ｋ)

六
巻
、
人
事
門(

ｑ)

三
巻
、【

癸】

釋
教
門

(

ｌ)

六
巻
、
道
教

(

神
祠)

門

(

ｍ)

五
巻
、

【

后
甲】

天
文

(

天
時
・
天
文
時
令)

門

(

ｎ)

五
巻
、
地
理

(

地
理
州
郡)

門

(

ｏ)

三
巻
、【

后
乙】

州
郡
門(

ｏ)

三
巻
、【

后
丙】

氏
族(

姓
氏)

門(

ｒ)

六
巻
、【

后
丁】

第
宅
門

(

ｓ)

三
巻
、
器
物

(

器
用)

門

(

ｔ)

三
巻
、

服
飾
門

(

ｕ)

二
巻
、【

后
戊】

飲
食
門

(

ｖ)

三
巻
、
花
木
門

(

ｗ)

三
巻
、
禽
獣
門

(

ｘ)

二
巻
、
雜
題
門

(

ｙ)

一
巻

次
に
改
め
て
本
文
三
属
の
構
成
を
対
照
し
た
い(

一
、
原
編
十
五
集
本
、

二
、
改
編
十
集
本
、
三
、
改
編
十
五
集
本)

。

一
、【

甲】

Ａ
Ｂ

【

乙】

Ｃ
Ｄ

【

丙】

Ｅ
Ｆ

【

丁】

Ｆ
Ｇ

【

戊】

Ｇ
Ｈ

【

己】

Ｉ

【

庚】

Ｉ

【

辛】

Ｊ

【

壬】

Ｊ
Ｋ

【

癸】

Ｌ
Ｍ

【

后
甲】

Ｎ
Ｏ

【

后
乙】

Ｏ

【

后
丙】

Ｐ
Ｑ
Ｒ

【

后
丁】

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ

【
后
戊】

Ｗ
Ｘ
Ｙ

二
、【
甲】
ａ
ｂ

【

乙】

ｎ
ｏ

【

丙】

ｐ
ｋ
ｑ
ｒ

【

丁】

ｃ
ｄ

【

戊】

ｅ

ｆ

【

己】
ｇ
ｈ

【

庚】

ｊ
α

【

辛】

β
γ
ｉ

【

壬】

ｌ
ｍ

【

癸】

ｓ

― 281 ―



ｔ
ｕ
ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

三
、【
甲】

Ａ
ａ
ｂ

【

乙】

ｃ
ｄ

【

丙】

ｅ
ｆ

【

丁】

ｆ

【

戊】

ｇ

【
己】
ｈ

【

庚】

β
γ
ｉ

【

辛】

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】

ｌ
ｍ

【

后
甲】
ｎ
ｏ

【

后
乙】

ｏ

【

后
丙】

ｒ

【

后
丁】

ｓ
ｔ
ｕ

【

后
戊】

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

二
は
一
に
基
づ
い
て
内
容
を
節
略
し
な
が
ら
、
α

(

科
挙
門)

β

(

詔

誥
門)

γ

(

表
牋
門)

を
作
り
出
し
た
上
、
�
氏
の
名
を
冠
し
て
全
く
の

新
編
を
装
い
、
十
集
に
再
成
し
た
本
文
で
あ
り
、
三
は
二
の
節
略
さ
れ
た

本
文
に
基
づ
き
な
が
ら
、
概
ね
一
の
順
序
を
辿
っ
て
構
成
し
直
し
、
劉
氏

編
集
の
十
五
集
に
戻
し
た
本
文
で
あ
る
。
但
し
二
の
影
響
を
も
容
れ
た
た

め
、
分
巻
と
巻
次
に
異
動
が
あ
る
。
従
っ
て
、
各
本
の
甲
集
を
比
較
す
る

と
概
ね
同
等
の
内
容
と
見
ら
れ
る
の
に
、
例
え
ば
中
盤
の
庚
集
の
首
を
比

べ
る
と
、
一
で
は
Ｉ

(

官
職
門)

、
二
で
は
ｊ

(

儒
学
門)
、
三
で
は
β

(

詔
誥
門)

と
異
な
る
。
ま
た
一
、
三
の
乙
集
と
二
の
丁
集
と
が
そ
れ
ぞ

れ
Ｃ
Ｄ
／
ｃ
ｄ

(

冠
禮
門
・
婚
禮
門)

に
当
た
り
、
異
な
る
集
目
の
下
に

同
等
の
内
容
を
含
む
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
編
集
上
の
相
違
を

考
慮
せ
ず
に
諸
版
を
配
合
し
た
後
世
の
伝
本
で
は
、
一
見
す
る
と
集
目
が

通
り
巻
数
も
整
っ
て
い
る
の
に
、
広
略
二
者
が
混
在
し
た
り
、
内
容
が
欠

け
た
り
重
な
っ
た
り
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
配
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
著
し

た
目
録
の
記
述
が
無
批
判
に
総
合
さ
れ
る
な
ど
、
本
書
の
版
本
に
関
す
る

斯
界
の
認
識
は
混
乱
を
極
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
四
〉

四
十
册

存
甲
丙
至
戊
集
庚
集
巻
一
至
八
十
六
至
二
十
四
辛
至
癸
集

后
乙
集

己
集
庚
集
巻
九
至
十
五
配

[

明
初]

刊
大
全
本

後
補
淡
青(

朱
、
黄)

艶
出
銀
砂
子
散
表
紙(

二
〇
・
八
×
一
三
・
五
糎)

左
肩
打
付
に｢

事
文
類
聚｣

と
、
右
方｢

第
幾
册｣

と
書
す
。
淡
青
包
角
、

改
糸
。
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
九
糎
。
前
後
見
返
し
、
副
葉
宣
紙
。
首

に
熊
序
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
后
乙
集
首
題
下
集
目
の
上
辺
を
削
っ

て
乙
集
の
位
に
置
き
、
欠
を
覆
っ
て
い
る
。

稀
に
朱
筆
に
て
竪
句
点
、
欄
上
標
圏
、
墨
筆
に
て
標
点
書
入

(

�)

。

【

甲】

Ａ
ａ
ｂ

【

丙】

ｅ
ｆ

【

丁】

ｆ

【

戊】

ｇ

【

己】
[

Ｉ]
【

庚】

β

γ
ｉ

[

Ｉ]

ｉ

【

辛】

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】

ｌ
ｍ

【

后
乙】

ｏ

〈
佐
川
町
立
青
山
文
庫

三
三
六
・
五
七
〉

十
七
冊

田
中
光
顕
旧
蔵

後
補
淡
縹
色
艶
出
表
紙

(

二
〇
・
五
×
一
三
・
三
糎)

左
肩
に
雲
母
引
金

切
箔
散
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
全
書
〈
某
集
巻
／
幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
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右
肩
打
付
に
別
筆
に
て
門
目
を
書
す
。
各
又
別
筆
に
て
右
下
方
に

｢

十
六

冊
之
内｣

と
、
右
辺
上
方
に
冊
数
を
書
す
。
袋
紙
縒
綴
、
表
紙
貼
附
。
破

損
修
補
。
熊
序

(

末
葉
後
半
欠)

、
輿
図
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本

文
。
庚
集
巻
七
第
八
張
、
辛
集
巻
五
第
一
張
、
癸
集
巻
十
一
第
二
十
張
は

[

室
町
末
近
世
初]
期
の
筆
に
て
鈔
補
、
后
乙
集
目
録
お
よ
び
同
巻
上
首

三
張
を
欠
く
他
、
ほ
ぼ
完
存
。

[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
筆
に
て
竪
句
点
、
標
鈎
、
標
傍
韻
圏
、
稀
に

同
朱
墨
返
点
、
送
仮
名
、
行
間
校
注
、
同
墨
欄
上
校
改
書
入
。
別
手
墨
筆

に
て
欄
上
補
注
、｢

万
花
谷｣

｢

排｣
｢

韻｣
｢

通
鑑｣
｢

勝
覧｣

｢

東
山
外
集｣

等
を
引
く
。
素
、
縹
色
不
審
紙
。
首
冊
前
見
返
し
に

｢

欽
上
司
付
之｣

墨

識
。
毎
冊
前
見
返
し
と
本
文
首
葉
に
掛
け
方
形
陰
刻

｢
東
海
／
之
郡｣

朱

印
記
、
毎
冊
尾
に
同

｢

子
孫
／
永
寶｣

朱
印
記
、
甲
集
巻
六
第
七
張
以
下

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

大
正
拾
五
年
寄
藏
于
／
青
山
文
庫
田
中
光
顯

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書
〉

二
十
冊

存
甲
集
巻
六
至
十
二
乙
集
戊
集
巻
一
至
四
己
集
庚
集
巻
十
九

至
二
十
四
辛
癸
集
后
乙
集
巻
上
中
后
戊
集

清
楊
守
敬
旧
蔵

朝
鮮
日
本
伝
来
本

甲
集
巻
一
至
五
丙
集
巻
一
至
十
一
戊
集
巻
十
至
十
三
后
丙
集

配

[

元]

刊
本

壬
集
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

新
補
藍
色
表
紙

(

一
八
・
七
×
一
一
・
八
糎)

右
肩
打
付
に
集
目
を
朱
書

す
。
青
色
包
角
、
改
糸
。
虫
損
修
補
、
天
地
截
断
。
書
根

｢(

毎
字
改
行)

翰
墨

大
全
〈
編
目〉｣

と
墨
書
。
前
後
副
葉
。
辛
集
巻
十
第
二
至
十
六
張
上
辺
、

癸
集
尾
、
后
戊
集
目
首
日
本

[

近
世
初]

筆
鈔
補
。

[

室
町
末
近
世
初]

朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
、
同
墨
欄
上
標
注
、
同

朱
墨
欄
外
補
注

(

引

｢

排
韻｣

等)

書
入
。
戊
集
巻
首
に
方
形
陰
刻

｢

盆

城
／
金
氏｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

震
孫
／
孟
胤｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
方

形
陰
刻

｢

高
／
巖｣

朱
印
記
、
同

｢

飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

朱
印
記

(

楊

守
敬
所
用)

を
存
す
。『

日
本
訪
書
志』

巻
十
一
録

(

�)

。

金
震
孫
、
字
孟
胤
、
朝
鮮
慶
尚
道
金
海

(

別
称
盆
城)

の
人
。
太
宗
七

年(

一
四
〇
七)

生
、
世
宗
二
十
年(

一
四
三
八)

署
丞
よ
り
丁
科
及
第
、

世
祖
朝

(

一
四
五
五
―
六
八)

ま
で
在
世
し
た
。
本
版
の
刊
行
は
、
後
修

の
年
次
か
ら
明
正
統
元
年

(

一
四
三
六)

以
前
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
ち
早

く
朝
鮮
朝
に
伝
来
し
た
本
と
認
め
ら
れ
る
。
金
氏
の
印
記
は
戊
集
に
し
か

見
ら
れ
な
い
か
ら
、
或
い
は
別
伝
か
。
該
本
の
相
配

[

元]

刊
本
首
に
は

趙
璞
の
印
記
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
全
体
に
は
日
本
の
近
世
初
期
以
前
の
禅

僧
の
書
入
や�
印
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
朝
鮮
伝
来
本
を
含
め
、
こ
の
頃
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ま
で
に
日
本
で
配
合
さ
れ
、
近
代
に
及
ん
だ
伝
本
で
あ
る
。

【
甲】
Ａ
ａ
ｂ【

乙】

ｃ
ｄ【

丙】
[

Ｅ
Ｆ
×]

【

戊】

ｇ
×[

Ｈ
×]

【

己】

ｈ

【

庚】
ｉ
×

【

辛】

ｊ
α

【

壬】
[

ｐ
ｋ
ｑ]

【

癸】

ｌ
ｍ

【

后
乙】

ｏ

【

后
丙】

[

Ｐ
Ｑ
Ｒ]

【

后
戊】

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

〈

上
海
図
書
館

七
五
八
〇
一
〇
―
七
〉

八
冊

存
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻

清
潘
祖
蔭
葉
昌
熾
旧
蔵

新
補
藍
色
金
砂
子
散
絹
表
紙

(

二
三
・
三
×
一
四
・
四
糎)

淡
青
包
角
。

見
返
し
、
前
後
副
葉
宣
紙
。
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
二
〇
・
一
糎
。
首
に

目
録
を
存
し
本
文
。
首
題
下
集
目
刪
去
、
単
行
の
如
く
装
っ
た
が
、
版
心

に
な
お

｢

后
乙｣

の
文
字
を
遺
す
。
巻
下
尾
題

｢
大[
元]

混
一
方
輿
勝
覧

巻
之
下｣

と
、
恐
ら
く
は

｢

明｣

字
を
刪
去
し

｢

元｣
と
鈔
補
し
た
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鄭
／
�｣

、
巻
首
に
同

｢

潘
祖
蔭
／
臧
書
記｣

朱

印
記

(

二
顆
、
潘
祖
蔭
所
用)

、
方
形
陰
刻

｢

頌
魯
／
眼
福｣
朱
印
記

(

葉
昌
熾
所
用)

を
存
す

(

�)

。

又

明
正
統
元
年

(

一
四
三
六)

修

(

善
敬
書
堂)

本
版
に
は
序
末
に
牌
記
を
追
刻
し
、
僅
か
に
本
文
を
改
め
た
後
修
本
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
熊
序
本
文
の
後
に
四
行
分
、
辺
欄
ご
と
板
を
継
ぎ
、

序
末
に
行
を
接
す
る
形
で
、
低
一
格
、
跨
四
行
に
て
双
辺
有
界

｢

正
統
元

年
丙
辰
／
善
敬
書
堂
新
刋｣

牌
記
を
存
す
。
板
を
継
い
だ
張
子
の
後
半
で

は
、
辺
欄
ご
と
右
傾
し
て
い
る
。
本
文
で
は
甲
集
巻
六
第
二
張
後
半
第
十

一
行
に

｢

桃
李
弄
嬌
�堯
、
梨
花
■
■
容｣

(

元
遺
山

｢

古
遺｣

詩)

の
墨

釘
を
存
し
た
所
、｢

梨
花
澹
手
容｣

と
修
す
る
な
ど
し
た
。
但
し
牌
記
の

修
訂
と
正
し
く
同
時
か
否
か
不
明
。
確
実
に
未
修
と
見
ら
れ
る
の
は
前
掲

の
台
北
国
家
図
書
館
蔵
四
十
冊
本
の
み
で
あ
り
、
大
概
は
牌
記
の
部
分
を

刪
去
し
て
あ
っ
て
、
牌
記
を
存
す
る
の
は
後
掲
の
米
沢
図
書
館
蔵
二
十
八

冊
本
の
み
で
あ
る
。
印
面
の
磨
滅
か
ら
見
て
そ
の
間
に
あ
る
伝
本
は
、
ど

ち
ら
に
属
せ
し
め
る
べ
き
か
判
断
に
窮
す
る
が
、
一
応
正
統
の
牌
記
が
あ
っ

た
も
の
と
仮
定
し
、
暫
時
後
修
本
と
し
て
掲
げ
た
。

蔵
版
者
と
見
ら
れ
る
善
敬
書
堂
は
詳
伝
不
明
、
後
出
の
明
正
徳
元
年
刊

大
全
本
に
見
え
る
同
名
の
書
舗
と
同
じ
家
系
で
あ
れ
ば
王
氏
、
さ
ら
に
後

の
万
暦
年
間
に
は
建
陽
王
興
泉
善
敬
堂
の
刊
本
を
存
す
る

(

�)

。
正
統
十
三
年

(
一
四
四
八)

に

『

増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集』

を
刊
行
し
た
善
敬
堂
、

景
泰
三
年

(

一
四
五
三)

に

『

増
修
附
注
資
治
通
鑑
節
要
続
編』

を
刊
行

し
た
善
敬
書
堂
、
天
順
八
年

(

一
四
六
四)

に

『

書
伝
大
全』

を
、
弘
治

十
五
年

(

一
五
〇
二)

に

『

朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集』

を
刊
行
し
た
王
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氏
善
敬
書
堂
と
同
一
の
書
舗
で
あ
ろ
う

(

�)

。

〈

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫

七
七
六
四
〉

三
十
二
冊

東
福
寺
竜
眠
庵
旧
蔵

新
補
浅
葱
色
艶
出
金
砂
子
散
表
紙

(

一
九
・
〇
×
一
二
・
四
糎)

浅
葱
色

包
角
に
冊
数
朱
書
、
改
糸
。
一
部
裏
打
、
虫
損
修
補
、
天
地
截
断
。
見
返

し
、
前
後
副
葉
宣
紙
。
熊
序

(
牌
記
刪
去
、
補
紙)

、
総
目
、
輿
図
、
甲

集
目
録
を
存
し
本
文
。
壬
集
巻
十
第
五
張
、
癸
集
巻
三
第
二
十
二
張
、
后

乙
集
目
録
を
欠
く
他
、
ほ
ぼ
完
存
。

[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
、
傍
線
、
稀
に
返

点
、
音
訓
送
仮
名
、
同
墨
欄
上
補
注

(

后
丙
集
に
頻
り)

、
本
文
校
改
書

入
、
別
朱
句
点
、
曲
截
書
入
。
淡
紅
色
不
審
紙
。
第
三
冊
以
下
毎
冊
首
に

又
別
筆
に
て

｢

付
与
祚
因
丈
人
／

(

低
六
格

)

祚
碩

(

花押)｣

墨
識
。
毎
冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

竜
眠

(

楷書)｣

朱
印
記

(

東
福
寺
竜
眠
庵
所
用)
、
同

｢

岩
邨
氏
臧
書｣

朱
印
記
、
総
目
首
と
大
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

君
明
／

珍
臧｣

、
甲
集
目
首
と
毎
冊
首
に
同

｢

裘
��
堂
／
臧
書
記｣

朱
印
記
、
総

目
首
と
毎
冊
首
に
無
辺

｢

山
田
文
庫

(

隷書)｣

墨
印
記
を
存
す
。

〈

大
東
急
記
念
文
庫

二
二
・
三
七
・
一
八
〉

三
十
七
冊

欠
甲
集
巻
一
至
五
壬
后
甲
集
后
乙
集
巻
上
中

山
田
椿
庭
稲
田
福
堂
旧
蔵

新
補
渋
引
漉
目
表
紙

(

一
九
・
五
×
一
二
・
九
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼
布

し｢

翰
墨
全
書
〈
幾〉｣

と
書
す
。
裏
打
改
装
。
原
料
紙
、
古
色
を
添
う
。

見
返
し
後
補
。

間
々
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
書
入
、
欄
上

[

室
町
末
近
世
初]

期
の

朱
墨
に
て
補
注
書
入
、
別
朱
に
て
傍
句
点
、
又
別
の
藍
筆
に
て
句
点
書
入
。

毎
集
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

杉
垣
�移
／
珍
藏
記｣

朱
印
記

(

山
田
椿
庭
所

用)

、
同

｢

稲
田
／
福
堂
／
圖
書｣

｢

江
風
山
／
月
莊｣

朱
印
記
、
毎
巻
首

尾
に
方
形
陰
刻

｢

嶋
田
翰
／
讀
書
記｣

朱
印
記
、
第
二
十
一
冊
首
に
同

｢

貢
／
印｣

朱
印
記
、
同
冊
後
見
返
し
背
面
に
冊
子
様

｢

製
本
師
／

池

上

(

行書)｣

朱
印
記
を
存
す

(

�)

。

〈

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
・
恭
仁
山
荘
善
本

一
三
〉
六
十
四
冊

存
甲
至
壬
集
癸
集
巻
一
至
二
七
至
十
一
后
甲
至
后
戊
集

清
愛
新
覚
羅
弘
暁
索
綽
羅
英
和
日
本
内
藤
湖
南
旧
蔵

癸
集
巻
三
至
六
配

[

明
初]

刊
大
全
本

新
補
浅
葱
色
金
砂
子
散
表
紙(

一
八
・
五
×
一
三
・
〇
糎)

浅
葱
色
包
角
、

改
糸
。
襯
紙
改
装
。
前
後
副
二
葉
。
熊
序

(

末
尾
刪
去)

、
総
目
、
甲
集
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目
録
を
存
し
本
文
。
甲
集
、
后
甲
集
の
順
序
に
排
列
。
輿
図
は
第
十
五
冊
、

后
乙
集
の
首
に
綴
合
す
。
壬
集
目
録
第
一
張
は
鈔
補
に
係
る
。

稀
に
墨
句
点
、
標
圏
書
入
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

怡
府
／
世
寶｣

朱
印

記

(

怡
僖
親
王
弘
暁
所
用)

、
総
目
首
に
方
形
陰
刻

｢

恩
福
堂
／
臧
書
印｣

朱
印
記

(

索
綽
羅
英
和
所
用)

を
存
し
、
毎
帙
附
箋

｢〈

元
大
／
徳
本
〉

事
文
類
聚｣

墨
書
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

隨
齋
／
秘
笈｣

朱
印
記
を
存
す
。

又
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢
炳
�
珍
臧
舊
／
槧
古
鈔
之
記｣

、
毎
冊
首
に
方

形
陰
刻

｢

恭
邸
／
臧
書｣

朱
印
記

(
二
顆
、
内
藤
湖
南
所
用)

を
存
す

(

�)

。

【

甲】

Ａ
ａ
ｂ

【

后
甲】

ｎ
ｏ

【

乙】
ｃ
ｄ

【

后
乙】

ｏ

【

丙】

ｅ
ｆ

【

后
丙】

ｒ

【

丁】

ｆ

【

后
丁】

ｓ
ｔ
ｕ

【
戊】
ｇ

【

后
戊】

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

【

己】

ｈ

【

庚】

β
γ
ｉ

【

辛】

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】

ｌ
×

[

Ｌ

×]

ｍ

〈

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
善
本
六
一
〉

二
十
八
册

存
甲
集
巻
一
至
六
乙
至
癸
集
后
丙
后
丁
集

丙
集
巻
六
至
八
配
元
泰
定
元
年
刊
本

後
補
淡
茶
色
卍
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
表
紙

(

二
〇
・
六
×
一
三
・
一
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
全
書
〈
某
集
自
／
幾
至
幾〉｣

と
墨
書
し
、

題
簽
下
方
打
付
に
冊
数
を
朱
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
改
糸
。
一
部
裏
打

修
補
。
首
に
熊
序

(

有
牌
記)

、
輿
図
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文

に
入
る
。
己
集
巻
七
第
八
張
、
壬
集
巻
九
第
十
張
欠
。
壬
集
巻
十
第
六
張

を
第
一
、
二
張
間
に
、
后
丁
集
巻
二
第
二
、
一
、
三
張
と
錯
綴
。
巻
首
匡

高
一
四
・
七
糎
。

間
々
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
書
入

(

�)

。

な
お
本
版
の
后
乙
集
巻
上
の
首
題
中

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
巻
上｣

の

う
ち
、｢

一｣

字
の
入
筆
を
左
か
ら
打
込
ん
だ
よ
う
に
作
り
、
筆
鋒
を
鋭

く
顕
わ
す
形
と
修
整
し
た
後
印
本
が
あ
る

(

�)

。

【

甲】

Ａ
ａ

【

乙】

ｃ
ｄ

【

丙】

ｅ
ｆ

[

ｋ
×]

【

后
丙】

ｒ

【

丁】

ｆ

【

后
丁】

ｓ
ｔ
ｕ

【

戊】

ｇ

【

己】

ｈ

【

庚】

β
γ
ｉ

【

辛】

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】

ｌ
ｍ

〈

上
海
図
書
館

七
九
五
六
九
四
―
七
六
三
〉

七
十
冊

存
甲
集
巻
二
至
十
二
丁
戊
集
辛
集
巻
四
至
十
壬
集
癸
集
巻

一
至
二
后
乙
集
巻
上
后
戊
集

明
万
表
清
阮
元
旧
蔵

甲
集
巻
一
乙
丙
己
集
庚
集
巻
十
五
至
十
八
癸
集
巻
三
至
十

一
配
同
版
逓
修
本

庚
集
巻
一
至
十
四
十
九
至
二
十
四
辛
集
巻

一
至
三
癸
集
巻
三
后
甲
集
后
乙
集
巻
中
至
下
配
明
正
統
十
一

年
刊
本

后
乙
集
巻
七
至
十
三
后
丙
集

后
丁
集
巻
一
至
八
配
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[

明
初]

刊
大
全
本

後
補
香
色
艶
出
表
紙

(

一
九
・
三
×
一
二
・
四
糎)

(

首
冊
別
装
、
配
本

支
目
参
照)
。
改
糸
、
襯
紙
改
装
。
毎
冊
に
単
辺

｢

翰
墨
全
書

(

楷書)｣

刷

題
簽
を
差
挟
む
。
毎
冊
前
後
見
返
し
白
紙
、
前
後
副
葉
。
壬
集
目
録
第
一

張
鈔
補
。

稀
に
朱
句
点
書
入
。
第
三
十
五
冊
尾
に

｢

此
書
刊
於
至
正
二
年
當
時
為
案

頭
必
備
之
書
如
今
叩
鉢
／
采
珍
之
類
然
古
人
選
集
違
非
後
人
可
及
而
此
本

又
選
集
／
無
集
成
者
之
板
流
傳
絶
少
康
煕
壬
申
以
二
十
金
従
杭
肆
／
得
之

因
重
装
好
計
三
十
五
本
共
六
套
後
人
當
宝
惜
之
毋
／
忽
視
也｣

墨
識
あ
り
。

但
し
伝
本
の
情
況
と
合
わ
ず
、
至
正
二
年
の
刊
行
と
す
る
根
拠
も
判
然
と

し
な
い
。
第
四
、
十
三
冊
首
、
第
十
四
、
三
十
冊
尾
、
第
二
十
八
冊
辛
集

巻
四
首
等
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

鳳
陽
萬
／
氏
忠
節
／
世
家
記｣

朱
印
記

(

万
表
所
用)

、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

東
壁
／
圖
書｣
朱
印
記
、
同

｢

阮
氏
琅
／
�
僊
館
／
收
臧
印｣

朱
、
第
三
十
五
冊
首
に
単無
辺
方
形
陽陰
刻

｢

文
選
／
樓｣

墨
印
記

(

二
顆
、
阮
元
所
用)

を
存
す
。

【

甲】
[

Ａ]

ａ
ｂ

【

乙】
[

ｃ
ｄ]

【

丙】
[

ｅ
ｆ]

【

丁】

ｆ

【

戊】

ｇ

【

己】
[

ｈ]
【

庚】
[

β
γ
ｉ]

【

辛】
[

ｊ]

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】

ｌ

[

ｌ
ｍ]

【

后
甲】

[

ｎ
ｏ]

【

后
乙】

ｏ

[

ｏ]
[

Ｏ
×]

【

后
丙】

[

Ｐ

Ｑ
Ｒ]

【

后
丁】

[

Ｓ
Ｔ
×]

【

后
戊】

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

〈

上
海
図
書
館

一
三
七
二
四
〉

一
冊

存
戊
集
巻
四
至
五

清
沈
養
孫
旧
蔵

後
補
淡
黄
色
漉
目
艶
出
銀
砂
子
散
表
紙

(

一
八
・
八
×
一
二
・
一
糎)

左

肩
打
付
に

｢

宋
板
事
文
類
聚｣

と
書
す
。
襯
紙
改
装
。
見
返
し
、
副
葉

(

前
二
、
後
一)

宣
紙
。

前
副
第
一
葉
前
半
に
有
界

｢[

子]

部

[

類
書]

類
／

[

事
文
類
聚]

／

第

(

○)

函

[

一
〈
殘〉]

冊
／

希
任
齋
藏｣

と
朱
印
墨
書
の
蔵
書
票

を
貼
附
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

曾
在
海
／
虞
沈
氏
／
希
任
齋｣

朱
印
記

(

沈
養
孫
所
用)

を
存
す
。
前
副
葉
第
二
張
後
半
に

｢

雲
淡｣

、
後
副
葉
後

半
に｢

方
瑞
元
方
瑞
彪
方
瑞
興
／�

邵
應
�
／
陳
英
殿�

二
人
不
是
好
東
西｣

、

後
見
返
し
に
薬
名
の
書
込
あ
り
。

〈

上
海
図
書
館

五
七
八
七
八
〉

一
冊

存
后
丙
集
巻
一
至
四
首
尾
欠

表
紙
欠

(

一
九
・
四
×
一
二
・
四
糎)

。
首
よ
り
本
文
。
后
丙
集
巻
一
第

一
至
三
十
七
張
、
巻
四
第
十
六
張
以
下
を
欠
く
。
間
々
朱
句
圏
、
傍
点
、

墨
句
点
、
欄
上
標
注
書
入
あ
り

(

�)

。

又

逓
修
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本
版
に
は
巻
首
五
張
、
即
ち
甲
集
巻
一
第
一
至
五
張
を
補
刻
し
た
伝
本

を
存
す
る
。
版
式
は
原
刻
に
同
じ
、
匡
郭
一
四
・
九
×
一
〇
・
一
糎
。

〈

上
海
図
書
館

七
九
五
六
九
四
―
七
六
三
の
う
ち
〉

存
甲
集
巻
一
乙
丙
己
集
庚
集
巻
十
五
至
十
八
癸
集
巻
三
至

十
一
清
顧
錫
麒
民
国
莫
棠
旧
蔵

七
十
冊
中
、
第
一
、
六
至
十
、
十
五
至
十
七
、
二
十
三
、
三
十
七
至
四
十

の
十
四
冊
は
本
版
逓
修
本
に
当
た
る
。
新
補
紫
地
藍
色
気
泡
文
艶
出
表
紙
。

破
損
修
補
。
首
冊
前
見
返
し
に
集
目
及
び
巻
冊
数
を
朱
書
す
。
前
後
副
葉

に
丹
紙
を
差
挟
む
。
熊
序
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

欄
上
に
墨
補
注
書
入
の
痕
跡
あ
る
も
刪
去
修
補
。
首
に
紙
箋
を
差
挟
み

｢

丁

庚

辛
三
集
不
全
／
此
書
傳
本
毎
集

(

二
字
補
入)
分
巻
往
�
有
異
且
有

多
／
后
集
分
甲
乙
丙
丁
戊
者
盖
當
時
坊
刻
通
／
行
之
書
各
有
増
損
耳｣

墨

識
あ
り
。
甲
集
目
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

虎
孫｣

朱
印
記
、
単
辺
方
形
陰

刻

｢

竹
泉
／
珎
秘
／
圖
籍｣

、
無
辺
方
形
陰
刻

｢

臣
印
／
錫
麒｣

、
第
一
冊

尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

昔
司
馬
温
公
藏
書
甚
富
所
讀
之
／
書
終
身
如
新
今

人
讀
書
恒
隨
手
／
抛
置
甚
非
古
人
遺
意
也
夫
佳
書
／
難
得
易
失
稍
一
殘
缺

修
補
甚
難
／
毎
見
一
書
或
有
損
壞
憤
�宛
浩
／
歎
不
已
數
年
以
来
蒐
羅
畧
備

巻
／
帙
頗
精
伏
望
觀
是
書
者
倍
宜
珍
／
護
即
後
之
藏
是
書
者
亦
當
諒
愚
／

意
之
拳
拳
也
�叟
聞
齋
主
人
記

(

楷書)｣

朱
印
記

(

三
顆
、
顧
錫
麒
所
用)

、

首
冊
前
副
葉
前
半
中
央
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

獨
山
莫
／
氏
銅
井
文
／
房
之

印｣

、
甲
集
目
首
に
同

｢

獨
山
莫
氏
銅
／
井
文
房
臧
書
印｣

朱
印
記

(

二

顆
、
莫
棠
所
用)

を
存
す
。

首
の
紙
箋
墨
識
に
つ
い
て
、
該
本
を
基
準
に
す
る
と
、
列
挙
さ
れ
た
集

の
他
に
甲
集
の
大
半
と
戊
集
、
壬
集
を
も
欠
く
。
し
か
し
相
配
の
別
本
に

附
さ
れ
た
と
考
え
る
と
さ
ら
に
矛
盾
が
大
き
い
か
ら
、
旧
態
を
反
映
す
る

も
の
と
見
て
暫
時
こ
の
本
に
附
し
た
。

〈

北
京
大
学
図
書
館
・
李
氏
木
�犀
軒
旧
蔵
書

六
〇
〉

四
十
冊

欠
甲
集
巻
七
至
十
二
庚
集
巻
十
九
至
二
十
四
癸
至
后
丁
集

乙
丙
集
配
明
正
統
十
一
年
刊
本

清
李
盛
鐸
旧
蔵

後
補
朱
色
艶
出
表
紙

(

一
八
・
五
×
一
二
・
五
糎)

中
央
新
た
に
方
簽
を

貼
布
し
集
編
目
を
墨
書
す
。
改
糸
、
素
絹
包
角
。
襯
紙
改
装
。
前
後
見
返

し
、
副
葉

(

前
二
、
後
一)

宣
紙
。
熊
序

(

牌
記
刪
去
、
界
線
鈔
補)

、

輿
図
、
甲
集
目
録

(

第
六
張
以
下
欠)

を
存
し
本
文
。
庚
集
目
録
第
一
張

欠
。
壬
集
の
後
、
四
冊
は
巻
首
の
集
目
を
刪
去
し

｢

癸
集｣

の
墨
印
を
以

て
十
集
完
備
を
装
う
が
、
実
は
后
戊
集
で
あ
る
。

稀
に
墨
句
点
、
句
圏
書
入
。
紅
色
附
箋
。
首
、
毎
集
巻
首
等
に
方
形
陰
刻
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｢
雲
／
岩｣

朱
印
記
、
首
、
巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
、
首
に

同

｢
�
嘉
／
館
印｣

朱
印
記

(

于
煕
學
所
用
歟)

、
輿
図
首
に
同

｢

廬
山

李
氏
山
房｣
、
巻
首
に
同

｢

木
�犀
軒
／
臧
書｣

朱
印
記

(

二
顆
、
李
盛
鐸

所
用)

を
存
す
。『

木
犀
軒
蔵
書
題
記
及
書
録』

書
録
子
部
類
書
類
著
録

(

�)

。

以
下
の
伝
本
は
、
断
片
的
残
存
で
あ
る
た
め
、
修
印
の
位
次
が
不
明
で

あ
る
。
本
版
の
末
尾
に
掲
出
し
て
後
の
修
正
に
待
ち
た
い
。

〈

南
京
大
学
図
書
館

五
六
・
一
五
二
八
五
の
う
ち
〉

存
丙
集
庚
集
巻
七
至
十
六
后
丙
集
巻
一
至
三
后
戊
集

七
十
五
冊
中
、
第
十
一
至
十
二
、
二
十
九
至
三
十
三

(

前
半)

、
六
十
二

至
六
十
四
、
七
十
二
至
七
十
五
の
十
四
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
全
体
に
つ

い
て
は

[

明
初]

刊
大
全
本
の
項
参
照
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
三
の
う
ち
〉

存
戊
集
巻
二
至
三

七
十
九
冊
中
、
第
四
十
六
冊
後
半
、
第
四
十
七
冊
前
半
は
本
版
に
当
た
る
。

清
汪
士
鐘
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は[

明
初]

刊
大
全
本
の
項
を
参
照
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
二
の
う
ち
〉

存
乙
集
巻
七
至
九
丙
集
巻
一
至
四

清
朱
彝
尊
旧
蔵

二
十
冊
中
、
第
六
冊
後
半
よ
り
第
八
冊
ま
で
は
本
版
に
当
た
る
。
乙
集
巻

七
首
に
方
形
陰
刻｢

護
華
／
鈴
小
史
／
照
印｣

朱
印
記
、
同
不
明
朱
印
記
、

第
八
冊
首
に
同

｢

朱
彝
／
尊
印｣

朱
印
記
、
同

｢

陸
□
／
之
印｣

、
単
辺

方
形
陽
刻

｢

陸
氏
／
子
建｣

朱
印
記
、
同

｢

凡
百
／
吉
羊｣

朱
印
記
、
同

｢

訪
山
／
爲
樂｣

朱
印
記
、
同

｢

雨
生｣

朱
印
記

(

丁
日
昌
所
用
歟
、
但

し

『

持
静
斎
宋
元
校
鈔
本
書
目』

に
見
え
な
い)

、
丙
集
巻
一
首
に
同

｢

池
菴｣

朱
印
記
、
同
尾
に
同

｢

�
雲
書
／
屋
珍
藏｣

朱
印
記
、
同
巻
四

尾
に
方
形
陰
刻｢

風
从
華
／
裏
過
／
來
香｣

朱
印
記
、
同｢

周
承
／
烈
印｣

朱
印
記
を
存
す
。
張
蓉
鏡
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は
元
泰
定
元
年
刊
本

の
項
参
照
。

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五
の
う
ち
〉

存
庚
集
巻
十
三
至
二
十
四
辛
集
壬
集
巻
十
二
后
丙
集
巻
一
至
二

四
十
七
冊
中
、
第
二
十
至
二
十
一
、
三
十
七
至
四
十
二
の
九
冊
お
よ
び
第

四
十
五
冊
の
末
は
本
版
に
当
た
る
。
増
島
蘭
園
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て

は
明
正
統
十
一
年
刊
早
印
本
の
項
参
照
。
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〈
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫

七
七
六
五
の
う
ち
〉

存
庚
集
巻
九
至
十
七
辛
集
巻
六
至
十
后
乙
集
巻
下

朝
鮮
鄭
鍠
旧
蔵

二
十
五
冊
中
、
第
十
、
十
三
、
二
十
一
の
三
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
襯
紙

改
装
。
第
二
十
一
冊
首
に
鼎
形
不
明
朱
印
記
、
同
首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

奉
城
／
鄭
氏｣

｢

鄭
鍠
／
牟
和｣

朱
印
記
を
存
す
。

鄭
鍠
、
字
和
仲
、
朝
鮮
慶
尚
道
奉
化
の
人
。
中
宗
二
年

(

一
五
〇
二)

に
丙
科
及
第
し
た
。
該
本
の
全
体
に
つ
い
て
は
明
正
統
十
一
年
刊
早
印
本

の
項
参
照
。

〈

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

〇
九
一
・
ト
二
五
七
の
う
ち〉

存
庚
集
巻
十
六
至
十
八

五
冊
中
、
第
三
冊
後
半
至
第
五
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
全
体
に
つ
い
て
は

後
掲
明
正
統
十
一
年
刊
本
の
項
参
照
。
ま
た
注

(

��)

参
照
。

ま
た
実
見
を
経
な
い
が
、『

国
立
故
宮

博
物
院
善
本
旧
籍
総
目』

史
部
地
理
類
に

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覽
三
卷

元
劉
應
李
編

元
建
刊
事
文
類
聚
翰
墨
全

書
本

九
冊｣

と
著
録
の
一
本
は
、『

故
宮
善
本
書
影』

史
部
に
掲
載
す

る
景
陽
宮
原
蔵
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
版
の
残
存
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
二
〇
〇
一
年
秋
季
万
隆
拍
売
公
司
藝
術
品
拍
売
会
発
行
の
目
録

『

古

籍
文
献』

四
十
七
番
に
採
録
の

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
／
一
函
三
冊

／
元
刊
本｣

も
同
版
、
注

(

��)

参
照
。

同

明
正
統
十
一
年

(

一
四
四
六)

刊

([

建
陽
劉
氏]

翠
巖
精
舎)

覆

[

明
初]

刊
正
統
元
年
修
本

本
版
は
前
版

[

明
初]

刊
本
の
、
比
較
的
忠
実
な
覆
刻
本
で
あ
る
。
組

織
内
容
が
異
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
両
者
の
印
面
は
よ
く
相
似
し
、
一
見

し
て
判
別
で
き
な
い
程
で
あ
る
が
、
書
影
を
以
て
対
査
す
れ
ば
、
そ
の
字

様
に
円
柔
の
気
味
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
ま
た
本
文
を
審
さ

に
閲
す
る
と
、
字
種
字
体
を
異
に
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
し
て
現
存
の
伝

本
を
数
え
る
と
、
本
版
は
前
版
よ
り
も
一
層
広
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
趨
勢
は
現
在
に
も
及
ぶ

(

図
版
十
五
至
十
八
参
照)

。

毎
集
の
首
に
封
面
を
存
す
。
毎
局
四
周
双
辺
、
有
界
二
層
の
様
式
、
大
き

く
上
層

(

Ａ)

と
下
層
に
分
か
つ
。
下
層
中
央
に
さ
ら
に
上
下
を
設
け
、

上
部

(
Ｂ)
は
花
口
魚
尾
間
に
陰
刻
、
下
部

(

Ｃ)

に
は
大
字
の
主
文
を

置
く
。
下
層
右
左

(

Ｄ
Ｅ)

は
行
書
の
聯

(

甲
集
有
界)

(

乙
集
以
下

双
圏
発
間)

を
模
し
た
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形
。
上
層

(

Ａ)

と
下
層
中
央
上
部

(

Ｂ)

は
毎
字
改
行
に
作
る
。
次
に

現
存
本
に
見
え
る
封
面
の
文
言
を
列
す
る
。

【

甲】
Ａ｢
翠
巖
精
舎｣

Ｂ｢

新
編｣

Ｃ

｢

事
文
類
聚
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

啓
�
一
書
汗
牛
充
棟
率
皆
塵
腐
□

(

破
損)

／
是
編
�
選
新
式
増
補
舊
遺
事
備
文｣

｢

該
雖
小
簡
亦
出
名
筆
□

(

破
損)

衆
本
□

(

破
損)

隔
／
霄
壌
以
之
游
戲
翰
墨
豈
曰
小
補
哉｣

【

乙】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣
Ｂ

｢

乙
集｣

Ｃ

｢

人
倫
日
用
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

祝
福
寿
而
加
元
服｣

｢
正
夫
婦
以
明
人
倫｣

【

丁】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

丁
集｣
Ｃ

｢

賀
壽
詩
詞
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

金
錢
犀
果
充
閭
喜｣

｢

鶴
髪
龜
齡
獻
壽
圖｣

【

辛】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

辛
集｣

Ｃ

｢
調
元
贊
化
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

即
經
天
緯
地
之
文｣

｢

為
治
國
齊
家
之
用｣

【

壬】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

壬
集｣

Ｃ

｢

士
農
工
賈
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

名
列
四
民
之
版｣

｢

道
行
萬
世
之
公｣

【

癸】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

癸
集｣

Ｃ

｢

玄
關
法
苑
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

佛
即
是
心
心
即
佛｣

｢

名
難
言
道
道
難
名｣

【

后
丙】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

後
丙｣

Ｃ

｢

氏
族
譜
系
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

厚
人
倫
以
正
風
俗｣

｢

論
姓
氏
皆
本
源
流｣

【

后
丁】

Ａ

｢

事
文
類
聚｣

Ｂ

｢

後
丁｣

Ｃ

｢

營
生
�
要
／
翰
墨
全
書｣

Ｄ
Ｅ

｢

易
穴
居
野
處
之
風｣

｢

尽
日
用
常
行
之
道｣

本
版
を
翻
刻
し
た
書
肆
翠
巖
精
舎
は
、
他
の
書
目
に
も
特
色
あ
る
封
面

を
附
し
て
著
名
で
あ
り
、
右
の
如
き
念
入
り
の
処
置
も
、
そ
の
常
套
手
段

と
知
ら
れ
る
。
従
来
か
ら
本
書
の
有
す
る
商
業
性
が
、
こ
こ
で
は
一
層
甚

し
く
強
調
さ
れ
た
。

首
に
熊
序

(

四
張)

を
置
く
。
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。

次
で
総
目

(

一
張)

、
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。

次
で
輿
図

(

一
四
張)

、
前
版
に
同
じ
。

次
で
甲
集
目
録
、
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。

巻
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)

／

(

低
七
格

)

前

郷
貢
進
士
省
軒
劉

應
李

希
泌

編｣

、
以
下
前
版
と
同
内
容
、
同
款

式
。
但
し
首
行
巻
数
下
の
横
界
を
欠
き
、
編
者
署
名

｢

劉｣

字
の
前
後

｢

前
郷
貢
進
士
省
軒｣

｢

應
李｣

が
、
前
版
に
は
細
字
で
あ
っ
た
が
、
本
版

で
は
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。

四
周
双
辺

(

一
五
・
三
×
一
〇
・
一
糎)

有
界
、(

事)

毎
半
張
十
二
行
、

毎
行
二
十
四
或
二
十
二
字
、(

文)

毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十
四
字
。

版
心
、
小
黒
口(

接
外
周

)

双
線
黒
魚
尾(

不
対
向

)

上
尾
下
題｢

啓
甲
幾(

フ)｣
等
、
下
尾
下
張
数
。
毎
張
左
肩
に
耳
格
を
設
け
、
門
目
を
標
す
。
巻
尾
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
巻
之
一

(

大
字
跨
行)｣

等
。

本
版
の
版
式
も
、
匡
高
を
除
い
て
は

[

明
初]

刊
本
と
同
じ
で
あ
り
、
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字
様
は
僅
か
に
秀
勁
を
失
っ
て
い
る
が
、
前
版
と
の
判
別
に
は
慎
重
な
対

査
を
要
す
る
。
両
者
と
も
有
牌
記
本
が
稀
で
あ
る
だ
け
に
、
目
録
上
、
区

別
さ
れ
な
い
場
合
が
非
常
に
多
い
。

熊
序
の
後
、
序
文
末
尾
に
接
し
て
一
格
を
低
し
、
四
行
に
渉
っ
て
双
辺

有
界

｢

正
統
丙
寅
孟
春
／
翠
巖
精
舎
新
刋｣

牌
記
を
有
す
る
。

正
統
丙
寅
は
十
一
年

(
一
四
四
六)

、
翠
巖
精
舎
は
元
明
間
に
活
動
し

た
建
陽
劉
氏
経
営
の
書
肆
で
、
早
く
元
至
正
十
六
年

(

一
三
五
六)

刊
行

の『

広
韻』

に
附
し
た
封
面
に
よ
っ
て
も
著
名
で
あ
り

(

�)

、
そ
の
刊
刻
本
等
、

贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う

(

�)

。
当
該
の
牌
記
は
一
見
し
て
前
版
後
修
本
の

善
敬
書
堂
牌
記
を
摸
す
る
と
思
わ
れ
、
前
版
に
追
刻
継
板
の
た
め
右
傾
し

た
形
を
、
本
版
に
も
保
存
し
て
い
る
。

本
版
全
体
の
構
成
内
容
も
前
版
を
踏
襲
し
、
版
心
の
張
数
標
識
の
細
動
、

俗
に
所
謂

｢

飛
び｣

に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
忠
実
に
複
製
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
再
掲
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
僅
か
に
張
数
標

識
の
異
な
る
点
を
挙
げ
れ
ば
、
甲
集
巻
十
は
前
版
に

｢

一｣

か
ら

｢

六
至

八｣

を
経
て

｢

十
二｣

に
至
る

(

計
一
〇
張)

の
を
、
本
版
に
は

｢

一｣

か
ら｢

十｣

に
作
る
。
同
様
に
己
集
巻
一
は
前
版
に｢

一
―
十
六
之
十
八
―

二
十
二｣

と
あ
る(

計
二
〇
張)

が
、
本
版
に
は｢

一
―
二
十｣

に
作
る
。

さ
ら
に
、
本
版
の
文
字
が
前
版
に
依
拠
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、

版
本
複
製
に
よ
る
誤
り
と
略
字
増
加
の
傾
向
は
、
こ
の
翻
刻
に
も
当
て
嵌

ま
る
。
巻
首
に
つ
い
て
例
を
示
せ
ば
、[

明
初]

刊
本
甲
一
―
一
後
七
右

｢

先
王
顧
�
天
之
明
命｣

を
、
本
版
に
は

｢

頭
�｣

と
誤
り
、
甲
一
―
一

後
九
右

｢

公
車
上
書
、
凡
用
三
千
奏
牘｣

を
、｢

奏
讀｣

と
誤
り
、
ま
た

甲
一
―
一
前
十
二｢

於
是
漸
有
體
式
矣｣

を
、｢

躰
式｣

と
略
し
、
甲
一
―

一
後
八
左

｢

先
知
稼
穡
之
艱
難｣

を

｢

�
�｣

と
略
す
る
の
を
見
れ
ば
、

そ
の
大
概
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
前
版
に
墨
釘
の
文
字
を
改
め

て
、[

明
初]

刊
本
戊
一
―
八
後
十
二
右

｢

左
傳
、
■
■
雨
、
不
ー
ー

(

襄
事)

、
礼
也｣

の
墨
釘
を
、
本
版
に

｢

治
葬｣

と
、
当
該
部
編
目
を
充

当
し
て
措
き

(

泰
定
刊
現
存
本
は
磨
滅
し
て
判
読
で
き
な
い
。[

明
初]

刊
大
全
本
作

｢

左
傳
、
雨
、
不
克
襄
事
、
禮
也｣)

、
庚
一
―
二
後
八
左

｢

宜
少
安
於
職
業
、
用
深
体
於
■
■｣

を

｢

恩
命｣

と
、
当
該
部
標
識

｢

富
弼
辭
恩
命｣

中
の
文
字
を
充
て
る(

泰
定
刊
本
作｢

用
深
体
於
倚
毘｣)

等
、
不
備
の
疑
い
を
逸
ら
す
た
め
の
改
変
も
行
っ
て
い
る
。[

元]

刊
本

以
来
の
翻
刻
の
重
層
に
よ
る
誤
略
を
、
本
版
で
は
決
定
的
に
増
加
さ
せ
た
。

有
力
の
書
坊
が
底
本
を
得
て
、
翻
刻
時
の
省
力
と
販
売
に
執
着
し
た
結
果
、

精
善
と
は
言
え
な
い
本
版
の
本
文
が
、
現
在
ま
で
広
く
普
及
す
る
結
果
を

生
じ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
よ
う

(

�)

。
以
下
そ
の
伝
本
を
挙
げ
る
。
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〈
宮
内
庁
書
陵
部

四
〇
四
・
七
五
〉

三
十
二
冊

竺
隠
崇
五
旧
蔵

新
補
淡
紅
色
艶
出
表
紙

(

二
〇
・
九
×
一
三
・
三
糎)

左
肩
に
旧
題
簽
を

貼
布
し
て

｢
翰
墨
全
書
〈
初
冊
／

前
甲
一
二
巻〉｣

等
と
書
し
、
間
々

右
肩
よ
り
方
簽
を
貼
布
、
同
筆
に
て
門
目
を
列
記
す
。
改
糸
。
裏
打
改
装
。

料
紙
に
古
色
を
添
加
す
。
見
返
し
、
前
後
副
葉
、
後
補
和
紙
。
熊
序

(

第

一
・
二
張
欠
、
牌
記
刪
去
、
界
線
鈔
補)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を

存
し
本
文
。
甲
集
巻
五
第
十
一
張
、
后
丙
集
巻
五
第
二
十
張
欠
。

総
目
首
と
第
三
・
四
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢
竺
／
隱｣

朱
印
記

(

南
禅
寺
金

地
院
主
竺
隠
崇
五
所
用)

を
重�

す
。

〈

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫

七
七
六
五
〉

二
十
五
冊

甲
集
巻
五
至
十
二
后
丙
集
配
同
版
後
印
本

庚
集
巻
九
至
十
七

辛
集
巻
六
至
十
后
乙
集
巻
下
配

[

明
初]

刊
本

後
補
墨
染
表
紙

(

二
〇
・
四
×
一
二
・
八
糎)

左
肩
打
付
に

｢

翰
墨
大
全

〈

甲
集
上〉｣

等
と
墨
書
、
右
肩
よ
り
巻
数
門
目
を
朱
書
す
。
改
糸
、
淡
縹

色
包
角
。
虫
損
修
補
、
一
部
裏
打
。
料
紙
に
古
色
を
添
う
。
熊
序

(

有
牌

記)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
辛
集
目
第
四
・
五
張
を

同
巻
二
第
七
・
八
張
間
に
錯
綴
、
同
巻
一
第
一
至
八
張
欠
。

極
稀
に
朱
竪
句
点
書
入
、
縹
色
不
審
紙
あ
り
。
毎
冊
首
に
無
辺
陽
刻

｢

山

田
文
庫

(

隷書)｣

墨
印
記
を
存
す
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

二
三
三
四
〉

六
十
四
册

明
張
拱
瑞
清
張
弓
丁
瀚
郭
申
堂
旧
蔵

新
補
藍
色
金
砂
子
散
表
紙

(

二
三
・
七
×
一
四
・
四
糎)

淡
青
包
角
。
金

�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
九
・
〇
糎
。
見
返
し
宣
紙
。
熊
序

(

牌
記
刪
去
、

界
線
鈔
補)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
后
丙
集
巻
三
第

十
五
・
十
六
張
を
鈔
補
と
す
る
他
、
ほ
ぼ
完
存
。

極
稀
に
傍
圏
書
入
、
句
点
刪
去
の
痕
跡
あ
り
。
首
に
方
形
陰
刻

｢

張
延
／

邵
印｣

、
丁
集
目
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
同
文
印
記
、
甲
集
巻
二
尾
に
方
形

陰
刻

｢

平
遠
茹
／
温
籍
／
人｣

印
記
、
第
二
十
九
册
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�
居
闇｣

印
記(

張
拱
瑞
所
用)

、
后
甲
集
巻
首
に
同｢

引
／
六｣

印
記
、

方
形
陰
刻

｢

張
弓
／
之
印｣

印
記
、
第
五
十
三
册
首
に
単
辺
方
形
陽陰
刻

｢

丁
／
瀚｣

印
記
、
単
辺
円
形
陽
刻

｢

鮮
／
閣｣

印
記
、
后
丙
集
巻
五
首

に
方
形
陰
刻

｢

�
郭
／
申
堂
／
家
臧｣

印
記
、
総
目
首
、
首
尾
に
単
辺
方

形
陽
刻

｢

國
立
北
／
平
圖
書
／
館
收
臧｣

印
記
を
存
す

(

�)

。

〈

神
宮
文
庫

三
・
三
一
一
一
〉

二
十
七
册
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欠
后
丁
集

後
補
素
表
紙

(

一
九
・
八
×
一
二
・
七
糎)

左
肩
打
付
に

[

室
町
末
近
世

初]
期
の
筆
に
て

｢

翰
墨
全
書
〈
某
集
自
幾
至
幾〉｣

と
墨
書
し
、
右
肩

よ
り
打
付
に
別
筆
に
て
門
類
等
を
列
す
。
中
央
に
又
別
筆
に
て｢

五
十
二｣

と
朱
書
す
。
熊
序
、
総
目
、
甲
集
目
録
、
輿
図
を
存
し
本
文
に
入
る
。

欄
上
墨
補
注
書
入
、
毎
冊
尾
に
不
明
墨
印
記
を
存
す

(

�)

。

該
本
の
著
録
に
つ
い
て
は
草
卒
の
間
に
行
い
、
細
部
に
渉
る
暇
を
得
な

か
っ
た
。
記
し
て
補
正
を
期
し
た
い
。

〈

浙
江
図
書
館

二
三
〇
〉

六
十
四
冊

存
乙
至
壬
集
后
甲
至
后
戊
集

甲
集
癸
集
巻
一
至
八
配

[

元]

刊
本

清
蔡
鴻
鑑
旧
蔵

夾
板
上
面
凹
刻

｢

翰
墨
全
書
／

(

以
下
低

一
格

)

甲
集
十
二
巻
之
乙
集
五
／
四

明
蔡
氏
碧
玉
壺
珎
蔵
元
刻
本

(

行書)｣

等
填
藍
、
首
套
の
み
右
下
方
凸
刻

｢

墨
／
海
樓

(

隷書)｣

填
朱
。
新
補
藍
色
金
砂
子
散
表
紙

(

二
二
・
九
×
一

四
・
〇
糎)

淡
青
包
角
、
改
糸
。
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
九
・
六
糎
、

破
損
修
補
。
前
後
副
葉
新
補
。
乙
、
丁
集
目
、
庚
集
巻
二
十
首
鈔
補
。

稀
に
朱
句
点
書
入
。
首
に
方
形
陰
刻

｢

四
明
墨
／
海
樓
／
蔡
氏�

記｣

朱

印
記

(

蔡
鴻
鑑
所
用)

、
同

｢

高
氏
／
誠
之｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

西
衣
／

山
人｣

、
毎
冊
首
に

｢

時
／
庸｣

朱
印
記
を
存
す
。

【

甲】
[

Ａ
Ｂ]

【

乙】

ｃ
ｄ

【

丙】

ｅ
ｆ

【

丁】

ｆ

【

戊】

ｇ

【

己】

ｈ

【

庚】

β
γ
ｉ

【

辛】

ｊ
α

【

壬】

ｐ
ｋ
ｑ

【

癸】
[

Ｌ
×]

【

后
甲】

ｎ

ｏ

【

后
乙】

ｏ

【

后
丙】

ｒ

【

后
丁】

ｓ
ｔ
ｕ

【

后
戊】

ｖ
ｗ
ｘ
ｙ

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
宮
島
藤
吉
旧
蔵
書

三
〇
三
・
一
〉

二
十
二
册

東
福
寺
艮
岳
院
同
宝
勝
院
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙

(

一
九
・
七
×
一
三
・
一
糎)

。
擬
康
煕
綴
。
虫
損
修
補
、

天
地
截
断
。
熊
序

(

牌
記
刪
去
、
補
紙)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を

存
し
本
文
。
甲
集
、
后
甲
集
の
順
に
排
す
。
完
存
。
匡
高
一
五
・
二
糎
。

[

室
町]

期
の
朱
筆
に
て
竪
傍
返
点
、
傍
圏
、
傍
線
、
欄
上
校
改
、
補
注

(

稀
に
片
仮
名
交
り
ゾ
式)

、
毎
巻
首
張
版
心
上
標
柱
、
墨
釘
鈔
補
、
同
墨

欄
上
校
改
書
入
、[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
墨
に
て
欄
上
補
注
書
入
、

別
朱
行
間
音
訓
仮
名
、
別
墨
欄
上
標
注
書
入
、
后
戊
集
巻
四
首
に
紙
箋
綴

合
、
又
別
手

[

室
町
末]

朱
墨
補
注
書
入
あ
り
。
第
二
十
册
尾
に

｢

文
明

仲
冬
十
又
八
句
畢｣

朱
識
、
或
い
は
文
明
十
八
年

(

一
四
六
八)

か
。
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

艮
岳
院

(

楷書)｣

朱
印
記
、
輿
図
首
、
各
巻
首

に
同

｢
寶
勝
院

(

楷行)｣

朱
印
記
、
第
八
、
十
五
册
首
に
方
形
陰
刻

｢

芹

澤
／
功
幹｣
朱
印
記
を
存
す

(

�)

。
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朱
識
書
入
に
よ
っ
て
室
町
期
舶
載
の
伝
本
と
知
ら
れ
、
そ
の
書
入
は
、

恐
ら
く
は
東
福
寺
僧
の
学
問
を
伝
え
る
。

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五
〉

四
十
七
冊

存
乙
丁
己
集
庚
集
巻
八
至
十
二
癸
集
巻
一
至
六
后
乙
后
丁

后
戊
集

朝
鮮
権
�

日
本
増
島
蘭
園
森
立
之
松
方
正
義
旧
蔵

甲
集
配

[

明
初]
刊
大
全
本

丙
戊
后
甲
集
后
丙
集
巻
三
至

六
配
本
版
後
印
本

庚
集
巻
十
三
至
二
十
四
辛
集
壬
集
巻
十
二

后
丙
集
巻
一
至
二
配

[

明
初]
刊
本

壬
集
巻
七
至
十
一
配
元
泰

定
元
年
刊
本

〈

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫

七
七
六
五
の
う
ち
〉

存
甲
集
巻
五
至
十
二
后
丙
集

新
補
渋
引
表
紙

(

一
八
・
八
×
一
二
・
二
糎)

左
肩
打
付
に

｢
翰
墨
全
書

〈

集
目〉｣

と
、
ま
た
右
肩
よ
り
序
数
墨
書
。
裏
打
改
装
、
天
地
截
断
。
甲

集
・
后
甲
集
の
順
に
整
序
す
。
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
二
十
五
冊
中
、
第

二
、
二
十
二
至
二
十
三
の
三
冊
は
、
旧
僚
冊
の
別
伝
に
係
る
。

[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
筆
を
以
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
書
入
、
同
時
期

の
朱
墨
を
以
て
欄
外
補
注
書
入
あ
り
。
第
八
冊
首
、
別
伝
第
二
十
二
冊
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

永
嘉
／
儒
學
／
世
家｣

、
同

｢

權
／
�｣

、
第
九
、
十

二
、
十
五
冊
尾
、
別
伝
第
二
冊
中
、
同
第
二
十
二
冊
尾
に
同

｢

權
氏
／
正

�｣

、
同｢

菊
齋
之
後
／
昜
村
之
孫
／
止
齋
我
嗣｣

、
第
十
一
、
十
七
冊
尾
、

別
伝
第
二
、
同
二
十
三
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

權
�
／
私
印｣

朱
印
記

(

以

上
、
権
�
所
用)

、(

以
下
別
伝
に
欠
く)

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�

島
氏
／
圖
書
記｣

、
第
三
冊
首
に
同

｢

蘭
園
／
圖
書｣

朱
印
記

(

増
島
蘭

園
所
用)

、
首
に
同｢

森
／
氏｣

朱
印
記(

森
立
之
所
用)

、
第
三
、
十
二
、

十
六
、
十
八
冊
以
下
に
同

｢

黒
澤
氏
／
圖
書
記

(

隷書)｣

朱
印
記
、
毎
冊

首
に
同

｢

松
方
／
文
庫｣

朱
印
記

(

松
方
正
義
所
用)

を
存
す

(

�)

。

権
�
、
字
正
�
、
朝
鮮
慶
尚
道
安
東
の
人
。
高
麗
の
権
溥

(

号
菊
斎)

の
末
裔
、
溥
よ
り
二
世
を
隔
て
近

(

号
陽
村)

、
�是(

号
止
斎)

と
続
く

大
官
の
家
系
に
出
身
、
�
は
�是
の
嗣
。
太
宗
十
六
年

(

一
四
一
六)

生
、

文
宗
即
位
年

(

一
四
五
〇)

乙
科
及
第
。
文
宗
、
端
宗
、
世
祖
朝
に
顕
官

を
累
進
し
右
賛
成
に
至
る
。
世
祖
十
一
年

(

一
四
六
五)

歿
。
本
版
は
権

�
在
世
中
の
刊
行
に
係
る
。
注

(

��)

参
照
。
該
本
は
朝
鮮
伝
来
本
を
基

に
、
日
本
で
近
世
以
前
に
配
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
掲
の
改
編[

明
初]

刊
故
宮
博
物
院
蔵
二
十
册
本
、
同
都
立
中
央
図
書
館
蔵
二
十
五
册
本
、
次

掲
の
本
版
旧
内
閣
文
庫
蔵
二
十
二
册
本
と
同
様
の
事
例
で
あ
る
。

【

甲】
[

Ａ
Ｂ]

【

后
甲】

[

ｎ
ｏ]

【

乙】

ｃ
ｄ【

后
乙】

ｏ【

丙】
[

ｅ
ｆ]

【

后
丙】

[
ｒ]

【
丁】

ｆ

【

后
丁】

ｓ
ｔ
ｕ

【

戊】
[

ｇ]
【

后
戊】

ｖ
ｗ

― 295 ―



ｘ
ｙ

【

己】

ｈ
×

【

庚】

ｉ

[

ｉ]
【

辛】
[

ｊ
α]

【

壬】
[

ｍ
ｑ
×]

【
癸】
ｌ
×

〈

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
五
〉

二
十
二
册

欠
辛
集
巻
七
至
十
后
乙
集
巻
上
至
中

癸
集
巻
六
至
十
一
配
同

版
後
印
本

朝
鮮
尹
�

日
本
林
羅
山
林
家
昌
平
黌
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(

二
一
・
三
×
一
三
・
四
糎)

左
肩
打
付
に

｢

翰
墨
全
書

(

或
草
書

)

〈
某
集
／
幾
之
幾
〉

幾｣
(

下
段
冊
数
、
庚
辛
集
錯
乱)

と
、
右

肩
よ
り
門
目
、
書
脳
側
下
方

｢

共
二
十
二
本｣

と
墨
書
す
。
右
下
方
に
双

辺
刷
り
蔵
書
票
を
貼
布
し

｢

総
集

[
]｣

と
朱
書
す
。
一
部
裏
打
改
装
。

見
返
し
和
紙
。
甲
、
乙
、
丁
、
辛
、
癸
、
后
丙
、
后
丁
集
に
封
面
あ
り

(

但
し
辛
集
封
面
は
第
十
三
册
の
壬
集
首
に
存
す)

、
黄(
或
は
素)

紙
印
。

熊
序

(

有
牌
記)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
紙
葉
の
錯

乱
が
多
く
、
乙
集
巻
七
第
五
至
巻
九
第
三
張
、
戊
集
巻
三
第
八
至
巻
五
第

十
四
張
を
逆
順
に
、
己
集
巻
六
第
十
六
張
、
后
甲
集
巻
一
第
十
四
張
を
天

地
逆
様
に
、
辛
集
目
第
一
至
四
張
と
庚
集
巻
十
第
一
至
四
張
と
を
交
互
に

錯
綴
す
。

癸
集
と
后
戊
集
に

[

室
町
末
近
世
初]

期
の
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
書
入
、

間
々
朱
竪
句
点
、
句
圏
、
韻
字
括
弧
、
墨
竪
点
書
入
あ
り
。
甲
集
目
及
び

毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

茂
松
／
世
家｣

、
毎
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

茂

松
／
後
人｣

、
毎
冊
首
尾
に
同

｢

尹
�
／
彦
明｣

朱
印
記

(

三
顆
、
尹
�

所
用
、
配
本
に
は
欠
く)

、
首
に
単双
辺
方
形
陰陽
刻

｢

江
雲
渭
樹｣

朱
印
記
、

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

林
氏
／
藏
書｣

、
毎
冊
前
表
紙
右
肩
、
毎
冊

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

昌
平
坂
／
學
問
所｣

墨
印
記
、
同｢

書
籍
／
館
印｣

朱
印
記
、
双
辺
方
形
陽
刻

｢

淺
草
文
庫

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。

尹
�
は
朝
鮮
全
羅
道
茂
長(

別
称
茂
松)

尹
氏
、
宣
祖
朝(

一
五
六
八
―

一
六
〇
八)

前
後
の
人

(

�)

。
一
定
期
間
、
林
羅
山(

一
五
八
三
―
一
六
五
七)

と
生
涯
を
重
ね
た
者
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
配
本
も
朝
鮮
伝
来
、
日
本
で
の

配
合
に
係
る
か
。
前
掲
故
宮
博
物
院
蔵
二
十
册
本
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵

二
十
五
册
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
四
十
七
册
本
と
同
様
の
経
過
を
辿
っ
た
伝

本
で
あ
る
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院
・
昭
仁
殿
旧
蔵
書
〉

六
十
九
冊

欠
甲
集
巻
七
至
八
丙
集
巻
一
至
三
己
集
巻
二

清
盧
�
旧
蔵

新
補
淡
青
絹
表
紙

(

一
八
・
五
×
一
一
・
九
糎)

、
間
々
後
補
藍
色
金
切

箔
散
表
紙
残
存
。
改
糸
、
淡
黄
包
角
。
襯
紙
改
装
。
前
後
副
葉
。
序
欠
、

但
し
首
に
鏡
映
し
に
墨
が
付
き

｢

正
□
丙[

]

春
／[

]

刋｣

と

序
末
牌
記
が
判
読
さ
れ
る
。
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
輿
図
、
后
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乙
集
首
。
庚
集
巻
二
十
四
第
二
十
五
・
二
十
六
張
、
后
甲
集
巻
三
第
四
張

欠
。
后
丙
集
目
第
五
、
四
張
錯
綴
。

首
の
み
稀
に
朱
句
点
書
入
、
后
甲
集
目
第
六
張
に

[

清]

人
墨
筆
に
て
書

状
案
書
入
。
第
五
十
二
冊
、
后
乙
集
前
の
副
葉
に

｢

此
一
冊
原
係
十
九
年

八
月
十
七
日
子
部
書
庫
検
出
所
收
／
無
號
之
書
六
冊
中
之
一
冊
送
来
庫
中

因
査
原
為
／
日
〈
一
／
二
／
三
〉
□
號
一
部
缺
短
之
冊
用
是
併
入
以
成
完

璧｣

墨
識
あ
り
。
毎
冊
首
並
に
甲
集
巻
十
、
丁
集
巻
三
、
庚
集
巻
六
、
二

十
二
、
辛
集
巻
七
、
壬
集
巻
四
、
十
、
癸
集
巻
七
、
后
丁
集
巻
四
、
六
首

に
方
形
陰
刻

｢

爰
人
／
讀
古
／
今
書｣
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

主
靜
齋｣

朱

印
記

(

盧
�
所
用)

を
存
す

(

�)

。

〈

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館

�������

〉

一
百
冊

民
国
元
年

(

一
九
一
二)

�

邦
述
題
識

新
補
香
色
表
紙

(

一
九
・
七
×
一
二
・
八
糎)

、
後
補
黄
檗
染
表
紙
。
素

絹
包
角
。
破
損
修
補
、
襯
紙
改
装
。
前
後
副
二
葉
、
宣
紙
。
熊
序
を
欠
き
、

輿
図
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
完
存
。

朱
傍
圏
書
入
、
刪
去
。
首
冊
前
副
葉
に

｢

洪
武
九
年
秋
八
月
二
十
五
日
金

／
華
宋
濂
記｣

と
署
す
る
墨
識
と

｢

景
濂｣

の	

記
を
存
す
る
が
、
本
版

刊
行
の
年
次
に
照
ら
し
て
妄
補
と
見
な
さ
れ
る

(

�)

。
第
二
冊
前
副
葉
に

｢

此

書
�
目
分
二
十
五
門
甲
集
為
諸
式
活
套
乙
集
為
冠
禮
婚
禮
丙
丁
／
二
集
為

慶
誕
慶
壽
戊
集
為
喪
禮
己
集
為
薦
悼
祭
禮
祈
禳
庚
集
為
詔
誥
表
牋
官
職
吏

道
仕
進
辛
集
為
儒
學
科
舉
壬
集
為
人
倫
人
品
／
人
事
癸
集
為
釋
教
道
教
神

祠
后
甲
集
為
天
文
時
令
地
理
后
乙
集
為
州
郡
／
后
丙
集
為
氏
族
后
丁
集
為

第
宅
器
用�
物
服
飾
后
戊
集
為
飲
食
花
木
／
禽
獣
雜
題
實
則
子
目
分
三
十
五

且
間
有
参
互
与
�
目
初
不
符
也
毎
集
／
題
下
大
半
有
木
牌
一
方
叙
本
門
事

文
編
類
之
意
書
雖
蕪

(

一
字
補
入)

繁
而
近
陋
／
然
廣
蒐
博
取
宋
人
詩
文
襍
著

藉
之
以
傳
不
獨
混
一
方
輿
勝
覧
足
／
資
攷
訂
為
可
貴
也

壬
子
八
月
津
門

閲
此

羣
碧
楼
記｣

墨
識
、
直
下
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻

｢

百
靖
齋｣

朱
印

記

(�

邦
述
自
写
自	

)

を
存
す
。
民
国
元
年
壬
子

(

一
九
一
二)

天
津

で
の
記
述
。
該
本
に
つ
い
て

『

群
碧
楼
善
本
書
目』

に
著
録
が
あ
り
、
右

の
題
識
を
引
載
す
る

(

�)

。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

羣
碧
／
樓｣

朱
印
記
、
末

尾
に
同

｢

悲
朋
堂｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣

Ｃ
一
五
・
三
六
〉

一
冊

存
丁
集

後
補
淡
藍
色
艶
出
表
紙

(

二
二
・
二
×
一
三
・
五
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼

布
し

｢
賀
壽
詩｣

と
書
す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
封
面
あ
り
、
竹
紙
印
。
丁

集
目
録
を
存
し
本
文
に
入
る
。
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巻
尾
に
新
補
附
箋
、
詩
聯
習
作
墨
書
。
首
に
方
形
陰
刻

｢

南
涯
／
臧
書｣

朱
印
記

(

安
春
根
氏
所
用)

を
存
す
。

韓
国
現
蔵
の
本
書
伝
本
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、『

韓
国
所
蔵
中
国
漢

籍
総
目』

に
拠
る
と
、
該
本
の
他
に
残
欠
二
本
を
数
え
る
の
み

(

�)

。
し
か
し

日
本
に
移
さ
れ
た
朝
鮮
朝�

印
の
諸
本
を
見
る
と
、
朝
鮮
前
期
に
一
定
の

流
通
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
、
該
本
の
如
き
は
そ
の
片
鱗
を
韓
国
に
伝
え
た

も
の
と
言
え
る
。

〈

東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
加
賀
文
庫

一
二
〇
三
七
〉

六
册

存
丙
集
后
甲
集
后
乙
集
巻
下
后
丙
集
巻
一
五
至
六
后
丁
集

后
戊
集

後
補
香
色
表
紙

(

一
九
・
五
×
一
二
・
五)

。
改
糸
、
書
背
下
辺
に
册
数

墨
書
、
二
十
四
に
至
る
。
破
損
修
補
。
丙
集
目
録
を
存
し
本
文
。
后
丙
集

巻
一
第
二
十
至
三
十
九
張
欠
。

[

室
町]

期
の
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
、
傍
線
書
入

(

傍
書
は
平
仄

を
示
す)

、
稀
に
墨
行
間
校
改
、
淡
縹
色
不
審
紙
を
附
す
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
・
成
簣
堂
文
庫
〉

一
册

存
庚
集
巻
十
至
十
七

後
補
香
色
艶
出
表
紙

(

一
九
・
三
×
一
二
・
五
糎)

左
肩
打
付
に
徳
富
蘇

峰
筆
に
て

｢

事
文
類
聚｣

、
右
下
方
に

｢

蘇
峰
珎
蔵｣

と
墨
書
、
右
肩
よ

り

｢

重
複
／

單
行
零
本｣

と
朱
書
す
。
破
損
修
補
。

外
題
下
、
首
に
双
辺
円
形
陽
刻

｢

徳
富

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。
前
見

返
し
中
央
に
同
筆
に
て

｢

此
書
明
治
卅
九
年
五
月
初
七
於
琳
琅
閣
／
得
焉

予
別
蔵
此
書
三
十
册
矣
其
為
重
／
複
或
為
補
欠
未
能
詳
之
也
暫
俟
他
／
日

可
参
験
耳

蘇
峰
閑
人｣

墨
識
、
そ
の
右
傍
に

｢

別
蔵
辛
集
自
巻
之
十

至
巻
之
十
七
／

重
複

大
正
二
五
月
念
八
朝

猪
記｣

朱
識
あ
り

(

�)

。

〈

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

〇
九
一
・
ト
二
五
七
〉
五
冊

存
庚
集
巻
十
三
至
十
五

同
巻
十
六
至
十
八
配

[

明
初]

刊
本

新
補
藍
色
表
紙

(

二
一
・
九
×
一
二
・
九
糎)

改
糸
、
淡
青
包
角
。
破
損

修
補
、
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
七
・
八
糎
。
副
葉

(

前
二
、
後
一)

宣

紙
。
首
よ
り
本
文
。

庚
集
巻
十
五
首
に
無単
辺
方
形
陰陽
刻

｢

温
印
／
�
梁｣

、
単
辺
石
形
陽
刻

｢

温

／
�束
緑
／
樓
所
臧｣

朱
印
記
を
存
す

(

�)

。

〈

京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
近
衛
本

一
〇
―
〇
四･

シ･

二
貴
〉
二
十
册

壬
集
配
同
版
本
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後
補
渋
引
漉
目
表
紙

(

一
九
・
九
×
一
二
・
七
糎)

左
肩
打
付
に

｢〈

甲〉
翰
墨
全
書
〈
幾
之
幾
〉
幾｣

と
、
書
脳
側
下
方

｢

共
廿｣

と
書
す
。
后
甲

集
巻
四
首
、
戊
集
巻
四
、
辛
集
巻
一
等
に

｢

翰
墨
巻
之
幾｣

と
墨
書
し
た

打
曇
り(

天
藍
、
或
い
は
紫)

題
簽
を
差
挟
む
。
押
し
八
双
あ
り
。
改
糸
。

破
損
修
補
。
首
葉

[
近
衛
家
煕]

筆
に
て
鈔
補

｢

新
�
翰
墨
大
全
序｣

以

下
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字

(

後
出
の
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

に
拠
る
か
、
陽
明
文
庫
蔵
本
を
存
す)

。
熊
序

(

有
牌
記)

、
総
目
、
輿
図

(

首
葉
天
地
錯)

、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
甲
集
、
后
甲
集
の
順
に
排
す
。

后
甲
集
巻
一
第
四
張
、
乙
集
目
第
一
・
二
張
、
巻
八
第
十
一
・
十
二
張
、

后
乙
集
巻
上
第
五
十
一
・
五
十
二
張
、
巻
下
第
七
十
九
張
、
丙
集
巻
一
第

二
張
、
后
丙
集
巻
五
第
十
八
張
、
丁
集
巻
二
第
二
十
一
張
、
己
集
巻
二
第

十
七
張
、
辛
集
巻
二
第
二
十
一
張
、
巻
十
第
二
十
二
張
、
癸
集
巻
三
第
二

十
一
張
欠
。
乙
集
目
第
一
張
、
庚
集
巻
二
十
四
第
二
十
六
張
、
癸
集
巻
五

第
二
十
二
張
は
熊
序
別
手
鈔
補
。
后
乙
集
巻
中
第
三
十
一
、
三
十
張
、
丙

集
巻
一
第
五
張
を
第
二
張
の
位
に
錯
綴
、
己
集
巻
一
第
十
二
、
第
十
三
張

間
に
第
二
十
張
重
綴
。

間
々
朱
標
合
傍
点
、
標
圏
、
巻
首
版
心
上
標
柱
、
別
朱
標
圏
、
標
竪
句
点
、

欄
上
校
注
書
入
あ
り
。
丁
集
巻
五
第
七
・
八
張
間
に

｢

滅
字｣

墨
書
方
簽

を
差
挟
む
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

近
衛
藏｣

、
毎
冊
見
返
し
中
央

に

｢

陽
／
明
／
藏｣

朱
印
記
を
存
す

(

�)

。

該
本
で
は
中
途
の
巻
々
で
、
巻
尾
直
前
の
張
子
を
欠
く
場
合
が
散
見
さ

れ
、
版
心
の
張
数
も
そ
れ
に
合
せ
、
不
全
本
と
は
見
え
な
い
よ
う
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
板
木
を
�
改
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
部
本
文
の
刪
去
を

固
定
す
る
意
味
で
一
種
の
修
刻
と
見
な
せ
る
が
、
そ
の
認
定
に
迷
う
点
も

あ
り
、
暫
時
欠
張
の
状
態
を
列
記
し
た
。

〈

京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
近
衛
本
一
〇
―
〇
四
・
シ
・
二
貴
の
う
ち
〉

存
壬
集

二
十
册
中
、
第
十
八
の
一
册
は
同
版
別
伝
本
に
係
る
。
大
き
さ
二
〇
・
一

×
一
二
・
九
糎
、
書
背｢

一
之
二
十｣

墨
書
。
末
尾
に｢

廿
册
之
内[

]

玄
賞
私｣

墨
識
あ
り
。
全
体
に
つ
い
て
は
前
項
参
照
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

三
三
一
七
〉

五
十
三
冊

欠
甲
集
巻
一
七
至
十
乙
集
巻
七
丁
集
庚
集
巻
十
四
至
十
七

二
十
至
二
十
二
辛
集
巻
三
至
五
后
甲
集
巻
七
至
八
后
乙
集
巻

中
后
戊
集
巻
六
至
七

[

后]

丁
集
巻
三
至
八
重
配
同
版
本

明
倪
元
�路
清
張
玉
書
陸
時
化
張
金
吾
張
蓉
鏡
瞿
紹
基
旧
蔵

新
補
黄
色
銀
砂
子
散
表
紙

(

一
九
・
一
×
一
二
・
八
糎)

右
肩
打
付
に
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｢
某
集
幾｣

等
と
書
す
。
襯
紙
改
装
。
見
返
し
白
紙
、
前
後
副
葉
。
朱
よ

り
本
文
。
甲
集
巻
十
一
第
一
至
六
張
、
壬
集
巻
十
二
第
六
張
、
后
乙
集
巻

上
第
三
十
四
張
以
下
欠
。
壬
集
の
欠
張
に
同
版
別
本
辛
集
巻
八
第
十
三
張

を
、
丁
集
の
位
次
に
は
同
版
別
本
后
丁
集
巻
三
至
八
二
冊
を
重
配
し
、
後

者
に
は
集
目

｢

后｣
字
を
墨
滅
し
た
。

第
四
、
六
冊
、
丙
集
巻
一
、
第
四
十
一
冊
、
后
乙
集
巻
下
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

倪｣

、
方
形
陰
刻

｢
元
�路｣

印
記
、
首
、
第
三
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

張
玉
書
／
過
眼｣

朱
印
記
、
第
一
、
三
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

墨
／

莊｣

朱
印
記

(

陸
時
化
所
用)

、
第
六
冊
及
び
毎
集
首
に
同

｢

永
／
莊｣

印
記
、
首
、
第
二
・
三
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢
張
金
／
吾
臧｣

朱
印
記
、
第

二
、
四
十
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

文
／
鳳
堂｣
印
記
、
第
二
冊
首
に
方

形
陰
刻
不
明
印
記
、
第
二
、
五
冊
首
、
第
四
、
八
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

虞
山
張
蓉
／
鏡
監
臧｣

、
第
二
冊
尾
に
同

｢

得
者
／
須
愛
／
護｣
、
第
六

冊
、
丙
集
巻
二
、
后
甲
集
巻
一
、
第
四
十
一
冊
首
に
方
形
陰
刻｢
蓉
／
鏡｣

、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

芙
川
／
鑒
定｣

、
第
八
冊
、
后
甲
集
巻
五
尾
、
第
四
十

四
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

味
／
經｣

、
第
四
十
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

在

處
有
／
神
物
／
護
持｣

、
第
四
十
二
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

蓉
鏡
／
過
眼｣

、

第
四
十
八
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

蓉
鏡
／
珍
臧｣

、
第
四
十
九
冊
首
に

同

｢

虞
山
張
／
蓉
鏡
芙
／
川
信
印｣

印
記

(

九
顆
、
張
蓉
鏡
所
用)

、
第

二
、
六
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

鐵
琴
銅
／
劍
樓｣

、
第
二
、
四
十
四
、
四
十

八
冊
首
に
同

｢

月
宵｣

印
記

(

二
顆
、
瞿
紹
基
所
用)

を
存
し
、
辛
集
巻

八
第
二
十
張
に

｢

敬
緘｣

印
記
を
散�

す
。
第
三
十
三
冊
首
に

｢

癸
集
十

一
巻
六
本
全
／
此
書
月
翁
所
藏
丙
戌
年
以
洋
／
銀
三
十
元
得
之
珎
藏[

(

破)]

／
丙
午
十
二
月
書
友
十
九
日
書
友
陳
姓
／
以
不
全
本
来
售
取
出
再
理
并
／

書
冊
首

芙
川
又
記｣

、
第
四
十
九
冊
尾
に

｢

琴
川
小
琅
�
清
�
張
氏
藏｣

識
。
丙
戌
は
清
道
光
六
年

(

一
八
二
六)

か
。

こ
の
本
、『

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
宋
元
本
書
目』

子
部
類
書
類
に

｢

新
編
事

文
類
聚
翰
墨
全
書
一
百
二
十
七
卷
〈
元
刊
本〉｣

と
し
て
著
録
、｢

丁
集
八

卷｣

と
す
る
の
は
重
配
偽
装
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『

鉄
琴
銅
剣
楼
書

影』

に
第
二
冊
、
甲
集
巻
五
首
の
影
像
を
収
め
、
附
録
の
識
語
巻
三
に

｢

大
�
十
一
年
麻
沙
坊
刻
本
也｣

｢

舊
爲
愛
日
精
廬
藏
本｣

等
と
記
す

(

�)

。
後

人
の

『

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
題
跋
集
録』

巻
三
、
子
部
に
、
右
の
第
三
十
三

冊
首
の
識
語
を
録
す
る
。
こ
の
識
語
の
通
り
と
す
れ
ば
、
癸
集
に
も
別
本

相
配
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
俄
か
に
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

〈
上
海
図
書
館

七
七
四
二
八
〇
―
五
〉

六
冊

存
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻

清
瞿
紹
基
旧
蔵

新
補
紫
色
艶
出
表
紙

(

二
四
・
七
×
一
五
・
三
糎)

。
改
糸
。
裏
打
修
補
、
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金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
九
・
九
糎
。
見
返
し
、
副
葉
宣
紙
。
目
首
五
葉

鈔
補
、
首
題

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覽
總
目｣

、
次
で
本
文
。
毎
巻
首
尾
題

下
集
目
刪
去

(

版
心
作

｢

后
乙｣)

。

末
尾
に
方
形
陰
刻

｢

瞿
氏
鑒
／
臧
金
石
記｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

恬
裕
／

齋
臧｣

朱
印
記

(
二
顆
、
瞿
紹
基
所
用)

を
存
す

(

�)

。

以
下
の
伝
本
は
、
残
欠
の
た
め
印
刷
の
先
後
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
便
宜
本
版
の
末
尾
に
列
す
る
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

Ｎ
Ｃ
・
九
二
九
八
・
七
二
〇
四
〉

四
册

存
丁
集
巻
一
至
四

清
方
功
恵
旧
蔵

新
補
藍
色
金
切
箔
散
表
紙

(

二
二
・
五
×
一
三
・
七
糎)
、
黄
絹
包
角
。

金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
一
七
・
八
糎
。
料
紙
に
古
色
を
添
加
す
。
見
返
し
、

副
葉

(

前
二
、
後
一)

宣
紙
。
丁
集
目
録
を
存
し
本
文
。

稀
に
墨
傍
点
、
欄
上
校
注
書
入
。
首
冊
前
副
第
二
葉
前
半
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

十
年
作
吏
仍
餬
／
口
百
金
購
書
／
收
散
亡
老
矣
不
／
能
窮
蠹
簡
一
廛

／
幽
僻
得
深
臧｣

朱
印
記

(

方
功
恵
所
用)

、
首
及
び
毎
巻
首
に
単
辺
方

形
陽
刻

｢

燕
京
大
／
學
堂
圖
／
書
館｣

朱
印
記
、
首
冊
前
表
紙
に
同

｢

燕

京
大
／
學
圖
書
／
館
臧
印｣

紅
印
記
を
存
す
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
書
の
う
ち
〉

存
壬
集

日
本
伝
来
本

二
十
冊
中
、
第
十
一
・
十
二
の
二
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
封
面
あ
り
、
竹

紙
印
。[

室
町]

朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
、
欄
上
墨
校
補
注
書
入
。

清
楊
守
敬
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]

刊
本
の
頃
参
照
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

〇
三
一

.

八
五
九
・
五
〇
九
一
の
う
ち
〉

存
后
戊
集
巻
三
至
六
后
乙
集
巻
中

九
冊
中
、
第
四
、
五

(

前
半)

、
六
の
三
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
后
乙
集

巻
中
第
四
十
八
、
四
十
七
張
錯
綴
。
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]

刊
大
全

本
の
項
参
照
。

〈

南
京
大
学
図
書
館

五
六
・
一
五
二
八
五
の
う
ち
〉

存
庚
集
巻
一
至
三
十
七
至
二
十
四
后
丙
集
巻
四
至
六

七
十
五
冊
中
、
第
二
十
八
、
三
十
三

(

後
半)

至
三
十
六
、
六
十
五
の
六

冊
は
本
版
に
当
た
る
。
全
体
に
つ
い
て
は[

明
初]

刊
大
全
本
の
項
参
照
。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
三
の
う
ち
〉

存
乙
集
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七
十
九
冊
中
、
第
十
三
至
十
七
冊
の
五
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
清
汪
士
鐘

旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]

刊
大
全
本
の
項
を
参
照
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

七
五
五
六
の
う
ち
〉

存
丁
集
巻
二
五
后
甲
集
巻
二
至
八
后
乙
集
巻
下
后
丙
集
巻
一

后
丁
集
巻
一
至
四
六
至
八
后
戊
集
巻
七

清
銭
曽
旧
蔵

三
十
五
冊
中
、
第
六
至
七
、
二
十
二
至
三
十
五
の
十
六
冊
は
本
版
に
当
た

る
。
后
甲
集
巻
八
第
一
至
十
五
張
、
后
乙
集
巻
下
第
三
十
五
至
五
十
三
張

欠
。
後
印
本
。
后
丙
集
首
に
方
形
陰
刻

｢
錢
曾
／
之
印｣

、
単
辺
方
形
陽

刻

｢

遵
／
王｣

印
記

(

銭
曽
所
用)

、
后
甲
集
巻
五
、
后
乙
集
巻
下
、
后

丙
集
首
に
同

｢

七
峯｣

印
記
を
存
す
。
但
し

『

述
古
堂
書
目』

に
は
見
え

な
い
。
民
国
張
元
済
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]
刊
大
全
本
の

項
を
参
照
。

〈

上
海
図
書
館

七
九
五
六
九
四
―
七
六
三
の
う
ち
〉

存
庚
集
巻
一
至
十
四
十
九
至
二
十
四
辛
集
巻
一
至
三
癸
集
巻

三
后
甲
集
后
乙
集
巻
中
至
下

七
十
冊
中
、
第
十
八
至
二
十
二
、
二
十
四
至
二
十
八
前
半
、
三
十
六
、
四

十
一
至
四
十
四
、
四
十
八
至
五
十
三
の
二
十
一
冊
は
本
版
に
係
る
。
后
甲

集
目
録
第
一
至
二
張
は
鈔
補
。
癸
集
巻
三
は
重
配
に
当
た
る
。
第
五
十
三

冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

學
義
／
□
家｣

朱
印
記
を
存
す
。
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]

刊
正
統
元
年
修
本
の
項
参
照
。

〈

北
京
大
学
図
書
館
・
李
氏
木
�犀
軒
旧
蔵
書

六
〇
の
う
ち
〉

存
乙
丙
集

四
十
冊
中
、
第
五
至
十
二
の
八
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
丙
集
巻
五
第
六
張

欠
。
李
盛
鐸
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は

[

明
初]

刊
正
統
元
年
修
本
の

項
参
照
。

〈

静
嘉
堂
文
庫
・
竹
添
井
井
旧
蔵
書

一
〇
二
・
一
五
の
う
ち
〉

存
丙
戊
后
甲
集
后
丙
集
巻
三
至
六

四
十
七
冊
中
、
第
五
至
七
、
十
八
至
十
九
、
二
十
二
至
二
十
三
、
二
十
八

至
二
十
九
の
九
冊
は
本
版
後
印
本
に
当
た
る
。
第
十
八
冊
首
、
第
十
九
冊

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

李
氏
／
�出
顯｣

、
鼎
形
陽
刻

｢

直
／
�｣

朱
印
記
、

第
十
九
冊
尾
に

｢

□
□
／
後
裔｣

朱
印
記
を
存
す
。
増
島
蘭
園
旧
蔵
本
、

全
体
に
つ
い
て
は
本
版
早
印
本
の
項
参
照
。

〈

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
五
の
う
ち
〉
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癸
集
巻
六
至
十
一

朝
鮮[

李]

元
禄
旧
蔵

二
十
二
册
中
、
第
十
五
册
末
と
第
十
六
册
は
本
版
後
印
本
に
当
た
る
。
襯

紙
改
装
、
原
紙
高
約
一
九
・
五
糎
。
第
十
六
册
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�

／
水｣

、
方
形
陰
刻

｢

廷
／
瑞｣

朱
印
記
を
存
す
。
李
元
禄
、
字
廷
瑞
、

朝
鮮
京
畿
道
徳
水
の
人
、
中
宗
九
年

(

一
五
一
四)

生
、
同
三
十
五
年
に

乙
科
及
第
、
学
官
と
し
て
顕
わ
れ
士
類
の
党
争
に
関
与
し
た
。
宣
祖
七
年

(

一
五
七
四)

歿
。
林
家
、
昌
平
黌
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は
本
版
早

印
本
の
項
参
照
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

三
三
一
七
の
う
ち
〉

存

[

后]

丁
集

五
十
三
冊
中
、
第
十
一
、
十
二
の
二
册
は
同
版
後
印
本
に
当
た
る
。
前
述

の
通
り
、
后
丁
集
木
牌
の

｢

后｣

字
を
削
り
、
欠
け
て
い
る
丁
集
の
位
次

に
重
配
妄
補
し
た
も
の
。
全
体
に
つ
い
て
は
本
版
早
印
本
の
項
参
照
。

右
の
他
、
実
見
を
経
な
い
が
、『

国
立
中
央

図
書
館
善
本
書
目
増
訂
二
版』

史
部
地
理
類

に｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覽
三
卷
三
冊

元
不
著
�
人

明
刊
黒
口
巾
箱
本
〃

清
同
治
間
劉
履
芬
手
書
題
記｣

と
見
え
る
一
本
は
、『

国
立
中
央

図
書
館
善
本
書
跋

真
跡』

に
載
せ
る
書
影
等
に
拠
れ
ば
、
本
版
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た

『

北

京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊』

第
二
十
二
収
録
さ
れ
、
郭
声
波
氏

『

大
元
混

一
方
輿
勝
覧』

上
冊
五
〇
頁
に
掲
げ
る
北
京
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

『

聖

朝
混
一
方
輿
勝
覧』

(

七
四
三
五)

は
、
本
版
后
乙
集
の
後
印
本
で
あ
る
。

周
心
慧
氏
主
編

『

明
代
版
刻
図
釈』

に
載
せ
る
本
書
の
明
初
刊
本
と
、

『

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧』

明
初
刊

『

事
文
類
聚
翰
墨
全
書』

本
の
巻
首
書

影
も
同
版
、
呉
希
賢
氏
編

『

歴
代
珍
稀
版
本
経
眼
図
録』

明
代
版
本
に

｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覽
三
卷
／
佚
名
�
。
元
末
明
初
刻
巾
箱
本｣

｢

新
編
事

文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
至
癸
集
／
元
劉
應
李
�
。
明
初
刻
本｣

と
録
す
る

も
の
も
本
版
に
係
る
。
さ
ら
に
上
海
国
際
商
品
拍
売
有
限
公
司
主
催
の
二

〇
〇
二
年
秋
季
藝
術
品
拍
売
会
目
録
Ｄ
五
六
に
見
え
る
本
書
庚
集
巻
十
三

至
十
六
の

｢

元
刻
元
印
本｣

と
称
す
る
も
の
も
同
版
。

前
二
版
は
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
版
式
字
様
も
酷
似
す
る
た
め
、
目
録
や

簡
単
な
解
題
の
み
か
ら
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『

中
国
古
籍
善
本

書
目』

に
録
す
る
首
都
図
書
館
蔵
残
欠
本
、
河
南
省
図
書
館
蔵
残
欠
本
も
、

両
者
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
方
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

同

大
全

明
正
徳
元
年

(

一
五
〇
六)

刊

(

王
氏
善
敬
書
堂)

翻

[
明
初]

刊
本
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本
版
は
改
編
十
五
集
の

[

明
初]

刊
本
を
基
に
、
本
書
旧
本
以
来
の
毎

行
二
十
四
或
い
は
二
十
二
字
の
款
式
を
、
初
め
て
二
十
六
或
い
は
二
十
八

字
に
改
め
た
翻
版
で
あ
る
。
ま
た
毎
巻
の
題
目
は

｢

大
全｣

に
変
え
た
。

こ
の
点
は
原
編

[
明
初]

刊
本
に
類
す
る
が
、
本
文
は
全
く
改
編
十
五
集

本
に
当
た
っ
て
い
る
。
本
書
の
末
流
に
近
い
が
、
同
系
の
本
文
で
は
比
較

的
伝
存
が
少
な
い

(

図
版
十
九
至
二
十
参
照)

。

先
ず
熊
序(

四
張)

、
首
題｢
新
�
翰
墨
大
全
序｣

、
次
行
よ
り
本
文(

楷書)

、

毎
半
張
六
行
、
毎
行
十
二
字
。
尾
題

｢
翰
墨
大
全
序
〈
畢〉｣

。

次
で
総
目

(

一
張)

、
首
題

｢

事
文
類
聚
翰
墨
大
全
�
目｣

、
題
目
の
他

[

明
初]

刊
本
と
同
内
容
、
同
款
式
。

次
で
輿
図

(

一
四
張)

、[

明
初]

刊
本
と
同
内
容
で
あ
る
が
、
首

｢

混
一

諸
道
之
圖｣

牌
記
を
亜
形
に
、
地
名
牌
記
を
双
辺
と
し
、
長
城
を
示
す
符

号
に
具
象
性
を
増
し
た
他
、
山
野
の
描
写
に
も
小
異
が
あ
る
。

次
で
甲
集
目
録
、
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
目
録

(

隔
数
格

)
甲
集

(

墨
囲
陰
刻)

(

跨行)｣

、
次
行
花
口
魚
尾
圏
発
下
に
二
格
を
低
し
巻
数
、
次
行
三

格
を
低
し
門
目
、
次
行
四
格
を
低
し
類
目

(

墨
囲
陰
刻)

を
標
し
て
、
次
行
よ

り
細
目
を
列
す
。
尾
題
、
首
に
同
じ
。

巻
首
題｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
巻
之
一(

隔
五
格

)

甲
集(

双
辺
墨

囲
陰
刻)

(

跨行)

／

(

低
九
格

)

前
郷
貢
進
士
省
軒
劉

應
李

希
泌

編｣
(

編
者
名
は
首
の

み)

、
次
行
花
口
魚
尾
圏
発
下
に
二
格
を
低
し

｢

諸
式
門

事
類｣

等
と

門
類
目
、
次
行
五
格
を
低
し

｢

書
奏
式｣

等
編
目
、
同
行
下
よ
り
細
目
を

列
し
、
次
行
よ
り
低
四
格
に
前
言
を
置
き
、
次
行
よ
り
本
文
。
体
式

[

明

初]

刊
本
に
同
じ
。

四
周
双
辺

(

二
〇
・
〇
×
一
二
・
六
糎)

有
界
、(

事)

毎
半
張
十
二
行
、

毎
行
二
十
六
字
、(

文)

毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十
八
字
。
版
心
、
上

辺
題

｢

翰
墨
大
全｣

、
中
黒
口

(

下
接
外
周)

、
双
線
黒
魚
尾

(

不
対
向

)

上
尾
下
題

｢

啓
甲
集
幾
巻｣

等
、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大

全
巻
之
一

(

大
字
跨
行)｣

等
。

大
尾
題
前
に
双
辺
有
界｢

正
徳
丙
寅
三
槐
王
／
氏
善
敬
書
堂
新
�｣

牌
記
。

王
氏
善
敬
書
堂
は
底
本

[

明
初]

刊
本
後
修
者
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
同

本
の
章
節
並
に
注

(

��)

参
照
。

本
版
の
内
容
と
組
織
編
成
は
全
て
底
本
の
儘
で
あ
る
か
ら
、
重
ね
て
一

覧
を
掲
出
す
る
煩
を
避
け
、
以
下
に
毎
巻
の
張
数
の
み
を
記
す
。

甲
集
、
目
録

(

八
張)

、
巻
一

(

二
一
張)

、
巻
二

(

九
張)

、
巻
三

(

一

〇
張)

、
巻
四

(

二
〇
張)

、
巻
五

(

二
〇
張)

、
巻
六

(

一
二
張)

、

巻
七

(

八
張)

、
巻
八

(

一
七
張)

、
巻
九

(

一
三
張)

、
巻
十

(

九

張)
、
巻
十
一

(

一
四
張)

、
巻
十
二

(

二
〇
張)

乙
集
、
目
録

(
四
張)

、
巻
一

(

一
六
張)

、
巻
二

(

七
張)

、
巻
三

(

一
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二
張)

、
巻
四

(

六
張)

、
巻
五

(

一
五
張)

、
巻
六

(

一
六
張)

、
巻

七
(

二
八
張)

、
巻
八

(

二
四
張)

、
巻
九

(

一
〇
張)

丙
集
、
目
録

(

三
張)

、
巻
一

(

五
張)

、
巻
二

(

一
七
張)

、
巻
三

(

九

張)

、
巻
四

(

三
二
張)

、
巻
五

(

一
五
張)

丁
集
、
目
録

(
三
張)
、
巻
一

(

一
四
張)

、
巻
二

(

二
二
張)

、
巻
三

(

八
張)

、
巻
四

(
一
七
張)

、
巻
五

(

七
張)

戊
集
、
目
録

(

三
張)

、
巻
一

(

一
三
張)

、
巻
二

(

一
七
張)

、
巻
三

(

一
二
張)

、
巻
四

(

二
八
張)
、
巻
五

(

一
八
張)

己
集
、
目
録

(

四
張)

、
巻
一

(

一
八
張)
、
巻
二

(

一
八
張)

、
巻
三

(

一
六
張)

巻
四

(

八
張)

、
巻
五

(

九
張)
、
巻
六

(

一
九
張)

、
巻

七

(

一
六
張)

庚
集
、
目
録

(

一
一
張)

、
巻
一

(

二
張)

、
巻
二

(
九
張)
、
巻
三

(

五

張)

巻
四

(

七
張)

、
巻
五

(

六
張)

、
巻
六

(

一
二
張)
、
巻
七

(

一
三
張)

、
巻
八(

一
一
張)

、
巻
九(

一
五
張)

、
巻
十(
一
二
張)

、

巻
十
一

(

一
一
張)

、
巻
十
二

(

一
一
張)

、
巻
十
三

(

一
三
張)
、

巻
十
四

(

九
張)

、
巻
十
五

(

五
張)

、
巻
十
六

(

七
張)

、
巻
十
七

(

一
六
張)

、
巻
十
八

(

八
張)

、
巻
十
九

(

一
二
張)

、
巻
二
十

(

一

九
張)

、
巻
二
十
一

(

一
二
張)

、
巻
二
十
二

(

一
二
張)

、
巻
二
十

三

(

六
張)

、
巻
二
十
四

(

二
二
張)

辛
集
、
目
録

(

五
張)

、
巻
一

(

八
張)

、
巻
二

(

一
九
張)

、
巻
三

(

一

五
張)

巻
四

(

八
張)

、
巻
五

(

五
張)

巻
六

(

五
張)

、
巻
七

(

一

二
張)

、
巻
八

(

二
〇
張)

、
巻
九

(

一
三
張)

、
巻
十

(

一
九
張)

壬
集
、
目
録

(

七
張)

、
巻
一

(

九
張)

、
巻
二

(

一
六
張)

、
巻
三

(

七

張)

巻
四

(

一
二
張)

、
巻
五

(

七
張)

、
巻
六

(

一
〇
張)

、
巻
七

(

一
〇
張)

、
巻
八

(

一
五
張)

、
巻
九

(

一
〇
張)

、
巻
十

(

五
張)

、

巻
十
一

(

一
六
張)

、
巻
十
二

(

五
張)

癸
集
、
目
録

(

八
張)

、
巻
一

(

九
張)

、
巻
二

(

一
一
張)

、
巻
三

(

二

〇
張)

巻
四

(

一
三
張)

、
巻
五

(

二
〇
張)

、
巻
六

(

一
〇
張)

、

巻
七

(

七
張)

、
巻
八

(

一
五
張)

、
巻
九

(

一
一
張)

、
巻
十

(

二

二
張)

、
巻
十
一

(

一
八
張)

后
甲
集
、
目
録

(

六
張)

、
巻
一

(

二
二
張)

、
巻
二

(

六
張)

、
巻
三

(

一
四
張)

巻
四

(

一
四
張)

、
巻
五

(

七
張)

、
巻
六

(

七
張)

、
巻

七

(

九
張)

、
巻
八

(

二
五
張)

后
乙
集
、
目
録

(

九
張)

、
巻
上

(

六
一
張)

、
巻
中

(

六
九
張)

、
巻
下

(

六
六
張)

后
丙
集
、
目
録

(

一
二
張)

、
巻
一

(

三
八
張)

、
巻
二

(

四
八
張)

、
巻

三

(
三
一
張)

、
巻
四

(

二
三
張)

、
巻
五

(

一
九
張)

、
巻
六

(

一

二
張)
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后
丁
集
、
目
録

(

六
張)

、
巻
一

(

三
張)

、
巻
二

(

一
二
張)

、
巻
三

(
一
二
張)

、
巻
四

(

一
〇
張)

、
巻
五

(

一
三
張)

、
巻
六

(

八
張)

、

巻
七

(
四
張)

、
巻
八

(

一
六
張)

后
戊
集
、
目
録

(

八
張)

、
巻
一

(

一
四
張)

、
巻
二

(

二
二
張)

、
巻
三

(

九
張)

、
巻
四

(

九
張)

、
巻
五

(

一
一
張)

、
巻
六

(

一
六
張)

、

巻
七

(

一
〇
張)
、
巻
八

(

一
六
張)

、
巻
九

(

一
〇
張)

本
版
は
本
文
上
、[

明
初]
刊
本
の
忠
実
な
翻
版
で
あ
っ
て
、
そ
の
文

字
は
、
技
術
的
問
題
か
ら
若
干
の
誤
字
を
加
え
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
特

に
考
証
す
べ
き
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
次
に
伝
本
の
情
況
を
示
す
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

□
〇
三
一

.

三
五
・
七
二
〇
四
〉

四
十
四
冊

欠
庚
集
巻
一
至
三
七
至
九
辛
集
巻
九
至
十
壬
集
巻
三
至
八
后

甲
至
后
戊
集

民
国
莫
伯
驥
旧
蔵

新
補
淡
青
気
泡
文
表
紙

(

二
五
・
〇
×
一
五
・
二
糎)

。
改
糸
。
裏
打
修

補
、
天
地
截
断
。
見
返
し
宣
紙
、
前
後
副
葉
、
丹
紙
を
差
挟
む
。
熊
序
、

甲
集
目
録
、
輿
図

(

第
十
四
至
一
張
と
錯)

を
存
し
本
文
。
牌
記
欠
。

間
々
朱
墨
竪
句
点
、
標
句
圏
、
傍
線
、
欄
上
校
批
注
、
別
手
朱
墨
校
注
、

校
改
、
批
注
、
別
手
紅
筆
句
点
、
句
圏
、
校
改
、
欄
上
批
注
書
入
あ
り
。

首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
朱
印
記
、
大
尾
に
方
形
陰
刻｢

枕
石
／
漱
流｣

朱
印
記
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

□
□
／
傳
經
／
之
家｣

朱
印
記
、
同

｢

東
莞
莫
／
伯
驥
號
／
天
一
藏
／
書
之
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

復
旦
大
学
図
書
館

一
八
八
四
一
六
―
二
三
〉

八
冊

存
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻

清
陳
�亶
移
録
銭
大
�
跋
趙
宗
建
沈
曽
植
旧
蔵

新
補
藍
色
表
紙

(

二
四
・
八
×
一
五
・
〇
糎)

。
改
糸
。
又
後
補
淡
黄
色

艶
出
銀
砂
子
散
表
紙
、
左
肩
打
付
に

｢

元
混
一
方
輿
勝
覽

(

篆書)｣

と
書

す
。
襯
紙
改
装
。
前
後
新
補
副
葉
、
さ
ら
に
旧
時
の
宣
紙
見
返
し
と
副
葉

を
存
す
。
后
乙
集
目
録
を
存
し
本
文
、
目
録
首
題
は
元
来

｢

新
編
事
文
類

聚
翰
墨
大
全
方
輿
目
録｣

で
あ
る
が
、
該
本
で
は

｢

新
編[

聖
朝
混
一
方

輿
勝
覽]

目
録｣

と
、
原
文
八
字
刪
去
、
同
じ
く
刪
去
し
た
本
文
巻
尾
題

目
の
文
字
を
貼
り
合
せ｢

翰
墨
大
全｣

等
の
文
字
を
隠
し
た
。
巻
下
第
三
、

二
張
錯
。

墨
傍
句
点
、
傍
圏
、
行
間
補
注
校
改
書
入
、
但
し
欄
上
の
文
字
は
刪
去
さ

れ
た
。
首
冊
旧
前
見
返
し
前
半
に

｢

元
混
一
方
輿
勝
覽
三
巻
無
簒
人
姓
名

蓋
建
安
栞
本
其
文
簡
核
今
�
流
傳
甚
尠
／
元
史
地
理
志
大
都
路
領
州
十
此

云
州
九
者
龍
慶
州
本
縉
山
縣
屬
上
都
路
之
奉
／
聖
州
延
祐
三
年
始
升
爲
州

故
也
成
宗
紀
至
元
三
十
一
年
復
立
平
陽
之
�
城
／
陵
川
等
縣
蓋
元
初
二
縣

― 306 ―



曾
廢
此
書
澤
州
無
陵
川
縣
解
州
無
�
城
縣
可
證
／
其
刊
於
世
祖
朝
而
書
中

又�

書�

中�

又
有
冀
寧
晉
寧
之
名
係
大
悳
中
所
改
則
刊
／
成
之
後
別
有
改
易
要

皆
隨
時
�
損
爲
之
以
致
體
例
不
合
也
大
寧
路
有
霍
州
／
景
州
史
志
無
之
此

書
亦
未
詳
其
沿
革
姑
記
之
以
俟
攷
／

(

低
三
格

)

右
録
嘉
定
錢
辛
�
少
�
事

元
混
一
方
輿
勝
覽
跋｣
墨
識
あ
り
、
次
行
下
単
辺
方
形
陽
刻

｢

簡
莊
／
�

文｣
｢(

上層)
(

毎
字
改
行)

仲
魯
圖
象
／

(

下層)
(

肖
像)｣

朱
印
記

(

二
顆
、
陳

�亶
所
用)

を
存
す
。
即
ち
陳
�亶
が
銭
大
�
の
跋
を
引
録
し
た
も
の
で
あ
る

(

	)

。

首
に
方
形
陰
刻

｢

得
此
書
費
／
辛
苦
後
之
／
人
其
監
我｣

朱
印
記
、
単
辺

方
形
陽
刻

｢

庚
申
以
／
後
次
侯
／
所
得｣
朱
印
記

(

趙
宗
建
所
用)

、
旧

前
副
葉
前
半
に
方
形
陰
刻

｢

子
培
／
父｣

、
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
、
方
形

陰
刻

｢

海
日
／

｣

、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

植｣
、
同

｢

霞
秀
／
景
飛
／

之
室｣

朱
印
記

(

五
顆
、
沈
曽
植
所
用)

を
存
す
る
他
、
毎
巻
尾
に
単
辺

方
形
陽
刻

｢

歙
西
長
／
塘
鮑
氏
知
不
足
齋
／
臧
書
印｣

朱
印
記
あ
り
。
目

首
題
下
集
目
刪
去
、
補
紙
上
に

｢

子
／
晉｣

�

印
偽
装
。
同
様
に
巻
首
題

下
に

｢

季
滄
葦
／
臧
書
印｣

｢

毛｣
｢

晉｣
｢

毛
�
／
之
印｣

｢

錢
江
何
／
氏

夢
華
／
館
臧｣
�

印
偽
装

(

�)

。

又

後
修

本
版
伝
存
本
に
は
、
巻
中
に
字
様
の
異
な
っ
た
補
刻
の
張
子
を
含
む
後

印
本
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
熊
序
を
新
刻
、
首
題

｢

序｣

、
毎
半
張
七
行

の
新
版
三
張
と
し
て
一
張
を
減
じ
、
ま
た
乙
集
巻
五
第
三
・
四
張
、
丁
集

巻
二
第
一
・
二
張
、
庚
集
巻
十
二
第
三
張
、
巻
十
七
第
五
張
、
巻
十
八
第

一
張
等
に
、
方
匠
体
の
字
様
に
変
わ
っ
た
補
刻
の
張
子
も
現
れ
る
か
ら
、

以
下
の
伝
本
は
後
修
本
と
見
な
し
区
別
し
た
。
た
だ
こ
れ
ら
は
一
時
に
補

刻
印
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
補
刻
の
情
況
は
伝
本
に
よ
り
一
定

し
な
い
。
し
か
も
階
梯
を
踏
ん
で
増
加
す
る
底
で
は
な
く
、
相
互
に
独
自

の
補
刻
箇
所
を
有
し
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
以
下
に
は
刷
り
の
先
後
を
参
考
と
し
、
段
階
を
設
け
ず
後
修
本
と
し

て
一
括
す
る

(

)

。

〈

台
北
・
国
家
図
書
館

〇
七
九
三
五
〉

六
十
四
冊

清
李
之
�旬
旧
蔵

後
補
淡
黄
色
表
紙

(

二
四
・
四
×
一
五
・
〇
糎)

。
改
糸
。
襯
紙
改
装
。

見
返
し
丹
紙
、
副
葉
宣
紙
。
首
に
熊
序

(

補
刻
三
張)

、
甲
集
目
録
を
存

し
本
文
。
甲
集
巻
五
第
十
八
・
十
九
張
鈔
補
。
牌
記
欠
。

首
に
楕
円
形
龍
文
辺
欄
中
方
形
陰
刻

｢

延
古
堂
李
氏
珍
臧｣

朱
印
記
、
巻

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

�
石
齋｣

朱
印
記

(

銭
儀
吉
所
用
歟)

を
存
す

(

�)

。
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〈
国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
二
〉

二
十
一
冊

欠
庚
集
巻
十
九
至
二
十
四

香
色
表
紙

(
二
三
・
九
×
一
四
・
二
糎)

左
肩
打
付
に

｢

翰
墨
大
全
幾｣

等
と
、
右
肩
よ
り
門
目
を
書
す
。
首
冊
の
み
書
脳
側
上
方
に｢

落
丁
一
枚｣

、

下
方
に

｢

全
二
十
一｣
と
書
す
。
改
糸
。
破
損
修
補
、
天
地
截
断
。
熊
序

(

原
刻
四
張)

、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
乙
集
巻
五
第
三
・

四
張
、
庚
集
巻
十
二
第
三
張
、
巻
十
七
第
五
張
、
巻
十
八
第
一
張
補
刻
。

庚
集
目
第
七
張
後
半
至
十
一
張

(
欠
巻
部
に
対
応)

、
辛
集
巻
九
第
十
二

張
を
欠
く
他
、
末
尾
の
張
子
を
欠
く
巻
多
し
。
そ
の
直
前
の
版
心
張
数
に

墨
を
付
け
ず
、
不
全
を
隠
す
。
牌
記
を
存
す
。

間
々
朱
墨
句
圏
書
入
あ
り
。
巻
中
に
金
泥
付
着
す
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

一
八
六
二
一
〉

七
冊

存
乙
集
巻
六
至
九
丁
集
庚
集
巻
十
一
至
十
三
十
八
至
二
十
四

清
室
旧
蔵

新
補
藍
色
銀
切
箔
散
表
紙

(

二
七
・
一
×
一
五
・
九
糎)

。
金
�
玉
装
、

原
紙
高
約
二
四
・
一
糎
。
新
補
副
葉

(

前
二
、
尾
冊
の
み
後
一)

宣
紙
、

｢

元
版
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
前
集
〈
第
十
／
九
冊〉｣

等
と
墨
書
し
た
金
砂

子
散
旧
題
簽
を
貼
附
す
。
又
旧
副
葉

(

前
一)

を
存
す
。
首
よ
り
本
文
。

丁
集
巻
二
第
一
・
二
張
補
刻
。

旧
副
葉
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

五
福
／
五
代
／
堂
寶｣

｢

八
徴
／
耄
念
／
之

寶｣
｢

太
上
／
皇
帝
／
之
寶｣

、
毎
冊
首
尾
に
方
形
陰
刻

｢

天
禄
／
繼
鑑｣

(

陽
刻
も
交
う)

、
単
辺
円
形
陽
刻

｢

乾
隆
／
御
覽
／
之
寶｣

朱
印
記

(

清

室
所
用)

を
存
す

(

�)

。

以
下
の
伝
本
は
、
残
欠
の
た
め
印
刷
の
先
後
を
定
め
難
い
。

〈

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
九
の
う
ち
〉

存
甲
集
巻
八
至
十
二
庚
集
巻
九
至
二
十
辛
集
巻
七
至
十
二
癸

集
巻
一
至
三
后
甲
至
后
戊
集

三
十
二
冊
中
、
第
三
、
十
二
至
十
三
、
十
六
、
十
八
至
十
九
、
二
十
二
至

三
十
二
の
十
七
冊
は
本
版
に
当
た
る
。
后
戊
集
巻
九
第
七
至
十
張
欠
。
朝

鮮
伝
来
、
木
村
蒹
葭
堂
、
昌
平
黌
旧
蔵
本
。
全
体
に
つ
い
て
は
後
出
明
嘉

靖
三
十
六
年
刊
大
全
本
の
項
参
照
。

〈
佐
賀
県
立
図
書
館
・
鍋
島
文
庫

九
九
三

.

三
・
一
〇
の
う
ち
〉

存
首
后
丁
集
巻
五
至
八
后
戊
集
巻
一
至
四

十
六
冊
中
、
第
一
冊
前
半
、
第
九
至
十
冊
は
本
版
に
係
る
。
裏
打
修
補
。
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勘
解
由
小
路
家
旧
蔵
本
、
全
体
に
つ
い
て
は
後
出
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
万

暦
三
十
九
年
修
本
の
項
参
照
。

右
の
他
、『
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
漢
籍
分
類
目
録』

子
部
類
書
類
に
録

す
る
近
藤
南
州
旧
蔵

｢

同

(〈

新
編
〉
事
文
類
聚
翰
墨
大
全)

／
甲
集
一

二
卷
地
圖
一
卷
乙
集
九
卷
丙
・
丁
・
戊
集
各
五
卷
己
集
七
卷
庚
集
二
四
卷

辛
集
一
〇
卷
壬
集
一
二
卷
癸
集
一
一
卷
后
甲
集
八
卷
后
乙
集
三
卷
后
丙
集

六
卷
后
丁
集
八
卷
后
戊
集
九
卷
目
一
冊

(

補
寫)

／
元
劉
應
李
編

明
正

�
元
刊

(

後
印
、
王
氏
善
敬
書
堂)｣
三
十
一
冊
本

(

子
一
二
―
九)

は

同
版
と
思
わ
れ
る
が
、
現
所
在
不
明
の
た
め
未
見
。
ま
た

『

東
京
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録』

子
部
類
書
類
に
録
す
る
大
木
幹
一
旧
蔵

の
二
本

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
一
百
三
十
四
卷
〈
元
劉
應
李
�
／
明

刊
本〉｣

と

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
殘
四
十
八
卷
〈
存
甲
集
卷
第
二

至
第
十
二
乙
集
卷
第
一
至
第
五
丙
集
卷
第
一
至
第
三
戊
集
卷
第
三
至
第
五

庚
集
卷
第
十
四
至
第
十
七
辛
集
卷
第
一
至
第
十
壬
集
卷
第
一
至
第
十
二

元
劉
應
李
�

明
刊
本〉｣

は
、
題
目
巻
数
か
ら
見
て
該
版
か
、
次
の
嘉

靖
刊
本
に
類
す
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
別
本
相
配
の
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、

後
日
の
追
補
を
期
す
る
。
さ
ら
に

『

法
蘭
西
学
院
漢
学
研
究
所
蔵
漢
籍
善

本
書
目
提
要』

子
部
に

｢������

／
新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
〈
一
百
三

十
四
卷
〉
元
劉
應
李
輯
〈
六
函
四
十
八
冊
〉
／
明
刻
本｣

と
録
す
る
一
本

は
、
版
式
寸
法
、
巻
首
掲
載
図
版
の
書
影
か
ら
、
同
版
本
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た

『

美
国
哈
仏
大
学
哈
仏
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
志』

子
部
に
録
す

る

｢
�
�
�
�

明
刻
本
新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全

�
	


	
�
�
�


�
｣

も
、
組

織
編
成
を
見
る
と
改
編
十
五
集
本
に
属
し
、
題
目
や

｢

框
高
二
〇
・
三
厘

米
、
寛
一
二
・
七
厘
米｣

と
記
す
点
か
ら
、
同
版
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な

お
実
見
後
考
に
俟
ち
た
い
。

同

明
嘉
靖
三
十
六
年

(

一
五
五
七)

刊

([

建
陽]

清
白
堂
楊
氏

歸
仁
齋)

覆
正
徳
元
年
刊
大
全
本

本
版
は
本
書
中
最
後
出
の
版
本
で
、
そ
の
内
容
と
版
式
は
、
前
版
明
正

徳
元
年
刊
大
全
本
の
覆
刻
に
当
た
る
。[

明
初]

刊
本
と
そ
の
覆
刻
、
本

書
流
行
の
頂
点
を
成
す
明
正
統
十
一
年
刊
本
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
出

版
興
隆
の
時
勢
か
ら
か
、
或
い
は
有
力
な
蔵
版
書
肆
の
た
め
か
、
底
本
に

倍
す
る
印
出
の
あ
っ
た
模
様
で
あ
り
、
殊
に
本
邦
近
世
期
に
於
い
て
は
、

和
刻
本
の
な
か
っ
た
代
わ
り
に
比
較
的
よ
く
行
わ
れ
た

(

�)

(

図
版
二
十
一
至

二
十
四
参
照)
。

― 309 ―



先
ず
熊
序

(

四
張)

、
前
版
原
刻
本
と
同
内
容
、
同
款
式
。

次
で
総
目

(

一
張)

、
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
、
但
し
末
行
下
に

｢

終

(

黒
牌
中

墨
囲

)｣
と
標
す
。

次
で
輿
図

(
一
四
張)

、
前
版
に
同
じ
。

次
で
甲
集
目
録
、
前
版
と
同
内
容
、
同
款
式
。

巻
首
題

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
巻
之
一

(

隔
五
格

)

甲
集

(

墨
囲
陰
刻)
(

跨行)

／

(

低
九
格

)

前
郷
貢
進
士
省
軒
劉

應
李

希
泌

編｣

以
下
、
前
版
と

同
内
容
、
同
款
式
。

単
辺

(

一
九
・
六
×
一
二
・
五
糎)
或
い
は
四
周
双
辺
、
有
界
、(

事)

毎
半
張
十
二
行
、
毎
行
二
十
六
字
、(

文)
毎
半
張
十
四
行
、
毎
行
二
十

八
字
。
版
心
、
上
辺
題

｢

翰
墨
大
全｣

、
中
黒
口

(
下
接
外
周)

、
双
線
黒
魚
尾

(

不
対
向

)

上
尾
下
題

｢

啓
甲
集
幾
巻｣

等
、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題

｢

新
編

事
文
類
聚
翰
墨
大
全
巻
之
幾

(〈

終〉)

甲
集

(

墨
囲
陰
刻)

(

大
字
跨
行)｣
等
。

大
尾
に
同｢[

嘉
靖
丁
巳]

清
白
堂
／
楊
氏
歸
仁
齋[

新
�]｣

牌
記
を
存
す
。

首
四
字
右
傾
、
尾
二
字
左
傾
し
て
不
審
の
念
を
生
ず
る
が
、
後
掲
の
知
見

有
牌
記
本
は
全
て
同
様
で
あ
る
。

嘉
靖
丁
巳
は
三
十
六
年

(

一
五
五
七)

。
本
版
を
刊
行
し
た
清
白
堂
楊

氏
帰
仁
斎
は
、
明
隆
慶
四
年
刊
刻
の

『

新
刊
古
本
大
字
合
并
綱
鑑
大
成』

に
は
楊
員
寿
と
、
万
暦
初
の
版
刻
に
は
楊
新
泉
と
称
し
、
明
清
の
間
に
多

数
の
版
刻
が
知
ら
れ
る
建
陽
の
書
肆
で
あ
る

(

�)

。

本
版
の
本
文
は
全
く
前
版
を
逐
う
も
の
で
あ
っ
て
、
毎
巻
の
張
数
も
ほ

ぼ
同
じ
、
丁
集
巻
二
を
二
二
張
と
し
て
一
張
を
減
じ
、
庚
集
巻
二
十
四
を

二
三
張
、
后
乙
集
巻
下
を
六
七
張
と
し
て
各
一
張
を
増
し
、
后
戊
集
巻
六

を
一
九
張
と
し
て
三
張
増
し
て
い
る
例
は
、
底
本
修
印
の
細
動
と
関
係
す

る
か
も
知
れ
な
い
。
後
修
本
に
は
な
お
微
減
が
あ
る
。
そ
の
文
字
は
翻
刻

に
よ
る
訛
謬
を
防
げ
な
か
っ
た
他
、
特
に
徴
す
べ
き
点
を
認
め
な
い
。
本

版
末
流
の
流
布
本
と
し
て
一
定
の
注
意
を
要
す
る
が
、
本
文
校
勘
上
に
有

用
と
は
言
え
な
い
。
以
下
に
そ
の
伝
本
を
掲
げ
る
。

〈

復
旦
大
学
図
書
館

三
八
一
二
五
八
―
三
一
三
〉

五
十
六
冊

新
補
黄
色
漉
目
表
紙

(

二
九
・
九
×
一
七
・
二
糎)

。
淡
青
包
角
。
虫
損

修
補
、
金
�
玉
装
、
原
紙
高
約
二
四
・
五
糎
。
副
葉

(

前
二
、
後
一)

宣

紙
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
牌
記
刪
去
、
補
紙
。

朱
墨
句
圏
、
同
朱
竪
傍
句
点
、
別
手
藍
筆
に
て
句
圏
、
句
点
書
入
あ
り
。

首
に
方
形
陰
刻

｢

古
良
／
史
氏｣

朱
印
記
、
同

｢

五
雲
／
深
所
／
人｣

朱

印
記
を
存
す
。

〈

南
京
大
学
図
書
館

五
六
―
一
四
九
九
二
〉

五
十
六
冊

― 310 ―



清
呉
引
孫
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙(

二
四
・
七
×
一
五
・
九
糎)

或
い
は
後
補
淡
黄
色
表
紙
、

右
肩
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻

｢

善
本

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。
改
糸
、
素

絹
包
角
。
襯
紙
改
装
。
見
返
し
、
前
後
副
葉

(

首
冊
の
み
前
三)

宣
紙
。

熊
序
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
后
丙
集
末
張
、
後
半
第
四
行
未

刻
。
牌
記
欠
。

首
の
右
辺
に

｢〈

五
十
六
本
四
函
／
廿
四
元〉｣

墨
識
あ
り
。
首
の
旧
印
記

を
刪
去
し
補
紙
上
に
方
形
陰
刻

｢
天
官
／
大
夫｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

太

史
／
氏｣

朱
印
記
、
首
原
紙
に
同

｢

眞
州
呉
氏
／
有
福
讀
／
書
堂
臧
書｣

朱
印
記

(

呉
引
孫
所
用)

、
同

｢

國
立
中
／
央
大
學
／
圖
書
館｣

朱
印
記

を
存
し
、
毎
冊
前
副
葉
に

｢

國
立
中
央
大
學｣

蔵
書
票
貼
附
。
ま
た
甲
集

目
録
首
等
に
同
印
色
に
て

｢

卓
犖
／
觀
／
羣
書｣

｢

雲
�
王
鴻
／
繙
鑒
定

印｣
｢

曰
／
藻｣

｢

何｣
｢

�｣
｢

季
印
／
振
宜｣

を�

記
偽
装
す
。

〈

台
北
・
故
宮
博
物
院
・
昭
仁
殿
旧
蔵
書
〉

四
十
冊

欠
后
甲
至
后
戊
集

後
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
四
×
一
五
・
四
糎)

。
改
糸
、
淡
青
包
角
。
襯

紙
改
装
。
書
根
有
層
。
熊
序
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

稀
に
朱
筆
に
て
傍
句
点
、
行
間
校
改
、
藍
筆
に
て
標
点
、
別
朱
に
て
傍
点
、

句
圏
、
墨
傍
圏
書
入
。

〈

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫

三
六
六
・
三
九
〉

三
十
二
冊

甲
集
巻
八
至
十
二
庚
集
巻
九
至
二
十
辛
集
巻
七
至
十
二
癸
集

巻
一
至
三
后
甲
至
后
戊
集
配
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

朝
鮮
日
本
伝
来
本

木
村
蒹
葭
堂
昌
平
黌
旧
蔵

後
補
丁
字
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
朝
鮮
表
紙

(

二
四
・
一
×
一

四
・
三
糎)

左
肩
打
付
に

｢

翰
墨
大
全
〈
自
幾
至
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り

門
目
、
右
下
方
に

｢

共
三
十
二｣

と
、
ま
た
集
目
を
書
す
。
虫
損
修
補
。

熊
序
、
輿
図
、
総
目
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。

邦
人
の
朱
筆
に
て
竪
句
点
、
傍
圏
、
校
改
、
欄
上
校
注
、
同
墨
欄
上
標
補

注
書
入
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

蒹
葭
堂
／
臧
書
印｣

朱
印
記
、
毎
冊
前

表
紙
及
び
末
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

昌
平
坂
／
學
問
所｣

墨
印
記
、
毎
冊

尾
に
無
辺
陽
刻

｢

文
化
甲
子

(

隷書)｣

朱
印
記
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

書
籍
／
館
印｣

朱
印
記
、
双
辺
方
形
陽
刻

｢

淺
草
文
庫

(

楷書)｣

朱
印
記

を
存
す
。

又

明
万
暦
三
十
九
年

(

一
六
一
一)

修

(

劉
氏
安
正
堂)
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本
版
は
後
に
安
正
堂
に
移
さ
れ
て
補
刻
や
欠
張
の
隠
蔽
が
図
ら
れ
、
封

面
を
附
し
て
さ
ら
に
印
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
補
修
が
全
て
同
時
に
行
わ

れ
た
か
否
か
、
不
確
実
な
点
も
あ
る
が
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
一
括
す
る
。

封
面
、
双
辺
三
層

｢(

上
層
無
界

毎
字
改
行)

安
正
堂
梓
〃
‖

(

中
層
有
界)

舊
刻
翰
墨
全
書
流

行
／
天
下
永
利
世
用
然
皆
／
支
離
陳
腐
盖
出
於
一
／
時
腐
儒
之
所
僣
改
非

／
劉
氏
之
正
宗
也
本
堂
／
常
有
餘
憾
仍
求
諸
選
／
部
古
冲
李
先
生
門
下
／

珍
藏
古
本
分
門
別
類
／
該
治
貞
詳
甚
足
以
備
／
遊
戯
文
墨
者
之
觀
比
／
之

前
刻
大
徑
庭
也
謹
／
重
梓
之
四
方
尚
鑒
焉

(

小字)

〃
‖

(

下層)
(

中心)

萬
暦
辛

亥
歳
孟
夏
月
重
新
整
／
補
好
紙
板
毎
部
價
銀
壹
両
正

(

右左)
{

事
文
類
聚

／
翰
墨
大
全(

大書)�｣

牌
記
、
単
辺
円
形
陽
刻｢
安
正
堂�

劉
雙
／
松
記�｣

朱
印
記
を�

す
。

万
暦
辛
亥
は
三
十
九
年

(

一
六
一
一)

。
劉
氏
安
正
堂
は
元
明
間
活
動

の
建
陽
の
大
書
肆

(

�)

、
中
層
の
文
言
に
は
本
書
流
行
の
実
情
を
正
し
く
把
握

し
た
所
も
あ
る
が
、
新
版
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
示
し
た
の
は
版
本
に
沿

わ
な
い
。
固
よ
り
李
先
生

(

李
黙
、
号
古
冲)

云
々
の
事
も
実
態
は
伴
わ

な
い
で
あ
ろ
う
。
下
層
中
心
、
明
末
の
書
物
の
価
格
を
示
す
例
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
さ
ら
に
后
丙
集
末
、
後
半
張
第
四
至
九
行
に
、
墨
釘
を

改
め
双
辺
有
界
の
蓮
牌
を
刻
し
た
が
無
文
、
大
尾
の
清
白
堂
の
刊
記
を
も

遺
存
す
る
。

本
文
に
目
を
転
ず
る
と
、
断
爛
の
著
し
い
一
部
の
版
木
に
補
刻
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
丙
集
巻
五
第
十
三
・
十
四
張
、
己
集
巻
五
第
三
・
四
張
、
辛

集
巻
二
第
十
張
、
巻
七
第
一
至
四
張
、
巻
八
第
五
・
六
、
十
一
・
十
二
張
、

癸
集
巻
九
第
一
至
四
張
、
巻
十
第

｢

乙
至
二｣

至
四
、
十
一
・
十
二
張
、

后
甲
集
巻
六
第
七
張
、
后
丙
集
目
録
第
十
一
・
十
二
張
、
巻
三
第
九
・
十

張
、
巻
四
第
二
十
二

(

内
容
は
第
二
十
に
次
ぐ
、
今
版
心
張
数
に
従
う)

張
、
后
丁
集
巻
三
第
一
・
二
張
等
は
補
刻
に
係
る
。
ま
た
癸
集
巻
十
第
一

張
の
版
心
張
数
を

｢

乙
至
二｣

に
改
め
て
第
二
張
を
欠
き
、
本
文
の
不
足

を
固
定
し
た
。
ま
た
癸
集
巻
八
第
第
十
三
・
十
四
張
を
欠
く
の
に
、
第
十

五
張

(

巻
尾)

を

｢

十
三｣

に
改
め
、
二
張
分
の
不
足
を
隠
蔽
し
た
。
さ

ら
に
后
丙
集
巻
四
第
二
十
一
張
を
欠
き
、
第
二
十
二
・
二
十
三
張
を

｢

廿

一｣
｢

廿
二｣

と
改
め
た
が
、
第
二
十
一
張
を
補
刻
し
て｢

廿
二｣

と
誤
っ

た
た
め
、
屡
々
綴
合
に
混
乱
を
生
じ
て
い
る

(

�)

。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

四
〇
四
・
七
〇
〉

十
二
冊

欠
后
甲
集
至
后
戊
集

後
補
黄
檗
染
艶
出
表
紙

(

二
三
・
八
×
一
五
・
〇
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼

布
し

｢
翰
墨
大
全｣

と
、
書
脳
側
下
方
打
付
に
冊
数
、
首
冊
の
み
題
下
に

｢〈

共
十
二
冊〉｣
と
書
す
。
改
糸
。
裏
打
修
補
。
見
返
し
和
紙
、
封
面
欠
。
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熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
戊
集
巻
二
第
十
一
・
十

二
張
欠
。
庚
集
目
録
を
己
集
目
、
同
巻
首
間
に
錯
綴
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

秘
閣
／
圖
書
／
之
章｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

尊
経
閣
文
庫
〉

三
十
冊

後
補
縹
色
牡
丹
花
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
六
・
三
×
一
五
・
九
糎)

押
し

八
双
あ
り
。
改
糸
。
破
損
修
補
。
封
面
、
白
紙
印
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、

甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
甲
集
巻
三
第
八
張
、
戊
集
巻
二
第
十
一
・
十
張
、

庚
集
巻
二
十
四
第
十
張
、
辛
集
巻
二
第
九
張
を
欠
き
補
紙
、
界
線
の
み
鈔

補
す
。又

後
印

戊
集
巻
二
第
十
一
・
十
二
張
に
何
等
か
の
故
障
を
生
じ
、
前
記
後
修
本

に
も
既
に
欠
い
て
い
た
が
、
以
下
の
伝
本
で
は
直
前
第
十
張
の
版
心
張
数

を

｢

十
至
十
二｣

と
�
補
し
、
欠
損
を
常
態
化
し
た
。
同
様
に
辛
集
巻
二

第
十
張
版
心
を

｢

九
十｣

と
し
、
第
九
張
の
欠
を
固
定
し
た
。
な
お
後
に

癸
集
巻
十
一
末
尾
の
第
十
七
・
十
八
張
を
も
欠
く
が
、
こ
ち
ら
は
巻
尾
と

て
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た

(

�)

。

〈

無
窮
会
図
書
館
・
織
田
文
庫

オ
六
〇
七
五
〉

十
四
冊

顕
令
通
憲
手
沢
建
仁
寺
永
源
庵
旧
蔵

後
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
七
×
一
六
・
〇
糎)

。
虫
損
修
補
。
封
面
、
白

紙
印
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
辛
集
巻
二
第
九

張
、
癸
集
巻
十
第
二
張
鈔
補
。

稀
に

[

江
戸
前
期]

朱
墨
に
て
欄
上
補
注
、
同
朱
竪
傍
句
点
書
入
あ
り
。

丁
、
己
を
除
く
毎
集
首
に
方
形
陰
刻

｢

通
／
憲｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

顕

令｣

朱
印
記
、
単
辺
方
形
中
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
記
、
こ
れ
に
重
ね
単
辺

方
形
陽
刻

｢

永
源
書
房

(

隷書)｣

朱
印
記

(

建
仁
寺
永
源
庵
所
用)

、
同

｢

織
田
／
氏
圖
／
書
記｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

陽
明
文
庫

カ
・
五
五
〉

二
十
冊

後
補
丹
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
五
・
八
×
一
六
・
〇
糎)

左

肩
に
浅
葱
色
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
大
全

[
]

幾｣

と
、
中
央
に
同
工

の
方
簽
を
貼
布
し
集
門
目
を
書
す
。
前
副
葉

(

首
の
み
二
枚)

後
半
に
封

面
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図

(

首
二
葉
、
天
地
逆
様
に
印
出)

、
甲
集
目
録

を
存
し
本
文
。
戊
集
巻
三
第
三
張
欠
、
補
紙
。
后
丙
集
巻
一
第
二
十
六
、

二
十
五
、
二
十
四
張
錯
綴
。

毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

陽
／
明
／
蔵｣

朱
印
記
を
存
す
。
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〈
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

五
八
・
一
〉

二
十
六
冊

名
古
屋
藩
主
徳
川
家
旧
蔵

香
色
表
紙(
二
六
・
三
×
一
六
・
二
糎)

左
肩
打
付
に｢

翰
墨
大
全[

]

幾｣

と
書
し
、
首
冊
の
み
別
筆
行
書
、
左
下
方

｢

共
廿
六｣

と
書
す
。
一

部
改
糸
。
破
損
修
補
。
封
面
、
白
紙
印
。
甲
集
、
后
甲
集
の
順
に
排
す
。

乙
集
巻
四
、
欄
上
よ
り
詩
草
を
墨
書
し
た
紙
箋
を
貼
附
し
書
込
み
。
首
に

単
辺
方
形
陽
刻｢

尾
陽
／
文
庫｣
朱
印
記(

尾
張
徳
川
家
所
用)

を
存
す
。

〈

上
海
図
書
館

四
七
三
二
二
一
―
四
八
〉

二
十
八
冊

後
補
淡
藍
色
表
紙

(

二
六
・
一
×
一
五
・
四
糎)
。
書
背
上
段
に

｢

共
廿

八｣

と
墨
書
す
。
前
後
副
葉
、
封
面
欠
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目

録
を
存
し
本
文
。
癸
集
巻
十
一
第
十
七
・
十
八
張
、
戊
集
巻
九
第
六
至
十

張

(

牌
記)

欠
。

巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

上
海
市
／
人
民
圖
／
書
館
臧｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

建
仁
寺
両
足
院

第
百
二
十
函
〉

三
十
二
冊

雲
外
東
竺
書
入

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

二
四
・
八
×
一
四
・
九
糎)

左
肩
打
付
に
雲
外
東
竺

の
筆
に
て

｢

翰
墨
大
全
〈
自
幾
至
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り
門
目
、
右
下
方

に

｢

共
三
十
二
／

(

低
三
格

)

甲｣

等
と
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
破
損
修

補
。
前
副
葉
に
封
面
、
白
紙
印
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録
を
存

し
本
文
。
戊
集
巻
二
第
十
一
・
十
二
張
、
己
集
巻
二
第
十
八
張
、
辛
集
巻

二
第
九
張
、
辛
集
巻
十
第
十
三
・
十
四
張
、
癸
集
巻
六
第
一
・
二
張
、
巻

十
一
第
十
一
、
十
七
・
十
八
張
鈔
補
。

[

雲
外
東
竺]

朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
韻
圏
、
校
注
、
磨
滅
部
鈔
補
、

稀
に
同
墨
校
補
注
、
欠
張
鈔
補
書
入
あ
り
。
毎
冊
尾
に
無単
辺
方
形
陰陽
刻

｢

釋
氏
／
東
竺｣

朱
印
記
、
扁
額
中
単
辺
方
形
陰
刻

｢

兩
足
院｣

朱
印
記

を
存
す
。

〈

宮
内
庁
書
陵
部

二
一
四
・
一
〇
三
〉

二
十
五
冊

萩
藩
校
明
倫
館
徳
山
藩
主
毛
利
家
旧
蔵

淡
茶
色
表
紙

(

二
六
・
二
×
一
五
・
九
糎)

、
首
並
に
第
八
冊
の
み
後
補

黄
色
表
紙
、
左
肩
打
付
に

｢

翰
墨
大
全
〈
集
目
巻
数〉｣

と
、
右
肩
よ
り

集
門
目
を
書
す
。
類
目
等
別
手
追
記
。
裏
面[

明
末]

刊｢

同
文
録(

柱題)｣

反
故
。
改
糸
。
裏
打
修
補
。
封
面
、
白
紙
印
。
熊
序

(

第
二
張
欠)

、
総

目
、
輿
図

(

首
葉
天
地
錯)

、
甲
集
目
録
を
存
し
本
文
。
己
集
目
並
に
巻

一
第
一
張
欠
。
丙
集
巻
五
第
十
五
張
、
后
甲
集
目
第
六
張
鈔
補
。

朱
合
竪
句
点
、
傍
圏
、
校
注
校
改
、
墨
欄
上
行
間
標
校
補
注
書
入
、
稀
に
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別
朱
合
句
点
書
入
あ
り
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

明
倫
／
舘
印｣

朱

印
記

(
萩
藩
校
所
用)

、
こ
れ
に
重
ね
同

｢

�
藩
／
臧
書｣

、
ま
た
双
辺
亜

形
陽
刻

｢
明
治
二
十
九
年
改
濟

(

楷書)

〃
‖

�
／
山
〃
‖

毛
利
家
藏
書

(

隷書)

〃
‖

第

[

四
百
五
十
三]

番│

共

[

廿
五]

冊｣

朱
印
記

([
]

内
墨
書)

を
存
す
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

三
一
一
九
〉

十
冊

萩
藩
校
山
口
明
倫
館
清
楊
守
敬
松
坡
図
書
館
旧
蔵

後
補
浅
葱
色
卍
繋
輪
違
文
空
押
艶
出
表
紙

(
二
六
・
二
×
一
六
・
二
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し

｢

翰
墨
大
全
〈
幾〉｣
と
書
す
。
直
下
に
別
筆
に

て
集
目
巻
数
墨
書
。
封
面
、
白
紙
印
。
熊
序
、
総
目
、
輿
図
、
甲
集
目
録

を
存
し
本
文
。
癸
集
巻
十
一
第
十
七
・
十
八
張
欠
。

朱
竪
傍
句
点
、
曲
截
、
句
圏
書
入
。
第
一
冊
尾
に

｢

阿
弥
陀
経
全
讃
／

賓
頭
盧
字
也｣

以
下
墨
書
切
紙
を
差
挟
む
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

國
相
／
府
印｣

、
同

｢

周
防
國
／
明
倫
館
／
圖
書
印｣

、
双
辺
同

｢

丙
寅

改(

楷書)｣

、
単
辺
同｢

辛
未
改(

楷書)｣
｢

戊
辰
改(

楷書)｣

朱
印
記(

以
上
、

山
口
明
倫
館
所
用)

、
方
形
陰
刻

｢

飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

朱
印
記

(

楊

守
敬
所
用)

、
同

｢

朱
師
／
轍
觀｣

朱
印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

松
坡
圖

書
館
臧｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

佐
賀
県
立
図
書
館
・
鍋
島
文
庫

九
九
三
・
三
・
一
〇
〉

十
六
冊

欠
丁
集
巻
三
戊
集
后
乙
集
巻
下
后
丙
集
巻
五
至
六
后
戊
集
巻

五
至
九

首
后
丁
集
巻
五
至
八
后
戊
集
巻
一
至
四
配
明
正
徳
元
年
刊
本

勘
解
由
小
路
家
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
家
旧
蔵

後
補
小
豆
色
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
五
・
一
×
一
四
・

九
糎)

右
肩
よ
り
打
付
に
巻
数
門
目
、
書
脳
側
上
方
に
集
目
を
書
す
。
右

肩
に
小
簽
を
貼
布
し
近
筆
に
て

｢

文
／

三
七
号｣

と
書
す
。
書
背
に
冊

数
墨
書
、
書
根
同

(

現
状
に
合
す)

。
前
見
返
し
に
表
紙
門
目
等
同
筆
に

て
綴
合
注
記
。
甲
集
、
后
甲
集
の
順
に
排
す
。
丁
集
巻
二
第
一
・
二
、
十

五
張
、
庚
集
目
第
十
一
張
、
巻
十
六
第
七
張
、
巻
十
七
第
十
五
張
、
癸
集

巻
十
一
第
十
七
・
十
八
張
欠
。

間
々
朱
標
合
竪
句
点
、
傍
圏
、
欄
上
標
校
注
書
入
、
別
墨
句
傍
点
、
欄
上

補
注
書
入
あ
り
。
素
、
浅
葱
、
淡
紅
色
不
審
紙
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽

刻

｢

勘
解
由
小
／
路
藏
書｣

朱
印
記
、
こ
れ
に
重
ね
同

｢

永
田
町
／
鍋
島

家
／
臧
書
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

大
東
急
記
念
文
庫

一
・
五
〇
・
一
四
三
四
〉

九
冊

存
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻
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後
補
淡
縹
色
布
目
艶
出
表
紙

(

二
三
・
七
×
一
四
・
一
糎)

左
辺
打
付
に

冊
序
数
、
首
冊
の
み
右
肩
に
亀
甲
形
紙
簽
を
貼
布
し

｢

儿｣

と
書
す
。
鴬

色
包
角
。
裏
打
改
装
。
目
録

(

首
題
、
本
文
尾
題
を
貼
合
せ

｢[

聖
朝
混

一
方
輿
勝
覧]
目
録｣

と
妄
改)

を
存
し
本
文
。
毎
巻
首
題
下
の
集
目
と

尾
題
を
刪
去
す
。

極
稀
に
朱
竪
傍
点
、
傍
圏
書
入
。
首
題
下
朱
印
記
刪
去
。

〈

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
小
林
文
庫

〇
九
七
・
六
・
Ｒ
〉
三
十
一
冊

小
林
太
市
郎
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
表
紙

(

二
六
・
一
×
一
六
・
〇
糎)
。
五
針
眼
、
改
糸
。
書

背
下
段
に

｢

共
三
十
壱
本
全｣

と
墨
書
す
。
破
損
修
補
。
見
返
し
、
前
副

葉
、
和
紙
。
封
面
、
素
紙
印
。
熊
序
、
輿
図

(

首
二
葉
天
地
錯)

、
総
目

を
存
し
本
文
。
戊
集
巻
二
第
十
一
・
十
二
張
、
己
集
巻
三
第
七
張
、
辛
集

巻
一
第
六
至
巻
二
第
十
二
張
、
巻
三
第
三
至
五
張
、
巻
四
第
八
・
九
張
、

巻
七
第
五
張
、
巻
十
第
三
・
四
張
、
巻
十
二
第
十
六
、
十
九
張
、
壬
集
目

第
一
張
、
巻
四
第
十
二
張
、
巻
五
第
六
張
、
癸
集
巻
六
第
一
・
二
張
、
巻

八
第
十
三
・
十
四
張
、
巻
十
第
二
張
、
巻
十
一
第
十
一
、
十
七
・
十
八
張
、

后
甲
集
巻
一
第
七
、
十
一
至
十
四
張
、
巻
六
第
五
張
、
后
乙
集
巻
上
第
九
、

五
十
五
・
五
十
六
、
六
十
一
張
、
巻
中
第
一
、
五
至
八
張
、
巻
下
第
二
十

一
・
二
十
二
、
五
十
二
至
五
十
九
、
六
十
二
・
六
十
三
張
、
后
丙
集
目
第

三
・
四
張
、
巻
一
第
七
至
十
二
、
二
十
三
、
二
十
六
、
三
十
五
・
三
十
六

張
、
巻
二
第
二
、
二
十
一
至
二
十
八
、
四
十
三
・
四
十
四
張
、
巻
四
第
二

十
二
張
、
巻
五
第
七
張
、
后
丁
集
巻
三
第
五
張
、
巻
五
第
五
・
六
張
、
后

戊
集
巻
一
第
七
・
八
張
は
鈔
補
に
係
る

(

二
手)

。
こ
の
鈔
補
に
は
主
に

四
周
双
辺
、
版
心
粗
黒
口
双
線
黒
魚
尾
間
に

｢

岷
江
集｣

と
題
す
る
十
四

行
罫
紙
の
左
右
二
行
を
截
断
し
て
用
い
る

(

�)

。

朱
竪
傍
句
点
、
傍
韻
圏
、
巻
首
版
心
上
標
柱
、
稀
に
返
点
、
音
訓
送
仮
名
、

同
墨
磨
滅
部
鈔
補
、
欄
上
補
注
、
同
朱
墨
欄
外
行
間
校
注
校
改
書
入
あ
り
。

縹
色
不
審
紙
。
封
面
右
下
方
に
単
辺
石
形
陽
刻

｢

小
林
太
市
郎
／
教
授
旧

臧｣

朱
印
記
を�

す
。

〈

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
小
林
文
庫

〇
九
五
・
一
一
・
Ｈ
〉

一
冊

存
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧
三
巻

小
林
太
市
郎
旧
蔵

後
補
香
色
艶
出
表
紙

(

二
五
・
八
×
一
五
・
九
糎)

左
肩
打
付
に

｢

方
輿

勝
覽
〈
全〉｣

と
書
す
。
浅
葱
色
包
角
。
破
損
修
補
。
見
返
し
和
紙
。
目

録
を
存
し
本
文
。

欄
上
行
間
に

[

近]

人
朱
筆
に
て
後
世
の
府
州
県
名
を
注
記
す
。
首
に
単

辺
方
形
陽
刻

｢
上
□
軒
／
藏
書｣

朱
印
記
、
巻
中
首
に
同

｢

佐
埜
／
氏
／
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珍
藏｣

朱
印
記
を
存
し
、
首
に
単
辺
石
形
陽
刻

｢

小
林
太
市
郎
／
教
授
旧

臧｣
朱
印
記
を�

す
。

右
の
他
、『
中
国
古
籍
善
本
書
目』

に
拠
れ
ば
、
同
版
と
推
さ
れ
る
本

を
湖
北
省
図
書
館
に
蔵
す
る
由
、
さ
ら
に
、
必
ず
し
も
善
本
に
挙
げ
ら
れ

ず
諸
方
面
に
遺
存
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
記
述
を
基
に
、
本
書

『
翰
墨
全
書』

の
版
刻
と
流
通
に
つ
い
て

附
説
し
た
い
。
本
書
は
ま
ず
建
陽
の
劉
応
李
に
よ
っ
て
、
初
め
の
編
集
が

為
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
同
年
の
熊
禾
が
序
を
寄
せ
、
元
大
徳
十
一
年

(

一

三
〇
七)

に
、
そ
の
版
刻
が
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
大
徳
刊

行
の
明
徴
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
本
文
に
近
い
と
思
わ
れ
る

[

元]

刊
本

が
遺
存
す
る
。
残
欠
の
伝
本
を
集
め
る
と
、
同
版
の
本
文
は
現
在
の
流
布

本
よ
り
も
一
層
浩
瀚
で
、
規
模
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た

本
書
原
編
の
全
貌
は
、[

元]

刊
本
を
覆
刻
し
た
と
見
ら
れ
る

[

明
初]

刊
大
全
本
の
伝
存
に
よ
っ
て
、
十
五
集
二
百
八
巻
と
推
知
さ
れ
た
。
こ
の

[

明
初]

刊
本
の
内
容
は
僅
か
に
修
整
さ
れ
た
ら
し
く
、
明
制
の
影
響
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翻
刻
に
よ
る
本
文
の
劣
化
が
甚
し
く
、[

元]

刊
本
の
文
字
を
窺
う
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
二
版
種
を
原
編
十
五
集
本

(

原
本)

と
呼
ぶ
。
さ
て

[

明
初]

刊
大
全
本
に
先
立
ち
、
本
書
の
改
編

本
も
刊
行
さ
れ
た
。
元
泰
定
元
年

(

一
三
二
四)

の
呉
氏
友
于
堂
の
版
本

が
そ
れ
で
、
編
者
の
名
も
�
友
諒
と
変
え
た
。
同
版
は
原
編
の
組
織
を
著

し
く
変
更
し
、
十
集
百
四
十
五
巻
と
し
た
。
門
目
や
巻
首
を
見
る
と
全
く

の
新
編
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
、
首
に
附
さ
れ
た
毛
直
方
の
序
も
そ
の
点
を

鼓
吹
す
る
。
実
際
に
初
編
以
降
の
記
事
も
要
所
に
増
補
さ
れ
、
輿
図
も
新

添
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
新
設
の
門
目
下
の
記
事
は
殆
ど
原
本
中

に
求
め
ら
れ
、
そ
の
他
も
編
次
を
改
め
た
の
み
で
、
事
項
や
文
例
は
順
序

も
そ
の
儘
に
原
本
中
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
版
種
を

改
編
十
集
本
と
呼
ぶ
。
そ
の
文
字
を
原
編

[

元]

刊
本
に
比
べ
る
と
、
節

略
本
で
は
あ
る
が
、
踏
襲
引
載
し
た
部
分
に
関
し
て
は
底
本
に
か
な
り
忠

実
で
、
編
次
を
そ
の
儘
引
継
い
だ

[

明
初]

刊
大
全
本
よ
り
も
勝
れ
た
点

が
多
い
。
本
書
の
原
本
は
、
上
記
の
三
版
を
相
互
に
参
照
し
推
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
た
。

次
で
現
れ
た
版
本
は
第
三
の
編
集
に
よ
り
、
前
記
の
う
ち
恐
ら
く
は
原

編
[

元]

刊
本
と
、
改
編
元
泰
定
元
年
刊
本
と
を
折
衷
し
、
諸
式
門
首
尾

の
本
文
と
全
編
の
位
次
は
原
本
に
拠
り
、
そ
の
他
の
本
文
は
節
略
さ
れ
た

泰
定
刊
本
に
拠
っ
た
。
編
者
は
旧
に
復
し
て
劉
氏
の
名
を
署
し
、
総
じ
て

十
五
集
百
三
十
四
巻
、
こ
れ
を
改
編
十
五
集
本
と
呼
ぶ
。
同
本
に
は
明
版
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四
種
が
伝
存
、
初
め
は
明
初
に
版
刻
が
あ
り
、
修
刻
し
て
牌
記
を
附
し
た

正
統
元
年

(

一
四
三
六)

以
前
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
同
十
一
年
に
翠

巌
精
舎
が
覆
刻
し
、
両
者
相
俟
ち
よ
く
行
わ
れ
、
原
本
、
改
編
十
集
本
を

凌
ぐ
勢
い
と
な
っ
て
、
こ
の
改
編
十
五
集
本
が
本
書
の
流
布
本
と
定
ま
っ

た
。
明
正
徳
元
年

(
一
五
〇
六)

に
は
、
嘗
て
該
本
の
初
版
を
蔵
し
た
善

敬
書
堂
が
、
旧
本
以
来
の
本
書
の
款
式
を
変
更
し
、
一
度
行
わ
れ
た

｢

翰

墨
大
全｣

の
名
を
採
用
、
書
型
の
大
き
い
新
版
を
刊
出
し
た
。
し
か
し
そ

の
本
文
は[

明
初]

刊
全
書
本
の
翻
刻
で
、
全
く
そ
の
底
本
を
踏
襲
し
た
。

そ
し
て
明
嘉
靖
三
十
六
年

(

一
五
五
七)
、
楊
氏
清
白
堂
に
そ
の
ま
た
覆

刊
が
行
わ
れ
、
本
書
の
版
刻
は
こ
れ
を
最
後
と
し
て
終
わ
る
。
万
暦
三
十

九
年

(

一
六
一
一)

、
劉
氏
安
正
堂
が
嘉
靖
刊
本
を
求
版
、
修
刻
を
施
し

て
印
売
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
印
本
で
は
断
爛
と
欠
損
が
一
層
甚
し
く
、

明
末
清
初
頃
ま
で
に
そ
の
生
命
を
終
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
三

系
統
七
版
種
に
つ
い
て
、
相
互
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
表

さ
れ
よ
う

(

は
覆
刻
、
↓
は
翻
刻
、
…
は
依
拠
関
係
を
示
す)

。

中
国
に
於
け
る
本
書
の
収
蔵
は
、
刊
行
と
同
時
に
始
ま
っ
た
は
ず
で
あ

る
が
、
書
目
に
現
れ
て
来
る
の
は
明
代
に
下
り
、
楊
士
奇
等
が
正
統
帝
の

勅
を
奉
じ
て
編
集
し
た

『

文
淵
閣
書
目』

あ
た
り
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
書

巻
十
一
、
子
部
類
書
類

(

以
下
、
同
類
の
場
合
は
注
記
せ
ず)

に

｢

翰
墨

全
書
〈
一
部
十
九
冊
闕〉｣

と
あ
っ
て
、
明
室
に
収
蔵
が
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
既
に
残
欠
で
あ
る
。
葉
盛
の

『

水
東
日
記』

巻
五
に

｢

近
代
雜
書
著

述
、
考
據
多
不
精｣

と
し
て
、『

事
文
類
聚』

や

『

氏
族
大
全』

と
共
に
、

先
ず
本
書
の
名
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
、
精
善
の
書
物
と
は
受
け
止
め
ら
れ

ず
、
し
か
し
相
応
に
流
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
本
書
の
構
成
上
、
間
々
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又
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又
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欠
本
を
生
ず
る
こ
と
は
免
れ
ず
、『

国
史
経
籍
志』

巻
四
下
に
本
書
を
録

し
な
が
ら
、｢

翰
墨
全
書
百
二
十
三
卷｣

と
す
る
の
は
、
残
欠
の
疑
い
が

濃
い
。
明
代
の
私
家
書
目
に
も
屡
々
本
書
の
題
目
を
見
出
す
け
れ
ど
も
、

流
布
の
版
種
ま
で
徴
し
得
る
場
合
は
少
な
い
。
晁
�栗
の

『

晁
氏
宝
文
堂
書

目』

巻
中
に
は
本
書
二
種
を
載
せ

｢

翰
墨
大
全
〈
元
刻
一
／
小
刻
一〉｣

と
し
、
匡
郭
の
短
い
本
書
古
版
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
が
、
確
定
は
難
し

い
。
ま
た
朱
睦
�挈『

万
巻
堂
書
目』

巻
四

｢

翰
墨
全
書
一
百
五
十
卷
〈
李

希
泌〉｣

は
、
編
者
名
を
誤
る
が
本
書
を
指
す
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
そ
の

巻
数
は
現
存
の
版
本
と
合
致
し
な
い
。
た
だ
概
数
を
記
し
た
か
、
未
知
の

別
版
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
既
に
残
欠
か
相
配
本
で
あ
っ
た
こ
と

も
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
徐
�勃『

徐
氏
家
蔵
書
目』

巻
四
は

｢

翰
墨
大
全
書
一
百
四
十

五
卷｣

と
録
し
、
題
目
に
不
審
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
改
編
十
集
本
の
巻
数

に
合
致
、
泰
定
刊
本
の
系
統
と
推
さ
れ
、
高
儒

『

百
川
書
志』

巻
十
一
は

｢

翰
墨
全
書
一
百
三
十
卷｣

を
挙
げ
、
集
目
巻
数
を
列
し
後
乙
集
三
巻
を

史
類
に
別
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
正
し
く
改
編
十
五
集
本
の
組
織
に

合
致
す
る

(

集
目
下
の
巻
数
を
加
算
す
る
と
一
百
三
十
一)

。
題
目
が
版

本
に
従
う
と
す
れ
ば
、[

明
初]

刊
本
か
、
明
正
統
十
一
年
刊
本
の
い
ず

れ
か
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
明
代
の
書
目
に
流
布
の
版
種
は
検
出
し

得
な
い
が
、
当
時
既
に
原
本
の
著
録
を
欠
き
、
そ
の
伝
存
が
稀
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
存
の
情
況
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
伝
本

の
錯
乱
と
残
欠
が
既
に
広
く
起
こ
っ
て
い
た
形
跡
も
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て

『

千
頃
堂
書
目』

巻
十
五
を
見
る
と
、｢

劉
應
李
翰
墨
全
書
一
百
三
十
三

(

マ
ヽ)

卷

〈
一
百
四
十
五
卷〉

、
又
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
九
十
八
卷｣

と
の
混
乱
し

た
著
録
に
な
っ
て
、
改
編
本
と
思
わ
れ
る
二
種
の
巻
数
を
併
記
し
、
本
書

版
本
へ
の
認
識
は
清
代
に
混
乱
を
増
し
て
い
く
。
清
朝
の
蔵
書
家
や
販
書

の
徒
に
よ
り
、
改
編
十
五
集
の
明
版
が
、
悉
く
元
版
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
っ

た
が
、
本
来
の
元
版
二
種
を
含
む
、
原
編
十
五
集
本
と
改
編
十
集
本
は
、

後
出
流
布
の
版
種
に
圧
倒
さ
れ
て
、
も
と
の
中
国
に
は
伝
存
が
乏
し
く
な
っ

た

(

�)

。本
書
の
元
版
二
種
は
早
い
時
期
に
広
く
伝
播
し
、
十
五
世
紀
の
初
め
ま

で
に
は
境
外
に
移
植
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
例
え
ば

[

元]

刊
本
は
朝
鮮

朝
開
創
の
功
臣
の
一
人
と
さ
れ
る
趙
璞
に
守
持
さ
れ(

故
宮
博
物
院
蔵
本)

、

室
町
期
に
は
日
本
の
五
山
禅
林
で
学
ば
れ
た
と
思
し
い

(

大
阪
大
学
／
香

川
大
学
図
書
館
蔵
本)

。
一
方
の
泰
定
刊
本
は
朝
鮮
朝
へ
の
伝
来
が
微
弱

で
あ
っ
た
の
か
、
知
見
本
中
に
そ
の
証
跡
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
日
本

に
は
比
較
的
伝
来
が
多
く
、
室
町
期
以
前
と
見
ら
れ
る
書
入
本
も
二
、
三

あ
る
。
本
書
の
日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
、
そ
の
正
確
な
年
代
を
徴
し
得
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な
い
が
、
後
世
の
情
況
か
ら
見
て
、
南
北
朝
前
後
に
禅
僧
に
よ
っ
て
将
来

さ
れ
た
と
思
し
く
、
室
町
期
に
入
っ
て
盛
行
を
極
め
た
模
様
で
あ
る
。
京

都
五
山
の
一
、
円
爾
を
開
山
と
す
る
東
福
寺
に
繁
栄
し
た
臨
済
宗
聖
一
派

の
う
ち
、
栗
棘
門
下
の
学
僧
で
あ
る
不
二
和
尚
岐
陽
方
秀
が
、
自
ら
の
注

釈
書
に｢

翰
墨
全
書｣
を
用
い
た
の
は
、
そ
の
早
い
証
跡
と
言
え
よ
う
か
。

岐
陽
が
元
の
鉅
僧
中
峰
明
本
の

『

天
目
中
峰
和
尚
広
録』

(

以
下

｢

広

録｣

と
簡
称)

に
附
注
し
た

『
中
峰
和
尚
広
録
鈔』

(

以
下

｢

鈔｣)

は
、

岐
陽
及
び
周
辺
の
漢
籍
受
容
を
見
る
上
で
恰
好
の
資
料
で
あ
る
が

(

�)

、『

広

録』

巻
六

(

書
問)

｢

答
瀋
王
書
〈
來
書
附〉｣

篇
の
来
書
首
句

｢

弟
子
太

尉
瀋
王
王
璋
頓
首
百
拜｣

の

｢

頓
首｣

に
附
し
て
『

鈔』

に

翰
墨
全
書
、
礼
、
春
官
、
太
祝
、
二
曰
ー
ー
。
注
、
拜
頭
叩
地
、
以

首
俛
下
曰
頓
。

と
注
し
た
の
は
、『

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書』

甲
集
、
活
套
門
事
類
に

拠
っ
た
と
確
認
さ
れ
る
。
書
状
の
常
套
語
の
典
拠
を
本
書
に
求
め
た
の
で

あ
ろ
う
。『

鈔』

の
成
立
は
、
自
跋
に
よ
っ
て
応
永
二
十
七
年

(

一
四
二

〇)

以
前
と
知
ら
れ
、
本
書
の
伝
来
も
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
岐
陽

に
は
唐
山
に
渡
っ
た
事
蹟
が
な
い
か
ら
、
も
う
少
し
早
い
時
期
の
入
元
入

明
僧
が
齎
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
の
入
手
に
関
し
て
、
少
し
く
後

の

『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

長
禄
二
年

(

一
四
五
八)

正
月
八
日
条
に

等
持
寺
首
座
�斤
咲
雲
來
曰
、
某
渡
唐
時
、
惟
齎
四
扇
去
、
一
扇
以
代

翰
墨
全
書
一
部
云
々
。

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
相
国
寺
鹿
苑
院
の
瑞
渓
周
鳳
を
訪
れ
た
笑
雲
瑞
�斤

の
談
話
と
し
て
、
本
書
の
入
手
に
関
す
る
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は

笑
雲
等
が
遣
使
と
し
て
入
明
し
勘
合
貿
易
を
行
っ
た
享
徳
二
年

(

一
四
五

三
、
明
景
泰
四
年)

か
ら
、
同
三
年
の
間
の
こ
と
と
見
ら
れ
る

(

�)

。
本
書
一

部
と
扇
一
本
の
釣
り
合
い
に
つ
い
て
ど
う
見
る
べ
き
か
判
断
に
窮
す
る
が
、

当
時
遣
明
使
の
五
山
僧
に
よ
り
、
本
書
の
盛
ん
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

ま
た

『

広
録』

巻
八

(

佛
祖
賛)

｢

仰
山
雪
巖
慧
朗
禪
師
〈
祖
欽〉｣

篇

の

｢

山
河
倒
走｣

句
に
附
注
し
て

翰
墨
全
書
壬
集
第
六
、
雪
巖
坐
禪
箴
、
參
禪
學
道
非
等
閑
、
直
須
廢

寢
并
忘
�(

中
略)

大
地
山
河
顛
倒
走
、
水
底
火
發
燒
虚
空
、
草
木

叢
林
盡
作
獅
子
吼
、
到
與
麼
時
、
須
見
人
坐
在
這
裏
成
法
塵(

下
略)

と
、
本
書
に
拠
っ
て
雪
巖
祖
欽
の｢

坐
禪
箴｣

を
引
用
し
た
の
を
見
る
と
、

岐
陽
は
、
中
峰
が
法
祖
雪
巖
へ
の
著
賛
に
当
た
り
、
雪
巖
自
身
の
文
中
に

辞
句
を
求
め
た
こ
と
を
、
本
書
釈
教
門
文
類
の
参
照
に
よ
っ
て
証
し
得
て

お
り
、
事
文
を
類
聚
し
た
本
書
の
特
色
を
縦
横
に
活
用
し
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
引
用
を
見
る
と
、
岐
陽
の
用
い
た
本
書
の
版
本
が
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わ
か
る
。
管
見
の
限
り
、
釈
教
門
文
類
の
雪
巖

｢

坐
禪
箴｣

を
壬
集
巻
六

に
収
め
る
の
は
、
改
編
十
集
の
元
泰
定
元
年
刊
本
の
み
で
あ
り
、
そ
の
略

字
混
入
の
様
子
を
見
て
も
、
他
版
の
用
字
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
考
証
は

略
す
る
が

『
鈔』
の
他
の
引
用
を
見
て
も
泰
定
刊
本
に
拠
っ
た
と
考
え
て

誤
り
な
い
。
ま
た
先
に
見
た
瑞
渓
周
鳳

『

臥
雲
日
件
録』

の
、
寛
正
四
年

(

一
四
六
三)

の
記
事
を
収
め
た
第
五
十
五
冊
表
紙
に

｢

梅
兄
請
名
説

〈

羅
江
東

全
書
癸
集
四〉
、
梅
天
下
尤
物
〈
范
至

(

マ
ヽ)

能
梅
譜
、
同
上〉｣

の

録
文
が
あ
り
、
惟
高
妙
安
の

『
抜
尤』

に
そ
れ
を
伝
え
る
が
、『

大
日
本

古
記
録』

に
翻
印
収
録
し
た
際
、
こ
れ
を
本
書
の
抄
出
と
見
て

｢

翰
墨
全

書｣

と
傍
注
し
た
の
は
正
し
く
、
本
書
泰
定
刊
本
の
癸
集
巻
四
に
羅
江
東

の

｢

梅
兄
請
名
説｣

篇
と
范
至
能

(

�)

｢

梅
譜｣

を
相
続
い
で
収
め
、
当
該
の

花
木
門
文
類
を
、
原
本
や
改
編
十
五
集
本
で
は
后
戊
集
に
収
め
る
か
ら
、

こ
の
引
録
も
泰
定
刊
本
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
併
せ
て
十
五
世
紀
中
頃

の
日
本
に
於
け
る
同
版
の
流
布
と
、
そ
の
文
例
が
学
ば
れ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
よ
う
。

『

広
録』

巻
十
八

｢

東
語
西
話
上｣

に
、
中
峰
が

｢

説
性｣

と
題
し

｢

譬
如
京
都
乃
天
下
人
物
會
聚
之
所
、
殊
方
異
域
街
童
市
竪
、
皆
能
指
其

所
向
之
方
、
未
曾
親
到
耳｣

と
語
っ
た
の
に
つ
き
、『

鈔』

は
そ
の

｢

京

都｣

の
語
を
挙
げ
て

翰
墨
全
書
乙
集
、
大
都
路
大
興
府
、
國
朝
取
中
原
、
會
兵
於
燕
京
。

金
宣
宗
奔
�
、
明
年
克
燕
、
初
為
燕
京
路
�
管
大
興
府

(

中
略)

至

元
九
年
二
月
改
號
大
都
。
八
月
十
一
日
詔
建
國
號
大
元
。
十
九
年
置

留
守
司
。
二
十
一
年
置
大
都
路
�
管
府

(

下
略)

。

と
、
本
書
に
拠
り
大
都
の
沿
革
を
詳
し
く
注
記
す
る
。
中
峰
の
談
話
は
肩

肘
を
張
ら
な
い
達
意
の
説
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
語
に
つ
い
て
詳
細
な
注

を
附
す
る
こ
と
は
果
し
て
如
何
と
も
思
わ
れ
る
が
、
寧
ろ
日
本
に
居
て
そ

の
語
を
解
し
よ
う
と
す
る
際
、
中
峰
明
本

(

一
二
六
三
―
一
三
二
三)

の

生
き
た
時
間
空
間
を
、
知
識
に
よ
っ
て
復
元
し
よ
う
と
し
た
注
釈
態
度
を

伝
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
岐
陽
の

『

鈔』

が
、
伝
統
的
な
地

志
で
あ
る
祝
穆
編

『

方
輿
勝
覧』

を
盛
ん
に
使
い
な
が
ら
、
本
書
地
理
門

を
も
併
用
し
て
い
る
の
は
、『

広
録』

を
解
す
る
の
に
つ
い
て
、
祝
氏
編

書
を
時
間
的
、
空
間
的
に
不
足
と
認
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
了
解
さ
れ

る
。
例
え
ば

『

広
録』

巻
六
、
仏
祖
賛

｢

趙
州｣

に
、
高
麗
の
僧
が
著
賛

を
求
め
た
の
を
踏
ま
え

｢

萬
里
海
門
�
不
住
、
遠
遺
清
影
過
遼
陽｣

と
記

し
た
所
、『

鈔』

は

｢

遼
陽｣

の
語
に

｢

翰
墨
全
書
乙
集
、
ー
ー
路
、
本

渤
海
王
所
都
之
地
。
在
唐
時
為
粟
未
、
靺
鞨
二
種
、
依
附
高
麗｣

と
注
し

て
い
る
。
こ
れ
は
祝
氏
の
書
が
中
国
北
部
や
朝
鮮
半
島
方
面
に
は
記
事
を

持
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
元
朝
の
版
図
に
基
づ
く
本
書
が
参
考
と
さ
れ
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た
。
後
に
建
仁
寺
に
住
し
た
月
舟
寿
桂
の
談
話
を
録
し
、
柳
田
征
司
氏
の

所
謂

｢
特
定
の
原
典
を
持
た
な
い
抄
物｣

に
当
た
る

『

月
影
集』

に

(

�)

方
輿
勝
覧
ハ
、
南
方
ハ
カ
リ
委
ク
シ
テ
、
北
方
ヲ
ハ
エ
セ
ヌ
者
ソ
。

故
ニ
、
蘇
黄
ヲ
講
ス
ル
ニ
ハ
、
翰
墨
金

(

マ
ヽ)

書
ノ
方
輿
ヲ
以
テ
講
ス
ル
也
。

翰
墨
金

(

マ
ヽ)

書
ノ
ハ
、
如
形
北
方
ヲ
ス
ル
也
。
今
ノ
一
統
志
ハ
、
蘇
黄
ヲ

講
ス
ル
ニ
重
宝
ノ
書
ヲ

(

ソ
歟)

。
南
北
ト
モ
ニ
委
ス
ル
也
。

と
記
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
本
書
地
理
類
が
五
山
僧
に
用
い
ら
れ
た

事
情
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

(
�)

。
日
本
か
ら
、
唐
山
に
新
た
に
展
開

さ
れ
た
現
実
を
、
知
識
を
以
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
豊
か
な

来
源
と
な
っ
た
の
が
、
現
に
彼
土
を
踏
ん
だ
入
元
入
明
僧
の
媒
介
す
る
、

本
書
の
如
き
実
用
の
版
本
類
で
あ
っ
た
。

室
町
後
期
に
な
る
と
、
中
国
も
明
の
世
と
な
っ
て
年
を
重
ね
て
い
た
か

ら
、
前
代
成
立
の

『

翰
墨
全
書』

は
最
新
の
編
集
と
は
言
え
な
く
な
っ
た

が
、
伝
本
の
書
入
を
見
る
と
、
実
際
に
は
明
代
に
下
る
改
編
本
、[
明
初]

刊
本
や
正
統
十
一
年
刊
本
が
、
室
町
末
近
世
初
ま
で
行
わ
れ
続
け
た
こ
と

が
窺
え
る
。
こ
の
時
代
、
禅
僧
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
抄
物
を
見
る
と
、
本

書
引
録
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
な
く
、
五
山
僧
の
関
心
が
俗
家
の
漢
学
に
重

心
を
移
し
て
く
る
と
、
贈
与
の
礼
物
に
用
い
ら
れ
る
程
、
本
書
参
照
の
習

慣
も
ま
た
広
が
り
を
見
せ
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
応
仁
の
乱
後
、
後
土
御

門
朝
頃
か
ら
、
本
書
受
容
の
範
囲
が
俗
人
に
も
及
ん
で
い
る
。
偶
々
気
付

き
得
た
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
条
西
実
隆
の

『

実
隆
公
記』

長
享
元
年

(

一

四
八
七)

十
一
月
七
日
条
に
、
徳
大
寺
実
淳
が
実
隆
の
許
を
訪
れ
、
実
隆

に
本
書
を
披
閲
さ
せ
た
記
事
が
見
え
、
実
隆
は

｢

誠
殊
勝
之
物
也
、
四
十

冊
在
之｣

と
記
録
し
た
。
さ
ら
に
永
正
三
年

(

一
五
〇
七)

六
月
、
今
度

は
当
番
に
よ
っ
て
禁
裏
に
参
じ
た
息
男
の
公
条
が
本
書
を
賜
っ
た
と
す
る

記
事
が
見
え
、｢

翰
墨
全
書
御
本
〈
卅
冊
〉
拜
領
之
、
祝
著
自
愛
之
由
語

之
。
誠
至
寶
也
。
珍
重
々
々｣

と
あ
っ
て
、
御
本
の
下
賜
を
喜
ぶ
の
み
と

は
思
わ
れ
な
い
、
本
書
を
珍
重
す
る
様
子
が
止
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
翌

年
四
月
二
十
九
日
条
で
は

｢

章
長
朝
臣
來
、
鹿
苑
院
御
經
供
養
願
文
草
進

之
由
語
之
。
翰
墨
全
書
内
兩
三
冊
借
請
歸｣

と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
三
条

西
家
に
出
入
り
す
る
菅
家
の
儒
者
高
辻
章
長
が
、
足
利
義
満
百
年
忌
供
養

の
願
文
制
作
に
当
た
っ
て
、
参
考
の
た
め
か
本
書
数
冊

(

祭
礼
門
等
歟)

を
借
り
出
し
て
行
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
十
六
世
紀
に
は
本
書
の
収
蔵
と

参
考
が
俗
家
に
も
広
が
り
、
そ
の
文
筆
を
潤
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た

盛
ん
な
実
用
や
借
覧
が
、
本
書
の
伝
存
を
錯
乱
さ
せ
た
実
況
を
も
教
え
て

い
る
。
日
本
で
は
十
六
世
紀
頃
、
本
書
の
受
容
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
、
こ

れ
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
当
時
行
わ
れ
た
版
本
は
、
原
本
と

改
編
十
集
本
に
加
え
、
文
明
年
間
の
識
語
を
有
す
る

(

東
福
寺
旧
蔵
、
静
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嘉
堂
文
庫
蔵
二
十
二
冊)

明
正
統
十
一
年
刊
本
を
含
め
、
改
編
十
五
集
本

も
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
書
入
の
年
代
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

朝
鮮
朝
に
伝
来
し
た
本
書
の
版
本
は
、
現
在
の
韓
国
に
は
そ
れ
程
多
く

な
い
が
、
日
本
伝
来
本
の
中
に
、�

記
に
よ
っ
て
旧
伝
の
知
ら
れ
る
も
の

が
少
な
く
と
も
六
本
見
出
さ
れ
る
。
今
改
め
て
こ
れ
を
列
挙
す
れ
ば

故
宮
博
物
院
蔵
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
二
十
冊
本
中

配
本
六
冊

趙
璞
旧
蔵

[

元]

刊
本

故
宮
博
物
院
蔵
・
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
二
十
冊
本
、
有
配

金
震
孫
旧
蔵

[

明
初]

刊
本

静
嘉
堂
文
庫
蔵
・
竹
添
井
井
旧
蔵
四
十
七
冊
本
、
有
配

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
二
十
五
冊
本
中

配
本
三
冊

権
�
旧
蔵

(

�)

明
正
統
十
一
年
刊
本

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
二
十
五
冊
本
中

配
本
三
冊

鄭
鍠
旧
蔵

[

明
初]

刊
本

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫
蔵
二
十
二
冊
本
中

配
本
二
冊

李
元
禄
旧
蔵

明
正
統
十
一
年
刊
本

国
立
公
文
書
館
・
旧
内
閣
文
庫
蔵
二
十
二
册
本
、
有
配

尹
�
旧
蔵

明
正
統
十
一
年
刊
本

右
の
諸
本
に
は
幾
つ
か
の
共
通
点
が
あ
り
、
先
ず
旧
蔵
者
は
い
ず
れ
も
朝

鮮
前
期
の
人
で
あ
る
。
趙
氏
は
高
麗
末
朝
鮮
初
、
金
、
権
氏
は
十
五
世
紀

前
半
の
人
で
、
後
者
は
世
祖
朝
ま
で
在
世
、
鄭
氏
は
十
六
世
紀
初
の
中
宗

朝
前
後
、
李
氏
は
十
六
世
紀
半
ば
、
尹
氏
は
十
七
世
紀
初
の
宣
祖
朝
前
後

の
人
で
あ
っ
た
。
版
本
は
趙
氏
旧
蔵
の

[

元]

刊
本
を
除
き
、
改
編
十
五

集
の

[

明
初]

刊
本
か
、
そ
の
覆
刻
の
明
正
統
十
一
年
刊
本
で
あ
る
。
次

に
日
本
で
の
伝
来
を
見
る
と
、
多
く
は
近
世
以
前
将
来
本
で
、
趙
氏
、
金

氏
本
は
日
本

[

近
世
初]

鈔
補
、
権
氏
本
は
増
島
蘭
園
等
旧
蔵
、
李
氏
、

尹
氏
本
は
林
家
旧
蔵
に
係
る
。
鄭
氏
本
の
み
は
そ
の
明
徴
が
な
い
。
こ
れ

ら
を
勘
案
す
る
と
、
全
体
に
朝
鮮
前
期
以
前
の
儲
本
を
、
日
本
の
近
世
初

期
以
後
に
将
来
し
た
の
で
あ
っ
て
、
最
も
接
近
し
て
生
涯
を
重
ね
る
尹
氏

と
林
羅
山
の
生
存
中
、
朝
鮮
宣
祖
朝
に
壬
辰
・
丁
酉
の
倭
乱
、
即
ち
文
禄
・

慶
長
の
役
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
右
の
う
ち
の
全
て
と
は
限
ら
な

い
が
、
幾
本
か
は
そ
の
際
の
劫
略
に
係
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
伝
本
が

恐
ら
く
は
日
本
で
近
世
以
前
に
相
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
権
氏
本
に
至
っ

て
は
日
本
で
分
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
、
そ
う
し
た
推
測
を
傍
証
す
る
。

前
節
ま
で
に
述
べ
た
如
く
、
日
本
で
は
十
六
世
紀
ま
で
に
本
書
へ
の
評
価

が
確
立
し
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
に
朝
鮮
で
も
、
十
五
、
六

世
紀
前
後
に
は
、
改
編
十
五
集
本
の
明
版
二
種
を
中
心
と
す
る
受
容
が
官

― 323 ―



人
層
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
十
六
世
紀
末
の
日
本
の
侵
略
時
、
戦
塵
の
傍

ら
で
本
書
が
探
し
求
め
ら
れ
、
多
く
の
伝
本
が
日
本
に
移
さ
れ
た
の
で
あ

る
。そ

の
後
、
朝
鮮
朝
で
の
本
書
の
受
容
は
、
書
目
に
見
る
限
り
あ
ま
り
盛

ん
と
は
言
え
な
く
な
っ
た

(

�)

。『

奎
章
総
目』

集
部
に
録
す
る
一
部

｢

翰
墨

大
全
十
六
本
／
明

(

マ
ヽ)

劉
應
李
編
甲
集
十
二
卷
乙
集
九
巻
丙
集
五
巻
丁
集
五
巻

戊
集
五
巻
己
集
七
巻
庚
集
十

(

マ
ヽ)
四
巻
辛
集
十
巻｣

は
、
相
配
等
が
な
け
れ
ば
、

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本
か
、
そ
の
覆
版
の
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
僅
か
に

『

嶺
南
各
邑
校
院
書
冊
録』

の
星
州
牧
、
武
屹

書
斎
の
項
に

｢

翰
墨
全
書
十
一
巻｣

と
見
え
る
の
は
、
そ
の
題
目
か
ら
す

る
と
、
本
書
古
版
の
残
存
で
あ
り
、
朝
鮮
朝
伝
本
の
旧
蔵
記
主
に
慶
尚
道

出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
蒐
書
の
伝

統
を
辛
う
じ
て
伝
え
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
他
、
朝
鮮
朝

の
後
半
に
本
書
が
行
わ
れ
た
証
跡
は
乏
し
く
、
現
存
本
の
集
録
を
見
て
も
、

本
稿
著
録
の
蔵
書
閣
蔵
残
本
を
含
め
、
残
存
三
部
に
止
ま
っ
て
い
る

(

�)
。
一

方
、
日
本
の
江
戸
時
代
に
於
け
る
本
書
の
受
容
に
目
を
向
け
る
と
、
既
存

の
版
本
の
他
に
、
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本
、
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本
を

将
来
し
、
江
戸
前
期
頃
ま
で
は
禅
刹
、
公
家
、
幕
府
と
、
蒐
書
に
熱
心
な

諸
藩
や
藩
校
に
は
、
そ
の
収
蔵
が
比
較
的
多
か
っ
た
。
し
か
し
書
入
の
様

子
等
を
見
る
と
、
随
時
実
用
に
供
し
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
五
山
の
遺
風
を

受
け
版
本
は
伝
え
た
け
れ
ど
も
、
学
問
的
関
心
か
ら
は
外
れ
て
い
っ
た
の

が
実
情
で
あ
ろ
う
。
殊
に
本
書
の
規
模
が
大
き
く
、
元
々
の
構
成
と
伝
来

情
況
が
雑
然
と
乱
れ
、
真
に
実
用
さ
れ
た
編
集
当
初
か
ら
は
年
代
も
遠
ざ

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
本
朝
で
は
翻
刻
普
及
の
図
ら
れ
る

こ
と
が
な
く
、
日
本
漢
籍
と
し
て
再
製
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
近
世
期

の
受
容
を
格
段
に
乏
し
い
も
の
と
し
た
。
従
っ
て
近
代
に
、
一
部
伝
本
が

古
版
と
し
て
注
目
を
取
り
戻
す
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
伝
本
は
閑
却
さ
れ
て

い
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
、
様
々
な
経
緯
か
ら
日
本
や
周
辺
地
域

に
一
定
数
の
伝
本
が
残
り
、
略
々
版
本
の
消
長
が
辿
れ
る
こ
と
は
幸
い
で

あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
伝
本
が
追
尋
さ
れ
、
よ
り
一
層
精
確
な
考
察
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

最
後
に
本
書
版
本
の
簡
単
な
判
別
法
を
纏
め
て
本
稿
を
終
え
る
。
稿
者

知
見
の
本
書
版
本
は
全
て
中
国
元
明
間
の
刊
刻
で
あ
っ
た
。
以
下
版
種
名

に
冠
す
る
漢
数
字
は(

一)

原
編
十
五
集
本
、(

二)

改
編
十
集
本
、(

三)
改
編
十
五
集
本
の
略
号
で
あ
る
が
、
先
ず
こ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
巻
首
に
�
友
諒
と
署
名
し
、
完
本

(

雑
題
門
に
至
る)

で
十
集

な
ら

(

二)
即
ち
元
泰
定
元
年
刊
本
と
見
な
さ
れ
る
。
残
本
の
判
別
は
難
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し
い
が
、
こ
こ
で
は
改
め
て
毎
集
の
巻
数
と
門
目
を
列
挙
し
よ
う
。

【

甲】
(

一)
十
二
巻
、
諸
式
・
活
套

(

二)

十
巻
、
諸
式
・
活
套

(

三)
十
二
巻
、
諸
式
・
活
套

【

乙】
(

一)

十
八
巻
、
冠
禮
・
婚
禮

(

二)

十
二
巻
、
天
文
時
令
・
地
理

(

三)

九
巻
、
冠
禮
・
婚
禮

【

丙】
(

一)

十
四
巻
、
慶
誕
・
慶
壽

(

二)

十
九
卷
、
人
倫
・
人
品
・
人

事
・
氏
族

(

三)

五
巻
、
慶
誕
・
慶
壽

【

丁】
(

一)

十
一
巻
、
慶
壽
・
喪
禮

(
二)
九
巻
、
冠
禮
・
婚
禮

(

三)

五
巻
、
慶
壽
門

【

戊】
(

一)

十
三
巻
、
喪
禮
・
祭
禮

(

二)

十
巻
、
慶
誕
・
慶
壽

(

三)

五
巻
、
喪
禮

【

己】
(

一)

十
二
巻
、
官
職
・
吏
道
・
仕
進

(

二)

十
二
巻
、
喪
禮
・
薦

悼
・
祭
禮
・
祈
禳

(

三)

七
巻
、
薦
悼
・
祭
禮
・
祈
禳

【

辛】
(

一)

十
六
巻
、
儒
學

(

二)

二
十
四
巻
、
詔
誥
・
表
牋
・
官
職
・

吏
道
・
仕
進

(

三)

十
巻
、
儒
學
・
科
舉

【

壬】
(

一)

十
七
巻
、
儒
學
・
人
品

(

二)

十
一
巻
、
釋
教
・
道
教
・
神

祠

(

三)

十
二
巻
、
人
倫
・
人
品
・
人
事

【

癸】
(

一)

十
七
巻
、
釋
教
・
道
教
・
神
祠

(

二)

十
七
巻
、
第
宅
・
器

用
・
服
飾
・
飲
食
・
花
木
・
禽
獸
・
雜
題(

三)

十
一
巻
、
釋
教
・

道
教
・
神
祠

【

后
甲】
(

一)

十
五
巻
、
天
文
時
令
・
地
理

(

二)

×

(

三)

八
巻
、
天

文
時
令
・
地
理

【

后
乙】

(

一)

十
三
巻
、
地
理

(

二)

×

(

三)

三
巻
、
州
郡

【

后
丙】

(

一)

十
二
巻
、
人
倫
・
人
事
・
姓
氏

(

二)

×

(

三)

六
巻
、

氏
族
・
姓
氏

【

后
丁】

(

一)

十
四
巻
、
第
宅
・
器
用
・
服
飾
・
飲
食

(

二)

×

(

三)

八
巻
、
第
宅
・
器
用
・
服
飾

【

后
戊】

(

一)

九
巻
、
花
木
・
禽
獸
・
雜
題

(

二)

×

(

三)

九
巻
、
飲

食
・
花
木
・
禽
獸
・
雜
題

も
し
本
文
系
統
の
判
別
が
付
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
可
能
性
が
あ
る
。

(

一)
[

元]

刊
本
、[

明
初]

刊
大
全
本

(

二)

元
泰
定
元
年
刊
本

(
三)

[

明
初]

刊
本
、
明
正
統
十
一
年
刊
本
、

明
正
徳
元
年
刊
大
全
本
、
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

次
に
題
目
や
字
数
で
分
け
れ
ば

[

巻
首
題
目]
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全
書

↓

(

一)
[

元]

刊
本
、(

二)

元
泰
定
元
年
刊
本
、

(

三)
[

明
初]

刊
本
、
明
正
統
十
一
年
刊
本

大
全

↓
(

一)
[

明
初]

刊
本

(

全
書
に
作
る
巻
あ
り)

、

(
三)

明
正
徳
元
年
刊
本
、
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
本

[

首
題
下
集
目]

巻
数
上

↓

(

一)
[

元]
刊
本
、[

明
初]

刊
大
全
本

同
下
黒
牌
↓

(

二)

元
泰
定
元
年
刊
本
、

(

三)
[

明
初]

刊
本
、
明
正
統
十
一
年
刊
本

(

二
版
、
甲

集
巻
一
、
二
、
六
は
巻
数
上)
、
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本
、

明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

[

毎
行
字
数]

二
十
四
字

↓

(

一)
[

元]

刊
本
、[

明
初]

刊
大
全
本

二
十
四
／
二
字
↓

(

二)

元
泰
定
元
年
刊
本

(

三)
[

明
初]

刊
本
、
明
正
統
十
一
年
刊
本

二
十
六
／
八
字
↓

(

三)

明
正
徳
元
年
、
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

以
上
に
鑑
み
て
も

(

三)
[

明
初]

刊
本
と
明
正
統
十
一
年
刊
本
、
明

正
徳
元
年
刊
本
と
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
覆
刻
で

区
別
が
付
か
な
い
か
ら
、
版
本
の
細
情
や
書
影
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。
当
面
、
巻
首
第
一
張
前
半
に
つ
い
て
の
み
記
す
と
、[

明
初]

刊
本
が
題
目
巻
数
下
に
横
界
を
有
す
る
の
に
、
正
統
刊
本
に
は
こ
れ
が
な

い
。
さ
ら
に
第
十
二
行

(

末
行)

、[

明
初]

刊
本
が

｢

於
是
有
體
式
矣｣

に
作
る
所
、
正
統
刊
本
は

｢

躰
式｣

に
作
る
。
ま
た
正
徳
刊
本
が
題
下
の

集
目
の
牌
記
を
双
辺
と
す
る
の
に
、
嘉
靖
刊
本
は
単
辺
と
す
る
。
な
お
不

明
の
場
合
、
本
文
中
の
版
式
や
内
容
、
張
数
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[

注]

(

１)
『(

万
暦)

建
陽
県
志』

巻
六
に
よ
る
。『(

嘉
靖)

建
陽
県
志』

巻
十
二
に

載
せ
る
劉
応
李
の
伝
は
、
炳
の
孫
、
�
の
子
と
す
る
が
、
年
代
が
合
わ
な
い
。

(

２)

各
員
登
第
の
年
次
は
、
方
志
類
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
。

�龠

孝
宗
朝

乾
道

八
年

(

一
一
七
二)

炳

(

�龠
の
弟)

孝
宗
朝

淳
煕
十
五
年

(

一
一
八
八)

�(

炳
の
子)

寧
宗
朝

紹
煕

四
年

(

一
一
九
三)

(

３)
『(

嘉
靖)

建
陽
県
志』

巻
十
二
、『(

万
暦)

建
陽
県
志』

巻
六
等
。

(

４)

劉
応
李
の
伝
に
つ
い
て
は

『(

弘
治)

八
�
通
志』

巻
六
十
五
、『(

嘉
靖)

建
寧
府
志』

巻
十
八
、『(

嘉
靖)

建
陽
県
志』

巻
十
二
、『

万
姓
統
譜』

巻

五
十
九
、『

宋
季
忠
義
録』

巻
十
五
、『

宋
元
学
案』

巻
七
十
、『(

乾
隆)

福

建
通
志』
巻
五
十
一
、『

�
中
理
学
淵
源
考』

巻
六
も
大
略
同
じ
。
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(

５)

こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
謝
水
順
・
李
�廷
両
氏

『

福
建
古
代
刻
書』

(

一
九

九
七
年
、
福
建
人
民
出
版
社)

二
二
一
頁
に
言
及
が
あ
る
。

(

６)
『

聖
宋
千
家
名
賢
表
啓
翰
墨
大
全』

の
宋
版
に
は
瞿
氏
鉄
琴
銅
剣
楼
旧
蔵

の
北
京
中
国
国
家
図
書
館
蔵
残
本
と
、
日
本
の
天
理
図
書
館
蔵
残
本
が
あ
る
。

(

７)
『

天

理

図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
第
九
巻

聖
宋
千
家

名
賢
表
啓
翰
墨
大
全
／
翰
林
珠
玉』

(

昭

和
五
十
六
年
、
八
木
書
店)

解
題
。

(

８)

宮
紀
子
氏

『

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化』

(

平
成
十
八
年
、
名
古
屋
大

学
出
版
会)

第
Ⅲ
部
第
九
章
、
初
出
は
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
田
章
裕

三
氏
編

『

絵
図
・
地
図
か
ら
み
た
世
界
像』

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

��
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠

点
形
成｣

｢

��
・
��
・
��
世
紀
成
立
の
絵
図
・
地
図
と
世
界
観｣

(

平
成
十
六

年
三
月)

。

(

９)

郭
声
波
氏

『

大
元
混
一
方
輿
勝
覧』

(

宋
元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
、

四
川
大
学
出
版
社)

と
本
稿
と
は
、
個
々
の
版
本
に
つ
い
て
呼
称
が
異
な
り
、

混
乱
を
生
じ
や
す
い
。
そ
こ
で
次
に
両
者
の
呼
称
を
列
挙
し
対
応
さ
せ
て
お

く
。

(

郭
氏
著
書)

(

本
稿)

大
徳
本

[

元]

刊
本

※
右
の
大
徳
本
は
郭
氏
の
仮
設
、
下
記
に
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

覆
大
徳
本

↓

[

明
初]

刊
大
全
本

泰
定
本

↓
元
泰
定
元
年
刊
本

元
末
本

↓

[

明
初]

刊
本

正
統
本

↓
同
前
正
統
元
年
修
本
／
明
正
統
十
一
年
刊
本

明
初
本

↓
明
正
統
十
一
年
刊
本
／
明
正
徳
元
年
刊
大
全
本

※
右
二
本
、
版
種
の
認
識
に
合
致
し
な
い
点
が
あ
る
。

嘉
靖
本･

万
暦
本
↓
明
嘉
靖
三
十
六
年
刊
大
全
本

※
右
の
万
暦
本
は
嘉
靖
刊
後
修
本
と
判
断
す
る
。

(

��)

公
刊
の
目
録
に
稀
に

｢

元
大
�
三
十
一
年
刻
本｣

と
著
す
の
は
、
本
序

｢

大
徳
之｣

の
末
字
行
書
を

｢

三｣

と
誤
読
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

��)

川
瀬
一
馬
氏
編

『

石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目』

(

昭
和
十
七
年)

本
文

篇
五
〇
二
に

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
〈
乙
集
卷
十
二
・
辛
／
集
卷
三
至

八
〉(

零
本)

二
册｣

と
標
す
る
本
は
現
所
在
不
明
、｢

各
冊
末
に｢

靈
松
院｣

黒
印
記
及
び
不
明
の
壺
形
古
朱
印
記
が
あ
る
。
渋
引
楮
紙
の
古
表
紙
を
存
し
、

大
い
さ
、
縦
六
寸
八
分
、
横
五
寸
二
分
。｣

と
録
す
る
の
を
見
る
と
、
該
本

と
僚
册
ら
し
く
思
わ
れ
る

(

但
し
朱
印
記
を
壺
形
、
横
の
寸
法
を
一
五
糎
餘

り
と
著
す
点
は
合
致
し
な
い)

。
図
版
の
附
さ
れ
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る

が
、
川
瀬
氏
は

｢

元
泰
定
刊
。
�
友
諒
編
。｣

と
著
す
。
乙
集
巻
十
二
は
州

郡
門
に
当
た
る
由
、
こ
の
編
集
は
管
見
に
照
ら
し
て
も
後
出
の
元
泰
定
元
年
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刊
本
の
み
に
該
当
す
る

(

改
編
十
集
本
、
こ
の
版
は
�
友
諒
編
と
署
す)

。

辛
集
の
門
類
は
不
明
。
大
阪
大
学
、
香
川
大
学
蔵
本
と
伝
来
は
共
通
す
る
が
、

そ
の
版
本
は
異
な
る
か
。
寸
法
の
相
違
は
別
本
の
相
配
を
反
映
す
る
か
も
知

れ
な
い
。
他
日
の
出
現
に
期
待
す
る
。

(

��)

注

(

８)
宮
氏
著
書
六
二
九
頁
の
注
二
二
八
に
、
本
稿
で
当
該

[

明
初]

刊
大
全
本
と
認
定
し
て
い
る
後
掲
の
台
北
国
家
図
書
館
蔵
本
を
挙
げ
て
、

｢

台
湾
国
家
図
書
館
蔵
の

『
翰
墨
大
全』

は
、
熊
禾
の
序
文
中
の

『

翰
墨
全

書』

の
書
名
を
改
竄
し
忘
れ
て
い
る
ほ
か
、
友
于
書
堂
本
を
踏
ま
え
た
増
訂

本
を
覆
刻
し
あ
ら
た
め
て
前
甲
集
か
ら
后
戊
集
ま
で
と
お
し
て
巻
分
け
し
た

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、｢

混
一
方
輿
勝
覧｣

が
后
甲
集
か
ら
后
乙

集
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の

『
翰
墨
全
書』

の
明
初
刊

本
よ
り
さ
ら
に
時
代
が
く
だ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。｣
と
論
断
さ
れ
て

い
る
。
確
か
に
本
版
の
刊
行
は
明
初
に
降
り
、｢

友
于
書
堂
本｣
即
ち
本
稿

に
称
す
る
後
出
の
元
泰
定
元
年
刊
本
よ
り
も
後
の
版
刻
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

前
節
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
本
版
と
組
織
内
容
を
同
じ
く
す
る

[

元]

刊
本

が
存
す
る
か
ら
、
そ
の
本
文
を
無
礙
に
後
出
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
諸
版
の
組
織
内
容
と
本
文
の
字
句
を
校
勘
し
た
所
、
宮
氏
と

異
な
る
結
論
に
達
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、
以
下
に
は
本
版
及
び
当
該
台
北
国

家
図
書
館
蔵
本
を
、
原
編
十
集
本
の
項
に
掲
げ
て
考
証
を
進
め
た
い
。
本
版

を
原
本
系
統
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
本
節
及
び
次
節
の
記
述
を
参
照
さ
れ

た
い
が
、
こ
こ
で
予
め
そ
の
要
諦
を
記
し
て
お
け
ば
、
組
織
内
容
の
点
か
ら

言
う
と
、
後
掲
の
泰
定
刊
本
が
む
し
ろ
該
本
の
組
織
を
変
更
し
て
新
著
と
装

い
、
実
際
は
そ
の
内
容
を
節
略
し
た
本
文
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
本
文

字
句
の
方
面
か
ら
見
る
と
、[

元]

刊
本
と
当
該[

明
初]

刊
大
全
本
、[

元]

刊
本
と
泰
定
刊
本
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
方
的
な
依
拠
関
係

(

訛
誤
省
略)

が
あ
っ
て
、
相
互
に
影
響
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

(

��)

本
版
で
重
慶
路
に
黔
江
、
彭
水
二
県
の
名
を
列
し
て
い
る
の
は
、
明
洪
武

四
年(

一
三
七
一)

の
改
制
に
拠
る
と
言
う
。
注(

９)

郭
氏
著
書
三
九
頁
。

な
お
郭
氏
は
本
版
を
、
劉
応
李
原
編
当
初
の
大
徳
刊
本
を
覆
刻
し
た
覆
大
徳

刊
本
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
原
編

[

元]

刊
本
を
覆
刻
し
た
と
す
る
稿
者
の

認
識
に
近
い
。

(

��)

阿
部
隆
一
氏

『

増
訂
中
国
訪
書
志』

(

昭
和
五
十
八
年
、
汲
古
書
院)

五

二
七
頁
参
照
。

(

��)

全
て
残
欠
本
で
、
中
央
民
族
大
学
図
書
館
、
中
共
北
京
市
委
員
会
図
書
館
、

中
国
科
学
院
図
書
館
、
遼
寧
省
図
書
館
、
旅
順
博
物
館
、
黒
龍
江
省
図
書
館
、

山
東
省
図
書
館
、
天
一
閣
文
物
保
管
所
、
安
徽
省
図
書
館
、
江
西
省
図
書
館
、

河
南
省
図
書
館
、
重
慶
市
図
書
館
に
所
蔵
の
あ
る
由
、｢

大
全｣

の
名
目
か

ら
後
出
明
正
徳
元
年
刊
本
、
嘉
靖
三
十
六
年
刊
本
と
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能
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性
を
懼
れ
る
が
、
当
面
は
本
版
の
未
見
本
と
し
て
注
記
し
て
置
き
た
い
。

(
��)

注

(

８)

宮
氏
著
書
五
五
二
頁
に

｢『

翰
墨
全
書』

は
、
も
と
は
劉
応
李

が
編
集
し
た
類
書
で
、
大
徳
十
一
年
に
、
熊
禾
が
序
文
を
書
い
て
売
り
出
さ

れ
た
。
友
于
書
堂
本

(

米
沢
市
立
図
書
館
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫

蔵)｣

は
、
そ
の
増
改
版
で
あ
る
。｣

と
し
て
本
版
の
性
格
を
規
定
さ
れ
て
い

る
。
稿
者
も
本
版
が
改
編
本
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
く
、
若
干
の
増
補
が

あ
る
こ
と
も
そ
の
通
り
と
見
る
。
し
か
し
本
版
に
は
増
補
新
編
を
装
う
か
の

如
き
見
か
け
の
上
の
作
為
が
目
立
ち
、
本
文
は
寧
ろ
節
略
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
増
補
本
と
称
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
改
編
本
と
称

す
る
こ
と
と
し
た
。
一
々
の
根
拠
は
以
下
の
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

��)

本
図
を
含
む
同
時
代
の
輿
地
図
の
展
開
に
つ
い
て
、
注

(

８)

宮
氏
論
文

に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(

��)

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
注(

８)

宮
紀
子
氏
著
書
五
五
二
頁
に
指
摘
が
あ
り
、

氏
の
調
査
に
よ
る
と

｢

至
元
己
卯
孟
夏
友
于
書
堂
印
行｣

の
牌
記
を
有
す
る

と
と
も
に

｢

椿
荘
書
院
新
刊｣

と
も
見
え
る
と
い
う
興
味
深
い
事
実
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

(

��)

注

(

８)

宮
氏
著
書
五
五
六
頁
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

(

��)

注

(

８)

宮
氏
著
書
は
五
五
六
頁
に
、
本
稿
に
言
う
所
の
改
編
十
五
集
本

の
特
徴
を
挙
げ
ら
れ
、｢

じ
じ
つ
、
こ
れ
ら

(

科
挙
門
、
詔
誥
門
、
表
牋
門

を
指
す
、
稿
者
注)

を
収
め
る

｢

門｣

は
、
い
ず
れ
も
大
徳
十
一
年
序
の

『

翰
墨
全
書』

の
巻
頭
の

｢

総
目｣

に
は
存
在
せ
ず
、
友
于
書
堂
の

｢

総
目｣

に
見
え
る
。『

混
一
方
輿
勝
覧』

を
お
さ
め
る

｢

州
郡
門｣

も
そ
う
で
あ
る
。

大
徳
十
一
年
の
時
点
で
は
、『

翰
墨
全
書』

に

『

混
一
方
輿
勝
覧』

は
存
在

し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
劉
応
李
の
編
輯
に
な
る
も
の
で
も
、
恐
ら
く
な
い
。

大
徳
十
一
年
以
前
の
成
立
を
前
提
と
し
た
考
証
は
無
意
味
で
あ
る
。｣

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
改
編
十
五
集
本

は
原
本
と
は
異
な
る
か
ら
、
考
証
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の

総
目
に
科
挙
門
、
詔
誥
門
、
表
牋
門
が
見
え
な
い
の
は
、
改
編
十
五
集
本
が

原
本
の
総
目
を
取
り
入
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
州
郡
門
に
つ
い
て
も
、
原
本
は

地
理
門
事
類
と
し
て
こ
れ
を
収
め
た
か
ら
、
改
編
十
五
集
本
に
も
州
郡
の
名

目
が
見
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
。｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧｣

の
題
目
を
用
い
た

の
は
、
確
か
に
こ
の
泰
定
刊
本
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
前
掲[

明
初]

刊
大
全
本
に
存
す
る
こ
と
は
前
節
の
通
り
で
あ
っ
て
、

[

明
初]

刊
本
覆
刻
の
底
本
で
あ
る

[

元]

刊
本
の
存
在
を
勘
案
す
る
と
、

こ
れ
を
泰
定
刊
本
に
初
め
て
収
め
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
知
見
の

[

元]

刊

本
に
は
、
后
甲
集
よ
り
后
乙
集
に
跨
る
地
理
門
を
伝
存
し
な
い
た
め
、
本
稿

の
仮
設
も
一
の
推
定
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
題
目
と
訛
誤
以
外
に
は
底
本
に

拠
り
、
さ
し
た
る
変
更
を
施
さ
な
か
っ
た

[

明
初]

刊
本
が
、
他
部
門
で
は
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他
本
に
拠
っ
た
と
想
定
す
る
理
由
も
当
面
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
の
意
味
か

ら
本
稿
は
、
注

(

９)

郭
氏
著
書
と
見
解
を
同
じ
く
し
、
問
題
の
地
理
門

(
即
ち
後
の
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧)

が
大
徳
の
劉
応
李
原
編
に
出
る
可
能
性

に
つ
い
て
、
一
考
の
餘
地
が
あ
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。

(

��)

一
例
を
挙
げ
る
と
、
原
本
庚
集
巻
十
三
に
は
以
下
の
諸
篇
を
存
す
る
。

送
翁
縣
尹
之
任

王
小
山

曾
識
巴
陵
道

(

下
略)

送
王
主
簿
之
任
二
首

徐
蘭
皐

劔
氣
在
斗
牛

(

下
略)

草
草
復
草
草

(

下
略)

こ
れ
に
対
し
改
編
十
集
本
戊
集
巻
四
で
は
、
徐
氏
の
第
一
首
を
篇
目
姓
氏
ご

と
省
い
た
た
め
、｢

草
草｣

篇
は
王
氏
の
翁
氏
を
送
る
作
の
第
二
首
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目』

元
刊
本

(

九
七
九
頁)

に

解
題
と
書
影
を
掲
げ
る
。

(

��)

注

(

��)

阿
部
氏
著
書
五
二
六
頁
録
、
別
版
相
配
、
集
目
偽
装
の
事
実
に

つ
い
て
、
既
に
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題』

(

一
四
七
頁)

に
解
題
を
載

せ
、
首
に
書
影
を
掲
げ
る
。

(

��)

本
系
統
の
版
本
が
泰
定
刊
本
に
拠
る
こ
と
は
、
既
に
注

(

８)

宮
氏
著
書

五
五
六
頁
に
指
摘
が
あ
り
、
氏
は

｢

こ
ん
に
ち
大
徳
十
一
年
の
序
文
を
付
す

『

翰
墨
全
書』

の
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
初
版
の
ま
ま
で
は
な
く
大
幅
な

増
改
訂
を
受
け
て
い
る
。｣

と
規
定
さ
れ
、
種
々
増
修
の
事
実
を
挙
げ
て

｢

泰
定
年
間
の
友
于
書
堂
本
と
の
合
わ
せ
本
、
友
于
書
堂
本
を
ふ
ま
え
た
増

改
訂
本
の
可
能
性
が
高
い
。｣

と
推
断
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
本
稿

に
称
す
る
当
該
の
改
編
十
五
集
本
に
つ
い
て
の
み
当
て
嵌
ま
る
事
柄
で
、
既

に
記
述
し
た
原
編
十
五
集
本
も
首
に
大
徳
の
序
を
冠
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
宮

氏
所
論
の
外
に
あ
り
、
大
徳
当
初
の
編
集
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
。

(

��)
[

明
初]

刊
大
全
本
の
略
字
に
つ
い
て
は
、
本
版
に
重
な
る
例
も
あ
る
。

し
か
し
誤
字
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い
た
め
、
前
者
に
つ
い
て
も

偶
然
の
合
致
と
見
た
。

(

��)

こ
の
本
、
注

(

��)

阿
部
氏
著
書
に
掲
載
が
な
い
。
ま
た
注

(

９)

郭
氏

著
書
四
三
頁
に
、
こ
の
本
を
取
り
上
げ
て

｢

元
末
本｣

と
呼
び
、
そ
の
甲
集

は
大
徳
本
の

｢

翻
刻｣

、
己
集
は
大
徳
本
の

｢

倣
刻｣

、
そ
の
餘
巻
は
正
統
本

倣
刻
の
底
本
と
さ
れ
、｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧｣

が
乙
集
の
位
に
あ
る
の
は

泰
定
本
を
誤
っ
て
差
挟
ん
だ
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
本
版
が
郭
氏
の

言
う
正
統
本
の
底
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
者
も
全
く
合
意
す
る
。

そ
の
上
で
見
解
の
相
違
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
本
版
を

｢

元
末
本｣

と
称
す
る
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こ
と
に
つ
い
て
、
本
版
は
伝
統
的
に
元
刊
本
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
本
版
後
修
本
に
正
統
元
年
の
牌
記
を
有
す
る

か
ら
に
は
、
あ
ま
り
遠
く
は
溯
ら
ず
、
そ
の
字
様
か
ら
も
明
初
頃
の
刊
行
と

推
定
さ
れ
る
た
め
、
本
稿
に
は

[

明
初]

刊
本
と
称
し
て
い
る
。
次
に
本
版

の
甲
集
に
つ
い
て
、
郭
氏
は
大
徳
本
の
翻
刻
と
さ
れ
た
が
、
大
徳
本
を
本
稿

に
言
う[

元]

刊
本
に
置
き
換
え
て
考
え
る
と
、
巻
一
と
巻
六
は
そ
の
覆
刻
、

し
か
し
餘
の
巻
は
元
泰
定
元
年
刊
本
の
覆
刻
と
見
な
さ
れ
、
一
版
本
の
翻
刻

と
言
え
ば
語
弊
が
あ
ろ
う
。
次
に
国
家
図
書
館
本
の
己
集
に
つ
い
て
、
こ
れ

は
版
本
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
の
伝
本
に
は

[

明
初]

刊
大
全
本
、
郭
氏
の

言
う
覆
大
徳
本
を
以
て
補
配
し
た
の
で
あ
る
。
次
で
乙
集
に
つ
い
て
、
こ
ち

ら
は
泰
定
刊
本
を
配
し
た
の
で
は
な
く
、
泰
定
刊
本
乙
集
を
底
本
と
す
る
本

版
后
乙
集
を
、
集
目
に
偽
装
を
加
え
て
乙
集
の
位
に
置
い
た
の
で
あ
り
、
別

版
の
誤
入
と
は
見
な
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
す
れ
ば
、
後
の
正

統
十
一
年
刊
本
は
、
全
く
本
版
の
覆
刻
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
後
掲

の
米
沢
図
書
館
蔵
本
と
該
本
が
同
版
本
に
当
た
る
等
、
郭
氏
の
説
に
も
明
確

に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
郭
氏
著
書
の
本
文
校
訂
に
用
い
た

｢

泰

定
本｣

と
は
、
こ
の
国
家
図
書
館
蔵

｢

誤
夾｣

本
に
拠
ら
れ
た
由
で
あ
る
か

ら
、
実
際
に
は
郭
氏
の
言
う
元
末
本
と
校
合
し
た
こ
と
に
な
る
。

(

��)

注

(

��)

阿
部
氏
著
書
一
一
五
頁
録
、
配
本
等
に
つ
き
指
摘
が
あ
る
。

(

��)

該
本
は『

滂
喜
斎
宋
元
本
書
目』

に
見
え
な
い
。
該
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、

上
海
図
書
館
の
郭
立
暄
氏
に
示
教
を
得
た
。

(

��)

中
国
社
会
科
学
院
に
王
興
泉
刊
行
の

『

新
刊
鋤
雲
先
生
地
理
心
法』

内
篇

一
巻
外
篇
一
巻
を
存
す
る
と
の
こ
と
。
注

(

５)

謝
・
李
氏
著
書
参
照
。

(

��)
『

増
修
附
注
資
治
通
鑑
節
要
続
編』

は
中
国
国
家
図
書
館
、
武
漢
大
学
図

書
館
に
存
す
る
由
。『

増
広
註
釈
音
弁
唐
柳
先
生
集』

は
収
蔵
が
多
い
。『

書

伝
大
全』

は
日
本
の
国
立
公
文
書
館
旧
内
閣
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
等
に

収
蔵
著
録
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題』

第
一
巻

(

四
四
頁)

に

解
説
が
あ
る
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影』

(

二
一
頁)

に
解
題
が
あ
り
、

首
に
書
影
を
附
す
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題』

(

一
四
七
頁)

に
解
題
を
載

せ
、
首
に
書
影
を
掲
げ
る
。
ま
た
注

(

９)

郭
氏
著
書
四
三
頁
に
米
沢
図
書

館
蔵
本
に
触
れ
、｢

元
末
本｣

を

｢

泰
定
本｣

と
誤
認
し
た
可
能
性
に
言
及

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
泰
定
刊
本
と
本
版

(

氏
の
言
わ
れ
る
元
末
本)

の
両
方
を
収
蔵
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
書
五
〇
頁
で
は
、
こ
の
米
沢
図
書
館

蔵
本
を

｢

日
本
友
人
帯
来
的
正
統
本｣

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
氏
が

｢
元
末
本｣

と
同
一
視
さ
れ
た
当
該
の
伝
本
で
あ
っ
て
、
別
の
版
本
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で
あ
る
か
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
る
の
は
正
確
で
な
い
。

(
��)

異
同
の
検
出
が
遅
れ
、
ど
の
段
階
で
修
整
さ
れ
た
の
か
正
確
に
記
述
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
見
す
る
と
別
版
の
よ
う
に
見
え
、
当
該
部
分
の
別

種
単
行
本
と
見
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
混
乱
を
招
く
た
め
、
そ
の
形
に
作

る
米
沢
図
書
館
蔵
本
の
記
述
に
附
し
て
注
記
し
た
。
未
見
で
あ
る
が

『

故
宮

善
本
書
影』

史
部
に
掲
載
す
る
景
陽
宮
原
蔵
本
も
同
じ
。
例
え
ば
注

(

９)

郭
氏
著
書
四
五
頁
の
図
三
に
、
泰
定
本
と
し
て
台
北
国
家
図
書
館
蔵
本
の
当

該
部
分
を
挙
げ(

本
版
后
乙
集
の
改
竄
妄
配
で
あ
る
こ
と
、
注
〈
��
〉
参
照)

、

五
二
頁
の
図
六
に
は
正
統
本
と
し
て
米
沢
図
書
館
蔵
本
を
挙
げ
て
い
る
が
、

両
者
は
実
際
に
は
同
版
で
、｢

一｣

字
の
入
筆
が
異
な
っ
て
い
る
の
み
、
両

方
と
も
本
版

[

明
初]

刊
本
、
郭
氏
の
言
う
元
末
本
に
相
当
す
べ
き
伝
本
で

あ
る
。

(

��)

該
本
を
注

(

９)

郭
氏
著
書
五
一
頁
に
取
り
上
げ
、
米
沢
図
書
館
蔵
本
と

同
版
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
と
同
じ
認
定
で
あ
る
。
た
だ
し
米
沢

本
は
正
統
の
牌
記
を
有
す
る
が
郭
氏
の
言
う
元
末
本
と
同
一
で
あ
り
、
別
に

正
統
本
と
い
う
版
種
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
注

(

��)

参
照
。

(

��)
『

書
録』

は
該
本
を

｢

元
明
間
刊
本｣

と
記
し
、｢

�
補

『

癸
集』

字｣

の

事
に
注
意
し
て
い
る
。
張
玉
範
氏
整
理
排
印
本

(

一
九
八
五
年
、
北
京
大
学

出
版
社)

に
拠
る
。
ま
た
二
〇
〇
一
年
秋
季
万
隆
拍
売
公
司
藝
術
品
拍
売
会

発
行
の
目
録

『

古
籍
文
献』

四
十
七
番

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
／
一
函

三
冊
／
元
刊
本｣

は
、
書
影
に
拠
れ
ば
本
版
后
甲
集
に
係
る
が
、
こ
の
木
犀

軒
旧
蔵
本
に
同
じ
く

｢

雲
岩｣

の�

印
を
有
す
る
由
。
寸
法
も
ほ
ぼ
合
致
す

る
の
で
、
元
来
僚
冊
の
可
能
性
が
あ
る
。
但
し
拍
売
の
本
に
は
単
辺
方
形
陽

刻

｢

曾
爲
古
／
平
壽
郭
／
申
堂
藏｣

、
方
形
陰
刻

｢

□

(

？)

郭
／
申
堂
／
家
藏｣

印
記
を
存
す
る
点
、
該
本
と
同
じ
で
な
い
。
別
伝
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
後

考
に
俟
ち
た
い
。
郭
申
堂
印
記
の
後
者
は
、
本
書
明
正
統
十
一
年
刊
中
国
国

家
図
書
館
蔵
六
十
四
册
本
に
も
見
え
る
が
、
后
甲
集
を
存
し
別
本
。

(

��)

前
述
の
封
面
の
様
式
は
、
至
正
刊
本

『

広
韻』

の
そ
れ
に
全
く
相
似
し
て

い
る
。
本
稿
図
版
十
七
並
に

『

中
国
版
刻
図
録』

図
版
三
二
五
等
参
照
。
ま

た
こ
の
刊
記
は
、
明
正
統
九
年

(

一
四
四
四)

刊
行
の

『

聯
新
事
備
詩
学
大

成』

序
末
に
附
さ
れ
た

｢

正
統
甲
子
劉
氏
／
翠
巖
精
舎
新
刋｣

牌
記
と
全
く

同
様
で
あ
る
。『

古
籍
印
本
鑑
定
概
説』

(

上
海
辞
書
出
版
社)

附
録
二
三
四

頁
図
版
参
照
。

(

��)

注

(

５)

謝
・
李
氏
著
書
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

(

�	)

本
版
に
は
影
印
や
ウ
ェ
ブ
上
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
が
整
い
、
参
照
が
容
易

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
は
原
編
か
ら
遠
く
、
改
編
十
五
集
本
の
中
で

も
劣
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
流
布
本
と
し
て
参
考
す
べ
き
で
あ
る
。

(

�
)

該
本
全
張
の
影
印
を『

四
庫
全
書
存
目
叢
書』

子
部
類
書
類(

子
一
六
九
・
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一
七
〇)

に
収
め
る
。
但
し
印
記
等
は
見
え
な
い
。
注

(

９)

郭
氏
著
書
四

六
頁
に
こ
の
本
を
取
り
上
げ
、｢

明
初
本｣

と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
底
本

を
｢

元
末
本｣

即
ち
本
稿
の
称
す
る
前
版

[

明
初]

刊
本
と
さ
れ
て
い
る
点

は
、
本
稿
の
認
識
に
同
じ
。
た
だ
底
本
の
己
集
を
、
泰
定
本
を
以
て
改
編
し

た
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
氏
の
用
い
た

｢

元
末
本｣

の
台
北
国
家
図
書
館
蔵

本
が
、
己
集
に
配
本
を
有
す
る
こ
と
に
基
づ
く
誤
り
で
、
一
に
底
本
に
よ
っ

た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
注

(
��)

参
照
。

(

��)
『

神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題』

(
一
四
頁)

著
録
、
首
に
伝
存
の
全
集
巻
首

の
書
影
を
掲
載
す
る
。

(

��)

該
本
に
つ
き

『

静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録』
元
版
子
部

(

一
一
四
頁)

に

著
録
が
あ
り
、
巻
首
書
影
を
掲
載
す
る
。

(

��)

前
注
参
照
。

(

��)

趙
応
禄

(

一
五
三
八
―
一
六
二
三)

の

『

竹
渓
日
記』

宣
祖
四
十
年

(

一

六
〇
七)

八
月
条
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

(

��)

注

(

��)

阿
部
氏
著
書
二
六
四
頁
録
、
既
に
正
統
十
一
年
刊
本
に
係
る
旨

の
指
摘
が
あ
る
。
該
本
后
乙
集
の
書
影
を
、｢

聖
朝
混
一
方
輿
勝
覧

元
大

�
間
建
陽
書
坊
刊
本｣

と
し
て
、『

大
汗
的
世
紀

蒙
元
時
代
的
多
元
文
化

与
藝
術』

(

二
〇
〇
一
、
台
北
国
立
故
宮
博
物
院)

に
掲
載
す
る
。

(

��)

注

(

��)

阿
部
氏
著
書
六
四
〇
頁
録
、
こ
れ
も
既
に
正
統
十
一
年
刊
本
と

見
、
宋
濂
識
語
の
妄
補
に
係
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
。

(

��)
『

群
碧
楼
善
本
書
目』

に
は

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
甲
集
十
二
卷
乙

集
九
卷
丙
集
五
卷
丁
集
五
卷
戊
集
五
卷
己
集
七
卷
庚
集
二
十
四
卷
辛
集
十
卷

壬
集
十
二
卷
癸
集
十
一
卷
后
甲
集
八
卷
后
乙
集
聖
朝
混
一
方
輿
勝
覽
三
卷
后

丙
集
六
卷
后
丁
集
八
卷
后
戊
集
九
卷
〈
一
百
冊
〉
／
元
劉
應
李
編
／
元
刻
本

毎
半
葉
十
四
行
行
二
十
四
字
／
有
景
濂
一
印
／
前
有
洪
武
九
年
金
華
宋
濂
記

一
則｣

と
し
て
題
識
を
引
く
が
、
首
に

｢

光
緒
庚
辰
觀
於
都
門
寶
森
堂
越
一

歳
得
之
内
有
混
一
方
輿
勝
覽
三
巨
卷
可
攷
訂
元
史
地
理
良
可
寶
貴
君
堅｣

の

文
を
冠
す
る
他
、
末
尾
を

｢

壬
子
八
月
津
門
�
齋
羣
碧
寫
記｣

と
す
る
等
、

字
句
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
光
緒
庚
辰
は
六
年

(

一
八
八
〇)

。

(

�	)

全
寅
初
氏
主
編

『

韓
国
所
蔵
中
国
漢
籍
総
目』

子
部
類
書
類
に

｢

新
編
事

文
類
聚
翰
墨
大
全｣

二
部
を
録
し
、
一
部
は
雅
丹
文
庫
収
蔵
の
四
巻
三
册

(

後
丙
集
巻
三
〜
六)

、
も
う
一
部
は
檀
国
大
学
校
羅
孫
文
庫
収
蔵
の
六
巻
二

冊

(

版
心
題
氏
族)

、
共
に
刊
年
未
詳
の
木
版
本
と
す
る
。
前
者
は

[

明
初]

刊
大
全
本
の
残
存
か
。
本
文
二
六
〇
頁
参
照
。

(

�
)

該
本
に
つ
き

『

新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目』

元
刊
本

(

九
七
九
頁)

に

解
題
と
書
影
を
掲
げ
る
。

(

��)
該
本
を
展
示
し
た
慶
應
義
塾
図
書
館
主
催

｢

辞
書
の
世
界
―
江
戸
・
明
治

期
版
本
を
中
心
に
―｣

展
図
録

(

平
成
十
四
年)

に
於
い
て
、
稿
者
の
責
任
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で
こ
れ
を

｢[

元]

刊

[

明
初]

修｣

本
と
著
録
し
た
。
し
か
し
諸
本
対
査

を
行
っ
た
結
果
、
残
欠
な
が
ら
も
明
正
統
十
一
年
刊
本
に

[

明
初]

刊
本
を

配
し
た
伝
本
と
判
明
し
た
次
第
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
訂
正
し
た
い
。
呉

希
賢
氏
編

『

歴
代
珍
稀
版
本
経
眼
図
録』

明
代
版
本
に

｢

新
編
事
文
類
聚
翰

墨
全
書
甲
集
至
癸
集
／
元
劉
應
李
�
。
明
初
刻
本
。｣

と
録
す
る
書
影
は
該

本
と
同
版
で
、
同
文
の

｢

温
�
梁
印｣

｢

温
�
緑
樓
所
臧｣

等
の
印
記
を
存

す
る
よ
う
で
あ
る
。

(

��)

二
〇
〇
八
年
一
月
現
在
、
該
本
の
全
張
の
画
像
を
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
京
都
大
学
電
子
図
書
館
、
貴
重
資
料
画
像
内
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。����������	
���	
������	��	�������������	

����

(

��)
『

愛
日
精
廬
蔵
書
記』

に
は
著
録
が
な
い
。

(

��)

該
本
は

『

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
宋
元
本
書
目』

等
に
見
え
な
い
。

(

��)

こ
の
跋
は

『

潜
研
堂
文
集』

巻
二
十
九
、
題
跋
三
に
も

｢

跋
元
混
一
方
輿

勝
覽｣

と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
た
だ

『

四
部
叢
刊』

に
収
め
る
清
嘉
慶
刊
本

書
影
に
よ
っ
て
校
す
る
と
、
文
集
の
字
句
に
は
補
訂
が
加
わ
っ
て
い
る
。
異

同
の
み
挙
げ
れ
ば
、
該
本
第
一
行

｢

簒
人｣

を
文
集
は

｢

�
人｣

に
作
り
、

｢

建
安
栞
本｣

を

｢

書
肆
所
刊｣

に
、｢

簡
核｣

を

｢

簡
陋｣

に
、｢

今
�
流

傳
甚
尠｣

を｢

然
今
時
流
傳
者
已
少
矣｣

に
、
第
六
行｢

改
易｣

を｢

竄
易｣

に
、｢

要
皆
隨
時
�
損
爲
之
以
致
體
例
不
合
也｣

を

｢

要
皆
書
肆
射
利
者
爲

之
而
不
自
知
牴
牾
也｣

に
作
る
。
陳
�亶
の
録
文
は
、
銭
氏
附
跋
本
よ
り
の
移

録
で
あ
ろ
う
。

(

��)

ま
た
該
本
の
全
般
に
つ
い
て
、
尾
崎
康
氏

｢

復
旦
大
学
図
書
館
蔵
宋
元
版

解
題｣

(

本
論
集
第
三
十
四
輯
、
平
成
十
二
年
二
月)

に
著
録
が
あ
る
。
ま

た
注

(

９)

郭
氏
著
書
中
に

｢

單
行
大
本

『

元
勝
覽』｣

と
し
て
巻
首
書
影

と
と
も
に
該
本
を
挙
げ
、
そ
の
題
目
等
の
偽
装
に
係
り
、『

翰
墨
大
全』

明

刊
本
の
抽
出
単
行
本
に
当
た
る
こ
と
を
看
破
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
を

｢

嘉
靖
本｣

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

(

��)

固
よ
り
著
録
に
先
後
が
あ
り
、
補
刻
を
見
過
ご
し
た
場
合
の
あ
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
こ
れ
も
他
日
の
検
証
に
期
す
る
。

(

��)

こ
の
本
を
注

(

９)

郭
氏
著
書
四
六
頁
に
、｢

明
初
本｣

と
称
し

『

四
庫

全
書
存
目
叢
書』

収
入
の
北
京
中
国
国
家
図
書
館
蔵
六
十
四
冊
本

(

本
稿
で

は
明
正
統
十
一
年
刊
本
に
分
類)

と
同
種
と
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
別
版
で

あ
る
。

(

��)
『

欽
定
天
禄
琳
琅
書
目』

巻
六
に

｢

新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
〈
十
函
／

八
十
冊〉｣

と
、
同

『

後
編』

巻
十
に

｢

事
文
類
聚
翰
墨
全
書
〈
六
函
／
六

十
冊〉｣

、｢

事
文
類
聚
翰
墨
大
全
〈
四
函
／
二
十
八
冊〉｣

、｢

�
修
事
文
類
聚

翰
墨
全
書
後
丙
集
〈
一
函
／
五
冊〉｣

と
録
す
る
が
、
該
本
が
い
ず
れ
か
に
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当
た
る
か
否
か
、
不
明
。

(
��)

和
刻
本
と
し
て
知
ら
れ
る

『

翰
墨
全
書』

は
、
全
称
を

｢

新
鐫
時
用
通
式

翰
墨
全
書｣

と
言
い
、
明
王
宇
編
、
陳
瑞
錫
注
、
闕
名
点
の
十
二
巻
本
で
、

こ
ち
ら
は
尺
牘
ば
か
り
を
集
め
た
編
集
の
別
書
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
明
天
啓

六
年
序
刊
本
を
覆
刻
し
た

(

底
本
は
未
見)

寛
永
二
十
年
京
田
原
仁
左
衛
門

刊
本
一
版
が
広
く
行
わ
れ
た
。

(

��)
『

中
国
古
籍
善
本
書
目』
録
。
ま
た
注

(

５)

謝
・
李
氏
著
書
参
照
。

(

��)

注

(

５)

謝
・
李
氏
著
書
参
照
。

(

��)

井
上
進
氏

『

中
国
出
版
文
化
史
―
書
物
世
界
と
知
の
風
景
―』

(

平
成
十

四
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会)

二
六
二
頁
参
照
。

(

��)

本
版
に
つ
き
注

(

９)

郭
氏
著
書
五
五
頁
に

｢
万
暦
本｣

と
し
て
取
り
上

げ
、
同
じ
く
氏
の
称
す
る

｢

嘉
靖
本｣

の
翻
刻
本
と
さ
れ
た
。
万
暦
の
称
は

安
正
堂
封
面
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。｢

嘉
靖
本｣
が
本
稿
に
言
う

正
徳
元
年
刊
大
全
本
に
当
た
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
翻
刻
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
同
意
で
き
る
が
、『

法
蘭
西
学
院
漢
学
研
究
所
蔵
漢

籍
善
本
書
目
提
要』

、『

美
国
哈
仏
大
学
哈
仏
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
志』

著
録
の
明
刻
本
を
本
版
と
見
な
し
て
い
る
点
は
正
確
で
な
い
。

(

��)

こ
れ
ら
は
欠
損
し
た
本
文
を
故
意
に
流
布
せ
し
め
る
行
為
で
あ
り
、
僅
か

な
が
ら
版
木
に
も
手
を
入
れ
て
い
る
か
ら
、
後
修

(

こ
の
場
合
は
逓
修)

と

処
遇
し
て
も
よ
い
が
、
本
文
そ
の
も
の
に
手
を
入
れ
ず
変
更
の
消
極
的
で
あ

る
こ
と
、
万
暦
三
十
九
年
前
後
の
修
と
一
連
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
後
印
と
標
記
し
た
。

(

��)

世
上
に
同
題
の
馬
術
書
を
存
す
る
模
様
で
あ
る
が
、
関
係
の
有
無
は
わ
か

ら
な
い
。
或
い
は
未
成
に
終
わ
っ
た
著
述
の
稿
紙
か
。

(

��)

清
初
、
季
振
宜
の

『

季
滄
葦
蔵
書
目』

に
は
、
原
編
古
刊
本
と
思
し
き
著

録
が
あ
る
。
本
文
二
四
七
頁
参
照
。

(

�	)

岐
陽
の

『

中
峰
和
尚
広
録
鈔』

(｢

中
峰
広
録
不
二
鈔｣

と
も)

は
比
較
的

稀
覯
に
属
す
る
が
、
稿
者
は
東
福
寺
霊
雲
院
蔵
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
、

米
国
議
会
図
書
館
蔵
本
の
三
部
に
接
し
得
た
。
本
稿
で
は
こ
の
中
の
霊
雲
院

本
に
拠
る
。
同
本
は

[

室
町]

写
、
彭
叔
守
仙
書
入
の
善
慧
軒
旧
蔵
本
で
あ

る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

不
二
和
尚
岐
陽
方
秀
の
学
績
―
儒
道

二
教
に
於
け
る
―｣

(｢

書
陵
部
紀
要｣

第
四
十
七
号
、
平
成
八
年
三
月)

を

参
照
さ
れ
た
い
。

(

�
)
『

改
定
史
籍
集
覧』

に
収
め
る

『

允
澎
入
唐
記』

即
ち

『

笑
雲
和
尚
入
明

記』

は
、
こ
の
際
の
笑
雲
等
の
行
跡
を
止
め
た
記
録
で
あ
る
が
、
本
書
入
手

に
関
す
る
直
接
的
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

(

��)
范
成
大
、
字
致
能
。
も
と
の
泰
定
刊
本
も

｢

致｣

を

｢

至｣

と
刻
す
。

(

��)

建
仁
寺
両
足
院
第
六
十
一
番
函
収
蔵
、
天
正
三
年
写
本
。
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(

��)

月
舟
が

『

翰
墨
全
書』

の

｢

方
輿｣

か
ら
さ
ら
に

『

大
明
一
統
志』

に
関

心
を
移
し
た
事
情
は
、
そ
の
説
を
法
嗣
の
継
天
寿
�
が
録
し
た

『

三
体
詩
幻

雲
抄』

識
語
に
も
見
え
る
。

予
少
壮
時
應
童
蒙
求
講
唐
賢
詩
、
纂
諸
老
抄
記
諸
老
所
談
之
義
、
書
于
本
之

上

(

中
略)
�
今
得
之
以
補
其
闕
、
又
據
大
明
一
統
志
考
其
地
理
、
蓋
一
統

志
近
年
傳
來
于
吾
朝
、
以
故
予
曾
不
檢
焉
。
�
之
所
書
尚
恐
多
謬
、
後
之
君

子
頗
改
正
焉
。
則
杜
元
凱
爲
左
氏
忠
臣
也
。
大
永
七
年
丁
亥
重
三
之
日

幻

雲
老
衲
誌
。

(

��)

権
�
の
出
た
権
氏
の
事
蹟
に
つ
い
て
、
注

(

８)

宮
氏
著
書
五
八
一
至
四

頁
に
、
元
明
と
の
交
流
に
関
す
る
興
味
深
い
紹
介
が
あ
る
。

(

��)

張
伯
偉
氏
編

『

朝
鮮
時
代
書
目
叢
刊』
(

二
〇
〇
五
年
、
中
華
書
局)

等

に
拠
る
。

(

��)

全
寅
初
氏
主
編

『

韓
国
所
蔵
中
国
漢
籍
善
本
書
目』

(

延
世
国
学
研
究
叢

書
五
十
二
、
二
〇
〇
五
年
、
学
古
房)

等
に
拠
る
。

[

附
記
一]

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
蔵
一
冊
本
に
つ
い
て
、
同
学
人
文
科
学
図
書
館
に
於
け
る

調
査
の
折
、
閲
覧
申
請
の
行
き
違
い
か
ら
、
担
当
司
書
の
方
を
大
い
に
お
煩
わ
せ
す

る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
記
し
て
ご
厚
誼
に
謝
し
、
当
方
の
不
明
を
お
詫

び
し
た
い
。

[

附
記
二]

本
稿
は
平
成
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究(

Ｂ)

｢

日
本
漢
籍
の
本
文
形
成
に
関
す
る
研
究
―
五
山
版
・
古
活
字
版
を
中
心
に
―｣

(

課

題
番
号
一
七
七
二
〇
〇
三
五)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図版一

図版二
〔元〕刊本・丙集巻十一首　大阪大学附属図書館蔵

同・庚集巻十二首　香川大学図書館蔵

― 337 ―



図版三
〔明初〕刊大全本・熊禾序首　Princeton University Library蔵

図版四
同・巻首　同

― 338 ―



図版五
同・庚集巻首　同

図版六
同・庚集巻十二首　同

― 339 ―



図版七
元泰定元年刊本・毛直方序尾　東京大学総合図書館蔵

図版八
同・巻首　同

― 340 ―



図版九
同・甲集巻一尾　同

図版十
同・辛集巻二十三首　同

― 341 ―



図版十一
〔明初〕刊本・熊禾序尾　市立米沢図書館蔵

図版十二
同・巻首　同
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図版十三
同・甲集巻二首　同

図版十四
同・庚集巻二十三首　同
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図版十五
明正統十一年刊本・熊禾序尾　国立公文書館旧内閣文庫蔵

図版十六
同・巻首　同
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図版十七
同・封面　同

図版十八
同・丁集首封面　同
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図版十九
明正徳元年刊大全本・巻首　国立公文書館旧内閣文庫蔵

図版二十
同・后戊集尾　同
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図版二十二
同・后戊集尾　同

図版二十一
明嘉靖三十六年刊大全本・巻首　神戸大学附属図書館蔵
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図版二十三
同　万暦三十九年修本・封面　神戸大学附属図書館蔵

図版二十四
同　万暦三十九年修本・癸集巻九首　神戸大学附属図書館蔵
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